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一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
制
定
の
「
学
校
教
育
法
」
に
よ
り
新
制
中
学
校
が
発
足
し
た
。
旧
学
制
に
お
い
て
は
、
小
学
校
が
八
年
制
（
四
〇
年
度
ま
で
尋
常
小
学
校
と
高
等
小

学
校
、
四
一
年
度
か
ら
国
民
学
校
初
等
科
と
同
高
等
科
）
で
、
中
学
校
・
高
等
女
学
校
・
実
業
学
校
か
ら
成
る
中
等
学
校
の
多
く
は
尋
常
小
学
校
（
国
民
学
校
初
等
科
）
に
接
続
し

て
い
た
。
ま
た
、
過
半
数
の
子
ど
も
は
小
学
校
（
国
民
学
校
）
を
出
て
就
職
し
て
お
り
、
就
労
し
な
が
ら
学
ぶ
勤
労
青
年
教
育
機
関
と
し
て
青
年
学
校
が
あ
っ
た
。
青
年
学
校
は
男

子
の
み
三
九
年
度
か
ら
義
務
教
育
と
さ
れ
た
。
小
学
校
の
義
務
教
育
六
年
を
終
え
た
あ
と
は
、
共
通
し
て
学
ぶ
学
校
は
な
く
、
ま
た
国
民
学
校
高
等
科
は
、
四
一
年
の
国
民
学
校
令

で
は
義
務
化
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
戦
局
の
悪
化
で
延
期
さ
れ
た
。
新
制
中
学
校
は
、
す
べ
て
の
小
学
校
卒
業
者
を
入
学
さ
せ
る
義
務
教
育
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
ま

た
、
中
学
校
は
独
立
校
舎
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
新
制
中
学
校
は
、
旧
制
の
学
校
の
い
ず
れ
を
も
母
体
と
し
な
か
っ
た
か
ら
、
新
た
に
校
舎
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま

た
中
学
校
教
員
の
免
許
状
も
創
設
さ
れ
た
（
発
足
直
後
に
は
青
年
学
校
や
小
学
校
の
教
員
が
異
動
し
て
そ
の
教
育
に
あ
た
っ
た
）。 

 

中
学
校
の
設
置
は
小
学
校
と
同
様
に
市
町
村
の
責
任
と
さ
れ
、
多
く
の
市
町
村
は
中
学
校
の
設
置
と
そ
の
た
め
の
校
舎
・
教
室
の
確
保
に
苦
慮
し
た
。
中
学
校
卒
業
者
は
、
一
九

五
〇
年
代
は
半
数
近
く
が
就
職
し
、
残
り
が
高
等
学
校
に
進
学
し
た
。
五
〇
年
代
に
は
勉
強
（
学
校
）
ぎ
ら
い
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
る
長
期
欠
席
者
が
多
く
、「
夜
間
中
学

校
」
と
呼
ば
れ
る
夜
間
学
級
も
一
部
に
設
置
さ
れ
た
。
高
等
学
校
に
お
け
る
入
学
者
選
抜
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て
、
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
の
扱
い
を
含
め
て
、
五
〇
年
代
か
ら

六
〇
年
代
に
か
け
て
、
中
学
校
と
高
等
学
校
と
の
間
で
意
見
対
立
が
続
い
た
。 

本
章
は
「
第
一
節 

被
占
領
期
の
中
学
校
」「
第
二
節 

独
立
後
の
一
九
五
〇
年
代
の
中
学
校
」「
第
三
節 

一
九
六
〇
年
代
の
中
学
校
」
の
三
節
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
各
節
に
は

そ
の
時
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
資
料
を
時
系
列
に
並
べ
て
収
録
し
た
。
第
一
節
と
第
二
節
の
画
期
は
、
占
領
が
終
了
し
て
軍
政
部
が
消
滅
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
市
町
村
に

教
育
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
一
九
五
二
年
で
あ
り
、
第
二
節
と
第
三
節
の
画
期
は
、
高
度
経
済
成
長
の
も
と
で
企
業
社
会
が
成
立
し
始
め
た
と
さ
れ
る
一
九
六
〇
年
で
あ
る
。 
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第 
一 

節 

被
占
領
期
の
中
学
校 

一 

横
浜
市
各
区
の
新
制
中
学
校
設
置
状
況 

   

                           

和
田
山 

 

吉 

田 
 

校 

名 
 

中
区
新
制
中
学
設
置
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
区
新
学
制
実
施
準
備
協
議
会
委
員
案 

  

学
区
域 

 

二
十
二
年
度 

 
 

七
〇
四 

二
十
三
年
度 

 

一
一
三
八 

二
十
四
年
度 

 

一
三
八
八 

二
十
二
年
度 

 
 

九
一
二 

二
十
三
年
度 

 

一
四
五
八 

二
十
四
年
度 

 

一
八
一
〇 

生 

徒 

数 
二
十
二
年
度 

二
十
三
年
度 

 
 
 
 

 
 
 

一
二 

 
 
 
 

 
 
 

一
九 

 
 
 
 

 
 
 

二
四 

 
 
 
 

 
 
 

一
六 

 
 
 
 

 
 
 

二
五 

 
 
 
 

 
 
 

三
一 

学 

級 

数 

仝 

上 

  
 

一
五 

 

一
八 

使
用
教
室 

 

北
方 

大
鳥 

本
牧 

間
門 

本
町 

老
松
ノ
一
部 

東 

ノ
一
部 

吉
田 

元
街 

立
野 

山
元 

関
係
小
学
校 

学
級
教
室
数 

  

同 
 

上 

二
部
状
況 

⒈
立
野
・
元
街
ノ
中
二
和
田
山
ヲ
希
望
ス
ル
モ 

ノ
ア
リ 

 

⒉
間
門
校
ハ
磯
子
区
ニ
転
入
ノ
者
ア
ル
見
込
ミ 

 

⒊
本
牧
小
学
校
ヲ
独
立
校
ニ
ス
ル
タ
メ
ニ
小
学 

校
ヲ
間
門
校
ニ
移
ス 

⒈
私
立
中
学
校
へ
幾
分
入
学
ス
ル
見
込 

 

⒉
吉
田
ノ
児
童
ヲ
本
町
校
ニ
移
ス 

希
望
意
見 

 
 

備 
 

考 
 

共 

進 
 

平 

楽 
 

校 

名 
  
 
 

南
区
新
制
中
学
設
置
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
区
新
学
制
実
施
準
備
協
議
会
委
員
案 

日 

枝 

共 

進 

南
太
田 

南
吉
田 

中
村
靑 

南
吉
田 

三 

吉 

石 

川 

平 

楽 

中 

村 

学
区
域 

 

二
十
二
年
度 

 
 

六
六
四 

二
十
四
年
度 

一
、
三
三
五 

二
十
二
年
度 

 
 

八
八
二 

二
十
四
年
度 

一
、
五
六
二 

生 

徒 

数 
 

同 

上 
 
 

一
四 

同 

上 
 
 

二
七 

同 

上 
 
 

一
七 

同 

上 
 
 

三
〇 

学 

級 

数 
 

同 

上 
 
 

一
四 

同 

上 
 
 

二
九 

同 

上 
 
 

一
八 

同 

上 
 
 

二
九 

使
用
教
室 

 

一
二 

一
〇 

一
四 

一
五 

 

― 
 

― 

一
三 

一
五 

 

二 
 

二 

一
三 

一
二 

一
三 

一
二 

一
一 

一
八 

一
八 

一
二 

関
係
小
学
校 

学
級
及
室
数 

二
年
生
マ
デ 

一
年
生
ダ
ケ 

― ― ― 一
年
生
ノ
ミ 

一
年
生
ノ
ミ 

同 
 

上 
二
部
状
況 

第
一
□
□
□
ヲ
□
ヘ
約
サ
レ
タ
シ 

一
、
二
十
四
年
度
開
始
迄
ニ
校
舎
・
新
築
ヲ
前
提
ト

シ
テ
立
案
シ
タ 

二
、
初
年
度
ニ
於
テ
平
楽
中
学
ノ
空
教
室
ヲ
平
楽
小

学
校
ノ
低
学
年
ニ
使
用
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
イ 

中
村
□
□
跡
ニ
新
築 

希 

望 

意 

見 
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蒔 

田 
 

南
太
田 

 

港 
南 

 
蒔 

田 

太 

田 

井
土
ヶ
谷 

大
岡 

桜 

岡 

南
青
年 

日 

野 

日 

下 
永 
野 

二
十
二
年
度 

 
 

八
四
三 

二
十
四
年
度 

 

一
、
三
五
九 

二
十
二
年
度 

 
 

三
九
一 

二
十
四
年
度 

 
一
、
一
七
三 

二
十
二
年
度 

 
 

六
八
五 

二
十
四
年
度 

一
、
二
六
八 

同 

上 
 
 

一
八 

同 

上 
 
 

二
七 

同 

上 
 
 
 

六 

同 

上 
 
 

二
五 

同 

上 
 
 

一
三 

同 

上 
 
 

二
二 

同 

上 
 
 

一
八 

同 

上 
 
 

二
七 

同 

上 
 
 
 

七 

同 

上 
 
 

二
五 

 

一
一 

 
 

四 

桜
岡
一
二 

南
青
一
二 

一
二 

 

九 

一
四 

一
四 

二
四 

一
六 

  

一
四 

一
二 

一
九 

一
六 

二
三 

一
六 

― 
 

九 

一
三 

 

八 
 

八 

一
二 

一
四 

三
年
生
マ
デ 

 

五
年
生
マ
デ 

 

五
年
生
マ
デ 

 

一
、
二
十
二
年
度
三
九
一
名
中
約
五
〇
名
、
私
立
中
学

へ
進
学
ノ
見
込 

一
、
二
十
三
年
度
開
始
迄
ニ
中
学
校
含
ノ
新
築
ヲ
前

提
ト
シ
テ
立
案
シ
タ 

□
□
□
□
□
□
□
□ 

工
場
ヲ
ア
ケ
ル 

校学中野岡 校
名 

 
 
 

西
区
新
制
中
学
設
置
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
区
新
学
制
実
施
準
備
協
議
会
委
員
案 

域区校沼平・野岡・谷宮 
学
区
域 

24〃 23〃 22 年度 年
度 

350 415 383 一 

生 

徒 

数 

415 383 161 二 

383 161 58 三 

1148 959 602 計 

7 8 8 一 

学 

級 
数 

8 8 3 二 

8 3 1 三 

23 19 12 計 
23 19 12 使

用 

教
室 

 

40 39 39 
学
級
数 

関
係
小
学
校 

〃 〃 60 

室
数 

○
岡
野
校
三
階
ノ
修
築
ヲ
急
速
ニ
施
行
ス
ル
コ
ト 

○
岡
野
中
学
校
ニ
平
沼
校
分
教
場
ヲ
オ
ク 

希 
 

望 
 

意 
 

見 

 
 
 
 

備 
 
 
 
 

考 
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計 合 区 全 校学中松老 校学中 西 

   域区校東・松老・松本一・部戸 域区校部戸西・前西・台荷稻 

24〃 23〃 22 年度 24〃 23〃 22 年度 24〃 23〃 22 年度 

1206 1402 1298 369 457 427 487 530 488 

1402 1998 435 457 427 63 530 488 211 

1298 435 174 427 63 37 488 211 79 

3906 3135 1907 1253 947 527 1505 1229 778 

25 28 27 8 9 9 10 11 10 

28 27 8 9 9 1 11 10 4 

27 8 4 9 1 1 10 4 2 

80 63 39 26 19 11 31 25 16 

80 63 39 26 19 11 31 25 16 

126 125 127 42 40 42 44 46 46 

  
177 〃 〃 61 

 
  

28〃 

 
  

□〃 56 

 ○
市
庁
舎
ヲ
他
二
物
色
シ
テ
老
松
校
舎
ヲ
中
学
校 

々
舎
二
使
用
出
来
ル
ヤ
ウ
ス
ル
コ
ト 

○
当
分
東
校
内
二
オ
ク 

○
可
成
太
田
校
ヲ
南
区
へ
分
離
ス
ル
コ
ト 

○
図
書
館
使
丁
ノ
小
学
校
舎
使
用
ノ
停
止 

○
水
道
局
ハ
直
チ
ニ
立
退
キ
教
室
ヲ
ア
ケ
ル
コ
ト 

○
少
ク
モ
五
室
ハ
直
二
空
ケ
ル
コ
ト 

稲
荷
台
校
ノ
増
築
ヲ
急
グ
コ
ト 

 

西
前
校
内
二
西
戸
部
小
学
校
ヲ
オ
ク 
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校学中浜 校学中岸根 校
名 

 
 
 

磯
子
区
新
制
中
学
設
置
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

磯
子
区
新
学
制
実
施
準
備
協
議
会
委
員
案 

浜 杉 

田 

富 

岡 

 

三
校
ノ 

学
区
域 

全 

部 

根 

岸 

磯 

子 

滝 

頭 

 

三
校
学 

区
域
ノ 

全 

部 

学
区
域 

24 年度 23 年度 22 年度 24 年度 23 年度 22 年度 年度 

３ ２ １ ３ ２ １ ３ ２ １ ３ ２ １ ３ ２ １ ３ ２ １ 学年 

三
七
四 

四
九
二 

四
五
二 

一
二
一 

三
七
四 

四
九
二 〇 

一
二
一 

三
七
四 

六
四
五 

七
二
八 

六
〇
三 

二
三
一 

六
四
五 

七
二
八 

一
四
二 

二
一
二 

六
四
五 生 

徒 

数 

一
三
一
八 

九
八
七 

四
九
五 

一
九
七
六 

一
六
〇
四 

九
九
九 

六 八 八 二 六 八 〇 二 六 

一
一 

一
三 

一
〇 四 

一
一 

一
三 三 四 

一
一 学 

級 

数 

二
二 

一
六 八 

三
四 

二
八 

一
八 

二
二 

一
六 八 

三
二 

（
不
足
二
） 

二
八 

一
八 

使
用
教
室 

杉
田 

 
 

三
一
学
級 

 
 

二
七
室 

 

富
岡 

 
 

一
二
学
級 

 
 

一
四
室 

磯
子
四
五
学
級 

 
 

四
一 

室 

旧
根
岸
校
ノ
分

教
場
ニ
十
教

室
、
十
学
級
ヲ

置
キ
、
旧
浜
校

ノ
分
教
場
ニ
四

教
室
四
学
級
ヲ

置
ク 

滝
頭
三
九
学
級 

 
 

三
三
教
室 

関
係
小
学
校 

学
級
数
及
室
数 

杉
田 

 

二
年
迄 

 

富
岡 

 
ナ
シ 

磯
子 一

年
及 

二
年
ノ 

八
学
級 

 

滝
頭 一

年
及 

二
年
ノ 

十
二
学
級 

関
係
小
学
校 

二

部

状

況 

適
当
ナ
ル
校
舎
ノ
買
収
、
又
ハ
建
設
方
ヲ
要
望

シ
、
休
校
ト
ナ
レ
ル
浜
校
ノ
再
興
ヲ
希
望
ス 

二
十
二
年
度
ニ
於
テ
サ
ヘ
関
係
小
学
校
ハ
二
部

ヲ
二
年
迄
実
施
シ
、
二
十
三
年
度
以
降
磯
子
小
学

校
ハ
四
年
マ
デ
十
八
学
級
ノ
二
部
ヲ
実
施
ス
ル

二
至
ル
、
更
ニ
完
成
年
度
ニ
至
レ
バ
、
中
学
サ
ヘ

三
十
二
教
室
ニ
三
十
四
学
級
ヲ
収
容
セ
ネ
バ
ナ

ラ
ナ
ク
ナ
ル
、
独
立
校
舎
ヲ
望
ム
コ
ト
切
ナ
リ
、 

希 
 

望 
 

意 
 

見 
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校学中浦六 校学中沢金 

六 

浦 

大 

道 

釜
利
谷 

三
校
学 

区
域
ノ 

全 

部 

金 

沢 

小
学
校 

ノ 

全 

学 

区 

24 年度 23 年度 22 年度 24 年度 23 年度 22 年度 

３ ２ １ ３ ２ １ ３ ２ １ ３ ２ １ ３ ２ １ ３ ２ １ 

三
二
九 

四
四
八 

四
〇
三 

一
二
四 

三
二
九 

四
四
八 

二
二 

一
二
四 

三
二
九 

三
二
八 

三
九
五 

三
四
七 

一
五
三 

三
二
八 

三
九
五 

八
一 

一
五
三 

三
二
八 

一
一
八
〇 

九
〇
一 

四
七
五 

一
〇
七
〇 

八
七
六 

五
六
二 

六 八 七 三 六 八 一 三 六 六 八 七 三 六 八 一 三 六 

二
一 

一
七 

一
〇 

二
一 

一
七 

一
一 

二
一 

一
七 

一
〇 

二
二 

一
八 

一
二 

大
道 

 

四
四
学
級 

 

三
五
室 

 

釜
利
谷 

 

一
二
学
級 

 
 

六
室 

四
〇
学
級 

 

一
八
室 

大
道 

 

二
四
学
級 

 

釜
利
谷 

 

一
二
学
級 

五
年
マ
デ 

二
部
ノ 

必
要
ア
リ 

①
初
年
度
ニ
於
テ
過
半
学
級
ノ
二
部
、
二
年
度

以
降
大
半
学
級
二
部
教
授
ノ
余
儀
ナ
キ
ニ
至

ル
、
而
モ
大
道
学
校
ノ
校
舎
ハ
極
メ
テ
不
完

全
ナ
ル
仮
建
築
及
□
〔
一
文
字
ま
た
は
二
文
字
判

読
不
能
〕
ヨ
リ
ノ
転
用
校
舎
ニ
テ
二
千
数
百
ノ

学
童
ヲ
到
底
収
容
シ
得
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
以

上
ノ
理
由
ヨ
リ
早
急
ニ
一
校
舎
ノ
新
築
又
ハ

転
用
ニ
ヨ
リ
大
浦
小
学
校
復
活
ヲ
要
望
ス
ル

コ
ト
切
ナ
リ 

②
二
十
二
年
度
ハ
六
浦
中
学
校
ニ
大
道
小
学
校

ノ
分
校
ヲ
併
置
シ
四
年
以
下
十
四
学
級
ヲ
置

ク 
①
二
十
二
年
度
末
マ
デ
ニ
独
立
校
舎
設
置
ノ
必

要
ア
リ 

 

②
附
近
ノ
施
設
ヲ
借
用
シ
テ
二
部
授
業
緩
和
ヲ

図
ラ
レ
度
シ 

  

牛
込
臨
海
園
ノ
校
舎
借
用 

 

四
谷 

 
 

〃 

  

ニ
ヨ
リ
六
教
室 
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磯
子
区
学
校
制
度
準
備
委
員
会
は
上
記
の
通
り
決
定
報
告
致
し
ま
す
。
併
し
右
は
中
学
校
の
目
的
及
教
育
効
果
の
点
よ
り
見
て
不
充
分
な
る
こ
と
は
言
ふ
迄

も
無
き
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
更
に
中
学
校
設
置
が
小
学
校
児
童
の
犠
牲
に
於
て
実
施
さ
れ
た
も
の
故
、
一
日
も
早
く
こ
の
状
態
が
解
除
さ
れ
る
の
要
が
あ

り
ま
す
。 

以
上
中
学
校
、
小
学
校
何
れ
の
面
よ
り
し
て
も
切
に
切
に
独
立
校
舎
新
設
の
要
望
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

同 

校学中四第 

同 

校学中三第 

同 

校学中二第 

区川奈神立市浜横 

校学中一第 

校
名 

 

神
奈
川
区
新
制
中
学
設
置
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
区
新
学
制
実
施
準
備
協
議
会
委
員
案 

白
幡
小
学

校
の
学
区 

子
安
小
学

校
の
学
区 

浦
島
小
学

校
の
学
区 

幸
ヶ
谷 

栗
田
谷 

齋
藤
分 

三
ッ
澤 

の
各
小
学

校
の
学
区 

学
区
域 

三
八
六 

三
〇
三 

五
七
三 

六
四
三 

二
十
二
年
度 

生 

徒 

数 

八
九
六 

一
、
〇
〇
三 

七
七
六 

一
、
五
三
九 

二
十
四
年
度 

七 五 

一
〇 

一
二 

二
十
二
年
度 

学 

級 

数 

一
五 

一
七 

一
三 

二
六 

二
十
四
年
度 

七 五 

一
〇 

一
二 

二
十
二
年
度 

使 

用 

教 

室 

一
五 

一
七 

一
三 

二
六 

二
十
四
年
度 

三
二 

三
九 

二
六 

一
一 

学
級
数 

関 

係 

小 

学 

校 

二
九 

二
九 

三
四 

一
九 

室 

数 

四
年 

五
年 

二
年 

六
年 

同
上 

二
部
状
況 

位
置 

白
幡
小
学
校 

位
置 

子
安
小
学
校 

浦
島
中
学
校
へ
一
部
を
委
託
す 

位
置 

浦
島
小
学
校 

子
安
中
学
校
の
一
部
委
託
を
受
く 

位
置 

幸
ヶ
谷
小
学
校 

二
十
三
年
度
三
ッ
澤
校
新
築
移
転

に
伴
ひ
栗
田
谷
校
舎
に
移
転 

希 

望 

意 

見 
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備 

考 

同 

校学中五第 

 

神
橋
小
学

校
の
学
区 

 

 

四
四
六 

 

九
二
五 

新
制
中
学
校
の
職
員
室
を

含
ま
ず 

八 

一
六 

 八 

 

一
六 

 

二
四 

 

二
六 

 

三
年 

 

位
置 

神
橋
小
学
校 

備
考
一
、
浦
島
丘
中
学
校
の
二
十
四
年
度
の
生
徒
数
は
二
、
六
七
五
、
学
級
数
は
四
五
、
使
用
教
室
は
四
五 

二
、
必
要
の
場
合
は
県
立
第
二
中
学
校
に
若
干
生
徒
を
通
学
せ
し
む
る 

三
、
青
木
中
学
校
の
二
十
四
年
度
の
生
徒
数
は
二
、
四
六
四
、
学
級
数
は
四
二
、
使
用
教
室
数
は
四
二 

青 

木 

浦
島
丘 

校 

名 

   

神
奈
川
区
新
制
中
学
校
設
置
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
区
新
学
制
実
施
準
備
協
議
会
委
員
案 

幸

ヶ

谷 

三 

ッ 

澤 

栗 

田 

谷 

齋 

藤 

分 

神 
 

橋 

池 
 

上 

の
各
小
学

校
の
学
区 

子 
 

安 

浦 
 

島 

白 
 

幡 

の
各
小
学

校
の
学
区 

学
区
域 

一
、
〇
八
九 

一
、
二
六
二 

生 

徒 

数 

二
十
二
年
度 

一
八 

二
一 

学
級
数 

仝 

上 

一
八 

二
一 

使
用
教
室 

九
〇 

九
七 

学
級
数 

関
係
小
学
校 

七
五 

九
七 

室
数 

  

同 
 

上 

二
部
状
況 

第
一
案 

三
菱
青
年
学
校
使
用 

第
二
案 

現
幸
ヶ
谷
小
学
校
に
置
く 

 

幸
ヶ
谷
校
は
栗
田
谷
校
へ
移
転 

 

但
し
一
、
二
、
三
年
は
幸
ヶ
谷
校
に 

残
置
す
る 

右
第
二
案
の
場
合
は
齋
藤
分
小
学

校
は
神
橋
校
に
移
転 

位
置 浦

島
小
学
校 

一
、
浦
島
小
学
校
は
同
中
学
校
の
余 

剰
教
室
を
利
用 

希 

望 

意 

見 
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潮
田 

 生
麦 

分
校 

生
麦 

 寺
尾 

 末
吉 

 豊
岡 

 市
場 

校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鶴
見
区
新
学
制
実
〔
施
〕
準
備
協
議
会
案 

 
鶴
見
区
新
制
中
学
校
設
置
状
況 

潮
田
下
野
谷
ノ

全
区
域 

 

鶴
見
区
内
全
区

域 生
麦
岸
谷
校
ノ

全
区
域 

 

東
台
旭
校
ノ
全

区
域 

 

末
吉
校
全
区
域 

□
校
ノ
一
部 

 
 

豊
岡
、
芦
穂 

崎
校
全
区
域 

 

市
場
、
矢
向 

校
全
区
域 

学
区
域 

三
八
五   

二
九
六  

二
八
八  

二
三
二  

二
六
〇  

三
二
八 

一
年 

生 

徒 

数 

  

六
二
二          

二
年 

  

七
二          

三
年 

七  

一
二 五  五  四  五  六 

学
級
数 

八  

一
三 六  六  五  六  七 

使
用
教
室 

潮
13 

17 
 
 

職 

－ 

下
41 

21 

 

生
29 

14 
 
 

講
四 

岸
18 

15 

 

東
30 

23 

旭
13 

10 

 

末
38 

95 

 
豊
29 

19 

芦
12 

 6 

 
市
28 

28 

矢
25 

15 

関
係
小
学
校 

学
級
数
及
室
数 

六
年
迄 

 
六
年
迄 

 

五
年
迄 

二
年
迄 

 

三
年
迄 

三
年
迄 

 

五
年
迄 

 

五
年
迄 

六
年
迄 

 

四
年
迄 

五
年
迄 

同
上 

二
部
状
況 

（
下
野
谷
小
学
校
二
併
設
） 

（
生
麦
小
学
校
ニ
併
設
） 

 

鶴
見
区
内
二
年
三
年
ノ
生
徒
全
部
ヲ
収
容
ス 

講
堂
ヲ
四
教
室
二
分
割
セ
ラ
レ
タ
シ 

（
岸
谷
小
学
校
二
併
設
） 

 

（
東
台
小
学
校
二
併
設
） 

 

（
末
吉
小
学
校
二
併
設
） 

 

（
豊
岡
小
学
校
二
併
設
） 

 

（
市
場
小
学
校
二
併
設
） 

希 

望 

意 

見 

講
三 

職 

一 
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学中岡都 学中川俣二 学中島川 学中谷ヶ土保 校
名  

保
土
ヶ
谷
区
新
制
中
学
設
置
状
況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

保
土
ヶ
谷
区
新
学
制
準
備
協
議
会
委
員
案 

都    

岡 

小 

学 

校 

区 

域 

二 

俣 

川 

小 

学 

校 

区 

域 

川 
 

島 

星 
 

川 

峯 市 
 

沢 

四
小
学
校
区
域 

保
土
ヶ
谷 

岩 
 

崎 

今 
 

井 

三
小
学
校
区
域 

学
区
域 

二
十
二
年
度 

一
年
生 

 

一
九
一 

二
年
生 

 
 

九
九 

三
年
生 

 
 

二
五 

二
十
四
年
度 

一
年
生 

 

一
七
〇 

二
年
生 

 

一
八
〇 

三
年
生 

 

一
九
一 

二
十
二
年
度 

一
年
生 

 

一
三
八 

二
年
生 

 
 

六
五 

三
年
生 

 
 

五
〇 

二
十
四
年
度 

一
年
生 

 

一
四
五 

二
年
生 

 

一
四
四 

三
年
生 
 

一
三
八 

二
十
二
年
度 

一
年
生 

 

五
一
四 

二
年
生 

 

一
七
九 

三
年
生 

 
 

八
二 

二
十
四
年
度 

一
年
生 

 

五
〇
九 

二
年
生 

 

五
五
九 

三
年
生 

 

五
一
四 

二
十
二
年
度 

一
年
生 

 

四
九
六 

二
年
生 

 

一
六
八 

三
年
生 

 
 

一
六 

二
十
四
年
度 

一
年
生 

 
四
八
一 

二
年
生 

 

五
〇
四 

三
年
生 

 

四
九
六 

生 

徒 

数 

二
十
二
年
度 

二
十
四
年
度 

  
 

六    
 

九   
 

五    
 

八   
 

一
四    

 

二
七   

一
二    

 

二
四 

学
級
数 

仝
上 

  14 12 

使
用
教
室 

二
二
学
級 

二
〇
教
室 

一
八
学
級 

一
四
教
室 

 

二 

二
〇 
 

三 

二
三 

 
 六

一 

五
二 

二
三 

二
七 

二
七 

二
六 

  
 

□
□ 

五
九 

五
七 

 
 
 

小
は
三 

関
係
小
学
校 

学
級
数
及
室
数 

 
六
年
迄  

六
年
迄 

  
 

ダ
メ 

   

仝 
 

上 

二
部
状
況 

二
俣
中
学
ニ
仝
シ 

当
初
ハ
併
設
ト
シ
独
立
中
学

ノ
新
設
ノ
速
ク
ナ
ラ
ン
事
ヲ

望
ム 

川
島
町
所
在
関
本
電
機
ノ
建

物
ヲ
使
用
シ
独
立
中
学
ト
シ

タ
シ 

岩
井
町
原
所
在
ノ
石
油
工
学

ノ
建
物
ヲ
使
用
シ
独
立
中
学

ト
シ
タ
シ 

希 

望 

意 

見 

1 2 8 2 3 9 



第４章 中学校 

- 208 - 

  
 
 

  
 

附
記 

保
土
ヶ
谷
区
ト
シ
テ
ハ
左
ノ
建
物
ヲ
買
収
シ
保
土
ヶ
谷
中
学
川
島
中
学
ノ
二
中
学
ヲ
独
立
ス
ル
ノ
外
手
段
無
シ 

 
 

岩
井
町
原
所
在 

石
油
工
学
院 

（
保
土
ヶ
谷
中
学
） 

 
 

川
島
町
所
在 

 

関
本
電
機
工
場
（
川
島
中
学
） 

尚
買
収
ニ
当
ツ
テ
其
ノ
費
用
ノ
一
部
地
元
負
担
ノ
已
ム
ナ
キ
ニ
至
ル
モ
之
ヲ
敢
行
シ
二
中
学
ノ
独
立
ヲ
切
ニ
希
望
ス 

 
 

右
採
択
ノ
後
ト
雖
モ
市
ニ
テ
別
設
ノ
計
画
ヲ
実
施
セ
ン
ト
ス
ル
場
合
ハ
必
ズ
区
協
議
会
ヘ
合
議
ノ
コ
ト 

注 

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
簿
冊
「
岡
野
一
年
目
」（
長
谷
川
雷
助
旧
蔵
資
料
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
手
書
き
の
書

き
込
み
が
あ
る
が
、
保
土
ヶ
谷
区
の
「
保
土
ヶ
谷
中
学
」「
川
島
中
学
」
の
「
使
用
教
室
」「
関
係
小
学
校
学
級
数
及
室
数
」
欄
を
除
い

て
収
録
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
欄
に
つ
い
て
は
、
空
欄
に
手
書
き
で
数
字
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
収
録
し
た
（
た
だ
し
手

書
き
で
書
き
直
し
た
箇
所
が
多
く
、
確
定
的
な
数
字
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
）。 
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二 

川
崎
市
教
育
委
員
会
『
学
校
施
設
荊
茨
の
道
』
抜
粋 

        

 
 
 

第
二
編 

新
制
中
学
校
の
発
足 

 
 
 

〔
前
文
略
〕 

一
．
小
学
校
を
圧
迫
し
た
中
学
校 

①
大
師
中
学
校
は
元
大
師
家
政
女
学
校
六
教
室
及
小
学
校
を
借
受
け
為
に
小
学
校
は
二
年
迄

の
二
部
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
川
中
島
中
学
校
は
川
中
島
小
学
校
に
同
居
、
理
科
、
工
作
の

室
を
間
仕
切
し
た
部
屋
を
使
用
し
、
物
置
を
校
長
室
に
す
る
等
の
措
置
を
と
っ
た
。
小
学

校
は
四
年
迄
一
四
学
級
の
二
部
授
業
実
施
と
な
っ
た
。 

②
又
臨
港
中
学
校
は
桜
本
小
学
校
を
使
用
。
此
の
建
物
は
焼
失
を
免
れ
た
け
れ
ど
も
警
備
隊

の
兵
隊
が
い
た
り
、
終
戦
后
机
、
腰
掛
、
建
具
、
硝
子
と
を
盗
ま
れ
荒
廃
し
た
教
室
に
授

業
を
継
続
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
、
小
学
校
は
生
徒
増
は
少
く
二
部

授
業
ま
で
行
は
な
か
っ
た
の
は
せ
め
て
も
の
幸
い
で
あ
っ
た
。 

③
中
原
中
学
校
は
、
中
原
小
学
校
の
ボ
ロ
教
室
八
教
室
を
借
受
け
て
出
発
、
職
員
室
は
昇
降

口
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
机
を
置
き
実
に
惨
め
な
日
常
を
送
っ
て
い
た
。 

④
稲
田
中
学
校
は
登
戸
小
学
校
八
教
室
を
使
用
。
為
に
登
戸
小
は
従
来
二
部
授
業
な
ど
行
っ

た
こ
と
が
な
い
の
に
六
学
級
二
年
迄
二
部
授
業
と
な
っ
た
。 

⑤
柿
生
中
学
校
も
同
様
、
柿
生
小
よ
り
四
教
室
を
借
用
間
借
り
生
活
に
よ
り
発
足
し
た
の
で

あ
る
。 

二
．
ボ
ロ
建
物
利
用
の
中
学
校 

 

①
田
島
中
学
校
は
元
東
渡
田
小
学
校
焼
失
校
舎
の
跡
に
焼
残
っ
た
バ
ラ
ッ
ク
の
雨
天
体
操
場

と
元
青
年
学
校
の
銃
器
室
が
あ
っ
た
の
を
間
仕
切
を
し
て
四
教
室
を
つ
く
り
、
銃
器
室
を

職
員
室
と
し
て
発
足
し
た
。
当
時
建
築
材
料
は
乏
し
く
、
予
算
は
な
く
、
為
に
雨
漏
り
は

す
る
し
、
天
井
は
な
し
、
全
市
中
最
も
酷
い
ボ
ロ
校
舎
で
あ
っ
た
。
後
に
文
部
省
で
六
三

制
建
築
予
算
獲
得
の
為
の
資
料
と
し
て
新
制
中
学
困
窮
の
光
栄
（
？
）
あ
る
代
表
に
選
ば

れ
て
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
時
の
文
相
髙
瀨
莊
太
郎
氏
が
視
察
に
来
ら
れ
た
こ
と
も
あ

っ
た
。 

 

②
富
士
見
公
園
の
中
に
戦
時
中
警
備
隊
が
い
た
バ
ラ
ッ
ク
の
兵
舎
み
た
い
な
建
物
と
公
園
事

務
所
と
が
あ
っ
た
。
此
の
ボ
ロ
建
物
を
利
用
し
て
出
発
し
た
の
が
富
士
見
中
学
校
で
あ
る
。

一
時
は
時
め
く
競
輪
場
の
車
券
売
場
か
何
か
に
改
装
さ
れ
て
後
取
毀
し
に
な
っ
た
の
で

あ
る
が
此
の
警
備
隊
の
兵
舎
を
二
教
室
に
仕
切
り
又
公
園
事
務
所
の
薄
暗
い
中
に
三
教

室
を
造
っ
た
け
れ
ど
も
、
戦
災
で
住
宅
を
焼
失
し
た
家
族
が
事
務
所
に
居
住
し
校
舎
内
に

一
般
人
が
生
活
し
、
学
童
と
一
つ
屋
根
に
行
動
を
共
に
す
る
と
い
ふ
有
様
で
あ
っ
た
。 

 

③
学
ぶ
に
家
な
く
居
る
べ
き
処
に
迷
っ
た
の
は
御
幸
中
学
校
で
あ
る
。
当
時
池
貝
鉄
工
場
の

倉
庫
が
あ
っ
た
が
、
鉄
器
具
機
械
が
充
満
し
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
他
に
適
当
な
建
物
も

な
く
結
局
こ
の
建
物
を
教
室
に
仕
切
る
よ
り
外
に
手
は
な
か
っ
た
。
此
の
倉
庫
を
買
収
し

模
様
替
を
施
し
て
、
ど
う
や
ら
使
へ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
昭
和
二
十
二
年
九
月
で
あ
る
。

そ
の
間
一
学
期
生
徒
は
溝
の
口
の
高
津
中
学
校
建
物
を
借
用
電
車
通
学
し
た
の
で
あ
る
。 

 

④
玉
川
中
学
校
も
同
様
に
哀
れ
を
と
ゞ
め
た
学
校
の
一
つ
で
あ
る
。
小
学
校
の
と
こ
ろ
で
述

べ
た
玉
川
小
学
校
が
借
用
し
て
い
た
東
京
造
器
株
式
会
社
の
寮
の
別
棟
を
更
に
借
受
け

教
室
な
ど
と
は
思
ひ
も
及
ば
な
い
襖
の
な
い
押
入
つ
き
の
部
屋
の
ボ
ロ
畳
の
上
で
、
又
畳

も
な
い
隙
間
だ
ら
け
の
床
の
上
に
坐
っ
て
の
授
業
と
い
う
姿
で
発
足
し
た
。 

 

⑤
高
津
中
学
校
は
溝
の
口
、
日
本
光
学
北
工
場
内
に
あ
る
買
収
建
物
を
改
造
し
一
応
間
仕
切

だ
け
を
し
て
授
業
を
実
施
床
も
な
け
れ
ば
天
井
も
な
い
た
ゞ
適
当
な
広
さ
の
教
室
の
よ

う
な
部
屋
で
勉
強
す
る
と
い
ふ
形
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
日
天
井
も
床
も
張
り
は
し
た

が
中
廊
下
の
寒
い
北
側
の
校
舎
は
今
尚
雨
の
日
曇
り
の
日
は
電
灯
照
明
が
な
け
れ
ば
な

ら
ず
一
日
中
陽
の
入
ら
ぬ
教
室
な
の
で
あ
る
が
、
此
の
建
物
は
現
在
に
至
っ
て
も
見
捨
て

る
こ
と
が
出
来
ず
使
用
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

 

⑥
現
在
の
西
中
原
中
学
校
当
時
大
戸
中
学
校
と
し
て
発
足
し
た
。
此
の
学
校
は
、
前
に
橘
中

学
校
が
使
用
し
て
い
た
。
老
朽
バ
ラ
ッ
ク
校
舎
を
大
戸
青
年
学
校
が
使
う
と
い
ふ
経
緯
を

辿
り
、
命
数
の
尽
き
た
校
舎
に
鞭
打
っ
て
発
足
し
た
。
尚
此
の
建
物
は
新
築
西
中
原
中
学

校
が
完
成
し
た
。
今
日
に
於
て
も
今
も
大
戸
小
学
校
二
部
緩
和
に
重
大
な
使
命
を
果
た
し

て
い
る
の
で
あ
る
。 

  

学
校
施
設
荊
茨
の
道 

  
 
 
 
 
 

川
崎
市
教
育
委
員
会 



第４章 中学校 

- 210 - 

 
⑦
夫
々
の
学
校
が
夫
々
苦
心
し
て
い
る
中
に
住
吉
中
学
校
も
同
様
に
出
発
し
て
行
っ
た
。
最

初
不
二
越
精
機
株
式
会
社
青
年
学
校
建
物
五
教
室
を
借
用
し
て
い
た
が
次
年
度
に
は
未

完
成
ボ
ロ
工
場
内
の
土
間
の
上
に
机
を
置
い
て
授
業
を
す
る
な
ど
の
非
常
な
困
窮
状
態

が
続
い
た
の
で
あ
る
。 

三
．
軍
用
建
物
仮
校
舎
使
用 

 
 

南
部
戦
災
地
区
の
生
徒
数
の
多
い
と
こ
ろ
に
建
物
が
な
く
、
生
徒
の
比
較
的
少
い
北
部
地

区
に
余
裕
建
物
が
あ
る
の
だ
か
ら
皮
肉
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
、
二
十
一
年
に
か
け
て
確

保
し
青
年
学
校
を
収
容
し
て
い
た
元
軍
用
建
物
が
期
せ
ず
し
て
、
新
制
中
学
校
と
し
て
使

用
価
値
を
増
大
し
て
行
っ
た
。
元
東
部
六
十
二
部
隊
本
部
建
物
は
宮
崎
中
学
校
に
登
戸
第

九
陸
軍
研
究
所
建
物
は
、
生
田
中
学
校
に
、
六
十
二
部
隊
北
廠
舎
は
向
丘
中
学
校
と
い
ふ

看
板
を
替
へ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
宮
崎
中
学
校
は
部
屋
の
数
は
余
分
に
あ
る
が
教
室
に
は

小
さ
く
、
中
廊
下
北
側
は
寒
い
仮
校
舎
で
あ
り
、
生
田
中
学
校
は
、
後
日
模
様
替
を
す
る

迄
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
に
間
仕
切
り
し
た
ゞ
け
の
天
井
も
な
い
建
物
で
あ
っ
た
。
向

丘
中
学
に
至
っ
て
は
、
廊
下
に
相
当
す
る
部
分
が
土
間
で
あ
り
、
廊
下
側
の
窓
も
仕
切
り

も
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
床
を
張
り
、
仕
切
り
を
し
、
傘

を
さ
ゝ
な
い
で
便
所
へ
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
翌
昭
和
二
十
三
年
も
終
り
の
頃
で

あ
っ
た
。 

 
 
 

〔「
四
」
以
下
略
〕 

  
 

注 

川
崎
市
教
育
委
員
会
『
学
校
施
設
荊
茨
の
道
』
の
第
二
編
の
「
一
」
か
ら
「
三
」
ま
で
を
抜
粋

し
た
。
発
刊
の
日
は
不
明
で
、
冒
頭
の
「
刊
行
に
つ
い
て
」
の
日
付
は
一
九
五
二
年
八
月
。 
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三 

新
制
中
学
校
設
置
に
関
す
る
意
見
書
（
横
浜
市
戸
塚
区
） 

新
制
中
学
校
設
置
に
関
す
る
意
見
書 

 
 
 

戸
塚
区 

一
、
戸
塚
区
全
域
が
農
村
地
帯
で
あ
る
関
係
上
、
現
在
小
学
校
経
営
に
於
て
す
ら
通
学
距
離
遠

隔
の
為
、
区
内
九
校
の
内
豊
田
、
岡
津
、
川
上
、
本
郷
、
中
和
田
、
瀬
谷
の
六
校
ま
で
が

夫
々
一
乃
至
三
の
分
教
場
を
有
し
て
ゐ
る
状
態
に
あ
る
の
で
、
独
立
中
学
校
設
置
の
為
小

学
校
を
統
合
す
る
事
は
絶
対
不
可
能
で
あ
る
。 

二
、
戸
塚
区
の
当
初
の
案
に
依
れ
ば
、
大
部
分
が
併
設
と
な
つ
て
居
る
け
れ
ど
、
岡
津
及
び
泉

の
両
校
は
各
建
物
が
同
一
敷
地
内
に
あ
る
だ
け
で
、
全
然
別
個
の
も
の
で
あ
る
。 

 

中
和
田
、
大
正
の
二
校
は
夫
々
軍
の
建
物
ノ
転
用
が
確
定
的
と
な
っ
て
居
り
本
年
度
中
に

も
独
立
の
見
込
が
あ
る
。 

 
 

戸
塚
、本
郷
、瀬
谷
の
三
校
は
夫
々
学
区
域
内
に
軍
其
の
他
の
遊
休
建
築
物
が
あ
る
の
で
、

之
を
払
下
乃
至
は
借
用
し
て
理
想
的
の
独
立
校
舎
と
す
る
決
意
で
あ
る
。 

三
、
右
の
事
情
を
諒
と
せ
ら
れ
、
緊
急
遊
休
建
物
の
入
手
と
若
干
の
改
造
に
断
乎
た
る
手
を
打

っ
て
い
た
ゞ
く
や
う
市
御
当
局
の
英
断
を
切
望
す
る
と
共
に
地
元
と
し
て
も
若
干
の
負

担
と
人
馬
の
労
を
惜
ま
ぬ
決
意
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

備
考
、
各
校
別
の
詳
細
な
る
意
見
書
は
別
紙
の
通
り
で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

  
 

注 

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
簿
冊
「
岡
野
一
年
目
」（
長
谷
川
雷
助
旧
蔵
資
料
）
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。 
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四 

新
制
中
学
校
発
足
時
の
公
立
中
学
校
長
の
決
意
書 

 
民
主
国
家
平
和
日
本
を
再
建
す
べ
き
基
盤
を
な
す
新
教
育
制
度
の
魁
で
あ
る
新
制
中
学
校
の

発
足
に
当
り
吾
等
は
そ
の
初
代
学
校
長
と
し
て
の
聖
な
る
任
務
に
就
い
た
。
其
の
任
た
る
や
重

且
つ
大 
其
の
栄
誉
た
る
や
至
高
で
あ
る
。 

 

新
教
育
制
度
の
実
施
に
当
っ
て
外
は
先
に
米
国
教
育
視
察
団
か
ら
の
懇
篤
な
報
告
を
受
け
次

い
で
米
第
八
軍
司
令
部
民
間
情
報
教
育
部
か
ら
の
熱
心
な
指
導
が
あ
り
内
は
政
府
始
め
県
並
に

市
町
村
当
局
の
絶
大
な
努
力
と
二
百
万
県
民
の
強
力
な
支
援
の
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
も
の

で
あ
る
。 

 

吾
等
は
こ
れ
等
の
厚
意
と
指
導
と
期
待
と
に
対
し
て
毅
然
た
る
信
念
と
至
純
な
愛
と
渾
身
の

勇
と
を
傾
け
て
創
業
の
任
に
当
ら
ん
こ
と
を
誓
ふ
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
十
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県
公
立
中
学
校
長
一
同 

  
 

注 

大
和
市
教
育
研
究
所
所
蔵
の
簿
冊
「
教
育
資
料
（
文
書
類
）」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
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五 

中
学
校
設
置
報
告
（
津
久
井
郡
青
根
村
） 

 
発
第
六
二
号 

 

昭
和
二
十
二
年
五
月
二
十
日 

津
久
井
郡
青
根
村
長 

井 

上 

盛 

雄 

神
奈
川
県
知
事 
内
山
岩
太
郎
殿 

 
 
 
 
 
 

中
学
校
設
置
に
つ
い
て 

標
記
の
事
に
つ
い
て
学
校
教
育
法
第
二
十
九
条
第
三
十
条
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
り
左
記
の
通

り
報
告
致
し
ま
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

記 

一
、
中
学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 

青
根
村
立
中
学
校 

二
、
学
校
の
位
置 

 
 
 
 
 
 
 

津
久
井
郡
青
根
村
字
駒
入
原
一
三
三
一
番
地 

三
、
予
定
敷
地
平
面
図 

 
 
 
 
 

国
民
学
校
併
置
に
付
き
指
示
に
よ
り
平
面
図
省
略
す 

四
、
予
定
敷
地
の
地
質
及
飲
料
水 

 

前
項
仝
様
併
置
付
き
省
略
す 

五
、
予
定
敷
地
取
得
又
は
借
入
の
方
法
並
に
予
算
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

敷
地
は
村
有
地
に
し
て
金
銭
の
収
支
な
し 

六
、
校
舎
の
予
定
配
置
図 

別
紙
の
通
り 

七
、
就
学
生
徒
数
及
学
級
編
成
（
性
別
、
学
年
別
）
別
紙
の
通
り 

八
、
市
町
村
の
地
図
（
学
校
の
位
置
及
字
通
学
区
域
）
別
紙
の
通
り 

九
、
中
学
校
設
置
に
関
す
る
市
町
村
会
の
議
決
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
二
十
二
年
五
月
十
九
日
村
会
議
決
書
写
の
通
り 

十
、
其
他 

（
学
校
組
合
規
約
、
委
託
関
係
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

隣
村
牧
野
村
の
一
部
大
川
原
、
長
又
の
二
ヶ
部
落
及
山

梨
県
南
都
留
郡
道
志
村
字
月
夜
野
一
ヶ
部
落
別
紙
図
面

の
区
域
よ
り
の
委
託
を
受
く 

 
㈥ 

校
舎
予
定
配
置
図 
1/300 

 
 

備
考 

１ 

空
欄
ハ
小
学
校
用 

 
 
 
 
 

２ 

教
室
数 

普
通
教
室 

３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
別
教
室 

３
（
小
学
校
と
兼
用
） 

                        

 

室教 
具 

宿
直
室 

□
□
□ 

幻
燈
室 

（兼） 

図
書
室 

社
会
科 

□
□
室 

（用兼） 

昇
降
口 

玄
関 

階 下 

所便 

用子女 

用子男 

水 
 

使
丁
室 

裁
縫
室 

 

小
学
校
と 

兼
用 

一
年
生
教
室 

二
年
生
教
室 

三
年
生
教
室 

職
員
室 

階 上 

段 階 
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㈦ 
就
学
生
徒
数
及
学
級
編
成 

                   

   

㈧ 

市
町
村
地
図 

                             

計 三 学 級 二 学 級 一 学 級 

 
 
 

学 
 
 
 
 

年 

学 
 

級 
女 男 女 男 女 男 女 男 第

一
学
年 

二
七 

二
七     

二
七 

二
七 

一
六 

一
六   

一
六 

一
六   

第
二
学
年 

一
四 

三
〇 

一
四 

三
〇     

第
三
学
年 

五
七 

七
三 

一
四 

三
〇 

一
六 

一
六 

二
七 

二
七 

 

計 

一
三
〇 

四
四 

三
二 

五
四 

合 

計 
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村
会
議
決
書 

議
案
第
一
七
号 

 
 

青
根
村
立
中
学
校
設
置
に
つ
い
て 

六
、
三
、
制
度
実
施
に
当
り
青
根
村
立
小
学
校
に
併
置
す
る
も
の
と
す
る 

 
 
 

昭
和
二
十
二
年
五
月
十
九
日
提
出 

青
根
村
長 

 
 

井 

上 

盛 

雄 

 
 
 
 
 
 

同
日
原
案
可
決 

 

  
 

注 

相
模
原
市
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
二
年 

学
事
書
類 

青
根
村
役
場
」
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。 
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六 

平
塚
市
立
太
洋
中
学
校
『
学
校
要
覧
』 

             

 

学 

校 

現 

状 

一 

覧 
 
 
 
 
 
 
 

（
昭
和
二
二
、
六
、
三
〇
現
在
） 

 

一
、
学
級
と
職
員 

      

二
、
生
徒
数 

     

三
、
学
校
予
算 

 

四
、
設
備 

(1)

運
動
場 

無
し 

 

校
舎
西
側
の
焼
跡
を
運
動
場
に
計
画
目
下
整
理
中 

(2)

校
舎 

 

別
表
図
表
の
通
り
（
縦
四
間 

横
三
間
） 

二
教
室
（
縦
二
間 

横
三
間
） 

四 

教
室 

 
 
 
 
 
 

 

元
工
員
寄
宿
舎 

狭
隘
に
し
て
授
業
に
困
難 

工
夫
創
意
に
よ
り
辛
じ
て
授

業
を
〔
以
下
判
読
不
能
〕 

校
舎
校
地
獲
得
に
就
而
の
運
動
は
目
下
強
力
に
展
開
準
備
中 

(3)

備
品 

 

机 

腰
掛
（
六
〇
） 

石
油
箱
を
代
用 

不
足
分
は
一
括
市
に
て
注
文
中 

 
 
 
 
 
 
 

黒
板 

職
員
の
作
成
せ
る
も
の
に
て
代
用
す 

 
 
 
 
 
 
 

教
卓 

無
し
（
注
文
中
） 

 
 
 
 
 
 
 

掲
示
板 

職
員
及
生
徒
（
修
理
部
）
の
応
急
製
作
せ
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 

教
具 

無
し 

逐
次
整
備
中 

 
 
 
 
 
 
 

運
動
具 

無
し 

 
 
 
 
 
 
 

図
書 

無
し 

學
校
文
庫
を
計
画
中
（
年
一
万
円
程
度
） 

 

(4)

衛
生 

 
 

衛
生
資
材 

不
足 

 
 
 
 
 
 
 

清
掃
用
具 

一
通
り
備
う 

 
 
 
 
 
 
 

養
護
婦 

無
し 

  
 

円 

七
〇
四
六
三 

教   

育 

経 

常 

費 

円 

八
八
四
〇 

諸 

給 

内
訳 

円 

四
二
二
二
三 

需 

要 

費 

円 

一
九
四
〇
〇 

特
別
教
育 

施 

設 

費 

 

円 

一
四
三
四
〇
〇 

教 
 
 

育 

臨 

時 

費 

円 

一
四
三
四
〇
〇 

需 

要 

費 

内 
 

訳 

円 

二
一
三
八
六
三 

合
計 

 

昭和 22年 6月 

 

 

 

学  校  要  覧 
 

 

 

平 塚 市 立 太 洋 中 学 校 

四 

一
年 

学
級
数 

二 

二
年 

六 計 

八 

現
員 

職
員
数 

一 

不
足
数 

一
、
三 

学
級
対
職
員 

五 

師
卒 

職
員
資
格 

二 

青
師
卒 

一 

専
卒 

 大
卒 

八 計 

二
〇
〇 

一
年 

生
徒
数 

一
〇
四 

二
年 

三
〇
四 

計 

五
二 

最
高 学

級
生
徒
数 

五
〇 

最
低 

五
一 

平
均 

五
四 

商
業 

選
択
科
目
生
徒
数 

一
〇
八 

工
業 

一
四
二 

家
庭 

三
〇
四 

計 

校
具 

教
具  

等 

図
書 
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職員現住所   平塚市立太洋中学校 

１ 小永井 信吉 平塚市新宿   

２ 草山 大藏 平塚市平塚   

３ 米田 壽松 平塚市新宿   

４ 熊坂 忠 平塚市平塚   

５ 府川 浅壽 平塚市須賀   

６ 藤田 勉 中郡大磯町高麗 

７ 熊本 みよ子 平塚市平塚新宿 

８ 今福 啓二 平塚市平塚新宿 

９ 谷口 高座郡茅ケ崎町 

10 相原 冨美江 平塚市須賀   

   

 

  校舎・教室・平面図  平塚市立太洋中学校 

                            １cm＝１ｋ 

 

便所  便所 

    

下 

           

廊 

   

入口 

階  

段 

 
衛
生
室 

校
長
室 

応
接
室 

職
員
室 

    
使丁

室 

階 段 

  

 

 

便所 （階上） 便所 

    

下 

           

廊 

    

階 段 青
校 

職
員
室 

青
校 

校
長
室 

青
校 

本
二
教
室 

青
校 

研
究
科 

専
修
科 

 
1D 
教 
室 

 
1C 
教 
室 

 
1B 
教 
室 

 
1A 
教 
室 

階 段 

  

 

1.5K 

1K 

3K 

1.5K 

1K 

２A 
 教 
 室 

2B 
教 
室 

室 

24K 

2K 半 
5K 

3K 
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学級編成 学級担任表 

学 級 編成 生徒数 
職 業 科 

学級担任 備考 
商業 工業 家庭 

１年Ａ組 男女 
男  26 
女  24 

11 15 24 熊坂  忠   

１年Ｂ組 男女 
男  25 
女  25 

8 17 25 府川 浅壽   

１年Ｃ組 男女 
男  25 
女  25 

3 22 25 藤田  勉   

１年Ｄ組 男女 
男  25 
女  25 

12 13 25 熊本みよ子   

２年Ａ組 男女 
男  30 
女  22 

13 17 22 米田 壽松   

２年Ｂ組 男女 
男  31 
女  21 

7 24 21 今福 啓二   

計 6 
男 162 
女 142 

54 108 142 6   

渉 外 

体
衛 

育
生 

経 理 庶 務 教 務 昭
和
二
十
二
年
度 
 

事 
 

務 
 

分 
 

掌 
 
 
 
 

太 

洋 

中 

学 

校 

〇
草
山 

 
府
川 

 

熊
坂 

 

藤
田 

 

米
田 

〇
藤
田 

 

 

熊
本 

 

駿
東 

〇
米
田 

 

藤
田 

 

今
福 

 

熊
本 

〇
熊
坂 

 

草
山 

 

府
川 

 

今
福 

〇
草
山 

 

米
田 

 

熊
坂 

 

府
川 

父
兄
会
ニ
関
ス
ル
件 

教
育
後
援
会
ニ
関
ス
ル
件 

教
員
組
合
ニ
関
ス
ル
件 

共
済
組
合
ニ
関
ス
ル
件 

教
育
会
ニ
関
ス
ル
件 

生
徒
身
体
検
査
二
関
ス
ル
件 

救
急
救
護
二
関
ス
ル
件 

衛
生
看
護
二
関
ス
ル
件 

体
育
行
事
ニ
関
ス
ル
件 

大
掃
除
・
清
掃
ニ
関
ス
ル
件 

予
算
ノ
編
成
ニ
関
ス
ル
件 

市
役
所
関
係
会
計
ニ
関
ス
ル
件 

地
方
事
務
所
関
係
会
計
に
関
ス
ル
件 

出
張
旅
費
ニ
関
ス
ル
件 

備
品
ニ
関
ス
ル
件 

消
耗
品
二
関
ス
ル
件 

図
書
及
教
具
二
関
ス
ル
件 

配
給
ニ
関
ス
ル
件 

会
費
、
其
他
ノ
費
用
ニ
関
ス
ル
件 

校
舎
・
教
具
等
修
理
ニ
関
ス
ル
件 

学
校
日
誌
ニ
関
ス
ル
件 

往
復
文
書
ニ
関
ス
ル
件 

公
報
・
法
規
類
纂
ノ
件 

職
員
勤
務
状
況
ニ
関
ス
ル
件 

履
歴
書
ニ
関
ス
ル
件 

諸
願
届
書
、
除
服
ノ
件 

各
種
証
明
書
ニ
関
ス
ル
件 

生
徒
出
席
統
計
ニ
関
ス
ル
件 

案
内
状
、
接
待
ニ
関
ス
ル
件 

当
直
配
当
ニ
関
ス
ル
件 

教
育
全
般
ニ
関
ス
ル
件 

授
業
時
間
割 

補
欠
授
業
ノ
件 

教
案
・
教
育
研
究
ニ
関
ス
ル
件 

儀
式
ニ
関
ス
ル
件 

学
級
・
学
年
ニ
関
ス
ル
件 

職
員
作
業
及
修
養
ニ
関
ス
ル
件 

学
籍
簿
・
出
席
簿
、
其
他
ノ
帳
簿
ノ
件 

入
退
学
ニ
関
ス
ル
件 

名
簿
、
会
費
徴
集
簿 

身
体
検
査
表
及
統
計
表 

 

器
具
、
薬
品
台
帳 

体
育
行
事
記
録
綴 

 

出
張
稟
議
簿 

台
帳 

 

図
書
台
帳 

配
給
控
簿 

学
校
日
誌 

発
送
受
付
文
書
綴 

綴 勤
務
状
況
控 

履
歴
書
綴 

届
書
綴 

証
明
書
控 

出
席
統
計
表 

有
志
名
簿 

配
当
表 

教
育
ニ
関
ス
ル
事
項 

時
間
割
表
、
補
欠
簿 

研
究
綴 

式
次
第
綴 

自
治
委
員
任
命 

作
業
日
誌 

関
係
諸
帳
簿 

入
退
学
者
名
簿 

草
山 

府
川 

熊
坂 

藤
田 

駿
東 

草
山 

米
田 

熊
本 

駿
東 

駿
東 

藤
田 

藤
田 

〔
不
明
〕 

米
田 

米
田 

米
田 

熊
本 

熊
本 

藤
田 

熊
本 

藤
田 

今
福 

草
山 

草
山 

今
福 

草
山 

草
山 

草
山 

府
川 

今
福 

府
川 

熊
坂 

草
山 

草
山 

熊
坂 

米
田 

府
川 

米
田 

熊
坂 

府
川 

会
計
簿
、
其
他 

 



第４章 中学校 

- 219 - 

       
 

外
国
語 

家 

庭 

工 

業 

商 

業 

体 

育 

図 

画 

工 

作 

音 

楽 

理 

科 

数 

学 

社 

会 

習 

字 

国 

語 

教
科
目 

教
科
研
究
主
任
及
部
員 

 

〔
昭
和
二
二
．
五
．
二
〇
〕 

藤 

田 

駿 

東 

米 

田 

今 

福 

藤 

田 

熊 

坂 

熊 

本 

府 

川 

熊 

本 

熊 

坂 

草 

山 

米 

田 

主 
任 

熊 

坂 

熊 

本 

草 

山 

米 

田 

府 

川 

今 

福 

駿 

東 

熊 

本 

府 

川 

府 

川 

熊 

坂 

藤 
田 

部 

員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 国

史
ヲ
含
ム 

 
 

 
 

摘 
 

要 

体
育
部 

芸
能
部 

科
学
部 

社
会
部 

文
芸
部 

部 

別 

音
楽 

体
育
全
般 

図
画 

習
字 

工
作 

手
芸 

理
科
研
究 

算
数
研
究 

地
理 

歴
史 

社
会 

郷
土 

生
徒
研
究 

詩
和
歌 

新
聞
研
究 

俳
句 

紙
芝
居 

外
国
語 

内
容 

藤 

田 

草 

山 

駿 

東 

熊 

坂 

熊 

本 
府 

川 

米 

田 

今 

福 

部 

員 
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一
二 

一
一 

十 九 八 七 六 五 四 三 二 一 日 

昭
和
二
十
二
年
度 

 
 
 

年
度
計
画
表 

 
 
 
 
 
 

平
塚
市
立
太
洋
中
学
校 

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 

五
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 開

校
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 

六
月 

入
梅 

衛
生
ノ

話 

 

 
 

 
 時

ノ
記

念
日 

球
技 

大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 

七
月 

自
由
研
究 

成
果
発
表 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 

八
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

暑 

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 

九
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

講
話 

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 

十
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 

十
一
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

秋
季 

遠
足 

 
 

 
 明

治
節 

 
 

 
 

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 

十
二
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 

一
月 

 
 

 
 

 
 校

内
外 

大
掃
除 

３ 

始
業
式 

 

業 

 
  

休 

 
  

始 

 
  

年 

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 

二
月 

 
 紀

元
節 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 

三
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 学

芸
会 

 
 

 
 

            

摘 

要 

施実業作耕農 
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二
五 

二
四 

二
三 

二
二 

二
一 

二
〇 

一
九 

一
八 

一
七 

一
六 

一
五 

一
四 

一
三 

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 

 

検
査 

身
体 

     

父
兄
会 

総
会 

    

水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 

 
 

 
  

中 

 
 

 

 

暑 

終
業
式 

校
内
外 

大
掃
除 

習 練 泳 水 

 
 

月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 

始 業 

短 

式 

 
 

 
  

暇 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

休 

 
 

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土  
 

秋
季 

皇
霊
祭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

球
技 

大
会 

土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 

校
内
外 

大
掃
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 □

□
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 

 
末 

 
  

年 

 
 

 
 

２ 

終
了
式 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 自

由
研
究 

成
果
発
表 

 
 

日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 

度  年  

卒
業
式 

修
了
式 

校
内
外 

大
掃
除 

      

自
由
研
究 

成
果
発
表              
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 授

時
数 

授
日
数 

□
□
数 

週
計 

 
 

三
一 

三
〇 

二
九 

二
八 

二
七 

二
六 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 土 金 木 水 火 月 

 
 

一
二
二 

二
三 

二
四 四 

 
 校

内
外 

大
掃
除 

 
 

 
 

遠
足 

春
季 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 月 日 土 金 木  

 

一
四
三 

二
五 

二
五 四 

 
 

 
 

 
 校

内
外 

大
掃
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 木 水 火 月 日 土  

 

八
六 

一
七 

一
七 三 

 
 

 
 

 
  

暇 

 
 

 
  

休 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 日 土 金 木 水 火  

 

二
四 六 六 一 

 
 

業 

 
  
 

授 

 
  
 

縮 

掃 除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 火 月 日 土 金  

 

一
四
二 

二
五 

二
五 四 

 
 

 
 

 
 

 
 校

内
外 

大
掃
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 金 木 水 火 月 日  

 

一
四
六 

二
六 

二
六 四 

 
 

 
 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 日 土 金 木 水  

 

一
三
四 

二
四 

二
五 四 

 
 

 
 校

内
外 

大
掃
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 水 火 月 日 土 金  

 

一
〇
二 

一
八 

一
八 三 

 
 

 
 

 
  

業 

 
  

休 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 土 金 木 水 火 月  

 

一
一
四 

二
一 

二
一 三 

 
 校

内
外 

大
掃
除 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 日 土 金 木  

 

一
三
〇 

二
三 

二
四 四 

 
 

 
 校

内
外 

大
掃
除 

 
 

 
 

      水 火 月 日 土 金 

 

九
八 

一
七 

一
八 三  業  休  末  

 

一
二
四
〇 

二
二
五 

二
二
九 

三
七        

日業作耕農 
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曜 
 
組 

授業時間表    (太洋中学校) 

曜   
 

時 
月 火 水 木 金 土 

一 

Ａ 

1 職業  理科 熊坂 習字 草山 数学 藤田 音楽 熊本 国語 藤田 

2 外国語 谷口 国語 藤田 理科 熊坂 職業  理科 藤田 職業  

3 国語 藤田 数学 藤田 数学 藤田 職業  理科 熊坂 理科 熊坂 

4 数学 藤田 外国語 谷口 外国語 谷口 国語 藤田 社会 熊坂 体育 熊坂 

5 理科 熊坂 音楽 熊本 社会 熊坂 理科 熊坂 図工 熊坂   

6 理科 熊坂 体育 熊坂 体操 熊坂 自研  図工 熊坂   

一 

Ｂ 

1 職業  国語 熊本 社会 府川 国語 熊本 図工 府川 社会 府川 

2 国語 熊本 数学 熊本 理科 府川 職業  数学 熊本 職業  

3 外国語 谷口 習字 草山 外国語 谷口 職業  社会 府川 数学 熊本 

4 数学 熊本 理科 府川 国語 熊本 音楽 熊本 理科 府川 国語 熊本 

5 社会 府川 体育 府川 図工 府川 理科 府川 外国語 谷口   

6 音楽 熊本 社会 府川 体育 府川 自研  体育 府川   

一 

Ｃ 

1 国語 藤田 外国語 谷口 職業  社会 熊坂 数学 藤田 社会 熊坂 

2 数学 藤田 理科 熊坂 職業  国語 藤田 国語 藤田 国語 藤田 

3 理科 熊坂 理科 熊坂 理科 熊坂 数学 藤田 理科 熊坂 習字 草山 

4 理科 熊坂 国語 藤田 数学 藤田 外国語 谷口 外国語 谷口 体育 藤田 

5 音楽 熊本 図工 藤田 音楽 熊本 社会 熊坂 職業    

6 図工 藤田 職業  体育 藤田 自研  体育    

一 

Ｄ 

1 数学 熊本 理科 府川 職業  社会 府川 外国語 谷口 音楽 熊本 

2 社会 府川 理科 府川 職業  数学 熊本 理科 府川 国語 熊本 

3 国語 熊本 外国語 谷口 数学 熊本 外国語 谷口 習字 草山 理科 府川 

4 理科 府川 国語 熊本 理科 府川 体育 府川 数学 熊本 理科 府川 

5 図工 藤田 音樂 熊本 体育 藤田 国語 熊本 職業    

6 図工 〃 職業  体育 熊本 自研  国語 熊本   

二 

Ａ 
1 社会 米田 数学 米田 国語 米田 数学 米田 国語 米田 職業  

2 数学 米田 外国語 谷口 社会 米田 外国語 谷口 外国語 谷口 職業  

3 職業  理科 今福 図工 今福 理科 今福 理科 今福 国語 米田 

4 体育 米田 職業  図工 米田 社会 米田 体育 米田 音楽 米田 

5 理科 今福 国語 米田 音楽 米田 国語 米田 数学 米田   

6 習字 草山 社会 米田 体育 米田 自研  社会 米田   

二 

Ｂ 

1 社会 今福 国語 今福 外国語 谷口 外国語 谷口 国語 今福 職業  

2 理科 今福 理科 今福 国語  国語 今福 社会 今福 職業  

3 職業  数学 米田 図工 米田 数学 米田 数学 米田 社会 今福 

4 外国語 谷口 職業  図工 今福 理科 今福 体育 今福 体育 今福 

5 数学 米田 社会 今福 習字 草山 社会 今福 理科 今福   

6 国語 今福 音楽 今福 体育 今福 自研  音楽 今福   

 
 
  注 平塚市立太洋中学校所蔵の簿冊「学校沿革誌 平塚市立太洋中学校 昭和 22年度～36年度」に収録されている。

「職員現住所」の一覧表中の各住所の番地の記載は省略した。 
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七 

中
学
校
設
置
の
た
め
の
寄
付
金
募
集 

 
昭
和
二
十
二
年
九
月
一
九
日 

 
 
 
 
 

茅
ヶ
崎
町
長 

 

添 

田 

良 

信 

 
 

生
徒
保
護
者
殿 

 
 
 
 

中
学
校
設
置
寄
附
金
募
集
に
つ
い
て 

昭
和
二
十
二
年
度
新
学
制
に
依
る
町
立
中
学
校
四
箇
所
設
置
予
算
は
百
三
十
五
万
三
百
六
十
一

円
に
達
し 

内
六
十
万
円
は
財
源
欠
亡
〔
乏
〕
の
た
め 

寄
附
金
を
以
て
之
に
充
当
す
る
こ
と
に

町
会
に
於
て
議
決
さ
れ
ま
し
た 

寄
附
金
の
募
集
方
法
に
つ
い
て
は 

教
育
常
任
委
員
会
に
て
協
議
の
結
果
六
十
万
円
の
内
三
十

万
円
は 

中
学
校
生
徒
千
五
百
五
十
人
よ
り
一
人
一
ヶ
月
十
五
円
宛
寄
附
金
募
集
し 

残
額
三

十
万
円
は 

町
内
特
志
者
よ
り 

寄
附
金
募
集
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
か
ら 

物
価
騰

貴
経
費
多
端
の
折
柄
誠
に
恐
縮
の
次
第
で
す
が
事
情
御
諒
察
の
寄
附
金
醵
出
方
御
願
い
た
し
ま

す 

  
 

注 

福
岡
明
允
氏
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
二
年
／
仝
二
十
三
年
度 

新
制
中
学
校
の
教
育 

茅
ヶ

崎
市
立
第
二
中
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寒
川
文
書
館
で
写
真
版
を
閲
覧
。 
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八 

中
学
校
校
舎
建
築
許
可
申
請
書 

川
発
第
一
三
三
号 

戦
災
地
（
仮
設
）
建
築
許
可
申
請
書 

          

神
奈
川
県
知
事 

内
山
岩
太
郎
殿 

 

㈠ 
 

事
由 

本
学
校
組
合
は
、
従
来
地
域
的
に
、
又
生
徒
数
か
ら
見
て
も
経
営
上
組
合
立
と
す
る
を
可
と

し
、
青
年
学
校
は
川
尻
、
湘
南
、
三
澤
の
三
ケ
村
組
合
立
で
あ
っ
た
関
係
上
、
新
制
中
学
校

建
築
は
経
費
の
点
に
於
て
一
ケ
村
で
は
将
来
経
営
困
難
で
あ
る
の
で
現
在
迄
新
学
制
度
実
施

準
備
委
員
会
の
協
議
を
基
と
し
て
、
こ
こ
に
、
川
尻
、
湘
南
の
二
ケ
村
で
学
校
組
合
を
設
置

し
た 

現
在
生
徒
は
川
尻
一
五
五
名
、
湘
南
六
〇
名
で
計
二
一
五
名
を
、
戦
時
中
、
工
場
に
転
用
し

て
い
た
校
舎
三
教
室
を
補
修
し
て
使
用
し
て
ゐ
る
が
職
員
室
と
不
足
の
三
教
室
も
小
学
校
舎

を
使
用
し
て
ゐ
る
よ
う
な
状
態
で
、た
め
に
小
学
校
は
二
部
教
授
を
す
る
有
様
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
際
、
校
舎
一
棟
四
教
室
を
増
築
し
て
教
育
の
万
全
を
期
し
た
い
の
で
新
学
制
度
の
趣
旨

を
徹
底
し
財
源
は
補
助
金
の
外
寄
附
金
を
一
般
民
か
ら
仰
ぎ
建
築
し
よ
う
と
す
る
次
第
で
あ

る
． 

  
 

注 

相
模
原
市
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
二
年 

中
学
校
々
舎
新
築
ニ
関
ス
ル
書
類
綴 

川
尻
村
役
場
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

    
 

建
築
地
地
名
番
号 

建
築
物
の
用
途 

建
築
を
必
要
と
す
る
理
由 

建
築
主
の
住
所
氏
名 

代
理
人
住
所
氏
名 

工
事
請
負
人
住
所
氏
名 

申
請
年
月
日 

神
奈
川
県
津
久
井
郡
川
尻
村
川
尻
二
一
五
八
番
地 

川
尻
中
学
校
々
舎 

 
 
 
 
 
 

増
築 

初
等
中
学
校
新
設
ノ
為
校
舎
増
築
ヲ
必
要
ト
ス
ル
モ
ノ 

神
奈
川
県
津
久
井
郡
川
尻
村
村
長 

金
子
鉄
之
助 

 

 

未
定 

昭
和
二
十
二
年
九
月
五
日 申 

請 

要 

旨 
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九 

中
学
校
編
成
予
定
お
よ
び
中
学
校
青
年
学
校
教
員
定
員
予
定 

  
 
 
 
 

中
学
校
編
成
予
定
表 

  

   

    
 

寒 

川 

町 

〃 〃 

茅
ヶ
崎
町 

深 

澤 

村 

片 

瀬 

町 

大 

船 

町 

〃 〃 〃 

藤 

沢 

市 

〃 〃 〃 

鎌 

倉 

市 

市
町
村
名 

寒 

川 

町 

茅
ヶ
崎
第
三 

茅
ヶ
崎
第
二 

茅
ヶ
崎
第
一 

深 

澤 

村 

片 
 
 

瀬 

大 
 
 

船 

藤
沢
市
六
会 

藤
沢
市
片
瀬 

藤
沢
市
鵠
北 

藤
沢
市
富
士
見 

鎌
倉
市
第
四 

鎌
倉
市
第
三 

鎌
倉
市
第
二 

鎌
倉
市
第
一 

校 
 

名 

二
四
五 

二
二
九 

一
八
四 

 

〔
一
八
七
〕 

四
七
八 

一
〇
〇 

一
四
四 

三
五
七 

一
六
三 

二
五
六 

四
八
五 

五
六
四 

一
六
五 

二
六
五 

三
六
七 

二
一
二 

生
徒 一 

年 

生 

徒 

数 

及 

学 

級 

数 

5 4 4 10 2 3 7 3 5 9 11 3 5 7 4 学
級 

一
七
四 

一
一
一 

一
一
九 

 

〔
一
二
三
〕 

二
〇
三 

六
三 

五
三 

一
五
五  

 

 
 

 
 
四
四
二 

七
二 

一
〇
九  

 

一
〇
九 

生
徒 二 

年 

4 2 2 4 1 1 3       8 2 2   2 学
級 

四
五 

六
〇 

四
六 

 

〔
八
〇
〕 

六
八 

四
〇 

一
六 

一
三
一  

 

 
 

 
 

二
七
九 

六
五 

五
〇  

 

五
〇 

生
徒 三 

年 

1 1 
〔2〕 
1 

2 1 1 3       5 1 1   1 学
級 

四
六
四 

四
〇
〇 

三
九
〇 

七
四
九 

二
〇
三 

二
一
三 

六
四
三 

一
六
三 

二
五
六 

四
八
五 

一
二
八
六 

三
〇
三 

四
二
四 

三
六
七 

三
七
一 

生
徒 

計 

10 7 
〔8〕 
7 

16 4 5 13 3 5 9 24 6 8 7 7 学
級 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 

校
長 

教 
 

員 
 

数 

一
二 八 九 

二
二 四 五 

一
七 三 七 

一
四 

三
一 六 

一
〇 

一
一 八 

教
員 

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 

事
ム
員 

〔
務
〕 

一
四 

一
〇 

一
一 

二
四 六 七 

一
九 五 九 

一
六 

三
三 八 

一
二 

一
三 

一
〇 

計 
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渋
谷
町 

綾
瀬
町 

大
和
町 

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 相
模
原
町 

海
老
名
町 

有
馬
村 

御
所
見
村 

小
出
村 

渋 

谷 

町 

綾 

瀬 

町 

大 
 
 

和 

相
模
原
町
新
磯 

相
模
原
町
大
澤 

相
模
原
町
麻
溝 

相
模
原
町
田
名 

相
模
原
町
大
野
第
三 

相
模
原
町
大
野
第
二 

相
模
原
町
大
野
第
一 

相
模
原
町
旭 

相
模
原
町
座
間 

相
模
原
町
上
溝 

海
老
名
町 

有 
馬 

村 
御
所
見
村 

小 

出 

村 

二
一
六 

一
八
四 

二
五
八 

一
二
九 

一
〇
四 

一
三
五 

一
三
五 

一
〇
〇 

一
五
〇 

八
六 

二
一
一 

二
〇
九 

二
二
九 

二
三
〇 

一
三
一 

一
二
九 

一
三
〇 

５ 4 5 3 2 3 3 2 3 2 4 4 5 4 3 3 3 

 

一
二
六 

一
五
〇 

七
一 

九
二 

五
九 

一
〇
一 

四
七 

六
四 

四
四 

一
二
九 

一
六
二 

九
二 

一
二
九 

六
三 

一
六
三 

七
〇 

 
3 3 2 2 2 2 1 2 1 3 3 2 3 1 3 2 

 

六
五 

五
〇 

二
七 

二
〇 

四
五 

六
二 

一
九 

四
三 

一
五 

四
六 

二
八 

五
〇 

一
〇
六 

三
一 

一
一
四 

六
〇 

 
2 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 2 1 2 1 

 
三
七
五 

四
五
八 

二
二
七 

二
一
六 

二
三
九 

二
九
八 

一
六
六 

二
五
七 

一
四
五 

三
八
六 

三
九
九 

三
七
一 

四
六
五 

二
二
五 

四
〇
六 

二
六
〇 

 
9 9 6 5 6 7 4 6 4 8 8 8 9 5 8 6 

 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 

 

一
〇 

一
一 六 五 六 七 四 六 四 九 九 

一
〇 

一
〇 五 八 六 

 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 

 

一
二 

一
三 八 七 八 九 六 八 六 

一
一 

一
一 

一
二 

一
二 七 

一
〇 八 

〔
以
下
判
読
不
能
〕 
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中
学
校
青
年
学
校
定
員
予
定
講
習
割
当 

  

  

      
 

一
四 

一
三 

一
二  

 

一
一 

一
〇  

 

九 八 七 六 五  
 

四 三 二 一 

号 

中 
学 

校 

定 

員 

予 

定 
〃 

 

第
三 

〃 
 

第
二 

茅
ヶ
崎
町
第
一 

 
 深

澤
村
深
澤 

大
船
町
大
船 

 
 〔

〃
〕 

六
会 

〔
〃
〕 

片
瀬 

〔
〃
〕 

鵠
沼 

〃 
 

明
治 

藤
沢
市
第
一 

 
 〃 
 

腰
越 

〃 
 

御
成 

〃 
 

第
二 

鎌
倉
市
第
一 

校 
 
 

名 

六 五 七  三 

一
〇  五 七 三 六 

二
二  四 四 四 六 

学
級
数 

一
一 

一
〇 

一
二  六 

一
七  

一
〇 

一
一 六 

一
一 ㈠ 

三
二  八 八 八 

一
一 

定 

員 

   

 三 八  四 六 四 五 
一
六  四 四 四 六 

藤
沢 講

習
割
当 

四 四 七               

旭 

  七  二 三  二   二   二   一 

専 

任 

青
年
学
校
定
員
（
校
長
を
含
む
） 

  五  三 四  四   四   二   二 

兼 

務 
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注 

福
岡
明
允
氏
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
二
年
／
仝
二
十
三
年
度 

新
制
中
学
校
の
教
育 

茅
ヶ

崎
市
立
第
二
中
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寒
川
文
書
館
で
写
真
版
を
閲
覧
。 

 

     
 

三
三 

三
二 

三
一 

三
〇 

二
九 

二
八 

二
七 

二
六 

二
五 

二
四 

二
三 

二
二 

二
一 

二
〇 

一
九 

一
八 

一
七 

一
六 

一
五 

家
政
第
一
青 

渋
谷
町
渋
谷 

綾
瀬
町
綾
瀬 

大
和
町
大
和 

〔
〃
〕  

大
野
南 

〔
〃
〕  

大
野
北 

〔
〃
〕    

旭 

〔
〃
〕    

大
澤 

〔
〃
〕 

 

上
溝 

〃 
 
 

田
名 

〃 
 
 

麻
溝 

〃 
 
 

新
磯 

相
模
原
町
座
間 

海
老
名
町
海
老
名 

有
馬
村
有
馬 

御
所
見
村
御
所
見 

小
出
村
小
出 

寒
川
町
寒
川 

〃 
 

茅
ヶ
崎 

 
 

九 八 八 六 七 七 四 六 五 三 四 九 九 五 八 四 九 

一
一 

 
 

一
五 

一
四 

一
四 

一
一 

一
三 

一
三 八 

一
一 

一
〇 六 八 

一
五 

一
五 

一
〇 

一
四 八 

一
五 

一
九 

三 六 五 六  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四 五 七 三 六 四 四 四 六 七 四 五 三 五 六 

三 三 四 四 四 五 六 

 
 

七 

 
 

 
 

 
 

五 四 三 三 三 六 

 
 

二 二 五 五 五 四 五 

 
 

五 

 
 

 
 

 
 

五 五 五 五 四 五 
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一
〇 

茅
ヶ
崎
市
立
第
二
中
学
校
教
育
資
金
部
落
別
寄
附
金
額 

                      

  
 

注 

福
岡
明
允
氏
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
二
年
／
仝
二
十
三
年
度 

新
制
中
学
校
の
教
育 

茅
ヶ

崎
市
立
第
二
中
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
寒
川
文
書
館
で
写
真
版
を
閲
覧
。 

   
 

茅ケ崎市立第二中学校教育資金特別寄附一覧 

部 落 寄附金額 人 員 平均額 領収日 

西久保  4880 円   124 人  39.円35 6 月 2 日 

矢 畑 4020   87  46.21    8.6 

円 蔵 3845   167  23.02   9.8 

下町屋 5130   95  54.00     9.10 

柳 島 11630   213  58.36    9.10 

浜之郷 3410   71  47.18     9.12 

松 尾 1780   25  71.20    9.26 

新 田 1457   27  53.96     9.26 

今 宿 3820   42  90.95   10.2 

中 島 6241   123  50.74   10.7 

萩 園 12110   197  61.47   10.10 

合 計 58323   1171  49.81     

  (昭和 22.10.14 現在） 
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一
一 

窓
ガ
ラ
ス
の
盗
難
被
害 

 
昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
八
日 

鎌
倉
市
立
第
一
中
学
校
長 

萩
原
正
安 

 
 
 

鎌
倉
市
長
殿 

 
 
 
 
 
 

盗
難
ノ
件 

表
記
ノ
件 

左
記
ニ
依
リ
報
告 

イ
タ
シ
マ
ス 

 
 
 
 
 
 

左 
 

記 

 

品
目 

 

窓
ガ
ラ
ス 

十
六
枚 

 

月
日 

 

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
七
日
午
後
九
時
半
ー
十
八
日
午
前
七
時 

 

場
所 

 

南
側
校
舎
二
階
西
ヨ
リ
二
教
室 

 
 

(注)

十
八
日
九
時
警
察
ニ
届
ケ
所
要
ノ
検
視
ヲ
受
ケ
マ
シ
タ 

   
 

注 

鎌
倉
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
簿
冊
「
教
育
史
資
料 

九 

鎌
倉
市
教
育
研
究
所
」
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。 
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一
二 

中
学
生
の
生
活
に
関
す
る
調
査 

                             

                              

<S.23 年調査＞ 

生活調査 （2月 23日 月曜日調査） 

土（2月 21日）・日（2月 22日）における遊び・勤労・勉強の調査 

 １．遊びの調査  調査人員  １男 234  ２男 162  １女 274  ２女 115 

種 

類 

  １   男 ２   男 １   女 ２   女 

順位 種 類 数（％） 種 類 数（％） 種 類 数（％） 種 類 数（％） 

１ 野 球 89(28.2) 野 球 63(33) 読 書 70(25.3) お手玉 35(33.0) 

２ 読 書 67(21.5) ピンポン 31(16.2) お手玉 44(15.7) ピンポン 17(16.5) 

３ ピンポン 47(15.1) 映 画 22(11.5) バレーボール 37(13.4) 読 書 15(14.6) 

４ 映 画 22( 7.3) 読 書 20(10.5) ピンポン 28(10.1) バレーボール  9( 8.7) 

５ トランプ 21( 6.8) ふざけっこ 20(10.5) おにごっこ 21( 7.5) 石けり   4( 3.9) 

其の他   65(20.9)   35(18.3)    76(27.5)   23(22.3) 

選択数   21    16    30    21 

                    

場 

所 

  １   男 ２   男 １   女 ２   女 

順位 場 所 数（％） 場 所 数（％） 場 所 数（％） 場 所 数（％） 

１ 自分の家 85(34.7) 自分の家 58(36.9) 自分の家 144(56.9) 自分の家 62(67.4) 

２ 学  校 49(20) 学  校 29(18.5) 学  校 28 (11)   学  校 10(10.9) 

３ 近所の家 37(15.1) 道  路 17(10.8)  友人の家 20 ( 7.8) 道  路  6 (6.5) 

４ 友人の家 18( 7.3) 友人の家 14 ( 9 )    近所の家 20 ( 7.8) 近所の家 5( 5.4) 

５ 道  路 15( 6.1) 映画館 11 ( 7 )    道  路 16 ( 6.1) 野  原 3( 3.3) 

其の他   41(16.7)   28(17.8)   25 (9.1)    6( 6.5) 

 

 

時 

間 

時 
 
学
年 

0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7 7.5 8 8.5 其の他 
一人 
平均 

１
男 

22 24 24 26 24 26 10 14 4 11 1 11 3 2 4 - 2 28 2時間 

２
男 

20 14 19 16 12 10 7 3 4 13 - 4 - 2 8 2 1 27  2.5 

１
女 

74 35 35 28 30 10 5 7 2 4 1 3 - - 2     38  1.4 

２
女 

24 25 17 4 4 2 3 1 1 3               31  1.0 

 

 ２．勤労調査 

種 

類 

  １   男 ２   男 １   女 ２   女 

順位 種 類 数 （％） 種 類 数 （％） 種 類 数 （％） 種 類 数 （％） 

１ おつかい 140 (41.7) おつかい 43 (18.7) 炊  事 171 (31.4) 炊  事   76 (41.5) 

２ 掃  除   65 (19.4) まきわり 38 (16.5) 掃  除 156 (28.7)   掃  除   35 (19.1) 

３ まきわり   48 (14.3) 掃  除 34 (14.8) おつかい 107 (17.7) おつかい   27 (14.8) 

４ 畠の手入   23 (  6.4) 畠の手入 27 (11.7) 子  守  36 ( 6.6) 子  守   19 (10.4) 

５ 炊  事   18 (  5.7) 炊  事 20 ( 9. )  家  事  19 ( 3.5) せんたく    8 ( 4.4)  

其の他     41 (12.2)   68 (27.6)    55 (10.2)     18 ( 9.8) 

 

土
曜
は
雨 

女
性
は
遊
ば
な
い 
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時 

間 

 時 

学年 
0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7 7.5 8 8.5 一人平均 

１男 41 27 46 30 26 13 4 6 1 10 1 1 - 1 2   2.8 時 

２男 14 18 17 15 20 5 11 11 6 7 3 5 - 7 - 3 2  2.6 

１女 35 43 38 41 23 14 12 10 2 20 2 11 2 - 3    2.1 

２女 6 8 17 10 12 11 3 6 1 10 ‐  7 - - 2 4 1   2.6 

 

時 

刻 

       学年 

時刻 
１ 男 ２ 男 １ 女 ２ 女 

午前 82 58 80 33 

午後 75 36 84 29 

夜 9 3 10 4 

一日 64 37 92 36 

其の他 9 28 8 13 

 

 ３．勉強の調査 

種
類
（
学
科
別
） 

順位 
 

学年 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 

１男 
英語 
63 
27% 

数学
119 
21% 

国語 
104 
19.2% 

社会 
62  

11.5% 

理科 
32  
6% 

図画 
29 

作文 
18 

工作 
18 

工業 
16 

珠算 
11 

自由 
10 

習字 
3  

音楽 
3 

２男 
国語 
65 

11.5% 

数学 
44  

21.6% 

英語 
21  

10.3% 

珠算 
19  
9.3% 

社会 
14  
8% 

理科 
14 

図画 
11 

工作 
6 

工業 
6 

商業 
2 

習字 
2 

    

１女 
国語 
154 
26.2% 

英語 
147 
22.1% 

数学 
106 
16.7% 

社会 
52 
8.2% 

工作 
31  
5% 

家庭 
30 

図画 
29 

習字 
25 

理科 
□2 

作文 
11 

珠算 
10 

音楽 
10 

自由 
8 

２女 
国語 
92 

35.1% 

数学 
36  

14.6% 

英語 
21  

10.4% 

家庭 
18 
8.8% 

社会 
17 
8.3% 

図画 
17 

工作 
12 

習字 
9 

珠算 
3 

        

 

時 

間 

  時 
 
学年 

0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 5.5 6 6.5 7 7.5 8 一人平均 

１男 49 42 33 29 27 11 7 5 4 10 1 1 3 1 2 8  2.1時 

２男 59 27 7 14 8 5 2 1 2                    1 

１女 42 45 42 39 39 24 8 7 4 2 3 2 2 2 7        2 

２女 19 30 14 19 11 6 1 1 1 1 2 - - 1 7      2.5 

 

時 

刻 

 学年 

時刻 
１ 男 ２ 男 １ 女 ２ 女 

午 前  73 25  69 25 

午 後  42 23  66 25 

夜 104 82 132 60 

其の他  20 32    7   5 

 



第４章 中学校 

- 234 - 

                              

                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・自分でやる      ・教わる 

１男(239)  178 74.4%  １男 54 （兄姉25 父母 15 近所の人 9 友だち 2 先生 2 学生 2 叔父 1） 兄多し 

２男(162)   94 58.6%  ２男 31 （兄姉20 父母 3 近所の人 2 友だち 51 先生 3 〔以下判読不能〕） 

１女(274)  154  56.2%  １女 112 （兄姉64 父母 31 先生 7 妹 3 叔父 3 友だち2 近所の人 2 ） 

２女(115)   72  62.6%  ２女□□ （兄姉□□ □□□□ □□の人 2 □□□□ 先生 2 級友１） 

自 

習 

の 

程 

度 

文化環境調査 昭和 23年 2月 12日実施 

１．机の数の調査 

   級 
項目 １Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ 計 ％ 

専用充足者 20 16 13 14 13 21 10 19 17 8 19 170 33.8 

兼用も合せての充足者 31 28 30 23 30 32 28 28 24 18 24 296 58.8 

調査人員 46 47 48 46 43 44 48 47 46 44 44 503   

 

２Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 ％ 累計 ％ 
注意点 
 
１．勉強するには時間の 

食い違いがあること 
２．記載に不正確なものあり 

 

10 16 7 3 16 13 13 78 29.3 248 33.6 

24 32 16 13 22 30 16 153 57.5 449 58.3 

40 49 35 36 31 38 37 266   769   

       １人机 1脚なきもの 1年 41.2％ 2年 42.5％ 合計 41.7％ 

  級 

 項目 
１Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ 計 ％ 

机無きもの       2   1   1 4 1 4 13 2.6 

二人でも一脚なきもの 1 4 3 8 6 5 5 5 8 5 5 55 10.9 

二人で一脚あるもの 3 11 8 12 7 7 11 12 11 9 15 106 21.1 

 

２Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 ％ 累計 ％ 
 

    1 1       2 0.7 15 1.9 注意を要す（個別に） 

 6 3 7 6 3 1 6 32 12.0  87 11.3 注意を要す（個別に） 

11 6 14 14 8 4 15 72 24.1 178 23.1 可なり 
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 職業別        （専用兼用合計せる数） 
 

   級 

 項目 
１Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ 計 

農業   
6 

5 

2 

3 

6 

12 

14 

19 

9 

11 

4 

7 

1 

2 

11 

12 

31 

36 

35 

46 

119 

153 

つとめ 
77 

54 

83 

74 

62 

51 

57 

67 

78 

78 

61 

47 

100 

111 

61 

71 

67 

74 

54 

83 

30 

41 

730 

751 

商業 
43 

40 

61 

51 

35 

38 

45 

47 

26 

27 

32 

31 

25 

25 

23 

29 

1 

3 

16 

23 

17 

19 

324 

333 

その他 
44 

47 

10 

14 

59 

59 

35 

46 

16 

18 

40 

46 

46 

29 

20 

26 

20 

26 

13 

17 

18 

16 

321 

344 

計 
164 

141 

160 

144 

158 

151 

143 

172 

134 

142 

142 

135 

175 

172 

105 

128 

 99 

115 

114 

159 

100 

122 

1494 

1581 

 

２Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 上記が机数 

下記が勉強する人数 

全体的に見るとさしたる 

不自由なく見ゆるも個別 

的に調査すると注意を要 

するものあり 

○□により差あり 

 職業別の差大ならず 

 1年農業は少し 

 

78 

98 

50 

31 

12 

23 

40 

30 

23 

20 

25 

14 

18 

28 

246 

244 

3 

2 

77 

55 

17 

20 

28 

45 

16 

21 

31 

18 

27 

28 

199 

189 

7 

11 
  

26 

29 

16 

9 

17 

18 

12 

11 

18 

26 

96 

104 

2 

9 

30 

22 

25 

23 

17 

30 

21 

33 

63 

47 

30 

35 

188 

199 

90 

120 

157 

108 

80 

95 

101 

114 

77 

92 

131 

 90 

 93 

117 

729 

736 
 

机数 

人数 



第４章 中学校 

- 236 - 

                  
 

 

２．ラジオに関する統計   

    級 

 項目 
１Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ 計 ％ 

農業   
２ 

２ 

1 

1 

3 

4 

3 

5 

3 

4 

2 

2 

1 

1 

5 

6 

7 

8 

10 

14 

37 

47 
78.7 

つとめ 
13 

20 

17 

21 

11 

16 

16 

19 

17 

23 

16 

17 

21 

30 

20 

24 

19 

28 

21 

23 

14 

17 

185 

238 
77.7 

商業 
10 

12 

18 

18 

7 

10 

11 

12 

6 

7 

7 

8 

6 

6 

8 

10 

0 

1 

5 

7 

4 

5 

82 

96 
85.4 

その他 
9 

14 

2 

6 

12 

21 

10 

15 

4 

6 

12 

18 

9 

12 

9 

12 

6 

11 

4 

6 

7 

7 

84 

128 
65.6 

                        
388 

509 
76.2 

 

２Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 ％ 
累
計 

％ 職業別（その他が少い 

     □□多し 

 

商業、農業よし 

 

□により特に少いものもある 

 

23 

32 

7 

10 

6 

7 

11 

12 

7 

7 

6 

4 

8 

11 

68 

83 
81.9 

105 

130 
80.7 

1 

1 

18 

22 

8 

9 

7 

17 

10 

10 

8 

8 

8 

11 

66 

76 
78.9 

245 

314 
78.0  

3 

5 
  

9 

10 

5 

5 

6 

9 

4 

4 

7 

7 

34 

40 
85.0  

116 

136 
85.3 

1 

5 

5 

8 

5 

8 

6 

12 

8 

13 

14 

18 

11 

12 

50 

76 
65.8 

134 

204 
65.7 

              
212 

275 
77.1 

600 

784 
76.5 
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３．辞書辞典に関する統計 （有無） 

 

 
１Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ 計 ％ 

農業   
2 

2 

1 

1 

3 

4 

5 

5 

3 

4 

2 

2 

1 

1 

4 

6 

6 

8 

9 

14 

36 

47 
76.5 

つとめ 
20 

20 

21 

21 

16 

16 

18 

19 

23 

23 

15 

17 

29 

30 

23 

24 

27 

28 

22 

23 

15 

17 

229 

238 
96.2 

商業 
12 

12 

16 

18 

10 

10 

12 

12 

7 

7 

8 

8 

6 

6 

10 

10 

1 

1 

7 

7 

5 

5 

94 

96 
97.9 

その他 
13 

14 

5 

6 

20 

21 

12 

15 

6 

6 

13 

18 

11 

12 

10 

12 

10 

11 

6 

6 

6 

7 

112 

128 
87.5 

                        
471 

509 
92.5 

 

２Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 ％ 累計 ％ 相当数のものが何かしら 

持っていることが分る 

種類は記入不備 

員数は記入不備の為 

特に算出せず 

文化程度がかなり〆て 

いる 

農一番低 

つとめ、商よし 

 

16 

32 

8 

10 

5 

7 

10 

12 

7 

7 

2 

4 

5 

11 

53 

83 
63.8 

89 

130 
68.4 

1 

1 

18 

22 

8 

9 

11 

17 

8 

10 

8 

8 

5 

11 

59 

76 
77.6 

288 

314 
91.7 

2 

5 
  

8 

10 

5 

5 

3 

9 

3 

4 

6 

7 

27 

40 
67.5 

121 

136 
88.9 

2 

5 

6 

8 

7 

8 

6 

12 

8 

13 

14 

18 

11 

12 

54 

76 
71.1 

166 

204 
81.3 

  

  
  

        
193 

275 
70.1 

664 

784 
84.7 

 

ラジオの統計より辞書辞典類の方が文化環境をよく表はす 

ラジオは経済環境的な意味も多分に含むらしい 

 

図鑑類は記入に間違ある為算出せず 

読書の購買入は数量不明の為算出困 

難 

読書傾向はある模様なるも未だ時日

を要す 今後の問題。 

参考書類は比較的さきに□□ 
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          家庭衛生状況一覧表                昭和 23 年 2月調査             

学
級 

調査 
人員 

住  居 

畳数 

飲 料 水 洗面用具 
浴場 
設備 自家 借家 間借 同居 井戸 

共同 
井戸 

水道 
共同 
水道 

モラ 
イ水 

其ノ 
他 

洗面器 手拭 

1A 47 22 24 0 1 852.0  25 17 9 0 0 0 98 304 19 

  
B 

48 37 10 1 0 998.5  33 9 5 0 1 0 117 326 34 

  
C 

51 35 12 4 0 1032.0  31 17 5 2 0 0 130 325 28 

  
D 

49 23 22 1 3 832.5  33 15 4 0 0 0 98 296 27 

  
E 

45 24 13 4 4 874.5  32 7 3 7 0 0 78 266 29 

  
F 

46 28 13 2 3 918.5  21 13 9 3 0 0 97 282 26 

  
G 

48 20 17 7 4 926.5  23 14 4 6 1 0 117 287 23 

  
H 

48 25 21 1 1 936.0  31 13 8 1 2 0 89 245 29 

  
I 

46 24 17 2 3 989.5  30 6 8 2 0 0 131 348 26 

  
J 

42 29 9 1 3 873.0  30 4 7 1 0 0 178 270 25 

  
K 

46 31 14 0 1 1004.5  32 12 4 3 0 0 104 254 30 

計 516 298 172 23 23 10237.5  321 127 66 19 4 0 1237 3203 296 

％   57.8 33.5 4.5 4.5 
１人ﾆﾂｷ 
3.1 

59.8 23.1 12.3 3.5 0.7 0 
１人ﾆﾂｷ 
0.37 

１人ﾆﾂｷ 
0.77 

57.4 

2A 43 36 5 0 2 983.0  37 5 2 0 1 1 83 244 38 

  
B 

43 25 14 3 1 750.5  27 13 3 1 1 0 91 261 20 

  
C 

37 24 11 2 0 664.0  25 9 3 1 1 0 77 200 21 

  
D 

36 24 4 4 4 693.0  22 12 3 1 1 0 75 220 21 

  
E 

40 27 13 0 0 658.5  32 6 1 1 2 1 81 188 27 

  
F 

40 26 11 3 0 739.0  29 8 2 0 4 0 84 235 24 

  
G 

41 21 16 0 4 937.5  26 11 3 1 1 0 104 216 30 

計 280 183 74 12 11 5425.5  198 64 17 5 11 2 595 1564 181 

％   65.4 26.4 4.2 3.9 
１人ﾆﾂｷ 
2.7 

66.7 21.5 5.7 1.7 3.7 0.7 
１人ﾆﾂｷ 
0.29 

１人ﾆﾂｷ 
0.77 

64.6 
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藤沢市立第一中学校 

学
級 

家 族 数 
家庭内 
ノ病人 

父母の有無 

備考 
総数 大人 

小人 15 
才以下 

父母健 
在ﾉﾓﾉ 

父ヲ欠 
クモノ 

母ヲ欠 
クモノ 

父母共 
ﾆﾅｷﾓﾉ 

1A 300 161 139 9 41 3 0 3   

  B 296 194 102 6 36 9 1 2   

  C 324 184 140 10 41 9 1 0   

  D 335 188 147 11 41 4 2 2   

  E 289 170 119 6 37 3 5 0   

  F 336 190 146 8 35 9 2 0   

  G 282 151 131 0 36 9 1 2   

  H 290 156 134 5 43 2 3 0   

  I 275 169 106 5 39 6 0 1   

  J 284 156 128 7 38 3 1 0   

  K 304 181 123 2 36 7 3 0   

計 3315 1900 1415 69 423 64 19 10   

％   57.3 42.7 2.1 82 12.4 3.7 2   

2A 321 227 94 4 34 6 2 1   

  B 305 192 113 2 32 9 2 0   

  C 250 168 82 6 31 5 1 0   

  D 255 181 74 11 31 2 2 1   

  E 287 164 123 7 28 8 4 0   

  F 315 213 102 8 35 2 2 1   

  G 291 206 85 4 30 7 1 3   

計 2024 1351 673 42 221 39 14 6   

％   66.7 33.3 2.1 78.8 13.9 5 2.1   



第４章 中学校 

- 240 - 

                              
 

数学学力テスト          昭和 23年２月 10日施行 

調査人数  １年 518   ２年 276 

 1A B C D E F G H I J K 
1 年

平均 
2A B C D E 

男 86.5 63.8 71.5 63.8 64.2 61.7 70.7 84.2 69.4 62.0 50.0 68.9 18.3 54.8 41.1 24.8 37.7 

女 70.0 51.8 51.0 58.4 52.5 49.0 54.4 50.0 62.0 53.4 49.0 53.8 42.5 51.6 27.8 23.7 32.0 

男女 73.4 56.6 60.5 61.0 59.3 56.1 63.5 69.0 66.0 60.6 54.4 61.4 28.0 53.3 34.4 24.4 35.6 

 

F G 二年平均 

27.9 40.8 34.2 

9.1 27.1 32.1 

22.5 36.2 33.3 

 

      （一  年）                       （二  年） 

得点 ％ 

100 18.9 

75 34.4 

50 23.4 

25 15.4 

0 7.9 
 

問題 
解答者 

％ 

二学期 

％ 

１．振子の 

問題 
73.5 10.1 

２．3
１

２
－0.4 62.2 16.8 

３．％の問題 20.8 27.3 

４．滑車の回

転の向き 
65.6  

 

得点 ％ 

100 6.9 

80 9.4 

60 10.5 

40 15.9 

20 31.2 

0 26.1 
 

問題 
解答者 

％ 

１．(-1)(+1)(-1)(-1) 43.2 

２．合力 51.8 

３．3
１

２
－0.4 37.0 

４．4.5÷
９

１６
 24.6 

５．％の問題 7.6 
 

 

学校環境調査(2) 昭和二十三年二月末日現在  藤沢一中 

家庭における位置 

性別 

種別 
男 女 計 

世 帯 主 14 7 21 

準世帯主 3 0 3 

世 帯 舅 3 2 5 

計 20 9 29 
 

現在の居住 

性別 
種別 男 女 計 

自 家 11 4 15 

借 家 2 2 4 

間 借 2 3 5 

同 居 4 0 4 

其の他 1 0 1 

計 20 9 29 
 

 

通勤に要する時間（片道） 

性別 

種別 
男 女 計 

30 分以内 7 8 15 

30 分―60分 5 1 6 

60 分―90分 4 0 4 

90 分以上 4 0 4 

計 20 9 29 

 

  注 塚越氏所蔵資料。計算の結果が記載されている数値と異なる場合があるが、そのまま記載した。 

 

国
語
ト
知
能
テ
ス
ト 

 
 
 
 
 

相
関
係
数
0.64 
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一
三 

貯
蓄
推
進
運
動
の
チ
ラ
シ 

       

注 

小
田
原
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵
の
「
二
十
二
ー
二
十
五
年
度 

教
育
委
員
会
及
其
ノ
他
会
議
記

録 

学
務
係
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

   
 

救 国 貯 蓄 特 別 運 動  自三月一日   至三月三十一日 

 
新
制
中
学
と 

 
 

定
額
郵
便
貯
金 

▽
新
制
中
学
の
建
設 

六
、
三
制
の
実
施
と
、
こ
れ
に
伴
う
新
制
中
学
の
建
設
の
問

題
は
教
育
百
年
の
大
計
と
し
て
、
関
係
当
局
及
び
父
兄
の
方
々
の
常
に
苦
心
し
、
且

つ
努
力
致
し
て
居
る
所
で
あ
り
ま
す
。 

本
市
に
於
て
も
、
新
制
中
学
の
建
設
は
、
四
校
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
に
要
す
る
経

費
は
本
年
度
一
三
〇
〇
万
円
で
、
そ
の
う
ち
二
三
〇
万
円
は
国
庫
補
助
に
よ
り
、

残
額
は
あ
げ
て
地
方
負
担
と
な
つ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
充
足
の
為
に
市

に
於
て
も
、
資
金
の
借
入
れ
（
起
債
）
に
全
力
を
そ
ゝ
ぎ
、
尚
足
ら
な
い
所
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
寄
附
を
お
願
い
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。 

▽
資
金
借
入
の
要
領 

六
、
三
制
に
要
す
る
所
の
資
金
借
入
先
は
、
大
蔵
省
預
金
部
で

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
財
源
は
皆
さ
ん
の
貯
蓄
殊
に
郵
便
局
に
預
入
さ
れ
た
資
金
を
以

て
其
の
財
源
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
政
府
に
於
て
は
、
起
債
の
順
調
と
、

資
金
吸
収
の
目
的
を
以
て
「
六
、
三
制
貯
金
」
な
る
も
の
を
案
出
し
、
一
般
に
宣
伝

致
し
て
居
り
ま
す
。 

本
市
に
於
る
当
面
の
起
債
額
と
し
て
、
二
三
〇
万
円
が
予
定
さ
れ
て
居
り
ま
す
。

其
の
要
領
は
三
月
一
日
よ
り
三
十
一
日
迄
に
市
内
各
郵
便
局
に
預
入
さ
れ
た
定
額

郵
便
貯
金
（
額
面
一
口
百
円
以
上
、
一
年
据
置
、
三
分
利
）
は
、
す
べ
て
証
書
に
「
六
、

三
制
貯
金
」
の
標
示
を
し
て
、
こ
れ
に
よ
つ
て
集
つ
た
資
金
は
、
あ
げ
て
新
制
中
学

の
資
金
と
し
て
小
田
原
市
が
借
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

▽
貯
金
の
お
す
ゝ
め 

折
角
発
足
し
た
新
制
中
学
を
何
時
迄
も
小
学
校
等
に
同
居
さ

せ
て
お
く
こ
と
は
、
教
育
上
、
種
々
の
支
障
が
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
文
化
小
田
原

の
恥
辱
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
は
父
兄
の
方
々
始
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
よ
り
、
民
主
的
に
解
決
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。 

以
上
の
よ
う
に
、
貯
蓄
殊
に
郵
便
定
額
貯
金
の
増
加
は
六
、
三
制
の
実
施
、
言
い

換
ふ
れ
ば
、
新
制
中
学
の
建
設
を
、
そ
れ
丈
け
促
進
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ

り
ま
す
。 

こ
の
意
味
に
於
て
、
新
制
中
学
建
設
の
為
め
、
そ
し
て
又
、
不
時
の
災
厄
に
備
え

て
郵
便
定
額
貯
金
の
預
け
入
れ
を
お
薦
め
致
し
、
且
つ
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。 

 
 
 

こ
の
貯
金
学
校
を
建
て
橋
を
か
け
（
当
選
郵
貯
標
語
） 

小 田 原 市 貯 蓄 推 進 委 員 会 

貯蓄壁新聞 

第 ２ 号 
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一
四 

「
新
制
中
学
生
徒
が
何
故
質
問
を
し
な
い
か
の
調
査
」 

新
制
中
学
生
徒
が
何
故
質
問
を
し
な
い
か
の
調
査 

足
柄
下
郡
学
校
組
合
立
吉
濱
中
学
校 

１
．
調
査
し
た
目
的 

 

生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
会
に
質
問
を
発
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
理
解
の
程
度
・
能
力
を
教
師

は
察
知
し
学
習
指
導
と
か
学
習
効
果
判
定
上
に
資
す
る
こ
と
が
多
い
。
特
に
質
問
の
少
い
本

校
の
生
徒
は
学
習
上
に
自
発
性
（
自
主
的
学
習
態
度
）
が
乏
し
く
平
素
の
学
習
指
導
上
教
師

と
し
て
も
研
究
す
る
問
題
が
少
く
な
い
と
思
惟
さ
れ
る
の
で
（
質
問
を
何
故
し
な
い
か
）
の

動
機
を
診
断
し
こ
れ
が
教
育
指
導
に
考
慮
を
加
え
る
べ
き
対
策
を
講
じ
た
い 

２
．
調
査
を
し
た
項
目 

 
 

Ａ
．
知
能
検
査
（
昭
和
22

年
11

月
施
行
済
、
但
し
本
年
度
の
一
年
生
徒
143

名
は
近
日
に

施
行
の
予
定
）
詳
細
省
略 

 
 

Ｂ
．
質
問
に
つ
い
て
の
調
査 

 
 
 

１
．
調
査
人
員 

男 

103

人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女 

111

人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計 

214

人
（
吉
濱
中
学
生
徒
） 

 
 
 

２
．
調
査
年
月 

昭
和
23

年
５
月 

 
 
 

３
．
問
題
「
何
故
質
問
が
し
に
く
い
か
」 

３
．
何
故
質
問
を
し
な
い
か
の
調
査
方
法 

 
 

１
．
質
問
紙
に
次
の
様
な
事
項
を
印
刷
し
て
生
徒
一
人
一
人
に
配
布
し 

 
 

２
．
教
師
が
調
査
の
目
的
、
解
答
の
仕
方
に
つ
い
て
の
説
明 

 
 

３
．
無
記
名
で
集
計
は
性
別
に
し
た 

 
 

４
．
質
問
調
査
内
容
、
は
づ
か
し
い
か
ら
、
人
が
じ
ろ
じ
ろ
と
見
る
か
ら
、
勇
気
が
な
い
、

人
に
何
か
言
は
れ
る
、
間
違
う
と
困
る
か
ら
、
言
う
事
柄
が
わ
か
ら
な
い
、
よ
い
質

問
が
で
き
な
い
等 

     

                  

所 
 

感 

１
．
統
計
上
か
ら
間
違
う
と
困
る
か
ら
が
92

人
で
43

％
を
示
し
て
最
高
の
比
率
で
あ
る
。
こ

れ
は
よ
い
質
問
が
出
来
な
い
（
29

％
）
と
か
，
は
づ
か
し
い
（
３４

％
）
と
関
連
す
る
こ
と

で
質
問
に
対
す
る
解
答
を
教
師
か
ら
受
け
る
の
に
若
し
質
問
が
ま
と
外
れ
で
間
違
う
と
気
ま

づ
い
思
い
を
す
る
と
い
ふ
不
安
、
羞
恥
心
，
虚
栄
心
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い 

２
．
羞
恥
心
が
多
い
こ
と
、
女
子
に
そ
の
傾
向
が
強
い 

３
．
質
問
す
る
勇
気
が
な
い
、
受
身
で
能
動
的
で
な
い
と
こ
ろ
が
非
常
に
あ
る
証
左
で
あ
る 

４
．
教
師
の
前
で
は
口
を
極
度
に
き
か
な
い
傾
向
が
あ
り
こ
れ
は
教
師
と
し
て
も
反
省
す
る
必

要
が
あ
る 

  
 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
松
本
喜
美
子
資
料
）。 

  

 調査人員 男 103 女 111 計 214   

 調 査 項 目 男 女 計 ％  

1 はづかしい 32 41 73 34 ％ 

2 人がじろじろと見る 29 24 53 35 〔25〕 

3 質問する勇気がない 22 46 68 32  

4 人に何か言はれる 23 30 53 25  

5 間違うと困るから 47 45 92 43  

6 言ふ事柄がわからない 20 14 34 16  

7 よい質問が出来ない 39 22 61 29  

8 質問をしたくない 16  3 19 9  

9 どもる  6  1  7 3  

10 他生が笑ふから  1  1  2 0.9  

11 身体がふるえるから   2  2 0.9  

12 その他  3  6  9 4  
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一
五 

マ
ッ
ク
マ
ナ
ス
「
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
月
報
に
寄
す
」 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
月
報
に
寄
す 

神
奈
川
民
事
部
民
間
教
育
課
長 

Ｒ
．
Ｆ
．
マ
ツ
ク
マ
ナ
ス 

 

足
柄
下
郡
吉
濱
中
学
校
は
、
町
民
が
進
歩
的
且
つ
有
能
な
校
長
や
教
職
員
に
指
導
さ
れ
て
真

に
子
供
の
教
育
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
ど
ん
な
こ
と
が
な
し
と
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
顕

著
な
例
で
あ
る
と
い
う
の
が
本
県
民
事
部
民
間
教
育
係
官
の
意
見
で
あ
る
。 

 

町
民
は
立
派
な
建
物
と
多
く
の
施
設
を
提
供
し
た
。
校
長
と
先
生
達
は
新
し
い
建
物
と
施
設

に
応
ず
る
た
め
に
進
歩
的
な
教
育
組
織
を
確
立
し
た
。 

 

そ
の
学
校
管
理
は
男
女
共
学
、
生
徒
個
々
の
毎
日
の
時
間
表
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
ス
タ
デ
イ

ホ
ー
ル
、
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
修
正
計
画
、
職
員
教
科
担
当
の
専
門
化
、
そ
の
他
多
く
の
進
歩
的
な

問
題
を
包
含
し
て
い
る
。 

 

学
校
や
町
に
つ
い
て
私
が
最
も
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
町
民
・
校
長
及
び
先
生
の

態
度
で
あ
る
。
こ
の
人
達
は
皆
広
い
心
を
、
即
ち
教
育
の
新
し
い
理
念
を
研
究
・
分
析
・
実
験

し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
持
つ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
態
度
は
努
力
の
如
何
な
る
分
野
に
お
い
て

も
、
い
や
し
く
も
進
歩
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。 

 

民
衆
は
閉
ざ
さ
れ
た
心
―
単
に
新
し
き
が
故
に
如
何
な
る
新
し
い
考
え
方
を
も
拒
否
す
る
―

の
反
映
で
あ
る
非
知
性
的
態
度
を
余
り
に
も
屡
々
と
り
勝
ち
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
が
か
ゝ
る

態
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
少
し
の
進
歩
を
も
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
歴
史
の
黎
明
か
ら
現
在
に

至
る
あ
ら
ゆ
る
文
明
の
進
歩
は
広
い
心
を
持
つ
た
人
々
に
帰
し
得
る
の
で
あ
る
。 

 

私
は
神
奈
川
県
の
中
学
校
高
等
学
校
の
校
長
及
び
先
生
が
少
く
と
も
一
日
、
こ
の
す
ば
ら
し

い
中
学
校
を
訪
問
す
る
よ
う
強
く
お
す
ゝ
め
す
る
。 

 

For the Kanagawa Ed. Dept. Monthly Bulletin. 

5 July 1949 

 It is the opinion of the KCAT Civil Education Officer that the Yoshihama 

Junior 
High 

School 
in 

Ashigara 
Shimo 

Gun 
is 

an 
outstanding 

example 
of 

what 
can 

be 
accomplished 

when 
the 

people 
of 

a 
community,led 

by 
a 

progressive and able principal and school faculty, are vitally interested 

in the education of their children. 

 The 
people 

have 
contributed 

a 
fine 

building
 
and 

many 
facilities. 

The 

principal and teachers have established a progressive education system to 

go along with the new building and facilities. 

 The 
school 

administration 
includes 

such 
progressive 

projects 
as 

co
-

education,individual 
student 

daily 
schedu

les,homeroom 
system,study 

hall,curriculum revision planning,specialization of teachers' assignments, 

and many others. 

 The thing that impressed me most about the school and the community was 

the 
attitude 

of 
the 

people, 
principal, 

and 
teachers. 

They 
all 

had
 
open 

minds, a willingness to study, analyze, and experiment with new concepts 

of education. Such an attitude is absolutely necessary if progress is to 

be made in any field of endeavor. 

 Too 
often, 

people 
are 

prone 
to 

take 
the 

unintelligent 
attitude 

that 

reflects 
the 

closed 
mind, 

the 
refusal 

even 
to 

consider 
any 

new 
ideas 

simply 
because 

they 
are 

new. 
When 

such 
an 

attitude 
prevails 

no 
progress 

can 
be 

made. 
All 

advances 
in 

civilization, 
from 

the 
dawn 

of 
history 

to 

the present, can be attributed to people who possessed open minds. 

 I 
strongly 

recommend 
that 

junior 
and 

senior 
high 

school 
principals 

and 

teachers 
in 

Kanagawa 
Prefecture 

plan 
to 

spend 
at 

least 
one 

day 
visiting 

this outstanding junior high school. 

  
 

注 

『
か
な
が
わ
教
育
』
第
三
号
（
一
九
四
九
年
八
月
）
の
巻
頭
記
事
。 
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一
六 

深
沢
中
学
校
建
設
「
請
願
書
」 

 
 
 
 
 
 
 

請 

願 

書 

深
沢
中
学
校
建
設
期
成
会 

  
 
 
 

深
沢
中
学
校
建
設
請
願
書 

当
深
沢
地
区
は
今
日
幸
に
も
文
化
都
市
大
鎌
倉
の
一
部
市
域
と
し
て
市
民
生
活
の
恩
沢
に
浴
し

寔
に
光
栄
の
至
り
と
感
激
し
て
居
り
ま
す
る
が
唯
遺
憾
に
堪
え
ぬ
こ
と
は
合
併
当
時
の
第
一
条

件
で
あ
る
深
沢
中
学
校
建
設
の
一
事
が
未
だ
に
実
現
し
な
い
の
み
な
ら
ず
殆
ん
ど
全
く
そ
れ
が

実
現
の
端
緒
を
も
見
て
い
な
い
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す 

か
く
て
は
折
角
の
吾
々
の
文
化
都
市

鎌
倉
へ
の
参
加
合
併
も
其
の
本
来
の
根
本
的
趣
旨
を
失
ひ
文
化
教
育
の
前
途
に
暗
澹
た
る
も
の

を
感
ぜ
ざ
る
を
得
ず 

吾
々
は
そ
の
公
約
の
一
日
も
速
き
実
現
を
千
秋
の
思
い
を
以
て
待
ち
そ

れ
に
対
す
る
責
任
の
あ
る
当
局
の
誠
意
と
努
力
と
を
堅
く
信
じ
て
疑
は
ぬ
も
の
で
あ
り
ま
す 

現
在
の
深
沢
中
学
校
は
新
学
制
の
発
足
と
共
に
已
む
を
得
ず
小
学
校
々
舎
の
一
部
を
以
て
充
当

開
設
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
生
徒
総
数
一
九
〇
学
級
五
を
擁
し
な
が
ら
職
員
室
兼
図
書
室
を

加
へ
て
使
用
室
数
僅
か
に
六
室
特
殊
研
究
室
の
設
備
全
く
な
く
又
設
置
し
た
く
も
不
可
能
の
実

情
に
あ
る
の
で
あ
り
ま
す 

即
ち
講
堂
も
な
く
余
分
の
教
室
も
有
た
ぬ
小
学
校
の
多
大
な
る
犠

牲
に
よ
つ
て
辛
じ
て
発
足
し
た
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
現
在
中
、
小
学
校
共
に
満
足
な
教
育
を
施

す
事
が
出
来
ず
謂
は
ば
中
、
小
互
に
相
害
ひ
結
局
共
倒
れ
に
終
ら
ん
と
す
る
の
状
態
に
あ
る
の

で
あ
り
ま
す 

若
し
そ
の
儘
で
推
移
す
れ
ば
当
地
区
の
教
育
は
日
と
共
に
低
下
し
破
壊
せ
ら
る

べ
き
こ
と
は
炬
を
視
る
よ
り
も
瞭
で
あ
つ
て
現
在
に
於
て
す
ら
か
く
の
如
し
、
し
か
も
其
の
上

当
地
区
は
近
く
就
学
児
童
生
徒
数
が
中
、
小
共
に
増
加
せ
ん
と
す
る
情
勢
に
あ
る
の
で
あ
り
ま

し
て
地
区
の
発
展
に
伴
ふ
一
般
転
入
家
族
の
増
加
に
よ
る
入
学
児
童
の
増
加
に
加
え
て
目
下

着
々
と
し
て
大
拡
張
の
途
上
に
あ
る
大
船
工
場
の
工
職
員
家
族
の
転
入
は
本
年
度
二
百
世
帯
を

予
定
さ
れ
来
る
べ
き
新
学
期
に
於
て
は
更
に
新
入
学
者
の
増
加
を
予
想
さ
る
る
の
で
あ
り
ま
す 

願
は
く
ば
こ
の
一
刻
の
猶
予
を
も
容
さ
ぬ
危
機
に
想
倒
さ
れ
一
日
も
早
く
具
体
的
方
策
を
樹
立

せ
ら
れ
新
校
舎
建
築
工
事
に
着
手
せ
ら
れ
ん
事
を
衷
心
懇
願
し
て
や
ま
ぬ
次
第
で
あ
り
ま
す 

 

政
府
は
今
般
臨
時
国
会
に
於
て
十
五
億
円
の
教
育
予
算
を
可
決
し
、
さ
ら
に
通
常
国
会
に
は
さ

ら
に
数
十
億
の
予
算
を
計
上
す
る
由 

や
が
て
は
当
市
へ
の
交
附
も
当
然
こ
れ
あ
る
べ
く
吾
ら

は
仮
令
僅
々
数
百
万
円
の
少
額
に
し
ろ
先
づ
以
て
優
先
的
に
当
地
区
中
学
校
建
設
費
の
一
部
と

し
て
充
当
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
合
併
当
時
の
確
約
に
鑑
み
て
衷
心
希
望
し
ま
た
信
じ
て
疑
は
ぬ

も
の
で
あ
り
ま
す 

吾
々
は
今
般
全
地
区
市
民
の
総
意
を
一
丸
と
し
て
深
沢
中
学
校
建
設
期
成

会
を
結
成
し
市
会
並
に
教
育
審
議
会
等
の
諸
賢
殊
に
市
当
局
の
御
理
解
と
誠
意
と
に
訴
へ
吾
ら

の
多
年
熱
願
す
る
処
の
公
約
に
基
く
中
学
校
建
設
の
儀
を
急
遽
実
現
せ
ら
れ
ん
事
を
深
く
深
く

懇
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す 

冀
く
は
吾
々
の
真
意
の
存
す
る
と
こ
ろ
と
そ
の
苦
衷
と
を
御
諒
察
下
さ
れ
御
当
局
並
に
諸
賢
の

御
協
力
と
御
鞭
撻
に
よ
つ
て
御
審
議
御
協
賛
あ
ら
ん
こ
と
を
重
ね
て
請
願
申
上
ぐ
る
次
第
で
あ

り
ま
す 

 
 
 

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
五
日 

深
沢
中
学
校
建
設
期
成
会
長 

石 

井 

一 

三 

  

鎌
倉
市
教
育
審
議
会
々
長 

 
 
 
 

関 

口 

𣳾 
 

殿 

  
 

注 

鎌
倉
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
四
年 

審
議
会
綴 

教
育
課
」
に
収
録
さ
れ

て
い
る
。 
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一
七 

通
知
表
（
一
九
四
九
年
度
第
二
学
期
） 

 

                            
 

  

価評

況 状 席 出

欄信通

事

故

席欠忌

引

早

退

遅

刻

出

席
病

気

力 能 む 読 ら が な し 解 理

能 技 す 話

力 能 る す 現 表 を 己 自 て つ よ に と こ く 書

解 理 の 念 概 諸 の 生 衛 と 康 健

解 理 の 念 概 諸 的 学 科

力能るうしなを考思的判批、力能るい用を法決解題問

〔るあか合場るいてつもは徒生の三・二〕力能的造創

慣 習 る す 用 使 を 識 知 な 的 学 科 て い お に 面場 際実

解 理 的 知 の 楽 音

賞 鑑 の 楽 音

解 理

度 態

能 技

力 能 る す 用 応 に 決 解 題 問 を れ そ し 解 理 を 係 関

能 技 の 定 測 算 計

慣習るす用使を能技的学数に確正ていおに面場際実

月

九

十

十

一

十

二

識 知 な 的 術 技

技 実

解 理 的 済 経 的 会 社

慣 習 る す 行 実 を 項 事 な 要 必 上 生 衛 上 康 健

度 程 上 向 能 機 動 運 の 体 身

加 参 の へ 技 競 動 運

識 知 な 的 術 技

技 実

解 理 的 済 経 的 会 社

作 創 の 楽 音

〔 楽 器 ・ 唱 歌 〕 奏 演

賞 鑑 の 美

解 理 の 術 技 礎 基

現 表 な 的 造 創

昭

和

二

十

四

年

度

第

二

学

期

通

知

表

横

浜

市

立

岡

野

中

学

校

主

任

科教

国

 

語

習

 

字

社

 

会

日

本

史

数

 

学

績 成 習 学

標 目

力 能 む 読 く 早 ら が な し 解 理

賞 鑑 と 解 理 の 学 文

力 能 る す 現 表 を 己 自 に 的 果 効 て つ よ に とこ く書

力 能 る す 現 表 を 己 自 に 的 果 効 て つ よ に とこ す話

解 理

現 表

度 態

理

 

科

音

 

楽

図

 

工

保

健

体

育

必

 

修

基 の 等 会 社 ・ 治 政 ・ 済 経 ・ 理 地 ・ 史 歴

解 理 と 識 知 の 念 概 諸 な 的 礎

力能るうしなを考思な的判批、力能るい用を法決解題問

学

校

長

長

谷

川

雷

助

得 習 の 能 技 的 民 公 重 尊 の と 利 権 と 要 必 の 人 他

年

組

選

 

択

職

 

 

 

業

家

 

庭

外

国

語

力 能 る す 解 理 を 語 言 た れ さ 話

解 理 と 置 位 の 庭 家 る け お に 会 社 的 主 民 的 代 近

度 態 い し ま 望 の へ れ そ と 想 理 の 活 生 庭 家

技 実 る け お に 活 生 庭 家

学

習

成

績

評

価

５
＝
普

通

よ

り

ず

っ

と

上

位
。
４
＝
普

通

よ

り

上

位
。
３
＝
普

通
。

２
＝
普

通

よ

り

下

位
。
１
＝
普

通

よ

り

ず

っ

と

下

位

に

あ

る

も

の
。

特

別

教

育

活

動

注 

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
簿
冊
「
岡
野
の
四
年
目
」（
長
谷
川
雷
助
旧
蔵
資
料
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
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一
八 

「
小
学
区
制
早
わ
か
り
」 

   
 

====小学区制早わかり==== 

 

  大学区 小学区 

高
等
学
校
入
学
志
望
の
生
徒
は
直
接
ど
ん

な 

影
響
を
う
け
る
か
（
生
徒
の
幸
不
幸
） 

 

１ ある小数の生徒は自由に学校をえらぶ事が 出来る 出来ない 

２ 一ヶ所に志願者が集中するから多数の不合格者が 出来る 少い 

３ 浪人するものが 出来る 少い 

４ 全般的に収容力があつても 入学試験をする しないでもすむ 

５ のびのびとした学習生活が 出来ない 出来る 

６ 入学試験準備を する様になる しないですむ 

７ 性格的、身体的な不健康に おちいる おちいらない 

８ 失敗者は劣等感を 深くする ごく少い 

９ 不良化傾向を 増大させる な い 

父
兄
の
安
心
不
安
心
負
担
、
子
女

身
心
保
護
に
関
す
る
事
（
父
兄
の

利
害
） 

１ 試験地獄を 再現する なくなる 

２ 入試に対する不安を 増大させる 減少する 

３ 子女の健康、性格等での心配 大きい 少い 

４ 失敗した場合、処置に 困難 失敗が少い 

５ 通学距離が 大きい 最短距離 

６ 交通費の 増 大 無又は小 

７ 通学途上に於ける不良化防止 困 難 な い 

中
学
校
小
学
校
の
教
育
に
与
え
る
影
響 

１ 受験準備教育を誘致する おそれあり な い 

２ 記憶偏重 詰込教育が 多くなる な い 

３ 生活指導が 出来なくなる 出来る 

４ 個性適応の教育が 出来なくなる 出来る 

５ 進学希望者と然らざる者との間に好し〔ママ〕からざる

関係 
生じやすい 生じない 

６ 男女共学も破かいされるおそれが あ る な い 

７ 功利的利己的な人間が自然と 出来る 
社会的人間が作ら

れやすい 

８ 新しい中学校の真生命を 破かいされる のばす事が出来る 

高
等
学
校
の
教
育
に
与
え
る
影
響 

１ 等質の生徒が 集 る 集らない 

２ 学校差が 増大する 平均化される 

３ 特権意識が 助長される 解消する 

４ 
非民主的思想が 助長される 

民主的意識がのび

る 

５ 等質のため社会性の養成に 不都合 好都合 

６ 男女共学の不可能な場合が おこる おこらない 

７ 地域の社会教育学校の 実現薄弱 強力に実現出来る 

８ 父兄と学校との関係が な い 緊密である 

９ 父兄教育の充実に積極的に努力する時が 一時的である 永続的である 

10 一二の優秀な学校は出来るが 平均水準は下る 平均水準高まる 

11 中学校と高等学校とは中等学校であるが この二者は 連絡しにくい 連絡しやすい 
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社
会
的
影
響 

１ 入学の結果に対し 疑問を生ず 生じない 

２ 教育に対する見方が 功利主義となる 
正しい見方をす

る 

３ 教育が虚栄心や、名誉に 利用される されない 

４ 一般社会の民主思想の発展を 妨害する 助長する 

５ 立身出世主義の人間が 作られる 
良い民主的社会

人が作られる 

６ 交通難の 激化 緩和 

７ 憲法、教育基本法、学校教育法の精神に 
遠ざかる結果を作

る 

石〔ママ〕の精神

を忠実に守る様

になる 

８    

 

  注 横浜市史資料室所蔵の簿冊「岡野の四年目」（長谷川雷助旧蔵資料）に収録されている。 
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一
九 

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
実
施
の
決
定
（
県
教
育
委
員
会
会
議
録
） 

一 
委
員
長 

開
会
を
宣
告
す 

 
 
 
 
 
 
 

午
后
六
時
三
十
五
分 

 
 

横
浜
市
教
育
委
員
会
と
の
協
議
に
よ
り
県
委
員
会
の
態
度
と
し
て
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
、
テ

ス
ト
に
つ
い
て
採
決
に
入
る
旨
を
宣
す
。 

 

加
藤
委
員
よ
り「
協
議
会
で
決
定
し
た
こ
と
を
そ
の
ま
ゝ
本
会
議
で
採
決
し
て
は
ど
う
か
」

と
の
動
議
を
提
出 

一
、
委
員
長 

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
、
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
か
、
し
な
い
か
に
つ
い
て
採
決 

 
 
 
 
 
 
 

賛
成
三
（
加
藤
、
黒
𡈽
、
河
田
） 

 
 
 
 

実
施
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

反
対
三
（
平
野
、
久
保
田
、
吉
田
） 

 
 
 
 

〃 

し
な
い 

一 

委
員
長 

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
、
テ
ス
ト
は
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
す
る
旨
を
宣
す 

 
 
 
 
 

続
い
て
指
導
要
録
に
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
テ
ス
ト
の
結
果
を
記
載
す
る
か
し
な
い
か

に
つ
い
て
採
決 

 
 

賛
成
一
（
黒
𡈽
） 

 
 
 
 

記
載
す
る 

 
 

反
対
三
（
加
藤
、
河
田
、
吉
田
）
記
載
し
な
い 

 
 

棄
権
二
（
平
野
、
久
保
田
） 

一
、
委
員
長 

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
、
テ
ス
ト
の
結
果
は
指
導
要
録
に
記
載
し
な
い
こ
と
に
決
定

の
旨
を
宣
す
。 

 

続
い
て
高
等
学
校
側
か
ら
選
考
上
判
定
に
苦
し
む
者
に
つ
い
て
ア
チ
ー
ブ
メ 

ン
ト
、
テ
ス
ト
の
結
果
を
中
学
で
見
せ
る
か
〔
マ
マ
〕
こ
と
ゝ
す
る
か
し
な
い
か

に
つ
い
て
採
決 

 
 

賛
成
四
（
河
田
、
加
藤
、
黒
𡈽
、
吉
田
）（
見
せ
る
） 

 
 

棄
権
二
（
平
野
、
久
保
田
） 

一
、
委
員
長 

高
校
側
か
ら
結
果
を
聞
か
れ
た
と
き
は
中
学
校
側
は
そ
の
結
果
を
見
せ
る
こ
と

に
決
定
し
た
旨
を
宣
す
。 

一 

委
員
長 

選
考
上
判
定
に
苦
し
む
と
い
う
者
の
範
囲
を
定
め
る
か
定
め
な
い
か
に
つ
い
て

採
決 

選
考
委
員
に
任
せ
る
事
に
賛
成
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

棄
権
二
（
久
保
田
、
平
野
） 

一 

委
員
長 

選
考
委
員
に
任
せ
る
こ
と
に
決
定 

一 

委
員
長 

以
上
を
も
つ
て
本
日
の
議
題
全
部
を
議
了
し
た
旨
閉
会
を
宣
す 

 
 
 
 
 
 
 

午
后
六
時
四
十
五
分 

  
 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
25

年
（
度
） 

教
育
委
員
会
々
議
録 

教
、
総
務

課
／
秘
書
室
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
二
月
一
〇
日
の
定
例
会
の
資
料
。 
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二
〇 

学
習
指
導
案
（
海
の
科
学
） 

海
の
科
学 

１ 

単
元
設
定
の
理
由 

 

生
徒
の
科
学
的
知
識 

技
能 

態
度
の
養
成
発
展
は
生
活
環
境
中
の
具
体
的
事
実
に
於
て
興

味
と
疑
問
と
研
究
意
欲
に
基
き
科
学
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
生
徒
の
状
態
と
地
域
社
会
の
課
題
と
科
学
教
育
の
目
標
か
ら
次
の
理
由
に
よ
つ
て

「
海
の
科
学
」
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。 

 
 

イ 

海
が
地
域
社
会
の
経
験
領
域
中
に
あ
る 

 
 

ロ 

海
に
対
し
て
興
味
と
関
心
を
持
つ
て
い
る 

 
 

ハ 

未
知
の
世
界
を
探
究
せ
ん
と
す
る
意
欲
が
あ
る 

 
 

二 

地
域
社
会
の
食
生
活
に
関
係
が
深
い 

 
 

ホ 

単
元
と
し
て
広
い
分
野
を
持
つ
て
い
る 

 
 

へ 

地
域
社
会
の
特
殊
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る 

 
 

ト 

地
域
社
会
の
特
殊
性
（
産
業
上 

観
光
上
）
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る 

以
上
の
理
由
か
ら
海
の
現
象
と
そ
の
影
響 

社
会
生
活
の
現
実
と
発
展
と
の
実
態
を
継
続
的

に
研
究
さ
せ
る
こ
と
に
よ
つ
て
科
学
的
な
諸
能
力
を
得 

合
理
的
な
生
活
を
営
む
態
度
を
養
わ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

別
項
の
単
元
の
排
列
に
よ
つ
て 

理
科 

社
会
科 

家
庭
科
相
協
力
し
て
継
続
的
に
観
察 

調
査 

採
集 

実
験 

記
録
を
指
導
し 

こ
れ
を
科
学
的
に
処
理
し
考
察
し
て
金
沢
海
岸
地
帯

の
地
形
的
特
質
と
水
産
資
源
の
開
発
状
態
を
知
り
地
域
社
会
の
健
康
生
活 

経
済
生
活 

文
化

生
活
に
対
す
る
調
査
研
究
の
結
果
か
ら
改
善
の
必
要
性
を
地
域
民
に
提
供
し 

更
に
地
域
民
よ

り
の
要
求
な
り
問
題
に
応
じ
て
こ
れ
を
究
明
し
て
い
き
た
い 

こ
れ
は
や
が
て
学
校
が
こ
の
地

域
の
文
化
並
に
産
業
発
展
の
指
標
と
な
り
中
心
と
な
つ
て
行
く
こ
と
で
あ
つ
て
現
代
教
育
の
望

ま
し
い
姿
で
あ
る
と
思
う
。 

か
く
し
て
産
業
と
生
活
の
よ
り
充
実
発
展
に
貢
献
し 

海
国
日
本
の
将
来
を
期
し
科
学
教
育

振
興
の
一
助
と
し
て
本
単
元
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。 

 

２ 

単
元
設
定
の
目
標 

 
 

〇 

自
然
に
親
し
み 

自
然
の
調
和
と
恵
み
を
知
り
自
然
を
愛
好
す
る
気
持
を
養
う 

 
 

〇 

科
学
的
な
観
方 

考
え
方 

処
理
の
能
力
を
養
う 

 
 

〇 

科
学
的
な
労
作
に
興
味
と
価
値
を
見
出
す 

 
 

〇 

科
学
す
る
こ
と
の
楽
し
さ 

苦
し
さ 

尊
さ
を
味
わ
せ
る 

 
 

〇 

物
事
の
本
質
を
観 

真
理
に
従
い 

真
理
を
探
究
せ
ん
と
す
る
態
度
を
養
う 

 
 

〇 

合
理
的
な
健
康
生
活
を
営
む
能
力
を
養
う 

 
 

〇 

郷
土
の
自
然
現
象
と
社
会
生
活
と
の
関
係
を
理
解
す
る 

 
 

〇 

郷
土
の
生
活
変
遷
を
認
識
し
生
活
改
善
の
資
料
を
得
る 

 
 

〇 

郷
土
の
産
業
の
実
態
を
知
り
こ
れ
が
改
善
の
資
料
を
提
供
す
る 

 
 

〇 

郷
土
の
課
題
解
決
に
協
力
す
る 

 
 

〇 

生
活
の
合
理
化
と
文
化
の
向
上
を
は
か
る 

 

３ 

単
元
の
構
成 

 

科
学
教
育
の
目
標
と
あ
り
方 

生
徒
の
興
味 

地
域
社
会
の
課
題
等
か
ら
多
数
の
研
究
問
題

を
と
り
あ
げ 

そ
の
中
か
ら
適
切
な
問
題
を
選
択
し
て
そ
の
経
験
領
域
を
七
つ
に
分
け
て
構
成

し
た
。 

 
 

〇 

本
単
元
は
理
科 

社
会
科 

家
庭
科
の
関
連
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
も
言
え
る
と
思
う 

 
 

〇 

全
体
構
造
の
一
部
で
あ
る 

 
 

〇 

単
元
の
展
開
は
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
て
あ
る 

 
 

〇 

経
験
分
野 

 
 
 
 
 

１ 

海 

と 

生 

物    

 
 
 
 
 

２ 

海
と
家
庭
生
活     

３ 

海 

と 

気 

象    

４ 

海 

と 

資 

源   
 

― 

目 

標 

― 

展 

開 

― 

生
徒
活
動 

５ 

海 

と 

産 

業    

６ 

海 

と 

交 

通    

７ 

海   

の   

水   

 

４ 

単
元
学
習
の
方
法 

 
 
 

Ａ 
学
習
方
法 

 
 

〇 

継
続
的
で
あ
る 

〇 

研
究
計
画
と
方
法
を
協
議
す
る 
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〇 

学
級
全
員
で
研
究
す
る
場
合 

〇 

グ
ル
ー
プ
別
研
究
を
す
る
場
合 

〇 
特
別
研
究
活
動
と
す
る
場
合 

〇 
個
人
研
究
を
す
る
場
合 

 

Ｂ 

学
習
の
場 

 
 

〇 

金
沢
の
海
及
海
岸
地
帯
（
三
浦
半
島
沿
岸
を
含
む
）

→ 

採
集 

観
察 

調
査 

記
録 

 
 

〇 

学  

校  

及  

家  
庭 

→ 

整
理 

処
理 

検
討 

読
書 

 
 

〇 

教   
 
 
   

  

室 

→ 

発
表 

実
験 

作
品
展
示 

考
察 

評
価 

発
展 
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   単元の目標と展開   

単 

元 

目            標 展            開 

理  解 態  度 能  力 一  年 二  年 三  年 

海
と
生
物 

 

〇成長、構造、 

 生活機能 

〇同化作用、繁 

 殖 

〇環境との相互 

 関係 

〇注意深く正確 

 に観る 

〇根気よくしと 

 げる 

〇実物事実を尊 

 重する 

〇作品の価値と 

 興味 

〇飼育し観察 

する 

Ｏ採集して標 

本を作る 

〇分類する 

海の生物を飼

育したり採集

して標本を作

ろう 

魚類の運動や分

布の状態を調べ

よう 

海の生物の構造

と生活状態を調

べよう 

海
と
家
庭
生
活 

〇環境と生活 

〇保健生活 

〇産業の実態 

〇食生活を科学 

 的にする 

〇生活改善 

〇調査と処理 水産物につい

て調べよう 

水産業について

調べよう 

海岸地帯の生活

を調べよう 

海
と
気
候 

〇陸と海との相 

 違 

〇海の現象 

〇地理的環境 

〇環境の変化に 

 対する適応 

〇災害に対する 

 工夫対策 

〇正しい測定 

〇精しい観察 

〇結果の処理 

郷土の気候を

観測しよう 

海流と潮流を調

べよう 

海洋国日本の気

候上の特徴を調

べよう 

海
と
資
源 

〇実態と利用状 

 態 

〇変動とその原 

 因 

〇愛護育成 

〇開発する 

〇業者の意見を 

 きく 

〇調査と処理 郷土の海の資

源を調べよう 

海とその利用を

調べよう 

水産資源の重要

性を調べよう 

海
と
産
業 

〇水産業と地理 

 的条件 

〇水産業と社会 

 的条件 

〇水産業の過去 

 と現在 

〇工夫改善 

〇業者の意見を 

 きく 

〇数量的に観 

 る 

郷土の水産業

を調べよう 

水産加工業を調

べよう 

水産業の発達と

社会生活につい

て調べよう 

海
と
交
通 

〇発達と文明 

〇原理、構造、 

 機能 

〇現状 

〇改善進歩 

〇専門家の意見 

 をきく 

〇資料を集め 

 る 

船はどのよう

に進歩してき

たかを調べよ

う 

海の交通通信は

どのように進歩

してきたかを調

べよう 

船とその機械に

ついて調べよう 

海
の
水 

〇海水の性質 

〇海水の成分 

〇海水の作用 

〇本質を観る 

〇疑問を起す 

〇科学的な処 

理 

〇分析する 

海水の作用と

その影響を調

べよう 

波の運動と海水

の動きを調べよ

う 

海水の性質を調

べよう 
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  第 二 学 年   

Ｄコース 社会科学習指導案 指導者 岩 井  澄 

 

 １ 単          元   船の変革について 

 １ 単 元 の 観 方   海上交通の発達は実に現代の驚異である。船は大洋をして陸とし、我々の生活の 

             向上に大いなる役割をはたして居る。だがわれわれの日常生活はあまりにも其の 

             恩恵と関係して居る為に、かえつて其の重要性の正しい認識が困難なくらいであ 

             る。外国との文化の交流や貿易を盛にする事はやがて世界全人類の提携即ち国際 

             平和の旗印ともなるのがある。しかし現実はこれに反してこれが国家間の誤解や 

             争いを除くことに対して十分な効力を発揮出来なかつたと云う事は事実であつた 

             のです。今日の発達した船の歴史をたどつて見ると古代と現代との時間的へだた 

             り以上に現代の船が如何に進歩したものであり、如何に人間生活に其の影響の大 

             であつたかを知る事が出来ると思う。 

 １ 展  開  計  画  （１）パナマ運河とスエズ運河の開拓の歴史 …………………… 二 時 間 

            （２）運河はどの様に利用されて居るか ………………………… 一 時 間 

            （３）古代の海上交通 ……………………………………………… 三 時 間（本時始） 

               ∘ どうして海を利用する様になつて行つたか 

               ∘ どうして船というものを先人が考へ出したか 

               ∘ 郷土では船を何に利用されて来たか 

            （４）船の歴史 ……………………………………………………… 四 時 間 

            （５）船舶の名称 …………………………………………………… 一 時 間 

            （６）新航路の発見 ………………………………………………… 二 時 間 

            （７）陸と海の交通 ………………………………………………… 二 時 間 

 １ 準          備   教 師  学習指導要領、教科書、船のデカメロン 

             生 徒  教科書、研究物、参考書 

 １ 本 時 の 目 標   昔の海の交通状態を理解させ、現代の交通機関の発達がいかに進歩してい居るかを 

             内省させ乍らわれわれはどんな大きい恩恵をうけて居るかを再認識させたい。 

 １ 学習指導過程 予想される学習活動 指 導 要 領 

  

１．海水浴等の海を対照とするリクレー 

  シヨン的な生徒に最も近い話をしな 

  がら本時の雰囲気を作る。 

２．研究発表する 

  生徒と生徒と自由な討論をする。 

３．地域社会の昔の海と船はどうであつ 

  たかについて調べる。 

４．有史後はどうなつて行つたか。 

  （次への連絡） 

１．何んで海を走る事の出来る船が出来 

  る様になつたのか。どうして船が出 

  来たか疑問を起させる。 

２．古代の海上交通について研究発表を 

  させる。 

３．地域社会の昔の海と船の質疑応答 

４．有史以後はどうなつていつたかを思 

  案させる。（次への連絡） 

 

 １ 効  果  判  定  ◦ 生徒は船がどうして起つたかを認識し、先人の努力を知る事に依つて有史後は 

              船はどう変化して来たかについて学ぼうと云う努力的態度を新にしたか。 
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  第 二 学 年   

Ｉコース 理科学習指導案 指導者 角 守 増 夫 

  

 １ 単          元   海は如何に利用されているか       

 

 １ 単 元 の 観 方   最近三日間の海産物の摂取の状況を調査してみると魚類九三％海苔七八％わかめ 

こんぶ四二％という様に食膳の大部分は必ず海産物が占めているという状況であ 

ります。尚Ｉコース二八名の将来を見通して金沢の在り方を推論した結果は水産 

漁港五四％、観光地帯三五％、其他七〇％が示されたのであります。 

現在の利用度のみでなく将来性ある地域の特殊性からもこの地域と海とは離れな 

い条件にあることが確認されます。以上此土地と海との関聯を述べたが、海に含 

まれている塩は特に日常生活と緊密な関係が深く、且海洋資源として重要物質の 

一つである。そこでこの生活科学に結んで物質の化学的知識の基礎及塩の本質を 

考へてみるも極めて意義深いと思つて設定した。    

 

 １ 展  開  計  画   １．海流のあるわけ ……………………………………  三 時 間 

             ２．塩 ……………………………………………………  五 時 間（     ） 

             ３．陸と海との構成  ……………………………………  二 時 間 

             ４．海風と陸風 ………………………………………… 二 時 間 

             ５．汐の干満 …………………………………………… 四 時 間 

             ６．海 の 波 ………………………………………… 二 時 間 

             ７．海水の圧力 ………………………………………… 二 時 間 

             ８．海 の 色 ………………………………………… 二 時 間 

 １ 準          備   Ａ．実験材料 

                塩酸、二酸化マンガン、硝酸銀、ナトリウム、アルコール 

             Ｂ．実験器具 

                小刀、ピンセット、捕集瓶、硝子管、フラスコ、試験管、サジ、其他 

 １ 本 時 の 目 標   塩の性質から起る諸現象をもとにしてその働きや此等と類似の作用をなすと思 

             う物質薬品を検証してその原因の根拠を握み、物事を正確に眺め、正しい理論 

             の通つた結果の道程を身に植えつけ、その事実や理論を推理応用する力を養い 

             たい。 

 １ 学習指導過程 学 習 活 動 指  導  要  領 

  

１．塩の成分を色々に検証してみる 

２．塩をつくる 

３．塩の性質として 

  １）塩の出来やすいわけ 

  ２）塩漬、食塩水、液体塩素 

    漂白粉を作る． 

４．塩の消毒、殺菌に依る色々の種類 

  を集める． 

１．塩の合成分解を指導する． 

２．物質で特に結合、反応の強いもの 

  について 

３．作用のつよいものの働き 

４．物質と物質の合成とその働きを復 

  習する． 

５．物質の有毒性について知らせる． 

本   時 
第三時間目 
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  第 二 学 年   

Ｆコース 家庭科学習指導案 指導者 田 辺 節 子 

 １ 単          元   海産食品の貯蔵       

 １ 単 元 の 観 方   我が国は四海環海の島国であるばかりでなく、且又、国民の気風が漁業に適してい 

             るために水産業は外国に比して大いに発展している。しかし水産物の多くは、腐敗 

             性に富み且又盛期があり、一時に多額を漁獲される事が稀でないので、其の価格を 

             相当の位置に保たせるには必らず貯蔵、加工の手段をほどこして後、世人の嗜好及 

             需用に適する製品としなければならない。 

             なほ一面、水産物は、吾人の栄養上価値ある成分を含有しておる故、これが貴重な 

             る成分の悪変化を防ぐ上にも且輸送を計る上にも貯蔵、加工を行う事は極めて必要 

             要である事が理解され、更に我が国将来の食糧問題の上にも離すことの出来ない深 

             い関係を有しているため、此等の事業の研究をする態度を養う事が出来ると思う。 

 １ 目      標   窮乏の食糧対策として買溜めは出来ないが日々の生活の中から工夫し節約をしてこ 

             れを他日必要な場合の備えにする様な心構えを養い、併せて近海にとれる魚貝海藻 

             の貯蔵、加工の能力、技能、態度をも養うことを目標とする。 

 １ 展  開  計  画   １．貯蔵の原理について話し合う …………………………………… （ 一 時 間 ） 

             ２．貯蔵の方法、種類について研究する……………………………… （ 一 時 間 ） 

              ａ．大浦地域の乾物、つけもの、魚店の海産食品の貯蔵の 

                実態調査を記録する 

              ｂ．各自家庭にてした事のある海産食品の発表 

              ｃ．貯蔵の長短を討議する  ………………………………………… （ 一 時 間 ） 

              ｄ．生徒の嗜好、海産食品の実態調査について討議し 

                納得させる ………………………………………（ 二 時 間 ） 

              ｅ．貯蔵食品の調理方法 …………………………………………… （ 一 時 間 ） 

 １ 本 時 の 目 標   各自嗜好物が、経済的、栄養的、地域的見地より如何であつたかを理解させ、更 

             に進んで其の改善対策の態度を養うことを目的とする 

 １ 準          備   教  師  （実態調査記録表）持参 

             生  徒  （記憶帳）持参 

 

 １ 学習指導過程 学 習 活 動 指 導 要 領 

  

 １．実態調査記録の結果討議 

 

 ２．栄養、経済、地域の各方面よりみ 

て合理的なる食品を選択する。 

実態調査に基づき本時限を進行させ、 

 栄養、経済、地域等の見地より改善す 

 べき点を指導する。 

第一時限（本時） 
第二時間 
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  第 三 学 年   

Ｅコース 社会科学習指導案 指導者 木 村 清 吉 

１ 単          元   職業としての海苔業 

 １ 単 元 の 観 方   生徒は必ずいつの日にか社会人として何等かの方法によつて社会に奉仕しなければな 

らない。而してその方法の最大且容易なものは職業である。職業には種々雑多の別が 

あるが常に我々が何等かの形式に於て関係するものである。しかしながら職業選定に 

当つては職業科があつて職業実習等についても十分にその任を果しているのである 

が、社会科は社会科の面より職業の認識を高め、職業に貴賎なく常に社会人として社 

会奉仕の念願を職業を通じて行うと云う観念を作りたいと思う。 

又最近の米国誌の風潮の所謂小さな社会即ち地域社会に於て生徒の生活環境に取材し 

た、生活則学習及び興味の場とさせて職業に対する古来の悪風を除去したいと思う。 

それ故地域社会の特産物海苔業者の実態を研究しその目的達成に資したいと思います。 

 １ 展  開  計  画   第一次 海苔と生活………(二時間)   第三次 栽培法について……(二時間) 

              イ 海苔の栄養価           イ 葓の種類 

              ロ 海苔の歴史            ロ 用 具 

              ハ 海苔の需要            ハ 時期と状況 

             第二次 海苔の立地要因…(一時間)   第四次 海苔業者の生活……(二時間) 

              イ 水温と海 状況                      本時(始)  

              ロ 地 形 上            イ 年間労働実態 

                                 ロ のりの製法 

                                 ハ 経 済 性 

                                 ニ 他の漁夫との比較(経済的にみて) 

                                 ホ どんな人が適任か 

 １ 準          備   教 師  １．学習指導要領  ２．実習諸用具  ３．研究物 

             生 徒  研究物 

 １ 本 時 の 目 標   １．とかく他人の職業はよいと思いがちであり、単なる表面のみにとらわれて選定 

するかたむきがあるやうに思うがこれを打破したい。  

             ２．職業選定の正しい認識、職業即社会奉仕の精神を養いたい。 

             ３．のり一枚にもはかり知れない苦労のあることを知り、何物もむだにつかえない 

と云う精神を養いたい。 

 １ 学習指導過程 予想される学習活動 指 導 要 領 

  

１．生徒の地域社会より学習の場を作 

る 

 ２．グループ代表の研究発表 

 ３．実   習 

 ４．海苔業者の苦しい立場を体得する 

 ５．のり一枚でも粗末に出来ないこと 

   を知る 

 １．前時に引続いて学習の場をつく 

り本時に導入する 

 ２．研究物発表特に対話形式をとら 

せる 

 ３．実習をさせる 

 ４．感想を発表させる 

 ５．次時に連絡 

１ 効  果  判  定   １．労働に対して尊敬の念を持つたか。 

             ２．まじめな職業選定の精神を養つたか。 

             ３．地域社会の代表的特産品のり業者の生活実体を知つただらうか。 

  注 神奈川県立総合教育センター所蔵の『昭和二十五年三月九日 研究概要並に学習指導案 横浜市立六浦中

学校』。 
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二
一 

中
学
校
卒
業
生
進
学
・
就
職
調
査
（
一
九
五
〇
年
） 

 
  Ⅰ 中学校卒業生進学並に就職調査         昭.25.3.31 現在 

 種別 

 

 

地区 

進 学 状 況 

公立 私立 

通 常 夜 間 定 時 通 常 夜 間 

志 決 志 決 志 決 志 決 志 決 

横 浜 3,919 3,196 967 688 46 24 929 888 43 41 

横スカ 1,393 1,378 80  1  77 73 8 7 

川 崎 1,063 1,057 299 193 28 28 134 130 34 33 

三 浦           

高 座 1,917 1,918 115 59 66 23 377 353 17 15 

中 1,424 1,414 105 55 142 48 104 101 7 5 

足柄上 594 557 47 8 33 5 △132 ▲137   

〃 下 1,055 985 85 42 42 12 289 267 1 1 

愛 甲 325 324 8 6 44 18 27 19   

津久井 257 257 17 17 45 45 24 24 4 4 

計 11,947 10,886 1,723 1,068 447 203 2,093 1,992 114 106 

 

 種別 

 
地区 

就 職 状 況 

公務員 会社等 商店等 家 事 其他 

志 決 志 決 志 決 志 決 志 決 

横 浜 553  114  2,869  1,084  1,106  724  2,013    299    

横スカ 29  14  1,029  597  227  190  544    177  55  

川 崎 67  22  1,048  514  155  121  495    222  200  

三 浦                     

高 座 70  28  701  177  309  144  1,568  1,635  248  205  

中 78  27  448  101  366  192  1,252    97  133  

足柄上 17  3  259  146  28  16  272    124  81  

〃 下 108  22  280  64  169  109  425  365  33  33  

愛 甲 22  7  98  43  111  100  461    61  44  

津久井 9  7  100  34  43  33  221  339  27  23  

計 953  244  6,832  2,760  2,414  1,629  6,951  2,338  1,288  774  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒 

業 

生 

数 

横 浜 11,946  

横スカ 3,573  

川 崎 3,532  

三 浦   

高 座 5,453  

中 4,985  

上 1,454  

下 2,685  

愛 甲 1,213  

津久井 879  

計 35,720  
 

卒業生数 35,720 
志望数ニ対ス

ル％ 

卒業生数ニ対ス

ル％ 

進 

学 

  志望数 決定数   45.4% 

通 常 14,040 12,979     

夜 間 1,837 1,174     

          

計 
15,877       

  14,153 86.5% 39.6% 

定 時 
447      

  203 [1.23]% 0.56% 

就 

職 

  18,438     51.5 

    7,745 42％ 21.6% 
 

 

 

44.9 
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Ⅱ 高等学校卒業生進学並に就職調査   昭．25．3．31現在 

校数 53校 卒業生数 4,433 

進学状況 就職状況 

公私 過程別 志望数 決定数 種別 志望数 決定数 

公 

立 

全 

日 

通 常   538 公 務 員 (297) 197 

夜 間   9 会 社 等 (1,147) 541 

定 時   0 商店等実務 (102) 73 

計   547 家 事 従 事 (368) 354 

私 

立 

全 

日 

通 常   688 其   他 (206) 156 

夜 間   50   (2120)   

定 時   3 計 2,276 1,321 

計   741 

其 他  4 

合 計 1,998 1,292 

◎備考 特に高校においては 3月 31日 

現在では中間報告的集計である。 

 

 

指導部調査課（25.5.10） 

 

 

 注 神奈川県立公文書館所蔵の簿冊「昭和 25年（度） 教育委員会々議録 教、総務課／秘書室」に収録され

ている。1950 年 5 月 10 日の定例会の資料。合計の数値が計算の結果と異なる場合があるが、そのまま記載

した。 

 志望数 決定数 志望ニ対スル％ 卒業数ニ対スル％ 

進学 
1,998     45% 

  1,292 65% 29.1% 

就職 
2,276     51% 

  1,321 58% 29.6% 
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二
二 

新
制
中
学
校
新
規
卒
業
者
雇
用
対
策
協
働
要
領 

二
五
下
厚
第
一
○
二
号 

昭
和
二
十
五
年
四
月
七
日 

足
柄
下
地
方
事
務
所
長 

各 

町
村
長 
殿 

新
制
中
学
校
新
規
卒
業
者
雇
用
対
策
に
つ
い
て 

最
近
の
経
済
界
の
激
働
〔
動
〕
に
よ
り
失
業
問
題
は
い
よ
い
よ
深
刻
化
し
、
こ
れ
が
年
少
労
働

者
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
く
、
こ
と
に
新
制
中
学
校
新
規
卒
業
者
の
就
職
は
極
め
て
困
難
な
現

状
に
あ
り
、
こ
れ
を
青
少
年
問
題
の
一
環
し
て
積
極
的
に
解
決
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
重
要
性
に
か
ん

が
み
、
こ
の
度
神
奈
川
県
青
少
年
問
題
協
議
会
に
お
い
て
別
紙
の
通
り
実
施
基
本
要
領
の
決
定

を
み
た
の
で
貴
職
に
お
か
れ
て
も
特
別
の
御
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
た
い
。 

 

新
制
中
学
校
新
規
卒
業
者
雇
用
対
策
協
働
要
領 

一
、
目 

的 

 

最
近
の
経
済
界
の
激
働
〔
動
〕
に
よ
り
失
業
問
題
は
い
よ
い
よ
深
刻
化
し
、
年
少
労
働
者
に

及
ぼ
す
影
響
も
大
き
く
、
こ
と
に
新
制
中
学
校
新
規
卒
業
者
の
就
職
は
極
め
て
困
難
な
現
状

に
あ
り
、
こ
れ
が
解
決
の
い
か
ん
は
年
少
労
働
者
の
人
格
を
破
壊
し
わ
が
国
再
建
の
た
め
に

障
害
の
重
大
原
因
と
も
な
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
こ
に
職
業
、
労
働
行
政
機
関
を
中
心
と

し
て
関
係
機
関
、
民
間
団
体
と
県
民
と
の
協
力
態
勢
を
確
立
し
、
こ
れ
が
解
決
の
た
め
、
積

極
的
活
動
を
展
開
す
る
。 

二
、
方 

針 

 

児
童
委
員
は
そ
の
地
区
の
最
寄
公
共
職
業
安
定
所
及
び
労
働
基
準
監
督
署
と
密
接
な
連
絡

を
保
ち
、
そ
の
管
轄
区
域
内
の
工
場
事
業
場
等
の
使
用
者
で
適
当
と
思
わ
れ
る
求
人
一
件

以
上
を
開
拓
す
る
こ
と
。 

三
、
実
施
期
間 

 

昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
六
月
三
十
日
ま
で
の
三
ヶ
月
間
と
す
る
。 

四
、
実
施
機
関 

 

神
奈
川
県
、
児
童
相
談
所
、
地
方
事
務
所 

 

町
村
、
児
童
福
祉
司
、
児
童
委
員 

五
、
実
施
方
法 

 

１ 

宣
伝
に
つ
い
て 

㈠ 

県
に
於
い
て
は
新
聞
、
ラ
ヂ
オ
、
県
広
報
、
街
頭
放
送
（
駅
構
内
、
映
画
館
劇
場

等
の
放
送
を
含
む
）
等
の
報
道
機
関
の
協
力
を
求
め
る
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
る
宣
伝
を
行
う
が
、
町
村
に
お
い
て
も
右
に
準
じ
て
可
能
な
範

囲
に
宣
伝
す
る
こ
と 

㈡ 

町
村
は
あ
ら
ゆ
る
会
合
の
機
会
を
利
用
し
て
本
件
の
趣
旨
を
積
極
的
に
周
知
宣
伝

す
る
こ
と 

２ 

求
人
開
拓
連
絡
に
つ
い
て 

㈠ 

児
童
委
員
は
、
そ
の
管
轄
区
域
内
の
工
場
事
業
場
等
の
使
用
者
に
対
し
本
件
の
趣

旨
を
周
知
し
、
求
人
の
開
拓
を
積
極
的
に
行
う
こ
と 

こ
の
場
合
年
少
労
働
者
の

雇
用
に
つ
い
て
深
い
理
解
の
あ
る
使
用
者
で
あ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い 

㈡ 

求
人
申
し
込
み
が
あ
つ
た
場
合
は
所
定
の
「
求
人
通
報
票
」
に
そ
の
内
容
を
具
体

的
に
記
載
し
、
町
村
を
経
由
し
て
最
寄
公
共
職
業
安
定
所
へ
送
付
す
る
こ
と 

㈢ 

町
村
は
２
の
㈡
に
よ
り
児
童
委
員
よ
り
「
求
人
通
報
票
」
の
送
付
が
あ
つ
た
場
合

は
次
の
様
式
に
よ
る
「
求
人
台
帖
」
に
記
録
の
う
え
最
寄
公
共
職
業
安
定
所
へ
送

付
す
る
こ
と 

       

㈣ 

な
ほ
児
童
委
員
は
そ
の
管
轄
区
域
内
の
工
場
事
業
場
の
雇
用
趨
勢
に
つ
い
て
公
共

職
業
安
定
所
の
運
営
上
参
考
と
思
わ
れ
る
情
勢
を
提
供
し
援
助
す
る
こ
と 

３ 

就
職
后
の
補
導
に
つ
い
て 

㈠ 

児
童
委
員
は
そ
の
管
轄
区
域
内
の
新
制
中
学
校
卒
業
者
中
就
職
者
を
次
の
様
式
に

よ
り
調
査
し
、
就
職
后
の
補
導
を
行
う
こ
と 

 

 
 

受
理
月
日 

番 
 

号 

 
 求

人
者  

 事
業
名  

所
在
地  

 男 求 

人 

数 

 女  
 計  

 職
種  

 雇
用
条
件  

 

取
扱
児
童
委
員
名 
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㈡ 

補
導
中
問
題
を
発
見
し
た
場
合
は
児
童
福
祉
司
と
連
絡
し
て
、
適
切
な
早
期
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と 

４ 

未
就
職
者
に
つ
い
て 

児
童
委
員
は
、
そ
の
管
轄
区
域
内
の
新
制
中
学
校
卒
業
者
中
、
未
就
職
者
を
次
の
様

式
に
よ
り
六
月
三
十
日
迄
に
調
査
し
、
最
寄
公
共
職
業
安
定
所
と
連
絡
し
極
力
職
業

の
斡
旋
に
努
め
る
と
共
に
一
方
事
情
に
よ
り
生
活
保
護
法
の
適
用
を
考
慮
し
、
経
済

的
援
助
を
与
へ
る
等
保
護
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と 

     

５ 

悪
質
使
用
者
に
つ
い
て 

 
 

年
少
失
業
者
の
就
職
困
難
な
現
状
に
乗
じ
、
悪
質
な
使
用
者
、
労
働
ブ
ロ
ー
カ
ー
等

が
潜
行
し
、
児
童
福
祉
法
、
労
働
基
準
法
、
職
業
安
定
法
に
違
反
す
る
行
為
が
あ
る

か
ら
右
の
悪
質
者
を
発
見
し
た
場
合
は
、
関
係
機
関
に
通
告
す
る
こ
と 

  
 

注 

箱
根
町
教
育
委
員
会
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
五
年
度 

学
事
書
類 

仙
石
原
村
役
場
」
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。 

      
 

 

 

 
 氏

名 

 
 年

令 

 
 住

所 

 
 

就
職
先 

 
 

所
在
地 

 
 

事
業
名 

 
 職

種 

 
 

労
働
条
件 

 

 

 
 氏

名 

 
 年

令 

 
 

保
護
者
名 

 
 

学
校
名 

 
 住

所 

 
 

希
望
職
種 

 
 記

録 
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二
三 

中
学
校
建
設
促
進
の
請
願
（
鎌
倉
市
） 

 
 
 

鎌
倉
市
立
第
一
中
学
校
建
設
促
進
請
願
に
つ
い
て 

四
月
二
十
七
日
市
議
会
定
例
会
に
於
て
別
紙
の
通
り
市
教
育
常
任
委
員
会
の
決
定
事
項
を
採
択

し
市
当
局
に
於
て
の
処
置
を
適
当
と
認
む
る
旨
自
治
法
第
百
二
十
五
条
に
よ
り
送
附
が
あ
り
ま

し
た
の
で
供
覧
い
た
し
ま
す 

 

二
五
鎌
議
発
第
四
六
号 

 
 
 
 

昭
和
廿
五
年
五
月
廿
弐
日 

鎌
倉
市
議
会
議
長 

榎
本
義
信 

 
 

鎌
倉
市
長 

磯
部
利
右
ヱ
門 

殿 

 
 
 
 
 

鎌
倉
市
立
第
一
中
学
校
建
設
促
進
請
願
に
つ
い
て 

 

標
記
に
つ
い
て
、
本
年
四
月
二
十
七
日
の
本
市
議
会
定
例
会
に
於
て
別
紙
の
通
り
教
育
常
任

委
員
会
決
定
報
告
事
項
を
採
決
致
し
ま
し
た
か
ら
、
貴
職
に
於
て
処
置
す
る
こ
と
が
適
当
と
認

め
ま
す
の
で
自
治
法
第
百
二
十
五
条
に
よ
り
別
紙
送
付
致
し
ま
す
． 

 

追
而 

こ
の
処
置
の
経
過
及
び
結
果
に
つ
い
て
は
御
報
告
あ
る
よ
う
致
さ
れ
た
い 

  
 
 
 
 
 
 

教
育
常
任
委
員
会
決
定
報
告
事
項 

 
 
 
 
 

一
中
建
設
の
請
願
に
つ
い
て 

一
、
一
中
建
設
に
つ
い
て
は
本
年
度
予
算
に
も
既
に
計
上
し
て
あ
る
の
で
補
助
金
起
債
等
財
源

が
確
立
し
て
居
り
ま
し
て 

こ
れ
を
着
工
す
る
に
は
異
存
は
な
い 

一
、
一
中
だ
け
で
な
く
本
年
度
建
設
計
画
に
あ
る
三
校
に
そ
れ
ぞ
れ
一
中
に
準
じ
て
建
設
準
備

委
員
会
を
設
置
し
建
設
促
進
も
強
力
に
図
る
こ
と
ゝ
す
る 

一
、
こ
の
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
教
育
常
任
委
員
が
中
心
と
な
つ
て
Ｐ
・
Ｔ
・
Ａ
関
係
の

委
員
や
建
設
、
内
政
各
常
任
委
員
、
更
ら
に
地
元
有
力
者
も
加
り
委
員
の
数
は
七
名
と
し
て

強
力
な
会
を
設
置
す
る 

一
、
附
帯
的
に
そ
れ
に
関
連
し
て 

 

鎌
倉
高
等
学
校
建
設
促
進
委
員
会
が
別
個
に
あ
る
が
こ
れ
を
解
消
し
て
右
に
準
じ
新
に
建
設

促
進
委
員
会
を
設
置
し
て
強
力
に
す
る 

以
上 

 

 
 
 
 

請 

願 

書 

 

鎌
倉
市
会
議
長 

 
 

榎
本
義
信 

殿 

 
 
 

昭
和
二
十
五
年
三
月
廿
日 

  
 
 
 
 
 
 

鎌
倉
市
立
第
一
中
学
校
Ｐ
・
Ｔ
．
Ａ
． 

鎌
倉
市
材
木
座 

 

■
■
■
番
地 

 
 

会
長 

日
比
野
淸
次
（
銀
行
員
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
■
■
■
年
■
月
■
日
生 

鎌
倉
市
長
谷 

 

■
■
■
番
地 

第
一
中
学
校
建
設
促
進
委
員
長 

今
村
義
郎
（
歯
科
医
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
■
■
■
年
■
月
■
日
生 

藤
沢
市
南
仲
通
二
丁
目
■
■
■
■
■
番
地 

委
員 

萩
原
正
安
（
校
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
■
■
■
年
■
月
■
■
日
生 

鎌
倉
市
大
船
町 

 

■
■
■
■
■ 

番
地 

委
員 

星
野
秀
治
（
副
校
長
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
■
■
■
年
■
月
■
■
■
日
生 

鎌
倉
市
大
町 

 

■
■
■
番
地 

副
委
員
長 

奥
津
芳
之
助
（
薬
剤
師
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
■
■
■
年
■
月
■
日
生 

鎌
倉
市
立
第
一
中
学
校
建
設
に
関
し
て
は
、
昭
和
二
十
四
年
二
月
第
一
中
学
校
々
舎
建
設
促
進

委
員
数
名
を
以
て
貴
議
会
に
歎
願
致
し
ま
し
た
通
り
同
校
父
兄
と
し
ま
し
て
は
昭
和
二
十
二
年

四
月
四
日
付
で
新
学
制
実
施
準
備
協
議
会
議
長
具
申
の
線
に
沿
へ
第
一
中
学
校
々
舎
建
設
は
二

十
三
年
度
中
に
も
実
現
す
る
事
を
期
待
し
て
参
り
ま
し
た
事
は
御
高
承
の
通
り
で
あ
り
ま
す
．

然
る
に
二
十
三
年
．
二
十
四
年
．
共
真
に
已
む
を
得
な
い
客
観
状
勢
に
よ
り
遂
に
そ
の
こ
と
な

く
し
て
経
過
し
第
一
中
学
校
第
一
回
生
は
遂
に
最
悪
条
件
下
で
卒
業
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．

こ
れ
は
単
に
中
学
校
側
教
育
に
多
大
の
不
利･

不
便
を
か
け
て
ゐ
る
許
り
で
な
く
第
一
小
学
校

側
に
於
い
て
も
幾
多
の
問
題
を
包
蔵
し
て
今
日
に
到
つ
た
事
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
． 

私
共
父
兄
は
こ
の
窮
状
を
見
る
に
忍
び
ず
、
二
十
四
年
度
は
民
間
事
業
と
し
て
校
舎
建
築
を
具

体
化
せ
ん
と
し
て
一
ケ
年
間
そ
の
為
に
心
血
を
そ
ゝ
ぎ
幸
い
に
も
、
各
方
面
か
ら
そ
の
熱
意
と

企
画
を
高
く
評
価
さ
れ
着
々
具
現
の
域
に
近
づ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
最
近
に
至
り
臨
時
国
会
並
に

二
十
五
年
度
通
常
国
会
で
義
務
教
育
の
為
の
校
舎
建
設
補
助
が
復
活
す
る
様
に
聞
き
及
び
、
之

亦
各
方
面
の
御
厚
意
に
よ
り
第
一
中
学
校
建
築
費
予
算
計
上
の
段
取
り
に
ま
で
立
到
り
ま
し
た

事
は
ま
こ
と
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。 
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就
い
て
は
第
一
中
学
校
校
舎
建
築
の
今
日
ま
で
の
経
緯
に
も
鑑
み
右
様
の
順
序
に
よ
る
市
事
業

と
し
て
の
校
舎
建
築
こ
そ
は
第
一
小
学
校
三
千
第
一
中
学
校
一
千
の
父
兄
は
も
と
よ
り
市
民
全

般
多
年
の
熱
願
で
あ
り
ま
す
事
を
御
理
解
い
た
ヾ
き
、
此
の
度
こ
そ
は
は
つ
き
り
実
現
さ
せ
て

い
た
ゞ
き
た
い
と
願
ふ
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
為
速
に
貴
議
会
を
主
体
と
し
て
第
一
中
学
校
建
設
促
進
委
員
会
（
仮
称
）
を
設
立
せ
ら
れ
、

土
地
問
題
・
資
金
問
題
．
其
の
他
実
行
に
つ
き
父
兄 

一
般
市
民
・
学
校
職
員
の
総
意
を
反
影
せ

し
め
ら
せ
、
一
日
も
早
く
具
体
化
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
ん
こ
と
を
懇
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。 

右
重
ね
て
請
願
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西 

川 

𠮷 

雄 

 
 
 
 
 

紹
介
議
員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂 

本 

仲 

三 

 
 
 
 

（
順
序
不
同
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

臼 

井 

豊 

次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

田 

勝 

治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石 

渡 

喜 

市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

靑 
木 

元 

二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

馬 

場 
糸 

藏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八 

尾 

正 
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藏 

並 

長 

勝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

倉 

正 

夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鈴 

木 

誠 

治 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田 

貞
次 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

田 
 

尚 

 

注 

鎌
倉
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
五
年
度 

学
事
書
類 

二
冊
之
内
第
二
号 

教
育
課
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
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二
四 

横
浜
市
内
各
中
学
校
の
高
校
普
通
科
入
学
希
望
者
数 

 

               
 

    高校普通科入学希望 25年 7月 

高校 
 
昨年度 
募集人員 
 

中学 

 

希
望
丘 

翠 

嵐 

緑
ヶ
丘 

立 

野 

平 

沼 

鶴 

工 

鶴 

高 

戸 

塚 

桜 

丘 

横 

高 

合 

計 

中 学 校 

総 

数 

在 

籍 

籍
数 

三
年
在 

三
年
生
比 

徒
数
と 

入
学
生 

275 385 200 110 400 150 330 200 300 250 2600 

六  浦 124                   124 1090 378 38.4  

金  沢 117                   117 1225 390 30.0  

浜     139                 16 155 1035 344 45.0  

計    380                 16 396 3350 1112 35.6  

日 吉 台   26                 26 260 95 27.0  

城   郷   40                 40 437 149 27.0  

新   田   16                 16 322 111 14.4  

中   川   6                 6 323 115 5.2  

都   田   11                 11 522 165 6.7  

山   内   12                 12 320 106 11.3  

田   奈   14                 14 455 146 9.6  

谷   本   29                 29 472 156 18.6  

中   山   25               5 30 517 175 17.1  

大   網   25                 25 681 175 14.3  

六 角 橋   104                 104 764 262 29.7  

栗 田 谷   181     7           188 1568 514 36.6  

計      489     7         5 501 6641 2169 23.1  

根   岸     46             1 47 621 228 21.6  

岡   村     34   1         2 37 906 279 13.3  

大   鳥   1 111 7             119 931 300 29.7  

計      1 191 7 1         3 203 2458 807 25.1  

平   楽       69           1 70 1139 393 17.8  

港    1   33 98 2           134 1126 358 37.4  

吉   田 3 1 6 38 48 1         97 699 227 42.7  

計    4 1 39 205 50 1       1 301 2964 978 30.8  

岡   野 3 5     107       3   118 1257 424 28.6  

西       2 124       1 1 128 1435 456 28.1  

浦 島 丘   7 1   86           94 1132 334 28.0  

老   松 3 2 1 1 139   1     2 149 1210 423 36.2  

神 奈 川         105           105 1040 335 31.3  

計    6 14 2 3 561   1   4 3 594 6074 1972 30.1  
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豊  岡         1 11 51     8 71 866 315 22.5  

汐   田         1 105         106 1302 495 21.4  

市   場         1   97     3 101 1104 361 28.0  

寺   尾 1           130       131 904 275 47.6  

末   吉           58 6       64 741 226 28.3  

生   麦           6 55       61 918 293 20.8  

計    1       3 180 339     11 534 5735 1965 27.2  

戸   塚               139     139 1398 498 27.9  

中 和 田               13     13 502 177 7.3  

本   郷               29     29 464 126 23.0  

岡   津               23     23 293 101 22.6  

大   正               19     19 331 116 16.4  

原                  11     11 193 63 17.5  

計                  234     234 3181 1081 21.6  

保土ヶ谷   3     5       108   116 1206 153 25.6  

岩  﨑         1       182   183 1275 411 44.5  

鶴  峯         1       82   83 853 275 30.1  

瀬  谷                 8   8 414 132 6.1  

宮  田                     0 461   0 

計      3     7       380   390 4209 1271 30.7  

南    1               1 114 116 1137 311 37.3  

第一港南                   36 36 470 140 25.0  

第二港南                   43 43 520 176   

蒔  田     2   4         94 100 1209 377 26.5  

共  進     1 3 1         78 83 1432 507 16.4  

計    1   3 3 5       1 365 378 4768 1511 25.0  

合  計 392 508 235 218 634 181 340 234 385 404 3531 39380 12566 28.1  

 

 注 横浜市史資料室所蔵の簿冊「岡野の四年目」（長谷川雷助旧蔵資料）に収録されている。「入学生徒数と

三年生比」が計算の結果と一致しない場合がある。また「三年在籍数」の合計は、計算すると「12566」とな

り、その数値で比率を算出すると、「28.1」ではなく「27.4」となる。 
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二
五 

学
習
検
査
運
営
審
議
会
の
設
置 

 
 
 
 

学
習
検
査
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学
校
教
育
課 

学
習
検
査
は
中
学
校
が
自
校
の
生
徒
の
学
習
結
果
を
検
査
す
る
と
云
う
立
場
か
ら
出
発
し
、
そ

れ
を
客
観
化
す
る
た
め
に
出
来
る
だ
け
客
観
性
の
あ
る
問
題
に
よ
つ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
と

云
う
目
的
に
対
し
誤
解
を
受
け
ぬ
よ
う
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
と
は
全
く
独
立
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
に
つ
き
一
般
の
認
識
を
得
た
い
。
昨
年
度
の
実
情
に
鑑
み
、
本
年
度
の
た
め
に
は
一
日

も
早
く
研
究
協
議
を
行
い
、
円
滑
な
実
施
の
運
び
に
な
る
よ
う
に
と
去
る
三
月
県
下
各
地
区
中

学
校
長
代
表
を
中
心
と
し
た
準
備
会
を
設
け
、
そ
の
準
備
会
の
意
見
に
徴
し
て
昭
和
二
十
六
年

度
学
習
検
査
審
議
会
を
設
け
る
方
針
で
出
発
し
右
準
備
会
を
第
三
回
ま
で
開
催
し
た
が
横
浜
市

教
育
委
員
会
と
根
本
的
打
合
せ
を
し
た
上
で
出
発
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
し
た
の
で

横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局
と
の
打
合
せ
の
結
果 

 

一
、
県
・
横
浜
市
夫
々
独
自
に
審
議
会
を
構
成
し
問
題
を
作
製
〔
成
〕
す
る 

 

二
、
県
・
横
浜
市
両
審
議
会
は
密
接
に
連
絡
を
保
ち
そ
の
作
問
並
に
実
施
に
つ
い
て
も
相
協

力
し
て
目
的
達
成
に
進
む 

等
の
諒
解
の
も
と
に
県
は
横
浜
市
を
除
い
た
県
下
全
地
域
を
対
象
に
審
議
会
を
結
成
す
る
こ

と
ゝ
し
て
準
備
会
を
解
散
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
よ
る
学
習
検
査
運
営
審
議
会
を
構
成
し
問
題
作

成
並
に
そ
の
標
準
化
の
仕
事
を
委
嘱
す
る
。 

本
年
度
は
県
下
の
中
学
校
に
つ
き
第
二
学
期
間
に
全
学
年
に
亘
つ
て
一
回
づ
ゝ
学
年
毎
に
日
を

別
に
し
て
実
施
す
る
。 

 
 
 

学
習
検
査
運
営
審
議
会 

一
、
性
格 

教
育
長
の
諮
問
機
関
と
す
る
。 

二
、
目
的 

学
習
検
査
問
題
を
作
成
す
る
専
門
委
員
会
の
構
成
方
針
を
研
究
教
育
長
に
答
申
す

る
。 

 
 
 
 
 

学
習
検
査
の
実
施
を
円
滑
に
す
る
。 

     

三
、
構
成 

 
 
 

中
学
校
長 
 
 

八
名
（
川
崎
、
横
須
賀
、
高
鎌
、
愛
甲
、
足
柄
上
、
足
柄
下
、
中
、

津
久
井
） 

 
    

中
学
校
教
諭 

 

八
名
（
仝
右
） 

 
 
 

教
員
組
合 

 
 

三
名 

 
 
 

国
大
教
授 

 
 

三
名 

 
 
 

教
育
研
究
所 

 

二
名 

 
 
 

県
教
委
事
務
局 

九
名 

 
 
 

二
市
七
出
張
所 

九
名 

  
 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
25

年
（
度
） 

教
育
委
員
会
々
議
録 

教
、
総
務

課
／
秘
書
室
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
五
月
一
〇
日
の
定
例
会
の
資
料
。 
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二
六 

「
中
等
社
会
科 

技
能
の
評
価
」 

中
等
社
会
科 

技
能
の
評
価 

―
地
図
の
取
扱
い
を
中
心
と
し
て
― 

佐 

宗 

米 

男 

本
稿
は
本
年
一
月
二
十
六
日
、
本
校
社
会
科
研
究
部
に
於
け
る
研
究
発
表
の
際
の
要
点
で

あ
る
。
現
在
は
社
会
科
に
限
ら
ず
ど
の
教
科
で
も
、
生
徒
の
基
礎
的
知
識
や
、
技
能
及
び
態

度
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
と
よ
く
云
わ
れ
て
い
る
。
本
校
に
於
て
も
こ
の
よ
う
な
問
題
に
着

眼
し
、
先
ず
評
価
の
問
題
を
取
り
あ
げ
て
研
究
し
た
。 

こ
こ
で
は
技
能
の
評
価
の
う
ち
、「
地
図
の
取
扱
い
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た

い
。
そ
れ
は
こ
の
問
題
が
、
他
の
成
績
品
一
般
の
評
価
に
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。 

一
、
中
学
校
社
会
科
学
習
と
地
図 

中
学
校
社
会
学
習
単
元
で
、「
わ
が
国
土
」「
都
市
と
村
」、「
世
界
の
農
牧
生
活
」
等
が
直
接

地
図
と
関
係
を
持
ち
、「
近
代
工
業
の
発
達
」、「
交
通
機
関
の
発
達
」
等
に
お
い
て
も
、
地
図
の

取
扱
い
な
し
に
は
学
習
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
図
を
取
扱
う
技
能
に
熟
練
し
て

お
れ
ば
、
問
題
を
解
決
す
る
際
、
そ
の
問
題
を
よ
り
具
体
的
に
科
学
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
、
地
表
の
諸
現
象
を
簡
明
に
、
し
か
も
興
味
深
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。 

二
、
地
図
に
関
す
る
技
能
評
価
の
基
準 

す
べ
て
評
価
を
す
る
際
、
基
準
が
な
く
し
て
は
適
確
な
評
価
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ

で
本
校
に
お
い
て
は
、
過
去
の
評
価
に
基
づ
い
て
、
昭
和
二
十
四
年
度
第
一
学
期
は
じ
め
、
次

に
掲
げ
る
一
表
を
計
画
し
た
。
こ
れ
に
つ
き
、
社
会
科
研
究
部
員
で
熱
心
な
議
論
が
な
さ
れ
た

が
、
理
想
が
必
ず
し
も
実
行
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
結
局
実
状
に
即
し
て
低
い
基
準
の
も
と
に

実
験
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
こ
の
基
準
の
適
否
は
、
後
述
の
実
験
の
結
果
が
証
明
し
た
わ
け
で

あ
る
。 

中
心
目
標
と
し
て
各
学
年
次
の
よ
う
な
線
で
基
準
を
も
つ
こ
と
と
し
た
。 

第
一
学
年
は
、「
郷
土
」、「
日
本
」
を
通
じ
、
親
し
み
や
す
い
地
図
を
使
用
し
て
、
地
図
の
取

扱
い
に
是
非
共
必
要
と
思
わ
れ
る
基
本
的
要
素

、
、
、
、
、
の
習
得
に
重
点
を
お
き
、
学
習
活
動
を
通
じ
て

地
図
の
取
扱
い
に
な
れ
さ
せ
る

、
、
、
、
、
よ
う
に
努
め
る
。 

第
二
学
年
は
世
界
を
中
心
と
し
て
、
地
図
を
有
効
に
利
用
し

、
、
、
、
、
、
、
く
ふ
う
す
る

、
、
、
、
、
技
能
に
重
点
を

お
き
、こ
れ
を
単
元
学
習
を
通
じ
て
訓
練
し
、地
図
の
取
扱
い
に
熟
練
さ
せ
る

、
、
、
、
、
よ
う
に
努
め
る
。 

第
三
学
年
は
、
地
理
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
単
元
が
少
い
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
実
社
会
に
あ

つ
て
地
図
を
利
用
す
る
場
合
と
同
じ
立
場
で
、
地
図
を
学
習
活
動
の
上
に
必
要
に
応
じ
て
活
用
、
、

さ
せ
る

、
、
、
よ
う
に
努
め
る
。 

以
上
の
重
点
を
先
ず
決
定
し
て
、
評
価
の
分
類
を
行
い
、
目
標
に
即
し
た
地
図
の
作
業
の
標

準
を
、
読
図
・
作
図
・
表
現
の
三
区
分
か
ら
割
出
し
た
の
が
次
表
で
あ
る
。 
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三
、
評
価
の
実
際 

前
項
に
お
い
て
述
べ
た
評
価
の
基
準
に
よ
つ
て
実
施
し
た
テ
ス
ト
と
作
品
の
評
価
の
実
際

に
つ
い
て
、
次
に
そ
の
例
を
示
す
こ
と
と
す
る
。 

 
 
 

１
、
テ
ス
ト
式
問
題 

 
 
 
 

（
イ
）
読 

 
 

図 

◎
方
向
と
単
一
読
図 

例
１
、
次
の
地
図
は
イ
ン
ド
の
図
で
あ
る
。（
第
１
図
） 

 
 
 

印
は
風
の
吹
い
て
く
る
方
向 

│

は
山
脈 

□

内
は
年
雨
量
で
あ
る
。 

問
│

夏
冬
の
季
節
風
の
方
向
を
下
記
方
向 

 

│

Ｎ
の
う
ち
、
適
当
な
も
の
一
つ
に
夏
の
風

は
◯
で
、
冬
の
風
は
◯
で
記
入
し
な
さ
い
。 

問
│

形
や
風
の
方
向
を
よ
く
読
み
と
つ
て
、
雨
量
図
を
完
成
し
な
さ
い
。 

問 

題 

の 

説 

明 

地
図
に
関
す
る
技
能
評
価
の
基
準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
沢
一
中
・
社
会
科
研
究
部 

  ２ １ 学
年 

１．世界の農牧生活 

２．近代工業の発達 

１．わ が 国 土 

２．都会といなか 
単
元 

【
地
図
の
取
扱
い
に
熟
練
さ
せ
る
】 

１
、
主
な
図
法
・
地
図
の
種
類
別
作
図
法
が
で
き
た
か 

２
、
用
途
に
応
じ
、
適
当
な
地
図
が
描
け
た
か 

３
、
地
図
を
ご
く
簡
略
化
し
て
描
く
こ
と
が
で
き
た
か 

４
、
二
つ
以
上
の
地
図
を
対
比
的
に
読
む
こ
と
が
で
き
た
か 

【
地
図
の
取
扱
い
に
慣
れ
さ
せ
る
】 

１
、
地
図
に
親
し
み
、
興
味
を
も
つ
た
か 

２
、
読
図
の
基
本
的
技
能
が
得
ら
れ
た
か 

３
、
郷
土
や
日
本
の
略
図
を
描
く
こ
と
が
で
き
た
か 

４
、
平
面
的
に
く
ふ
う
で
き
た
か 

５
、
友
だ
ち
の
地
図
の
批
評
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
か 

評 
  

価 
  

の 
  

基 
  

準 

分 
 
 

布 

土
地
利
用 

自
然
と
人
文

及
び
二
つ
以

上
の
地
図
の

対
比 

位 
 
 

置 

方 
 
 

位 

距 
 
 

離 

面 
 
 

積 

符 
 
 

号 

縮 
 
 

尺 

自 
 
 

然 

人 
 
 

文 

読 
 

図 

評    

価    

の    

区    

分 

図 
 
 

法 

世
界
主
要
部 

の
略
図 

簡  

略  

図 

分  

布  

図 

地
域
区
分
図 

立  

体  

図 

（
模
型
図
） 

模 
 
 

写 

方
眼
見
取
図 

拡  

大  

図 

白  

地  

図 

原
図
見
取
図 

郷
土
及
び 

日
本
の
略
図 

作 
 

図 

簡 
 
 

略 

正 
 
 

確 

迅 
 
 

速 

応 
 
 

用 

く  

ふ  

う 

地
形
・
土
地
利 

用
・
諸
分
布
の 

彩
色
方
法 

鮮 
   

明 

正 
 
 

確 

表 
 

現 

日       

本 

世       

界 

主

要

図 

六

大

州 

世       

界 

二
五
、
〇
〇
〇
分
の
一 

五
〇
、
〇
〇
〇
分
の
一 

藤 

沢 

近 

傍 

神 

奈 

川 

県 

日 

本 

各 

地 

日 

本 

近 

傍 

使 
 

用 

 

 

第１図 インドの風向と年雨量 

読図のテスト 

↓↓ 

ＮＷ 
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◯
風
向
は
得
点
数
に
よ
る
。（
図
中
の
数
字
） 

◯
雨
量
は
正
確
数
に
よ
る
。（
四
ケ
所
） 

◯
全
般
と
し
て
は
、
表
現
の
評
価
の
資
料
と
す
る
。 

註
１ 
単
一
読
図
と
は
一
枚
の
地
図
を
読
む
技
能
で
あ
り
、
対
比
読
図
と
は
二
枚
の
地
図
を

比
較
対
称
〔
照
〕
し
て
考
察
し
、
読
み
と
る
技
能
で
あ
る
。 

例
２
、
次
の
図
は
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に
よ
る
世
界
の
略
図
で
す 

（
第
２
図
） 

←
は
方
向
、
い
ろ
い
ろ
な
線
は
海 

上
航
路
、
黒
く
ぬ
つ
て
あ
る
の
は 

島
で
す
。 

問
│

航
路
（
横
浜
│

シ
ヤ
ト
ル
）
四 

本
の
う
ち
、
最
短
距
離
の
航
路 

を
◯
で
し
る
し
な
さ
い
。 

問
│

黒
く
ぬ
っ
て
あ
る
島
の
中
で
、 

面
積
の
広
い
も
の
の
順
に
（ 

） 
内
に
番
号
を
記
入
し
な
さ
い
。 

問
│

図
中
、
緯
度
・
経
度
の
う
ち
、 

次
の
項
目
に
適
す
る
も
の
を 

図
中
（ 

）
内
に
左
記
記
号
を 

記
入
し
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
、
一
八
〇
度
線 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロ
、
〇
度
線 

 

ハ
、
北
回
帰
線 

 
 
 

ニ
、
赤 

道 

問 

題 

の 

説 

明 

 

◯
評
価
は
す
べ
て
四
点
採
点
法
に
よ
る
。（
図
中
◯
内
の
数
字
） 

（
ロ
）
作 

 

図 

 

作
図
の
評
価
は
、
略
図
・
見
取
図
・
模
型
等
を
描
く
能
力
、
作
る
技
能
を
テ
ス
ト
し
て
、
案

外
良
好
な
結
果
を
得
た
が
、
こ
ゝ
に
は
実
例
を
省
く
。 

 
 
 
 

（
ハ
）
表 

 

現 

 

こ
ゝ
で
は
、
よ
く
用
い
ら
れ
る
自
然
及
び
人
文
景
観
図
の
彩
色
表
現
の
テ
ス
ト
式
問
題
を
出

し
て
み
た
。
第
３
図
は
都
合
上
自
然
と
人
文
の
二
図
を
一
緒
に
し
た
が
、
別
に
描
く
事
が
必
要

で
あ
る
。 

 

例 

次
の
地
図
は
地
形
（
人
文
）
図
で
す
。
い
ろ
い
ろ
く
ふ
う
し
て
着
色
し
な
さ
い
。 

 
 
 
 

問 

題 

の 

説 

明 

 

次
の
四
つ
の
着
眼
点
に
よ
り
採
点
し
た
。 

 

◯
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
る
か
。 

 

◯
正
確
で
あ
る
か
。 

◯
く
ふ
う
し
て
描
い
て
あ
る
か
。 

◯
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
か
。 

              
 

２
、
作
品
の
評
価 

日
本
の
気
候
図
に
つ
い
て
、
ヒ
ン
ト
を
与
え
ず
、
一
斉
作
業
に
よ
り
描
か
せ
た
評
価
の
結
果

は
、
五
段
階
の
実
例
を
示
す
こ
と
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
が
、
こ
ゝ
に
は
Ａ
級
に
相
当
す
る
実

例
を
も
と
に
説
明
す
る
。（
第
４
図
を
参
照
さ
れ
た
い
） 

問 
題 
の 

説 

明 

◯
先
ず
、生
徒
の
自
己
評
価
の
で
き
る
よ
う
に
次
の
八
つ
の
着
眼
点
を
示
し
て
採
点
さ
せ
る
。 

 
 

１
、
雨
量 

２
、
気
温 

３
、
風
向 

４
、
方
位 

５
、
題
目 

６
、
縮
尺 

７
、
海
流 

 

第２図 世界全図 

（メルカトル図法） 

面積、距離と方向のテスト 

第３図 地形・人文図 

表現のテスト 
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の
七
項
目
が
記
入
し
て
あ
る
か
。
８
、
日
本
全
国
の
位
置
が
正
し
〔
い
〕
か
。 

こ
の
結
果
を
採
点
し
て
、
自
分
の
地
図
に
記
入
し
教
師
に
提
出
さ
せ
る
。 

◯
教
師
は
綜
合
的
に
評
価
を
す
る
為
に
次
の
四
つ
の
着
眼
点
を
も
と
に
採
点
す
る
。 

 
 

１
、
合
理
的
に
彩
色
し
て
い
る
か 

 
 

２
、
夏
冬
を
有
効
に
表
現
し
て
い
る
か 

 
 

３
、
図
が
簡
略
化
し
て
描
け
て
い
る
か 

 
 

４
、
正
確
に
描
け
て
い
る
か 

◯
図
中
□
内
が
十
二
の
着
眼
点
に
合
致
し
た
数
で
あ
る
。
即
ち
（ 

）
内
は
自
己
評
価 

 
 
 

四
（
七
・
八
）
点
…
…
Ａ 

 
三
（
五
・
六
）
点
…
…
Ｂ 

 

二
（
三
・
四
）
点
…
…
Ｃ 

 
 

一
（
一
・
二
）
点
…
…
Ｄ 

 
〇
点
…
…
…
…
…
…
…
Ｅ 

 
 

と
し
て
評
価
す
る
。 

◯
第
３
図
は
模
範
図
で
あ
る
。 

 
 

註
…
な
お
、
紙
数
の
関
係
上
例
題
は
制
限
さ
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
本
校
社
会
科
研
究

部
著
、
明
治
図
書
出
版
の
「
社
会
の
評
価
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

              

四
、
実
験
結
果
の
考
察 

 

以
上
の
よ
う
な
方
法
で
行
つ
た
実
験
の
結
果
は
次
の
表
の
よ
う
に
な
つ
た
。 

実
験
期
間
│

昭
和
廿
四
年
四
月
十
二
月 

 
 

対
象
人
員
│

四
百
六
十
名 

 
 

数
字
は
パ
ー
セ
ン
ト 

                  

右
の
表
を
綜
合
的
に
、
次
の
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。 

 
 
 

１
、
読 

 

図 

基
礎
的
な
読
図
が
案
外
に
で
き
て
い
な
い
。
即
ち
符
号
さ
え
も
十
分
読
み
と
れ
て
い
な
い
状

態
で
あ
り
、
位
置
や
方
向
の
ご
く
基
本
的
な
読
み
方
で
さ
え
も
、
グ
ラ
フ
の
如
く
尻
上
り
の
状

態
を
示
し
た
。
一
葉
の
地
図
を
読
む
技
能
は
、
や
は
り
二
年
生
に
お
い
て
向
上
を
認
め
る
が
、

二
葉
以
上
の
地
図
を
比
べ
て
読
み
と
る
技
能
は
、
一
、
二
学
年
と
も
低
調
で
あ
つ
た
。
読
図
の

低
劣
な
こ
と
は
、
と
か
く
模
写
に
走
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
も
よ
く
わ
か
る
。 

 
 
 

２
、
作 

 
図 

一
、
二
学
年
と
も
に
き
わ
め
て
わ
る
い
。
し
か
し
二
年
生
に
対
し
て
、
一
年
生
と
同
一
形
式

第４図 日本の気候 

作品の評価 

地図に関する技能判定の結果 

表    現 図 作 読    図  

区 

分 

学 

年 

判 

定 

結 

果 

自

然

関

係 

地 
 
 

図 
 

人

文

関

係 

地 
 
 

図 

略    
 

図 

見  

取  

図 

位
置
や
方
向 

符
号
や
縮
尺 

単
一
の
地
図 

対
比
の
地
図 

８  38 

８  52 

４ ０ 

８ ２ 

２ 16 ２ 11 

６ 20 ３ ６ 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ａ 

10  33 

16  20 

９ ２ 

21 14 

24 20 ３ 16 

27 26 ８ 14 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ｂ 

20  15 

14  12 

17 14 

35 18 

22 20 25 20 

31 25 33 30 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ｃ 

28  ８ 

30  10 

32 17 

23 54 

18 16 32 22 

19 19 54 30 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ｄ 

34  ８ 

36  ４ 

67 67 

13 32 

34 28 38 31 

17 ８ ４ 20 

Ⅰ 

Ⅱ 
Ｅ 
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で
評
価
し
た
場
合
に
は
、
さ
す
が
に
大
き
な
差
を
認
め
る
が
、
二
年
生
の
基
準
の
も
と
で
は
、

や
は
り
作
図
能
力
は
、
す
こ
ぶ
る
低
調
と
み
て
よ
い
。 

 
  

   
 

                       

 
 
 

３
、
表 

 

現 

鮮
明
な
表
現
を
主
と
し
、
そ
こ
に
く
ふ
う
創
造
性
を
重
視
し
た
。
地
形
図
は
人
文
図
に
比
し

て
、
ま
つ
た
く
逆
の
カ
ー
ヴ
を
も
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
地
形
図
に
対
す
る
技
能
が
優
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
形
図
に
接
す
る
機
会
の
多
い
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
読
図
・
作
図
に
比
す
れ
ば
表
現
の
結
果
は
良
好
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。 

 
 
 

４
、
綜
合
結
果
と
反
省 

二
年
生
の
評
価
の
結
果
が
大
体
に
お
い
て
正
常
の
回
線
に
近
い
も
の
を
示
し
て
い
る
の
に
比

し
て
、
一
年
生
が
非
常
に
未
熟
で
あ
り
、
ま
つ
た
く
の
逆
上
り
の
カ
ー
ヴ
を
示
し
て
い
る
。
二

年
生
は
級
が
極
度
に
減
少
し
、
一
年
の
そ
れ
と
対
照
的
で
あ
る
点
に
、
進
歩
を
認
め
た
。
要
す

る
に
わ
れ
わ
れ
の
作
つ
た
基
準
は
、
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
る
と
思

つ
た
が
、
こ
の
基
準
に
対
し
て
も
な
お
、
前
途
程
遠
い
結
果
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
の
基
準
を
変
更
し
よ
う
と
は
、
わ
れ
わ
れ
は
考
え
な
い
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
地
理
的
要
素
を
含
ん
だ
単
元
を
学
習
す
る
場
合
、
ど
う
し
て
も
こ
れ
だ
け
の
技
能

は
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
教
師
自
身
が
指
導
に
対
し
関
心
が
薄
か
つ
た
こ
と
、
問
題
の
出
し
方

が
不
完
全
で
あ
つ
た
こ
と
、
地
図
を
持
つ
て
い
る
生
徒
が
全
体
の
三
分
の
二
位
で
あ
つ
た
こ
と

等
を
あ
げ
た
い
。
従
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
今
後
も
こ
の
基
準
を
さ
げ
る
こ
と
な
く
、
指
導
を
適

切
に
加
え
て
向
上
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
る
。 

五
、
結 

論 

評
価
は
と
も
す
る
と
教
師
の
カ
ン
、
、
に
走
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
が
、
何
と
か
し
て
客
観
的
な

評
価
の
方
法
を
見
出
し
た
い
と
い
う
意
欲
に
燃
え
て
と
り
か
か
つ
た
こ
の
実
験
も
、
思
う
よ
う

な
結
果
が
得
ら
れ
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
実
験
の
結
果
か
ら
も
、
教
師
は
い
た
ず
ら
に
理

論
や
理
想
に
の
み
と
ら
わ
れ
ず
、
生
徒
の
実
態
を
よ
く
把
握
し
て
地
味
に
研
究
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
。
技
能
の
評
価
に
お
い
て
も
、
あ
ら
わ
れ
た
現
象
に
捉
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
内
容
に
重
点
を
置
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
の
こ
う
し
た
意
欲
と
経
験
と

に
、
御
批
判
と
御
指
導
が
い
た
ゞ
け
れ
ば
幸
で
あ
る
。 

 
 
 

（
藤
沢
市
・
一
中
・
教
諭
） 

  
 

注 
『
か
な
が
わ
教
育
』
第
一
四
号
（
一
九
五
〇
年
七
月
）。 

  
 

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

％ 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

 

1 年 
2 年 

地図に関する技能の実験結果 

判
定 

70 
 

60 
 

50 
 

40 
 

30 
 

20 
 

10 

読図        作図       表現          綜合 
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二
七 

高
校
入
試
選
抜
方
法
に
関
す
る
関
東
地
区
の
中
学
校
長
会
の
申
合
せ 

高
校
入
学
選
抜
方
法
に
関
す
る
関
東
地
区
の
申
合
事
項 

全
日
本
中
学
校
長
会
関
東
地
区
協
議
会 

 

全
日
本
中
学
校
長
会
第
二
回
札
幌
大
会
に
於
い
て
研
究
協
議
題
と
し
て
高
校
入
学
選
抜
に
関

す
る
問
題
が
真
剣
に
研
究
協
議
さ
れ
た
が
高
校
入
学
選
抜
の
方
法
は
、
明
日
の
中
学
校
教
育
の

性
格
を
決
定
し
や
が
て
は
民
主
々
義
国
家
の
興
廃
に
か
か
る
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
の
で

そ
の
後
の
処
理
に
関
し
て
、
こ
の
問
題
の
責
任
発
表
県
で
あ
る
埼
玉
県
の
招
請
に
よ
つ
て
関
東

地
区
の
緊
急
協
議
会
を
十
月
九
日
日
本
教
育
会
館
で
開
催
し
て
次
の
事
項
を
申
合
せ
た
。
こ
の

問
題
は
す
で
に
神
奈
川
県
に
於
い
て
は
解
決
さ
れ
三
ヶ
年
に
亘
つ
て
実
施
し
極
め
て
良
好
な
結

果
を
得
て
い
る
の
で
、
参
会
者
は
二
十
七
年
度
高
校
入
学
選
抜
を
期
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で

完
全
に
処
理
解
決
す
る
の
決
意
を
堅
く
し
た
。 

１ 

確 

認 

事 

項 

 

⑴ 

講
和
後
の

、
、
、
、
大、〔
太
〕
平
洋
時
代

、
、
、
、
に
新
生
す
る
日
本
の
基
盤
を
な
す
国
民
教
育
の
重
心

、
、
、
、
、
、
、
と
な

る
新
制
中
学
の
教
育
は
生
活
教
育
の
徹
底

、
、
、
、
、
、
、
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

⑵ 

然
る
に
最
近
の
高
校
入
学
選
抜
方
法

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
が
過
去
の
試
験

、
、
、
、
、
地
獄
再
現

、
、
、
、
の
徴
候
を
み
せ
て
来
た
。 

 

⑶ 

こ
の
ま
ま
で
行
く
な
ら
新
制
中
学
教
育
は
高
校
受
験
の
準
備
校

、
、
、
、
、
、
、
、
と
な
り
終
つ
て
大
多
数

の
生
徒
は
犠
牲
に
な
る
。 

 
 
 

２ 

申 

合 

せ 

事 

項 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

根 

本 

策 

 

⑴ 

六、
・
三、
・
三
の
教
育
提
携

、
、
、
、
、
、
の
実
践
を
各
地
域
毎
に
活
溌
に
し
て
青
少
年
一
連
の
教
育
目

標
と
内
容
と
方
法
を
相
互
に
理
解
す
る
。 

 

⑵ 

漸
次
一
高
校
一
学
区

、
、
、
、
、
、
（
普
通
課
程
）
と
す
る
六、
・
三、
・
三、
の
教
育
ピ
ラ
ミ
ッ
ト

、
、
、
、
、
、
、
、
〔
マ
マ
〕

の
建
設
に
つ
と
め
て
地
域
文
化
の
向
上

、
、
、
、
、
、
、
を
期
し
な
が
ら
高
校
入
学
希
望
者
の
完
全
入
学

、
、
、
、

を
目
途
と
し
て
無
用
な
入
学
競
争
の
幣

、
、
、
、
、
、
、
、
、
を
排
除
す
る
。 

 

⑶ 

同
種
別
の
高
等
学
校
の
施
設
内
容
等
を
同
一
水
準
に
向
上
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
不
等

〔
当
〕
な
学
校
差
を
除
去

、
、
、
、
、
、
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

緊 

急 

策 

 

⑴ 

各
地
域
の
高
校
入
学
選
抜
方
法
の
協
議

、
、
、
、
、
、
、
に
当
つ
て
は
方
法
以
前
の
根
本
問
題

、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
つ
い
て

充
分
な
討
議
を
行
つ
て
、
そ
の
根
本
の
線
か
ら
逸
脱
し
な
い
こ
と
。 

 
 

（
通
牒
は
命
令
で
は
な
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
て
、
示
唆
で
あ
る
こ
と
を
憶
え
て
、
宿
命
的
な
考
え
を
持
た
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い、
と
同
時
に
徒
ら
に
、
い
わ
れ
な
き
メ
ン
ツ
ー
や
、
感
情
に
捉
わ
れ
な
い
で
真
実
の
教
育

、
、
、
、
、

を
く
ず
さ
な
い
方
法

、
、
、
、
、
、
、
、
を
工
夫
す
る
） 

 

⑵ 

即
ち
新
制
高
校

、
、
、
、
の
教
育
は
準
義
務
教
育

、
、
、
、
、
で
あ
つ
て
、
本
来
選
抜
テ
ス
ト
を
必
要
と
し
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

い、
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 
 

志
願
者
が
超
過

、
、
、
、
、
、
す
る
場
合
は
中
学
に
於
い
て
進
学
指
導

、
、
、
、
を
行
う
と
共
に
進
学
学
区
を
設
け

て
完
全
入
学
を
目
指
す
こ
と
。 

 

⑶ 

な
ほ
超
過
す
る
場
合
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
が

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
そ
の
た
め
に
全
志
願
者
を
試
験
地
獄

に
お
と
し
中
学
教
育
全
体
を
邪
道
に
追
い
込
む
よ
う
な
選
抜
テ
ス
ト
は
絶
対
に
行
わ
な

い
こ
と
。 

 

ｏ
一
切
の
選
抜
試
験
に
似
た
方
法
を
排
し
て
中
学
校
三
ヶ
年
の
指
導
要
録

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を
参
考
に
選
抜
を

行
う
こ
と
。 

 

（
指
導
要
録
に
記
載
す
る
学
業
成
績
は
正
常
分
配
曲
線
に
よ
る
） 

 

ｏ
超
過
す
る
少
数
者
を
や
む
な
く

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
落
す
場
合
は
、
そ
の
少
数
者
に
限
つ
て
標
準
テ
ス
ト
に
よ

、
、
、
、
、
、
、

る
評
価
を
志
願
者
の
在
籍
す
る
中
学
校
長
か
ら
提
出

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
し
て
そ
の
参
考
に
資
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
な
ど
各

地
域
毎
に
準
備
教
育
を
伴
わ
な
い
方
法
を
工
夫
す
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。 

 

以
上
の
事
項
は
そ
れ
ぞ
れ
都
県
の
教
育
委
員
会
に
要
望
す
る
と
共
に
、
こ
れ
が
実
現
方
に
関

し
て
校
長
会
自
ら
万
善
〔
全
〕
の
処
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

  
 

注 

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
簿
冊
「
岡
野
の
六
年
目 

其
の
一
」（
長
谷
川
雷
助
旧
蔵
資
料
）
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。 

     
 

◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦ 

◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦ 

◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦ 

◦◦◦ 

◦◦◦◦ 

◦◦◦◦◦◦ 

◦◦◦◦◦ 

◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦ 

◦◦◦◦◦◦◦◦ 

◦ 
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二
八 

足
柄
上
郡
各
中
学
校
研
究
題
目 

昭
和
二
十
六
年
度
各
校
研
究
題
目 

 

中
学
校 

                      

 

注 

松
田
町
立
松
田
小
学
校
所
蔵
の
簿
冊
「
足
柄
上
郡
教
育
会 

昭
和
18

～ 

足
柄
上
郡
小
学
校

教
育
研
究
会
綴 

昭
23

～
40 

松
田
町
立
松
田
小
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

  

 
 

西 

相 

文 

命 

南
足
柄 

北
足
柄 

清 

水 

共 

和 

山 

北 

松 

田 

湘 

光 

中 

井 

上
秦
野 

寄 三 

保 

校 

名 

教
科
研
究
（
職
業
家
庭
科
） 

視
聴
覚
教
育
の
実
演
授
業 

学
校
図
書
館 

視
聴
覚
教
育 

教
科
研
究
（
数
学
科
） 

教
科
研
究
（
図
工
科
） 

教
科
研
究
（
保
健
体
育
科
） 

郷
土
研
究
、
最
小
学
校
と
し
て
の
中
学
校
教
育
の
研
究 

教
科
研
究
（
社
会
科
） 

品
性
教
育 

教
科
研
究
（
英
語
科
） 

図
書
室
の
経
営 

特
別
教
育
活
動 

教
科
研
究
（
音
楽
科
）
各
教
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
と
実
際
指
導
の
方
法 

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
研
究 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成 

教
科
研
究
（
山
村
に
於
け
る
理
科
教
育
） 

 
 

研 
 

究 
 

題 
 

目 
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二
九 

警
察
署
長
が
見
た
「
中
学
生
の
希
望
」 

 
 
 
 
 

警
察
署
長
が
見
た
「
中
学
生
の
希
望
」 

 

少
年
の
心
理
を
充
分
に
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
、
補
導
の
完
型
は
期
せ
な
い
。
県
下
中
東
地

区
警
察
署
に
於
て
は
、
管
内
の
中
学
生
か
ら
、
意
向
の
聴
取
の
〔
を
〕
試
み
た
。 

一
、
日
時 

昭
和
二
十
六
年
三
月
十
五
日 

二
、
対
象 

中
郡
高
部
屋
村
中
学
校
三
年
男
女
生
徒
（
本
月
末
卒
業
予
定
の
も
の
） 

 
 
 

男
生
徒 

五
十
三
名 

 
 
 

女
生
徒 

四
十
三
名 

三
、
場
所 

中
郡
高
部
屋
中
学
校
三
年
教
室 

四
、
調
査
の
内
容 

無
記
名
で
男
女
両
生
徒
共
、
質
問
内
容
は
同
じ 

 

（
１
） 

一
番
ほ
し
い
も
の 

 

（
２
） 

好
き
な
本 

 

（
３
） 

遊
び 

 

（
４
） 

今
の
世
の
中
は
（
現
在
の
世
相
に
対
す
る
感
想
） 

 

（
５
） 

一
番
大
切
な
人 

 

（
６
） 

偉
い
と
思
う
人 

 

（
７
） 

将
来
に
対
す
る
希
望 

以
上
七
項
目
を
ガ
リ
版
印
刷
し
て
一
人
に
一
枚
宛
配
布
し
た
。 

五
、
回
答
の
状
況 

 

（
１
） 

全
然
記
入
し
な
い
も
の 

 

男
生
徒 

 

二
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
生
徒 

 

な
し 

 

（
２
） 

一
部
記
入
の
な
い
も
の 

 

男
生
徒 

十
八
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
生
徒 

 

七
名 

 

（
３
） 

各
項
目
中
記
入
の
な
い
欄
下
最
高
の
も
の 

 
 
 

⦿ 

今
の
世
の
中 

 
 
 

⦿ 

将
来
に
対
す
る
希
望 

の
二
つ
で
あ
つ
て
現
在
の
世
相
が
少
年
の
気
持
を
暗
く
し
、
少
年
に
希
望
が
な
く
漫
然
と
毎
日

を
過
し
て
い
る
状
態
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

し
た
が
つ
て
希
望
が
無
い
と
こ
ろ
に
は
学
業
の
成
績
も
向
上
し
な
い
。 

今
の
子
供
の
能
力
は
低
下
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
原
因
も
、
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
事
が
推
察
で

き
る
。 

補
導
に
際
し
て
、
少
年
に
希
望
を
持
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
が
、
強
く
叫
ば
れ
て

い
る
の
も
か
よ
う
な
処
に
原
因
し
て
い
る
と
思
う
。 

 
 

計
九
十
六
名 
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各
項
別
集
計
表 

（
１
）
一
番
欲
し
い
も
の 

                           

 

（
２
）
好 

き 

な 

本 

       
 

計 

無  

記  

入 

机 旅 
 

客  

機 

機 
 

械  

類 

腕  

時  

計 

財 
 
 
  

産 

学  

用  

品 

靴 自 
 

転  

車 

良
い
友
だ
ち 

人
か
ら
の
信
用 

運

動

用

具 

手   

提   

鞄 

楽       

器 

食       

糧 

履      
 

物 

ミ   

シ   

ン 

職 
      

業 

本 家 お       

金 

衣      
 

類 

種     
  

類 

六
八 九 一 一 一 一 三 一  

 

一 一 一 

一
三 一 一 二  

 

 
 

一 九 一 

一
一 七 

男
生
徒 

回
答
数 

六
三 一  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 一 一 三 三 五 

一
二 

一
二 

一
二 

二
〇 

女
生
徒 

回
答
数 

一
三
一 

一
〇 一 一 一 一 三 一  

 

一 一 一 

一
三 二 二 三 三 三 三 

二
一 三 

二
三 

二
七 

計 

少 

女 

世 

界 

無 
 

記 
 

入 

時 

代 

小 
説 

女 

学 
生 
の 

友 

家 
 

の 
 

光 

小 
学 

生 

の 

友 
少
女
の
友 

少
女
小
説 

経
済
学
の
本 

文
学
的
な
本 

雑 
 
 
 
 

誌 

中 

学 

時 

代 

偉 
 

人 
 

伝 

小 
 
 
 
 

説 

父 

を 

ば 

招 

け 

農 

業 

の 

本 

探 

偵 

小 

説 

参 
 

考 
 

書 

ス
ポ
ー
ツ
の
本 

ぼ 

つ 

ち 

や 

ん 

自 

由 

学 

校 

漫 
 
 
 
 

画 

冒 

険 

小 

説 

中
世
時
代
に
書
か
れ
た
本 

世
界
名
作
選
集 

レ
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル 

童 
 

話 
 

本 

本 

の 

種 

類 

 四       一 三 四 一 一 

二
二 一 二 一 一 

一
四 一 一 一 二 一 二 一 四 

男
生
徒 

回
答
数 

一 一 五 一 一 三 四 

一
八 一 五  

 

 
 

三 八  
 

 
 

 
 

 
 

一  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

女
生
徒 

回
答
数 

一 五 五 一 一 三 四 

一
八 二 八 四 一 四 

三
〇 一 二 一 一 

一
五 一 一 一 二 一 二 一 四 

計 

註 

回
答
人
員
に
対
し
、

計
が
多
く
な
っ
て

い
る
の
は
、
一
人
一

題
に
つ
い
て
回
答

二
乃
至
三
を
記
入

し
た
の
も
あ
つ
た

た
め
で
あ
る
。 
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（
３
）
遊 

 

び 

     
 

計 

学 

習 
年 
鑑 

中
学
ニ
ュ
ー
ス 

源 
氏 

物 

語 

六
八    

五
五 一 一 一 

二
三
一 一 一 一 

計 

家 

族 
団 

欒 

無 
 

記 
 

入 

羽 

根 

つ 

き 
摘 

 
 
 
 

草 

百 

人 

一 

首 

室 

内 

遊 

戯 

お 
 

手 
 

玉 

音 
 
 
 
 

楽 

映 
 
 
 
 

画 

海 

の 

遊 

び 

小 

鳥 

を 

飼 

う 

登 
 
 
 
 

山 

鬼  

ご  

っ  

こ 

か  

る  

た  

会 

釣 旅 
 
 
 
 

行 

将 
 
 
 
 

棋 

読 
 
 
 
 

書 

運
動
＝
野
球
、
卓
球
、 

バ
レ
ー
、
水
泳
、 

バ
ス
ケ
ッ
ト
、 

テ
ニ
ス
、
其
他
、
箱 

工 
 
 
 
 

作 

種 
 
 
 
 

類 

六
八  

 

一
〇  

 

 
 

 
 

 
 

    一 二 一 一 三 二 一 八 

三
七 二 

男
生
徒 

回
答
数 

六
三 一  

 

一 一 二 一 二 一 二 一  一   一 一  六 

四
二  

女
生
徒 

回
答
数 

一
三
一 一 

一
〇 一 一 二 一 二 一 二 一 一 三 一 一 四 三 一 

一
四 

七
九 二 

計 
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（
４
）
今
の
世
〔
の
〕
中 

     

 

（
５
）
一 

番 

大 

切 

な 

人 

     
 

計 

無

記

入 

品

物

が

豊

富

で

あ

る 

お
と
な
が
苦
し
い
者
に 

対

し

て

理

解

が

な

い 

く
だ
ら
な
い
小
説
が
多
い 

危

険

な

事

が

多

い 

悪

人

が

多

い 

不

良

学

生

が

多

い 

不

良

学

生

が

多

い 

複

雑

し

て

い

る 

物

価

高

で

あ

る

 
 

押

売

り

が

多

い 

民
主
々
義
が
徹
底
し
て
い
る 

火

事

が

多

い 

明
か
る
い
世
の
中
で
あ
る 

就

職

難

で

あ

る 

青

少

年

犯

罪

が

多

い 

道
徳
的
に
乱
れ
て
い
る 

凶

悪

犯

罪

が

多

い 

子
供
の
遊
び
場
が
な
い 

正

直

で

あ

り

た

い 

落
付
い
て
勉
強
で
き
な
い 

混

乱

し

て

い

る 

内 
 
 
 
 

容 

五
三 

一
一  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 二 二 一 一 三 一 七 一 一 一 

二
一 

男
生
徒 

四
六 四 一 一 三 一 一 三 四 二 二  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 三 

一
四  

 

 
 

 
 

七 

女
生
徒 

九
九 

一
五 一 一 三 一 一 三 四 二 二 一 二 二 一 一 四 四 

二
一 一 一 一 

二
八 

計 

計 

無 
  

記  
 

入 

国

を

治

め

る

人 

自 
 
 
 
 
 

分 

医 
 
 
 
 
 

者 
母 私

た
ち
を
幸
福
に 

し

て

く

れ

る

人 

天 
 
 
 
 
 

皇 

友 
 
 

だ  
 

ち 

父 主 
 
 
 
 
 

人 

兄 
 
 
 
 
 

弟 

国 

会 

議 

員 

世
の
中
で
役
に
立
つ
人 

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領 

警  
 

察  
 

官 

吉

田

総

理

大

臣 

マ
ツ
カ
〔
ー
〕
サ
ー
元
帥 

村 
 
 
 
 
 

長 

先

生

（

教

師

） 

両 
 
 
 
 
 

親 

人
名
、
職
名
、
続
柄
等 

六
〇 九  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 一 一 一 四 四 一 四 五 二 一 五 

一
九 

男
生
徒 

五
九 三 三 四 二 一 一 一 一  

 

 
 

三  
 

二  
 

三 四 一  
 

八 

二
二 

女
生
徒 

一
一
九 

一
二 三 四 二 一 一 一 四 一 一 四 四 六 一 七 九 三 一 

一
三 

四
一 

計 



第４章 中学校 

- 276 - 

 
（
６
）
偉 

い 

と 

思 

う 

人 

    

  
 

ワ

シ

ン

ト

ン 

両 
 
 
 
 
 
 

親 

キ

ユ

リ

ー

夫

人 

水
泳
代
表
選
手 

古
橋
等 

湯

川

秀

樹 

母 仁

科

芳

雄 

リ

ン

カ

ー

ン 

偉
い
人
は
な
い
と
思
う 

警

察

官 

ト
ー
ル
〔
ル
ー
〕
マ
ン
大
統
領 

福

沢

諭

吉 

野

口

英

世 

慈

善

家 

国

会

議

員 

世
界
を
明
か
る
く
平 

和
に
し
て
く
れ
る
人 

天 
 
 
 
 
 
 

皇 

潔

白

な

人 

総
理
大
臣
そ
の
他
大
臣 

世
の
中
に
役
に
立
つ
人 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥 

人
名
或
は
職
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

四  
 

 
 

一
〇  
 

 
 

九 三 

一
〇  

 

 
 

 
 

四  
 

一
二 一 

一
八 

男
生
徒 

一 三 一 一 五 一 一 六 一 二 八 一 一 一 二 一 一 一 七  
 

一
〇 

女
生
徒 

一 三 一 一 九 一 一 

一
六 一 二 

一
七 四 

一
一 一 二 一 五 一 

一
九 一 

二
八 

計 

計 

無

記

入 

ダ

レ

ス 

ネ

ー

ル 

大

下

弘 

エ

ヂ

ソ

ン 

二

宮

金

次

郎 

犬

養

健 

先 
 
 
 
 
 
 

生 

ヘ

レ

ン

ケ

ラ

ー 

九
八 三 

一
三 一 一 八 一 一  

 

 
 

五
九  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 二 

一
五
七 

 

三 

 

一
三 

 

一 

 

一 

 

八 

 

一 

 

一 

 

一 二 
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（
７
）
将 

来 

に 

対 

す 

る 

希 

望 

      
 

計 

無

記

入 

文

学

家 

優

し

い

家

庭

の

主

婦 

政

治

家 

立

派

な

一

生

を

送

り

た

い 

家

の

為

に

働

く 

社
会
の
役
に
立
つ
人
に
な
り
た
い 

洋

和

裁 

歌

手 

子
供
の
遊
び
場
所
を
作
っ
て
や
る 

実

業

家 

職

人 

ス

ポ

ー

ツ

人 

平

和

な

国

を

築

く 

日
本
の
講

和
と
平

和
を
望

む 

商

業 

意

思

を

強

固

に

し

た

い 

就

職

し

た

い 

人
か
ら
信
用
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い 

農 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

業 

事

務

員 

両

親

を

幸

福

に

し

た

い 
希 

望 

内 

容 

五
一 

一
三  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 一 一 一 一 八 一 二 二 三 

一
〇 三 二 二 

男
生
徒 

四
〇 二 二 一 二 一 五 九 

一
〇  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 二  
 

一  
 

女
生
徒 

九
一 

一
五 二 一 二 一 五 九 

一
〇 一 一 一 一 一 八 一 二 二 六 

一
二 三 三 二 

計 

（国警神奈川県本部防犯統計課の資料による。） 

 

 

注 『かながわ教育』第 24号（1951 年 5月）。 



第４章 中学校 

- 278 - 

三
〇 

ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
「
自
然
科
学
部
」
の
実
際
（
藤
沢
市
片
瀬
中
学
校
） 

一
、
は
じ
め
に 

二
、
自
然
科
学
部
に
つ
い
て 

三
、
自
然
科
学
部
の
活
動
目
標 

四
、
自
然
科
学
部
の
組
織
と
内
容 

五
、
活
動
計
画 

六
、「
科
学
士
」
と
は
？ 

七
、
自
然
科
学
部
研
究
カ
ー
ド
に
つ
い
て 

八
、
ス
ラ
イ
ド
の
製
作 

九
、
ま
と
め 

一
、
は
じ
め
に 

 

先
日
行
わ
れ
た
研
究
発
表
会
で
、
私
共
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
行
つ
た
。
特
に

理
科
的
な
ク
ラ
ブ
、
即
ち
「
自
然
科
学
部
」
の
活
動
の
実
際
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
か
ら
五
年

前
、
荒
れ
す
さ
ん
だ
校
舎
の
中
よ
り
第
一
番
に
生
ま
れ
出
た
ク
ラ
ブ
は
自
然
科
学
に
関
す
る
そ

れ
で
あ
り
、
年
々
そ
の
組
織
と
内
容
が
強
化
さ
れ
て
今
日
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
新
し
い

理
科
室
の
完
成
さ
れ
た
今
日
、
歩
み
来
た
苦
難
の
道
を
ふ
り
か
え
り
、
将
来
へ
の
計
画
を
夢
見

る
こ
と
は
私
た
ち
の
大
き
な
仕
事
で
あ
り
、
極
め
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
、
簡
単
で

は
あ
る
が
筆
を
と
る
こ
と
と
し
た
。 

二
、
自
然
科
学
部
に
つ
い
て 

 

そ
も
そ
も
学
校
の
創
立
当
初
よ
り
こ
ん
な
名
前
の
ク
ラ
ブ
が
あ
つ
た
わ
け
で
は
な
く
、生
物
、

電
気
、
化
学
等
を
よ
り
一
そ
う
好
む
者
た
ち
が
、
グ
ル
ー
プ
を
作
つ
て
、
放
課
後
の
ひ
と
時
を

楽
し
ん
で
い
る
中
に
自
然
と
組
織
立
つ
た
も
の
の
必
要
を
感
じ
、
だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
成
長
し

て
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
自
然
科
学
部
（N.S.D

＝Natural Science Depertment
）

は
そ
の
中
に
い
く
つ
か
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
（
之
を
課
と
よ
ぶ
）
を
含
ん
で
お
り
、
今
後
、
ど

ん
ど
ん
新
し
い
グ
ル
ー
プ
が
、
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
に
私
た
ち
の
学
校
に
於
け
る
自

然
科
学
部
発
展
の
特
徴
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。 

三
、
自
然
化
〔
マ
マ
〕
学
部
の
活
動
目
標 

 

科
学
は
生
活
を
支
配
し
、
文
化
生
活
は
、
合
理
的
な
科
学
生
活
に
立
脚
す
る
私
た
ち
の
生
活

環
境
は
す
べ
て
科
学
に
よ
つ
て
包
囲
さ
れ
、私
た
ち
は
常
に
無
数
の
疑
問
を
提
示
さ
れ
て
い
る
。

故
に
一
歩
一
歩
自
然
界
の
疑
問
を
解
決
し
、
広
大
な
る
自
然
に
接
近
す
る
こ
と
は
要
す
る
に
真

実
を
愛
し
自
然
の
真
理
を
唯
一
の
研
究
対
象
と
す
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
り
最
も
公
平
に
し
て

自
由
な
る
社
会
へ
の
貢
献
で
あ
る
と
信
ず
る
。
そ
れ
が
今
す
ぐ
生
活
に
役
立
つ
か
ど
う
か
と
い

う
事
は
別
問
題
に
し
て
、
物
事
の
不
思
議
を
正
確
に
究
明
し
解
決
す
る
態
度
、
こ
れ
を
養
う
こ

と
が
、
い
つ
か
は
、
日
常
の
科
学
生
活
に
役
立
つ
こ
と
で
あ
る
。 

 

私
た
ち
は
地
味
な
態
度
で
、
永
続
的
に
研
究
し
て
行
き
た
い
。
そ
し
て
常
に
何
事
に
於
て
も

疑
問
を
も
つ
よ
う
な
人
間
で
あ
り
た
い
。
―
以
上
を
自
然
科
学
部
の
目
標
と
し
て
か
ゝ
げ
て
い

る
。 

四
、
自
然
科
学
部
の
組
織
と
内
容 

 

自
然
科
学
部
は
現
在
、
二
つ
の
特
殊
な
部
門
と
、
七
つ
の
研
究
的
な
部
門
と
に
分
れ
構
成
さ

れ
て
い
る
。 

部 
 
 

門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

運 

営 

課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
わ
い
い
・
科
学
者 

編
集
課 

Ｎ
・
Ｓ
・
Ｄ 

 
 
 

園 

芸 

課 

自
然
科
学
部 

 
 
 

写 

真 

課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

数 

学 

課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

博 

物 

課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天 

象 

課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

電 

通 

課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

理 

化 

課 
 
 
 

而
し
て
各
課
の
課
長
、
及
び
班
長
は
、
運
営
会
議
に
よ
つ
て
選
出
決
定
さ
れ
る
。（
大
体
三
年

生
よ
り
） 

 

次
は
二
、
三
の
課
に
つ
い
て
内
容
を
記
し
て
み
よ
う
。 

（
Ａ
）
運
営
課
と
は
？ 

 
会
合
日
―
不
定
期 

 

構
成
人
員
―
各
課
顧
問
教
師
、
及
び
自
然
科
学
部
長
、
並
び
に
各
課
長
、
副
課
長
全
員 

 

会
合
場
所
―
運
営
本
部
（
理
科
準
備
室
）
を
こ
れ
に
あ
て
て
い
る
。 

 

仕 
 

事
―
役
員
選
挙
、
行
事
計
画
の
立
案
決
定
、
予
算
会
議
、
そ
の
他
、
自
然
科
学
部
運

営
上
必
要
な
事
柄
の
審
議 

（
Ｂ
）「
か
わ
い
い
科
学
者
編
集
課
」 
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会
合
日
―
不
定
期 

 
構
成
人
員
―
各
課
顧
問
教
師
及
び
自
然
科
学
部
長
、
並
び
に
各
課
長
、
副
課
長
、
更
に
各
課

の
各
班
長
（
一
、
二
、
三
年
よ
り
の
代
表
者
の
意
） 

 

仕 
 

事
―
自
然
科
学
部
の
機
関
法
〔
誌
〕
「
か
わ
い
い
科
学
者
」
を
編
集
し
発
行
す
る
仕
事

を
行
う
。 

か
わ
い
い
科
学
者
と
は
？
― 

 

私
た
ち
の
学
校
の
生
徒
は
皆
「
自
由
研
究
の
手
引
」（
小
生
作
る
、
孔
版
印
刷
（
二
十
八
頁
）

片
瀬
中
学
校
理
科
研
究
会
発
行
、
改
訂
版
二
十
六
年
四
月
刊
行
と
い
う
疑
問
集
の
パ
ン
フ
レ
ツ

ト
を
持
つ
て
い
て
、
授
業
と
ク
ラ
ブ
を
問
わ
ず
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
実
に
よ
く
ま
と
め
て
出
し
て

く
れ
る
。
中
に
は
非
常
に
す
ぐ
れ
た
内
容
の
も
の
も
あ
る
。
校
内
の
研
究
発
表
会
を
持
つ
て
、

そ
れ
ら
を
広
く
紹
介
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
る
が
、
仲
々
そ
の
機
会
が
な
い
の
で
、
本
に
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
自
由
研
究
重
視
の
目
的
で
研
究
収
録
を
年
二
回
孔
版
印
刷
で
発
行
す
る

こ
と
と
し
た
。
編
集
か
ら
製
版
・
印
刷
・
製
本
に
至
る
ま
で
一
切
の
仕
事
を
理
科
担
任
の
私
た

ち
と
Ｎ
・
Ｓ
・
Ｄ
の
部
員
の
手
で
一
致
協
力
、
第
一
号
は
昭
和
二
十
三
年
一
月
に
刊
行
さ
れ
九

十
二
頁
、
さ
さ
や
か
な
る
雑
誌
で
は
あ
る
が
Ｎ
・
Ｓ
・
Ｄ
の
機
関
法
〔
誌
〕
と
し
て
、「
か
わ
い

い
科
学
者
」
な
る
書
名
を
つ
け
た
。
そ
の
後
定
期
的
に
号
を
ま
し
、
中
に
は
専
門
家
に
印
刷
面

の
ご
く
一
部
を
手
伝
つ
て
も
ら
つ
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
現
在
で
は
第
九
号
の
完
成
も

真
近
で
あ
り
、
第
一
〇
号
の
編
集
に
も
と
り
か
か
つ
て
い
る
。 

 

自
分
の
研
究
物
が
孔
版
で
あ
れ
、
活
版
で
あ
れ
、
本
に
な
る
事
の
喜
び
は
大
人
も
子
供
も
同

じ
事
で
あ
る
。
生
徒
た
ち
は
、
今
度
こ
そ
よ
い
も
の
を
調
べ
あ
げ
て
掲
載
し
て
も
ら
お
う
と
は

り
き
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
思
う
。 

 

本
研
究
法
〔
誌
〕
は
出
版
部
数
平
均
一
〇
〇
部
（
第
七
号
は
約
五
〇
〇
〇
部
印
刷
で
之
は
例
外

―
後
述
）
で
原
則
的
に
Ｎ
・
Ｄ
・
Ｓ
〔
Ｓ
・
Ｄ
〕
部
員
並
び
に
本
校
生
徒
に
実
費
で
配
布
、
数
冊

を
研
究
参
考
資
料
と
し
て
近
隣
校
に
贈
呈
し
て
い
る
。
な
お
、
Ｐ
・
Ｔ
・
Ａ
の
熱
烈
な
要
望
と

後
援
に
よ
り
、
第
三
号
は
陛
下
に
、
第
四
号
は
皇
太
子
殿
下
に
献
上
申
上
げ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
な
わ
け
で
、
こ
の
課
の
必
要
性
は
、
ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
来
た
。「
か
わ
い

い
科
学
者
」
の
編
集
方
針
も
は
つ
き
り
と
き
ま
つ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ

く
。 

 

〇
活
版
印
刷
「
江
の
島
号
」（
第
七
号
）
に
に
〔
マ
マ
〕
つ
い
て 

 

私
た
ち
は
、
天
下
の
景
勝
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
江
の
島
を
も
つ
と
科
学
的
に
研
究
調
査
す

べ
く
、
機
会
あ
る
毎
に
植
物
（
海
浜
植
物
や
海
草
）
採
集
・
貝
類
・
魚
類
の
採
集
標
本
作
製
・

地
質
・
化
石
研
究
等
を
行
つ
て
来
た
の
で
、
開
校
四
年
目
の
現
在
で
は
相
当
な
資
料
が
集
つ
て

い
た
。
更
に
毎
年
夏
に
江
の
島
で
行
わ
れ
る
小
、
中
、
高
校
合
同
の
「
臨
海
実
習
」
は
資
料
を

豊
富
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
い
つ
か
は
、
こ
の
研
究
も
「
か
わ
い
い
科
学
者
」
に
ま
と
め
て
刊

行
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
た
が
、
江
の
島
に
徹
底
的
に
科
学
の
メ
ス
を
入
れ
る
に
は
、
ど
う
し

て
も
社
会
科
方
面
の
研
究
も
必
要
と
な
り
、
中
学
校
に
於
け
る
理
科
と
社
会
科
は
共
に
共
通
す

る
点
が
多
い
の
で
、人
文
科
学
部
の
社
会
科
郷
土
調
査
班
の
者
た
ち
に
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。 

 

所
が
、
郷
土
調
査
班
は
毎
年
毎
年
、
夏
と
冬
の
二
回
ず
つ
江
の
島
を
中
心
に
来
遊
客
の
調
査

（
之
を
観
光
調
査
と
い
い
、
市
観
光
課
の
重
要
資
料
と
な
つ
て
い
た
）
を
は
じ
め
、
商
店
街
の

こ
と
、
島
の
地
理
的
研
究
、
交
通
量
の
調
査
、
名
勝
、
史
跡
の
調
査
、
み
や
げ
も
の
等
に
つ
い

て
非
常
に
多
く
の
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
し
て
い
た
の
で
、「
江
の
島
」
の
本
の
刊
行
を
容
易
に
さ
せ

て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
尚
経
費
面
で
市
観
光
課
の
絶
大
な
援
助
が
あ
つ
た
事
は
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
事
で
あ
る
。（
本
特
集
号
は
「
か
わ
い
い
科
学
者
」
第
七
号
と
し
て
発
行
さ
れ
て
〔
た
〕
も

の
で
あ
る
） 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
「
江
の
島
号
」
を
作
つ
て
か
ら
理
科
と
社
会
科
は
い
つ
も
一
体
に
研
究
活

動
を
行
つ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
つ
た
。
之
は
尊
い
両
者
融
合
の
記
録
の
第
一
歩
で

あ
る
。 

 

既
に
同
誌
は
各
方
面
に
行
き
わ
た
つ
て
い
る
の
で
、大
方
の
人
は
目
を
通
さ
れ
た
事
と
思
う
。

或
人
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
先
生
が
研
究
し
た
ん
で
は
な
い
か
と
言
う
。
と
ん
で
も
な
い
奴
だ

と
言
い
た
く
な
る
。
先
生
は
勿
論
手
伝
つ
た
。
し
か
し
、
内
容
の
本
体
は
生
徒
の
自
由
研
究
に

あ
る
。
編
集
委
員
が
生
徒
か
ら
選
ば
れ
、
土
曜
日
の
研
究
日
を
使
つ
て
幾
度
か
会
議
が
開
か
れ

た
。
私
は
そ
の
都
度
、
助
言
を
与
え
た
だ
け
で
あ
る
。
写
真
版
の
も
一
〇
数
枚
に
の
ぼ
る
が
、

之
は
Ｎ
・
Ｓ
・
Ｄ
の
写
真
課
員
が
先
生
と
協
力
し
て
撮
影
し
た
賜
で
あ
る
。
計
画
を
し
て
か
ら

九
ケ
月
、
何
と
刊
行
の
日
が
待
ち
遠
し
か
つ
た
事
か
。
印
刷
所
か
ら
校
正
刷
が
と
ど
い
た
時
、

編
集
し
た
生
徒
、
原
稿
を
書
い
た
生
徒
た
ち
は
わ
つ
と
職
員
室
に
寄
つ
て
来
て
自
分
た
ち
の
文

章
が
、
表
が
、
絵
が
ど
ん
な
に
う
つ
つ
て
い
る
か
を
楽
し
そ
う
に
見
た
〔
。〕
そ
う
し
て
文
の
い

い
ま
わ
し
方
、
編
集
方
法
の
よ
し
あ
し
等
を
あ
と
で
話
し
合
つ
て
い
た
事
を
覚
え
て
い
る
。 

 

何
が
「
江
の
島
号
」
を
生
ん
だ
か
。
そ
れ
は
普
段
の
た
え
ま
な
い
郷
土
研
究
熱
、
そ
れ
が
社

会
科
方
面
の
力
を
え
て
更
に
盛
り
上
が
つ
た
の
だ
。
そ
こ
ま
で
到
達
す
る
に
は
、
や
は
り
Ｎ
・

Ｄ
・
Ｓ
〔
Ｓ
・
Ｄ
〕
ク
ラ
ブ
の
各
課
が
活
発
に
動
い
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、「
理
科
を
興
味
深
く
」
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と
い
う
授
業
方
針
が
ど
こ
か
に
生
き
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。 

（
Ｃ
）
園
芸
課 

 

草
花
の
栽
培
、
植
物
の
生
理
実
験
等 

（
Ｄ
）
写
真
課 

 

撮
影
、
現
像
、
引
伸
等
の
理
論
と
実
習 

（
Ｅ
）
数
学
課 

 

計
算
力
の
向
上
、
図
形
の
考
察
、
高
等
数
学
の
研
究
等 

（
Ｆ
）
博
物
課 

 

動
植
物
岩
石
の
採
集
（
取
） 
生
物
の
飼
育
栽
培
採
集
標
本
の
交
換
、
夏
の
臨
海
実
習
等 

（
Ｇ
）
天
象
課 

 

星
座
、
天
気
図
の
研
究
、
天
体
観
測
等 

（
Ｈ
）
電
通
課 

 

電
気
知
識
の
修
得
、
器
具
の
取
扱
、
ラ
ジ
オ
の
組
立 

（
Ｉ
）
理
化
課 

 

物
理
、
化
学
方
面
の
基
礎
的
原
理
、
器
具
の
基
礎
操
作
、
各
種
の
基
本
実
験 

五
、
活
動
計
画 

 

紙
面
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
博
物
課
と
電
通
課
に
つ
い
て
、
活
動
計
画
を
の
べ
て
み
よ
う
。 

〔
博
物
課
〕〔
目
標
〕
自
然
に
親
し
む
に
は
最
も
好
適
な
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
従
つ
て
之
を
希
望
す

る
者
も
又
多
い
。
動
物
や
植
物
の
世
界
を
の
ぞ
き
、
そ
の
真
実
の
姿
を
研
究
す
る
と
共
に
、
古

生
物
の
世
界
へ
も
手
を
の
ば
し
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
広
い
知
識
と
自
然
探
究
の
精

神
の
涵
養
こ
そ
、
私
た
ち
の
最
も
要
求
し
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
次
の
四
項

目
を
掲
げ
る
。 

 

（
１
）
郷
土
の
生
物
の
分
類
、
生
態
、
形
態
、
生
理
学
的
諸
研
究 

 

（
２
）
郷
土
の
大
地
の
表
面
及
び
内
部
構
造
に
も
と
づ
く
諸
研
究 

 

（
３
）
古
生
物
と
郷
土
史
と
の
関
連
研
究 

 

（
４
）
採
集
諸
標
本
の
整
理
並
び
に
地
方
学
校
と
標
本
交
換
。 

    

博
物
課
行
動
予
定 

 
 

（
註
）
卒
業
生
、
並
び
に
適
当
な
講
師
を
随
時
招
聘
し
て
活
動
に
活
気
を
つ
け
る
。 

一
月 ～ 

二
月 

十
一
月 

～ 

十
二
月 

九
月 ～ 

十
月 

七
月 ～ 

八
月 

五
月 ～ 

六
月 

三
月 ～ 

四
月 

月 

い
ろ
り 

 

こ
い
し
き
頃 

お
正
月
を

待
つ 

街
と
村 

天
高
く 

 

馬
肥
ゆ 

山
は
招
き 

 

海
は
呼
ぶ 

新
緑
か
ら 

 

梅
雨
へ 

水
ぬ
る
む

春
と
も
な

れ
ば 目 

標 

〇
採
集
標
本
の
整
理 

〇
交
換
準
備 

〇
春
の
息
吹
を
探
る 

 

〇
科
学
者
伝
記
輪
読
会 

〇
冬
眠
の
研
究 

〇
冬
芽
の
観
察 

 

〇
科
学
幻
燈
の
会 

〇
か
わ
い
い
科
学
者
編
集
会
議
に
参
加 

 

〇
科
学
士
認
定
試
験
実
施
（
後
述
） 

〇
植
物
の
冬
支
度
（
野
山
の
木
々
）
―
紅
葉
と
落
葉 

 

〇
動
物
の
冬
眠
等 

〇
正
月
用
品
の
研
究 

 

〇
食
品
の
加
工
状
態
の
研
究
（
つ
け
も
の
を
含
む
） 

〇
植
物
採
集
会 

〇
化
石
並
地
質
研
究 

〇
果
物
の
研
究
会 

〇
研
究
作
品
展
覧
会 

〇
生
物
の
巣
採
集
会 

〇
月
見
の
科
学

（
秋
の
生
物
に
つ
い
て
） 

〇
き
の
こ
採
集
会
と
標
本
製
作
コ
ン

ク
ー
ル 

〇
Ｎ
・
Ｄ
・
Ｓ
〔
Ｓ
・
Ｄ
〕
キ
ャ
ン
プ
生
活
実
施 

〇
臨
海
実
習
に

参
加
（
海
浜
生
物
） 

〇
夏
の
昆
虫
採
集
会 

〇
海
藻
採
集
会 

〇
ク
モ
の
研
究 

〇
社
会
生
活
を
す
る
動
物
の
研
究 

〇
高
山

植
物
研
究
会 

〇
虫
干
し
の
科
学 

〇
鳥
の
巣
箱
製
作 

〇
海
岸
生
物
に
し
た
し
む 

〇
ホ
タ
ル
の

光 

〇
夏
鳥
の
研
究
・
飼
育 

〇
い
ろ
い
ろ
な
微
生
物
の
研
究 

〇
カ
と
ハ
エ
と
ノ
ミ
退
治
の
科
学 

〇
ア
サ
ガ
オ
の
芽
と
つ
る

と
花
の
色 

〇
植
物
採
集
会 

〇
春
の
昆
虫
採
集
会 

〇
部
員
大
募
集
開
始

（
四
月
〔 

）〕
〇
生
物
の
生
育
に
関
す
る
実
験
研
究 

〇
採
集
要
領

の
講
義 

〇
昆
虫
の
一
生
継
続
観
察
始
ま
る 

〇
小
川
の
生
物

の
運
動
法 

〇
食
用
野
草
試
食
会 

予                    

定 
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〔
電
通
課
〕〔
目
標
・
概
要
と
行
動
予
定
〕 

 
此
の
課
の
元
来
の
目
的
は
無
線
工
学
に
あ
る
が
そ
の
目
標
に
達
す
る
前
に「
電
気
と
は
何
か
」

（
静
電
気
を
除
く
）
と
い
う
こ
と
に
生
徒
が
興
味
を
持
つ
て
段
々
に
入
つ
て
行
く
よ
う
に
し
、

然
る
後
に
無
線
工
学
を
会
得
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
．
過
去
に
於
て
は
別
に
系
統
立
て
て
、
進

ん
で
行
く
方
式
は
用
い
ず
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
や
つ
て
来
た
が
最
終
段
階
に
於
て
は
、
一

部
分
の
み
詳
細
に
知
り
、
他
部
門
は
全
然
解
ら
ず
に
来
て
し
ま
う
よ
う
な
傾
向
に
あ
つ
た
。
そ

こ
で
本
年
度
は
其
の
点
の
是
正
を
目
的
と
し
た
「
ダ
イ
ヤ
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
〔
マ
マ
〕
」
い
う
も

の
を
設
け
、
こ
れ
に
し
た
が
つ
て
進
ん
で
行
く
こ
と
に
し
た
。 

（
図
参
照
） 

 

先
ず
一
番
外
側
の
リ
ン
グ
は
一
年
生
の
時
に
修
得
す
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
二
番
目
は
二
年
生

の
コ
ー
ス
。
三
番
目
は
三
年
生
、
と
な
つ
て
い
る
。
先
ず
こ
の
コ
ー
ス
の
使
い
方
で
あ
る
が
、

一
年
で
入
部
す
る
と
一
一
コ
ー
ス
の
う
ち
ど
れ
か
一
つ
を
と
る
。
例
え
ば
、
ラ
ジ
オ
（
１
）
を

取
つ
た 

生
徒
は
そ
れ
が
終
る
と
ラ
ジ
オ
（
２
）
を
次
に
模
型
と
な
つ
て
最
後
に
真
空
管
を
終

了
す
る
と
、
第
二
の
円
に
入
る
。
こ
の
電
鈴
を
取
つ
た
生
徒
は
モ
ー
ル
ス
・
真
空
管
と
な
つ
て

電
池
で
終
る
の
で
あ
る
。
即
ち
ダ
イ
ヤ
ル
は
時
計
の
方
向
に
廻
る
こ
と
に
な
る
又
各
種
目
の
実

験
研
究
期
間
は
一
ケ
月
を
原
則
と
し
て
い
る
。
一
一
コ
ー
ス
な
る
故
、
一
年
で
は
一
ケ
月
不
足

す
る
が
実
際
の
活
動
期
間
は
一
般
は
一
一
ケ
月
位
で
あ
る
故
、
一
コ
ー
ス
不
足
し
て
い
た
方
が

よ
い
と
思
う
。 

 

次
に
二
年
に
な
る
と
、
六
コ
ー
ス
に
な
る
が
、
一
コ
ー
ス
二
ケ
月
の
予
定
で
少
し
深
く
入
つ

て
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
。 

 

第
三
円
の
三
年
で
あ
る
が
、
一
―
二
年
で
大
体
基
礎
が
出
来
上
つ
て
い
る
し
、
又
独
立
性
も

持
て
る
た
め
、
特
に
テ
ー
マ
を
あ
た
え
ず
、
自
分
で
目
標
を
持
ち
、
実
験
と
理
論
と
の
両
面
か

ら
一
つ
の
ま
と
ま
つ
た
研
究
を
一
ケ
年
に
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。 

 

さ
て
、
中
心
部
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
続
部
員
の
研
究
熱
を
旺
盛
に
す
る
た
め
と
、
又
今
ま

で
の
研
究
を
ま
と
め
る
意
味
に
於
て
何
か
一
つ
の
研
究
物
を
作
成
し
、
卒
業
し
て
行
く
よ
う
に

な
つ
て
い
る
。 

 

仕
事
の
内
容
を
二
、
三
記
し
て
見
る
と
、
例
え
ば
、「
配
電
工
事
コ
ー
ス
」
一
年
で
は 

 

➀
電
線
の
結
び
方
、
止
め
方
は
、
ど
う
な
つ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
し
ら
べ
よ
う 

 

②
自
分
で
電
線
を
張
つ
て
み
よ
う 

 

③
天
井
に
の
つ
て
よ
く
見
よ
う 

又
、「
真
空
管
コ
ー
ス
」（
一
年
）
で
は
、 

 

①
古
い
真
空
管
の
内
部
を
し
ら
べ
て
み
よ
う 

 

②
真
空
管
の
標
本
を
作
つ
て
み
よ
う 

 

③
真
空
管
の
種
類
と
用
途
を
し
ら
べ
よ
う 

二
年
の
送
電
「「
コ
ー
ス
」〔
マ
マ
〕
で
は
、 

 

①
発
電
所
に
つ
い
て
し
ら
べ
よ
う 

 

②
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
自
分
の
家
に
電
気
が
来
る
か
し
ら
べ
て
み
よ
う 

 

③
ト
ラ
ン
ス
の
原
理
を
考
え
よ
う 

 

➃
自
分
で
ト
ラ
ン
ス
を
作
つ
て
み
よ
う 

 

⑤
発
電
所
を
見
学
し
て
来
よ
う 

 

⑥
発
電
所
か
ら
家
庭
ま
で
の
電
線
の
道
を
示
す
模
型
を
作
つ
て
み
よ
う
。 

 

等
々
で
あ
る
。 

                  

卒
業
研
究 

理 
 
 

論 

実 
 
 

験 ラ
ジ
オ
⑵

モーター

配
電
工
事

電
気
器
具 

家
庭
用

電 鈴 モールス

有線通信

電磁気
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六
、「
科
学
士
」
と
は
？ 

 
妙
な
名
前
と
誰
し
も
思
う
が
由
来
は
こ
う
で
あ
る
。 

（
由
来
） 

科
学
士
と
は
本
校
独
特
の
創
案
で
あ
つ
て
、
自
然
科
学
部
員
の
中
、
自
分
の
所
属
す
る
課
の

研
究
課
程
を
完
全
に
マ
ス
タ
ー
し
た
者
の
み
の
と
り
う
る
一
種
の
名
誉
称
号
で
あ
る
〔
。〕
尚
、

自
然
科
学
部
員
の
外
に
も
適
任
者
が
お
れ
ば
与
え
ら
れ
る
が
、そ
う
い
う
事
は
め
つ
た
に
な
い
。 

 

そ
も
そ
も
科
学
士
称
号
設
定
の
当
初
は
、
自
然
科
学
部
の
機
関
誌
「
か
わ
い
い
科
学
者
」
に

優
秀
な
研
究
を
再
三
掲
載
し
、科
学
に
対
す
る
研
究
熱
が
旺
盛
な
り
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
、

奨
励
の
意
味
で
自
然
科
学
部
長
並
び
に
顧
問
の
先
生
か
ら
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。し
か
し
、

そ
れ
で
は
仲
々
判
定
に
困
難
を
き
わ
め
、
該
当
者
も
続
々
出
来
る
仕
未
〔
末
〕
と
な
つ
た
の
で
、

科
学
士
称
号
の
権
威
を
尊
重
す
る
意
味
に
於
て
、
最
初
に
の
べ
た
よ
う
な
方
法
に
変
更
し
た
わ

け
で
あ
る
。 

 

換
言
す
れ
ば
「
科
学
士
」
と
は
、
自
然
科
学
部
員
に
対
し
旺
盛
な
る
研
究
熱
の
醸
成
に
役
立

ち
自
主
的
な
研
究
意
欲
の
発
散
を
奨
励
し
、
部
員
全
体
に
自
覚
と
進
展
の
気
運
を
助
長
し
、
受

賞
者
に
と
つ
て
は
、
更
に
自
己
の
実
力
を
培
養
さ
せ
、
後
輩
を
指
導
す
べ
き
責
任
感
を
生
ぜ
し

め
、
卒
業
後
に
於
て
も
各
方
面
で
、
自
然
科
学
を
探
究
す
る
事
に
大
い
な
る
希
望
を
抱
か
し
め

る
点
―
―
に
於
て
、
大
い
に
効
果
の
あ
る
称
号
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
科
学
士
で
、
上
級
学

校
進
学
後
、
科
学
の
分
野
に
於
て
、
立
派
な
活
躍
を
な
し
て
お
る
例
は
多
々
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

前
に
も
ち
よ
つ
と
ふ
れ
た
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
毎
年
二
―
三
月
に
こ
の
科
学
士
称
号
の
授

与
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
各
種
共
、「
卒
業
論
文
、

（
又
は
研
究
物
）
の
提
出
、
並
び
に
科
学
士
認
定
試
験
が
実
施
さ
れ
る
。
程

度
は
中
学
校
理
科
三
年
修
了
程
度
の
も
の
で
、
課
に
よ
つ
て
は
更
に
高
度
の

問
題
が
出
題
さ
れ
る
。 

「
科
学
士
」
を
授
与
さ
れ
た
も
の
は
、
バ
ツ
チ
を
交
附
さ
れ
、
機
関
誌
「
か

わ
い
い
科
学
者
」
に
氏
名
が
記
入
さ
れ
る
。
バ
ツ
チ
は
襟
又
は
胸
に
つ
け
る

こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

七
、
自
然
科
学
部
研
究
カ
ー
ド
に
つ
い
て 

 

ク
ラ
ブ
活
動
の
性
質
上
、
そ
の
時
間
に
於
け
る
生
徒
の
出
席
を
教
師
が
と

る
の
も
お
か
し
な
事
で
あ
る
し
、
と
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
好
ま
し
く
な
い
。

そ
う
か
と
云
つ
て
顔
だ
け
出
し
て
お
れ
ば
出
席
と
な
る
と
い
う
事
も
、
研
究

活
動
を
活
発
に
行
な
お
う
と
す
る
主
旨
に
徹
底
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
之
は
中
学
校
の
ク
ラ
ブ

活
動
が
特
別
教
育
活
動
に
所
属
し
て
い
る
た
め
に
お
こ
る
一
種
の
な
や
み
と
も
い
え
る
。 

 

そ
こ
で
、
最
近
考
案
し
た
の
が
、
次
に
示
す
「
自
然
科
学
部
研
究
カ
ー
ド
」
で
あ
り
、
部
員

は
全
部
を
も
ち
、
有
効
に
研
究
活
動
を
実
施
し
た
者
の
み
、
出
席
有
効
証
明
印
が
各
課
長
に
よ

り
捺
印
さ
れ
る
仕
組
に
な
つ
て
い
る
。
こ
の
制
度
に
関
し
て
は
今
後
研
究
の
余
地
が
多
々
あ
る

と
思
う
が
、
何
れ
改
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

（
註
）
教
師
が
生
徒
の
出
席
状
態
を
知
る
た
め
に
は
課
長
よ
り
の
報
告
を
う
け
て

手
帳
に
記
録
を
な
す 

八
、
ス
ラ
イ
ド
の
製
作
へ 

 

前
述
し
た
「
か
わ
い
い
科
学
者
」
江
の
島
号
は
紙
面
の
都
合
上
、
豊
富
な
る
写
真
、
解
説
図

が
の
せ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
、「
目
で
見
る
江
の
島
」
と
し
て
幻
灯
ス
ラ
イ
ド
を
作
る
こ
と
に
生

徒
も
私
た
ち
も
気
運
が
一
致
し
て
来
た
。
市
販
さ
れ
て
い
る
物
に
も
同
類
は
あ
る
が
う
つ
し
て

み
る
と
極
め
て
粗
雑
で
あ
り
、
教
材
に
は
な
ら
ぬ
。
折
角
、
社
会
科
と
融
合
し
あ
つ
た
の
で
あ

る
か
ら
完
璧
な
も
の
を
試
作
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
専
門
家
を
招
い
て
研
究
会
が
い
く

度
か
開
か
れ
、
昨
年
の
夏
休
み
を
使
つ
て
、
生
徒
と
共
に
江
の
島
の
ス
ラ
イ
ド
作
製
に
の
り
出

し
た
。
修
学
旅
行
に
来
ら
れ
る
数
多
く
の
お
友
達
に
天
下
の
江
の
島
を
く
ま
な
く
事
前
に
紹
介

す
る
た
め
に
、
そ
し
て
私
た
ち
の
江
の
島
研
究
を
一
層
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
生
徒

た
ち
は
明
る
い
希
望
を
も
ち
つ
づ
け
て
来
た
〔
。〕
最
近
次
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
て
一
組
完
成

し
、生
徒
も
先
生
も
自
分
で
作
つ
た
も
の
に
対
し
、熱
心
に
幾
度
と
な
く
鑑
賞
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
興
味
深
く
学
習
を
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
た
生
徒
た
ち
は
本
当
に
幸
福
で
あ

る
と
私
は
い
つ
で
も
思
う
の
で
あ
る
。 

（
内
容
の
一
部
）
題
「
名
勝
及
び
史
跡 

江
の
島
」 

 
 

〇
地
理
、
歴
史
上
の
江
の
島 

 
 

〇
地
質
学
的
に
見
た
江
の
島 

 
 

〇
観
光
地
と
し
て
の
江
の
島 

 
 

〇
史
跡
め
ぐ
り 

 
 

〇
熱
帯
植
物
園 

 
 

〇
江
の
島
園 

 
 

〇
江
の
島
の
風
俗 

 
 

〇
商
店
街
と
み
や
げ
も
の 
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〇
交
通
機
関 

以
上
を
四
二
枚
に
収
め
一
組
に
な
つ
て
い
る
。 

九
、
ま
と
め 

 

自
然
科
学
部
の
内
容
に
つ
い
て
、い
ろ
い
ろ
述
べ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
が
、紙
面
の
都
合
で
、

意
の
如
く
そ
の
全
貌
を
云
い
つ
く
せ
な
か
つ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
と
に
か
く
こ
の
ク
ラ
ブ
活

動
一
つ
を
と
つ
て
み
て
も
、
私
た
ち
の
前
途
に
は
、
当
面
し
た
研
究
課
題
が
山
と
積
ま
れ
て
い

る
。 

 

そ
れ
は
私
た
ち
の
力
で
解
決
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
〔
。〕 

                      

多
く
の
学
校
で
は
、ク
ラ
ブ
活
動
に
於
て
私
た
ち
の
参
考
に
す
べ
き
事
柄
を
幾
多
実
施
さ
れ
、

多
大
の
効
果
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
そ
れ
ら
は
何
れ
む
、
遠
慮
な
く
と
り
入
れ
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
運
営
面
の
改
善
、
内
容
の
向
上
に
、
努
力
し
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。 

 
注 
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
指
導
部
編
『
昭
和
26

年
度 

中
学
校
研
究
集
録
』
三
一
～
三
六
頁
。 

 
 

         

 

 

 

 

 

 

 

        

 Ｎ．Ｓ．Ｄ．         課    氏名  

NO 研究題目 研究方法 研究 
場所 

所要 
時間 

共同研究者氏名 出席有効証明印 月日 

１        

２        

３        

４        

５        

６        

７        

 

〇クラブ活動の時は、いつもこのカードを持
つていなさい。 

〇クラブの時間にこのカードを忘れたもの
は先ず欠席とみなすかもしれません。 

〇その時間にやつた事柄についてカードに
書込み原則として作品と共に時間の終り
に、課長又は先生の検閲を受け捺印しても
らつて始めて出席とみとめられるのです。 

〇クラブ 活動の時間中 何もしない者、途
中でサボル者、出席はしているが、このカ
ードに捺印が非常に少ないものは、適当な
時期に課長より退部を勧告されることが
ありますから注意して下さい。 

〇このカードが一杯になつたら 新しいも
のを課長に申出て 交付を受けて下さい。 

〇定められたクラブ活動の時間外に一人以
上でクラブ活動としての研究を行つた場
合もこの研究カードは立派に使用出来ま
す。研究作品を課長又は先生に示し、捺印
をしてもらいなさい。 

〇学期末に先生から呈示を求められたら 
いつでも出して下さい。 

第    枚目 
 

年 
月 日 

迄 
 
 
 
 

N.S.D. 
研究カード 

 
No.     

 
自然科学部    課 

 
氏名                 

 
 
 
 
 
片瀬中学校自然科学部   印 

Fig 27 
博物課 
長之印 

使 用 法 
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三
一 

真
鶴
中
学
校
「
学
校
図
書
館
研
究
会
の
報
告
」 

学
校
図
書
館
研
究
会
の
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

真 

鶴 

中 

学 

校 
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
足
柄
下
出
張
所
、足
柄
下
郡
教
育
会
、真
鶴
中
学
校
の
三
者
共
催
で
、

学
校
図
書
館
研
究
会
が
本
校
に
開
か
れ
た
。指
導
者
と
し
て
加
藤
出
張
所
長
、山
本
指
導
主
事
、

斎
藤
指
導
主
事
の
お
い
で
を
願
い
参
加
者
は
足
柄
下
郡
、
小
田
原
市
内
の
中
・
小
学
校
よ
り
計

四
十
五
名
、
そ
の
他
本
校
会
員
及
び
町
当
局
者
等
の
多
数
を
迎
え
、
盛
大
に
し
て
有
意
義
な
研

究
会
で
あ
つ
た
。
先
づ
自
由
参
観
の
公
開
授
業
か
ら
始
め
ら
れ
、
次
い
で
三
ク
ラ
ス
の
実
演
授

業
、
研
究
発
表
、
最
後
に
研
究
討
議
会
を
活
発
に
行
つ
た
。
こ
こ
で
は
、
研
究
協
議
会
に
お
い

て
討
議
さ
れ
た
四
問
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。 

問
題
一
、
分
類
の
色
分
け
に
つ
い
て
、
十
進
分
類
法
と
共
に
一
定
し
た
色
別
を
用
い
る
必
要
が

あ
る
か
ど
う
か
。 

（
答
）
長
所
１
色
別
を
用
い
る
こ
と
は
、
分
類
に
生
徒
を
親
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
小

学
校
で
は
有
効
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

２
本
の
整
理
が
一
見
し
て
判
明
す
る
。
ま
た
誤
て
書
棚
に
お
か
れ
た
場
合
も
発
見

し
や
す
い
。 

 
 
 

短
所
１
ラ
ベ
ル
の
色
彩
が
あ
せ
や
す
い
。 

 
 
 
 
 

２
分
類
し
て
ラ
ベ
ル
を
貼
る
に
、
ち
よ
つ
と
わ
ず
ら
わ
し
い
。 

問
題
二
、
図
書
館
と
学
級
文
庫
と
の
関
係
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。 

（
答
）
中
学
校
に
お
い
て
は
、
学
級
文
庫
は
図
書
館
に
包
含
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
学
級
で
は
財
源
的
能
力
か
ら
蔵
書
数
を
多
く
し
得
な
い
。
ま
た
一
方
に
偏
し
や
す

い
。
小
学
校
の
特
に
低
学
年
に
お
い
て
は
、
身
近
に
図
書
が
あ
る
こ
と
が
児
童
の
親
し

み
を
よ
ぶ
。
ま
た
絵
本
は
表
紙
絵
が
大
切
で
、
こ
の
陳
列
法
は
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
、
学
級
文
庫
の
存
置
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
本
は
そ
の
学
年
に
属
す
べ
き

も
の
で
あ
る
性
質
か
ら
し
て
、
四
年
に
そ
の
学
年
が
進
級
し
た
か
ら
と
て
、
進
級
学
年

に
持
つ
て
行
く
べ
き
で
は
な
く
、
旧
学
年
の
教
室
に
残
し
、
ゆ
ず
り
わ
た
す
べ
き
で
あ

る
。 

問
題
三
、
図
書
館
を
利
用
し
た
研
究
は
図
書
の
抜
き
が
き
に
な
り
や
す
い
。
研
究
過
程
を
個
々

に
指
導
す
べ
き
で
あ
る
が
、
時
間
的
に
ま
た
仕
事
の
上
で
種
々
の
困
難
を
と
も
な
う
。
こ
の

間
に
お
い
て
最
も
効
果
的
に
能
率
的
に
指
導
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。 

（
答
）
１
ぬ
き
が
き
肯
定
論
＝
研
究
の
一
段
階
と
し
て
は
、
ぬ
き
が
き
を
許
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
長
く
こ
の
段
階
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
な
く
、
次
の
段
階
に
早
く
脱
皮
さ

せ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 
 
 

２
ぬ
き
が
き
否
定
論
＝
ぬ
き
が
き
は
何
も
身
に
つ
か
ず
、
そ
の
扱
い
の
た
め
授
業
時
間

も
さ
か
れ
、
授
業
能
率
の
上
か
ら
み
て
お
も
し
ろ
く
な
い
。 

 
 
 

３
そ
の
他
の
立
場 

 
 
 
 

イ
、
研
究
課
題
の
出
し
方
を
く
ふ
う
す
る
。 

 
 
 
 

ロ
、資
料
と
し
て
の
蔵
書
の
程
度
を
考
え
、生
徒
に
理
解
可
能
な
も
の
を
蒐
集
す
る
。 

問
題
四
、「
図
書
館
科
教
育
」
を
教
科
に
融
合
さ
せ
各
教
官
が
こ
れ
を
指
導
し
、
か
つ
最
も
効
果

を
あ
げ
る
た
め
の
具
体
的
方
策
は
何
か
。 

（
答
）
１
図
書
館
を
十
分
に
利
用
す
る
に
は
、
各
教
科
に
お
い
て
図
書
館
へ
の
理
解
が
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
つ
て
そ
の
一
部
に
お
い
て
図
書
館
科
は
必
然
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。 

 
 
 

２
全
教
師
の
図
書
館
に
対
す
る
理
解
が
必
要
。 

 
 
 

３
教
科
を
ど
の
よ
う
に
ま
た
い
か
な
る
点
で
融
合
さ
せ
る
か
、
く
ふ
う
す
る
。 

 

協
議
会
に
お
け
る
問
題
は
、
あ
ら
か
じ
め
各
校
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
が
、

時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
活
発
な
討
議
を
し
て
右
の
四
問
題
し
か
扱
え
な
か
つ
た
。
右
の
答
も
、
結

論
的
な
も
の
を
記
載
し
た
だ
け
で
あ
つ
て
、
参
会
者
の
熱
意
あ
る
こ
と
ば
の
あ
ふ
れ
た
会
の
雰

囲
気
は
、
御
想
像
ね
が
う
よ
り
ほ
か
な
い
。 

 

最
後
に
、
こ
の
協
議
会
の
結
果
に
お
け
る
二
指
導
者
の
意
見
を
綜
合
し
て
列
挙
さ
せ
て
い
た

だ
く
。 

一
、
図
書
館
は
常
に
一
つ
の
施
設
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
つ
て
学
習
の
す
べ
て
が
解
決
せ
ら
れ
る

と
早
ま
つ
て
は
な
ら
な
い
。 

二
、
図
書
館
経
営
の
前
提
に
、
図
書
観
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。 

三
、
読
書
指
導
の
鍵
は
、
読
書
に
向
つ
て
動
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
興
味
は
方
向
性
を
持
て
い
る

が
持
続
性
は
な
い
。
他
の
強
い
興
味
に
よ
り
動
か
さ
れ
ま
た
動
か
し
得
る
。
そ
こ
で
調
和
あ

る
読
書
指
導
が
重
要
で
あ
る
。 

四
、
青
少
年
文
化
を
愛
す
る
教
師
で
あ
り
た
い
。 

五
、
学
校
図
書
館
が
普
及
し
て
き
た
現
在
、
図
書
館
の
新
教
育
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考
え
る
。 

六
、
学
習
指
導
面
に
図
書
館
の
必
要
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る
か
、
こ
こ
に
指
導
法
の
研
究

分
野
が
あ
る
。 
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七
、
本
校
（
真
鶴
中
学
）
の
よ
う
に
、
く
ふ
う
し
て
図
書
館
を
つ
く
れ
ば
場
所
が
な
く
て
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。 

八
、
教
師
の
す
べ
て
が
、
図
書
館
科
の
課
程
を
お
さ
め
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

な
お
、
真
鶴
中
学
に
お
け
る
「
図
書
館
単
元
」
と
「
単
元
目
録
」
と
を
こ
の
報
告
の
あ
と
に

添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

学
校
に
於
て
カ
リ
キ
ラ
ム
を
効
果
的
に
展
開
し
生
徒
の
教
養
を
得
さ
せ
る
に
必
要
な
図
書
資

料
を
集
め
、
気
持
の
よ
い
環
境
の
も
と
に
お
い
て
、
も
つ
と
も
使
い
易
い
よ
う
分
類
整
理
し
て

お
い
て
も
、
図
書
館
へ
の
関
心
を
高
め
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
つ
た
り
、
取
り
揃
え
ら
れ
た
資

料
を
上
手
に
利
用
す
る
方
法
を
知
ら
な
か
つ
た
り
、
図
書
館
教
育
の
指
導
が
不
徹
底
で
あ
る
な

ら
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
せ
つ
か
く
の
資
料
も
学
習
に
役
立
て
ず
、
古
今
東
西
の
知
識
に
ふ
れ

教
養
を
高
め
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
て
つ
〔
っ
て
〕
し
ま
う
。
そ
こ
で
本
校
に
お
い
て
は
次
に
か

か
げ
る
単
元
を
設
定
し
た
。 

す
な
わ
ち
図
書
館
教
育
の
目
的
と
し
て 

⑴
図
書
及
び
図
書
館
利
用
の
技
術
を
習
得
さ
せ
、
資
料
設
備
を
自
由
に
効
果
的
に
使
え
る
よ
う

習
熟
さ
せ
る
。 

⑵
図
書
館
利
用
の
技
術
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
つ
て
自
発
的
学
習
を
養
成
す
る
。 

⑶
図
書
を
愛
し
、
よ
い
図
書
を
選
択
し
、
よ
い
読
書
の
習
慣
を
養
成
す
る
。 

⑷
図
書
館
は
そ
れ
自
体
一
つ
の
社
会
協
同
体
で
あ
る
こ
の
場
に
於
て
よ
い
市
民
性
を
涵
養
す
る
。 

⑸
将
来
読
書
の
習
慣
を
身
に
つ
け
、
公
共
図
書
館
そ
の
他
の
よ
き
理
解
者
、
よ
き
利
用
者
と
し

て
の
素
地
を
つ
く
る
。 

 

以
上
の
目
的
で
別
表
の
如
き
単
元
を
そ
れ
ぞ
れ
最
も
単
元
と
関
係
あ
る
教
科
と
そ
の
単
元
へ

融
合
さ
せ
る
方
法
と
、
一
部
は
ホ
ー
ム
・
ル
ー
ム
、
更
に
ス
タ
ー
デ
イ
・
ホ
ー
ル
等
で
取
扱
う

こ
と
に
し
て
あ
る
。 

 

も
ち
論
、
図
書
教
育
は
機
会
あ
る
ご
と
に
反
復
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
機
会
を

と
ら
え
何
時
で
も
扱
う
が
基
本
的
扱
い
の
時
と
場
所
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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図 

書 

館 

科 

単 

元 

表 

  

 
 

四
、 

 

図
書
の 

 

目
録 

三
、 

 

図
書
の 

 

分
類 

二
、 

 

図
書
館 

 

の
組
織 

 

と
規
則 

一
、 

 

図
書
館 

 

へ
の
親 

 

近 
 

範
囲 

①
目
録
の
意
義 

②
目
録
の
種
類
と 

 

効
用 

③
目
録
の
使
い
方 

④
本
校
の
目
録 

①
分
類
の
意
義 

②
Ｎ
Ｄ
Ｃ
と
書
架 

 

配
列
の
理
解 

③
請
求
番
号
、
巻 

 

冊
番
号
、
複
本 

 

記
号 

④
本
校
の
分
類
と 

 

書
架
配
列 

①
図
書
館
の
施
設 

 

利
用
法 

②
図
書
館
資
料
の 

 

種
類
と
配
列 

③
図
書
館
規
定
の 

 

理
解 

④
図
書
館
倫
理
の 

 

遵
守 

①
〔
図
〕
書
館
へ
案 

 

内 

②
図
書
資
料
の
話 

③
分
類
、
書
架
配 

 

列
の
話 

④
図
書
館
の
き
ま 

 

り
作
法
、
利
用 

 

法 

指
導
内
容 

第
一
学
年 

国
語 

国
語 

社
会 

 

各
教 

科 
 

社

会

お

よ

び Ｈ
Ｒ 

 
 教

科 

  

図
書
館
に
つ
い 

て 

   

図
書
館
に
つ
い 

て 学
校
や
家
庭
の 

生
活 

（
学
年
あ
る
い 

は
単
元
の
始
め 

に
お
い
て
指
導
） 

学
校
や
家
庭
の 

生
活 

（
第
一
学
期
） 

（
入
学
当
初
に

お
い
て
図
書
係

が
指
導
） 

単    

元 

３ ５ １ 
  

１ 
 

１ 
 
１  

 

時
数 

①
目
録
法
の
概
略 

 

②
目
録
作
成
演
習 

①
分
類
の
必
要
と 

 
価
値 

②
世
界
の
主
な
分 

 

類
法 

③
公
共
図
書
館
と 

 

本
校
の
分
類 

①
図
書
館
施
設
の 

 

効
果
的
使
用
に 

 

つ
い
て 

  

②
図
書
、
備
品
の 
 

愛
護 

③
図
書
館
倫
理
の 

 

向
上 

 
 

指
導
内
容 

第
二
学
年 

  

国
語 

    

国
語 

 

職
業 

    

Ｒ Ｈ  
 

教
科 

  
読
書
の
技
術
と 

改
善 

   

読
書
の
技
術
と 

改
善 

 

経
営 

    

（
第
一
学
期
） 

 
 

単
元 

２ ２ 

 

１  
 

時
数 

 
 

 
 ①

理
想
的
な
図
書 

 

館
の
設
計 

 

②
図
書
館
規
定
の 

 

検
討 

③
図
書
館
倫
理
を 

 

向
上
さ
せ
る
に 

 

は 

①
公
共
図
書
館
の 

 

使
命 

②
公
共
図
書
館
の 

 

類
型 

③
わ
が
町
の
公
共 

 

図
書
館 

指
導
内
容 

第
三
学
年 

 
 

 
 

 

図
工 

 

社
会 

 

Ｒ Ｈ    社
会 

教
科 

 
 

 
 

 

生
活
の
設
計 

  

民
主
々
義
の
発 

展 
  

（
第
一
学
期
） 

   

文
化
遺
産 

単
元 

 
 

 
 

 

３ 
  

１ 
   

１ 
 

２ 

時
数 
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九
、 

 

わ
れ
ら 

 

の
図
書 

 

館 

八
、 

 

特
殊
参 

 

考
資
料 

七
、 

 

百
科
事 

 

典 

六
、 

 

読
書
法 

五
、 

 

書
物
の 

 

構
造
と 

愛
護 

①
わ
れ
ら
の
図
書 

 

館 

①
特
殊
参
考
資
料 

 

の
種
類 

②
参
考
資
料
の
使 

 

い
方 

①
百
科
事
典
の
意 

 

義 

②
百
科
事
典
の
引 

 

き
方 

③
本
校
の
百
科
事 

 

典 

①
読
書
の
意
義 

②
図
書
の
選
択 

③
図
書
の
読
み
方 

④
余
暇
の
利
用 

⑤
読
書
衛
生 

①
文
化
財
と
し
て 

 

の
図
書
の
意
義 

②
図
書
の
公
共
性 

③
図
書
の
物
的
構 

 
成 

④
図
書
の
取
り
扱 

 

い
方 

Ｒ Ｈ 

  

各
教 

科 

  

社
会 

  

国
語 

 
Ｒ Ｈ 

 

社
会 

   

職
業 

   

（
第
三
学
期
） 

   

（
学
年
ま
た
は 

単
元
の
始
め
に 

指
導
）   

学
校
や
家
庭
の 

生
活 

 

余
暇
の
利
用
に 

つ
い
て 

  

（
第
二
学
期
） 

 

学
校
や
家
庭
の 

生
活 

  

手
技
工
作 

１ ２ ２ 

 

３ 
   

１ 

 

１ 
   

２ 

①
〔
わ
〕
れ
ら
の
図

書
館 

①
特
殊
参
考
資
料 

 
の
意
義 

②
特
殊
参
考
資
料 

 

の
利
用 

①
百
科
事
典
の
構 

 

成 

②
百
科
事
典
の
利 

 

用 

①
研
究
の
た
め
の 

 

読
み
方 

②
ノ
ー
ト
の
取
り 

 

方 

③
文
献
目
録
の
作 

 

り
方 

④
読
書
会 

①
図
書
の
形
態
的 

 

構
成 

②
印
刷
技
術
の
方 

 

法
と
活
字
、
判 

 

型 

③
図
書
の
修
理 

Ｒ Ｈ     各
教 

科 
 
 

社
会 

 

国
語 

各
教 

科 Ｒ Ｈ 

   

職
業 

   
（
第
三
学
期
） 

   

（
学
年
ま
た
は 

単
元
の
は
じ
め

に
指
導
） 

  

都
市
や
村
の
生 

活
は
ど
の
よ
う 

に
変
っ
た
か 

 

要
約
と
抜
粋
の 

作
り
方 

（
適
宜
指
導
） 

（
第
二
学
期
） 

   

手
技
工
作 

１ ２ ２ 

 

３ 
 

１ １ 

   

６ 

①
学
校
図
書
館
を 

 

育
て
る
人
々 

②
図
書
館
を
運
営 

 

す
る
人 

組
織 

 

と
任
務 

③
経
理 

④
わ
れ
ら
の
図
書 

 

館 

①
ど
ん
な
特
殊
参 

 

考
資
料
が
必
要 

 

か 

②
特
殊
参
考
資
料 

 

の
活
用 

①
世
界
の
主
な
百 

 

科
事
典 

②
日
本
の
主
な
百 

 

科
事
典 

③
百
科
事
典
の
活 

 

用 

   

①
読
書
日
誌 

  

①
図
書
の
修
理
と 

 

簡
易
な
製
本 

社
会 

 

Ｒ Ｈ   各
教 

科    社
会 

  

Ｒ Ｈ 

   

職
業 

  

民
主
々
義
の
発

展 
 

（
第
三
学
期
） 

   

（
適
時
指
導
） 

文
化
遺
産 

   

（
第
二
学
期
） 

   

手
技
工
作 

３ 
  

１ ２ ２ 

   

１ 

   

５ 
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本 

校 

の 

単 

元 

目 

録 
「
学
習
に
サ
ー
ビ
ス
す
る
図
書
館
」
と
云
う
事
を
少
し
で
も
具
体
化
す
る
一
方
法
と
し
て
本
校

で
採
用
し
た
も
の
に
書
冊
式
単
元
目
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
各
教
科
担
当
任
の
教
師
が
各
学
年
の

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
の
単
元
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
各
学
習
の
際
に
参
考
と
し
得
る
書
名
を
記
載
し
た

も
の
で
、
各
教
科
の
教
師
が
責
任
を
も
つ
て
作
り
上
げ
た
も
の
で
、
単
元
の
変
化
の
な
い
限
り

半
永
久
的
の
も
の
と
な
る
。
尚
毎
月
新
購
入
の
書
籍
が
増
加
す
る
が
之
は
そ
の
つ
ど
教
科
へ
の

関
係
図
書
は
ピ
ツ
ク
ア
ツ
プ
さ
れ
、
単
元
目
録
の
各
項
の
ス
ペ
ー
ス
に
新
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
く
。
之
は
図
書
館
に
一
揃
、
各
教
師
が
一
揃
、
ず
つ
を
所
持
し
て
い
る
。
も
ち
論
こ
れ
に
対

す
る
長
短
の
批
判
は
あ
る
も
の
と
思
う
。
次
に
そ
の
一
例
を
示
す
。 

  
 

注 

『
か
な
が
わ
教
育
』
第
三
〇
号
（
一
九
五
一
年
一
一
月
）。 

         

                
 

単 元 目 録 表 

 ［理科］ 単元１． 空気はどんなものか 

分類番号 書       名 備   考 

400 科学の教室 気圧 

400 科学の国へ 気圧、空気の組織 

420 はじめての物理学 物質、空気の重さ 

430 日常科学 空気の組織 

（以 下 略） 

［職業］郷土の水産を基として水産一般について研究しよう 

分類番号 書       名 備   考 

450Ｕ 海洋学 海の研究 

660Ｔ 小さな水産学者 魚の習性 

090Ａ わが郷土神奈川 水産の部 

660 海の魚、河の魚 魚の習性 

（以 下 略） 

［社会］単元 近代工業 小単元  

分類番号 書       名 備   考 

209 Ｋ 世界文化史 
産業革命、我国の近
代工業 

210 Ｋ 明治維新 同上 

308 Ｉ１ 新しい日本と世界 同上 

308 Ｉ４ 新しい日本と世界 同上 

308 Ｉ６ 新しい日本と世界 同上 

280 Ｏ ぼくらの西洋史 同上 

209 Ｋ 文化のあけぼの 同上 

290 世界地名事典 同上 

360 Ｓ 機械をつくる人々 
近代工業に於ける生
産面の特色 

250 Ｓ アメリカの生活 
近代工業の発達とそ
の利益 

660 Ｏ 美しい暮しの手帳 同上 

（以下略） 

近代工業はどのよう 
にして始まったか 
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三
二 

職
業
家
庭
科
研
究
発
表
会 

（
一
）
研
究
発
表
資
料 

                              

  農器具台数 

犂 砕
土
機 

水
田
除
草
中
耕
キ 

噴
ム
キ 

人
力
脱
コ
ク
機 

動
力
脱
穀
機 

も
み
す
り 

唐
箕 

万
石 

な
わ
な
い 

製
莚
キ 

茧
毛
取
キ 

藁
切
キ 

精
米
キ 

精
麦
キ 

精
粉
キ 

押
麦
キ 

製
茶
キ 

製
□
キ 

扇
風
キ 

い
も
切
キ 

電
動
キ 

発
動
キ 

5 12 57 33 183 7 6 156 3 55 2 124 40 23 2 5 2 1 1 1 20 71 1 

作付面積               

   春～夏     秋～冬  
                 

秐 
別 

水
稲 

陸
稲 

甘
藷 

と
う
も
ろ
こ
し 

あ
わ 

大
豆 

そ
の
他 

そ
さ
い 

計 

 

大
麦 

小
麦 

裸
麦 

馬
れ
い
藷 

そ
さ
い 

計 

面 

積 

一
一
一 

三
六
六 

一
五
八 

一
一
二 

一
七
八  

一
七
二 

九
七 

一
五
一 

一
三
四
五  

二
九
八 

八
九
九 

八
二 

一
一
七 

一
四 

一
四
一
〇 

％ 八
・
三 

二
七
・
二 

一
一
・
七 

八
・
三 

一
三
・
二 

一
二
・
八 

七
・
三 

一
一
・
二 

一
〇
〇
・
〇  

二
一
・
〇 

六
三
・
八 

五
・
八 

八
・
三 

一
・
〇 

一
〇
〇
・
〇 

産業、経済  経営耕地面積別 

  戸数 ％   戸数 ％ 

専業 18 4.1  3 反未満 77 17.7 

第一種兼業 373 85.9  3 反～5反 110 25.3 

第二種兼業 43 10.0  5 反～10反 196 45.2 

計 434 100.0  10 反～15反 42 9.7 

自作 263 60.6  15 反～20反 7 1.6 

自作兼小作 105 24.1  20 反～30反 2 0.5 

小作兼自作 40 9.2  30 反以上 0 0 

小作 26 6.1  計 434 100.0 

計 434 100.0     

 

 

煙  草      

  戸数 面積 反当収量 反当価格 

昭 25 48 48 反 239k 31,000 

  26 56 85〃 （210） 43,000 

（27） 61 90〃     
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黄蜀葵 

  戸数 面積 反収 反収入 

昭 25 32 13 反 224 17,990 

26 37 14〃 (230) (17,250) 

（27） (37) (14)     
 

  蔬菜採秐 

  戸数 日本ホーレン草 反収価格 胡瓜 反収価格 その他 

昭 25 10 3 反 18,140 2 反 40,000 1 反 

26 60 43 反 10,500 14 反 25,000 5 反 

(27) 60 43 反       16 反 

 

畜産業   

 戸数 頭数 備考 

乳牛 75  87  

一
頭
一
日
平
均
二
貫
二
九
四
匁
一
貫
一
〇
〇
円 

乳
牛
の
中
一
七
頭
搾
乳
一
ヶ
月
一
一
七
〇
貫 

役乳牛 87  72  

馬 14  14  

豚 48  54  

羊 9  16  

山羊 152  183  

家兎 38  63  

アンゴラ 142  508  

鶏 172  535  

七面鳥 1  3  

アヒル 1  2  

 

養蚕業 

 

桑
園
面
積 

戸
数 

掃
立
卵
量 

収
蚕
高 

百
反
当
収
蚕 

一
反
当
収
益 

春
蚕 

五
四
〇
反 

二
〇
二 ｇ 

四
一
一
三 

二
七
七
九 

六
、
七
五
六 

一
四
、
二
七
三 

初
秋
蚕 

〃 一
二
九 

一
六
三
四 

九
三
一 

五
、
六
九
七 

 
 

晩
秋
蚕 

〃 二
三
七 

三
五
四
八 

二
五
四
六 

七
、
一
六
三 

 

計 

 
 

 
 

ｇ 

九
二
八
五 

六
二
五
六 

六
、
七
三
八 

 

 

7600,000 円 

 

  林  業 

  針葉樹 濶葉樹 混合 その他 

村有林 700 反 15500 反 2000 反   

民有林 4464〃 14997〃 1171〃 149 反 
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産       物     

 白 炭 黒 炭 木 材 竹 しいたけ 

昭 24 9,859 44,715 3200 石 1600 束 80 貫 

25 10,989 72,117 3840 石 950〃 150〃 

  26 576 13,324 5300 石   

  人口動態（昭 25） 

出生  98  死亡  41  差引増  57  全体から 

転入 100  転出 217      減 117  60 減 

 

  ラジオ聴取台数 

321 台（普及率 63.56％） 

 

  新聞読者数 

朝日  41  毎日  30  読売  75    神奈川   9  農業  0 

経済   4  中学生   6  小学生  5  合計 170 

 

  生活扶助 

26 戸 86 人 （最近増加の傾向あり） 

 女が生計の中心となるもの   54％ 

 老人、18才以下  〃     33％ 

 そ の 他          13％ 

 

  衛生面 

25 年度伝染病発生 

 男 赤 ５  疫 ２       医師 産婆 売薬店 

 女 痢    痢 ２        １  １   ２ 

食 糧 配 給    

 完全保有 準保有 転落 消費 

戸数 43 21 380 71 

人口 257 81 2540 221 

計９ 
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卒業生年度別進路状況 

計 17 20 24 22 29 42 34 38 227 備 考 

          自
家
従
事
者
の
中
日
雇
に
つ
く
者
が
多
い 

年
々
就
職
希
望
者
が
増
加
し
つ
ゝ
あ
り 

その他  2  2  3 2  9 

進 学 3  6 1 6 17 9 5 57 

運 送   1  2    3 

製造工場     3  3  6 

土 建 3    1  3  7 

紡 織  4 1 5 1 4  7 22 

公 務   4 1 2    7 

商 店 1 1 1 1 2   2 8 

農 業 10 13 11 12 12 18 17 14 107 
 
職種   別 
   性 
    年度 

男 女 男 女 男 女 男 女 計 

22 23 24 25  

 

土

建

製

造

工

場

運

送

進

学

そ

の

他

合

計

10

5

農

業

商

店

公

務

紡

績

就 職 状 況

35

30

25

20

15

（男 24） （女 33）

普 8（33.3％） 普 14（42.4％）

定 11（45.8％） 定 5（15.1％）

工 5（20.8％） 家 6（18.1％）

農 1（ 0.4％） 商 8（24.2％）

進 学 状 況

科

定

時

制

公

立高

校

農公

公

立高

校

公

立

商

工

定

時制

私

立

洋

裁

工公
商私
立
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卒業生家事従事者の他職希望調査 

希望なし 希望あり 計  

74 人 27 人 101 人  

73.2% 27.7%    

    

同 上    

希 望 職 希 望 地 方 

商 業 8 東 京 10 

工 業 8 立 川 3 

洋 裁 8 八王子 9 

通 信 6 横 浜 4 

美 容 2 郡 内 1 

        

        

        

計 32   27 

神奈川

23% 

東京 

44% 

山梨 

33% 

神奈川 

62% 

山梨 

17% 

東京 

21% 

（男子） 

神奈川  15人 

東京     5人 

山梨     4人 

（女子） 

神奈川   8人 

東京    15人 

山梨    10人 
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1人について6項目を選ばせた

そ

の

他

7項目

装

飾

室

内

生徒に身につけさせたい基本的技能に対する父兄の希望調査

調査人員（父兄）122名 仕事種 4分類51種

50%

販

売

取

引

関

係

加

工

食

品

印

刷

筆

記 竹

工 工食

（18）

一

八

86%

六 六 四

二

二

二

三

一

〇

一

〇 九 四

裁

縫 珠

算

料

理

家

庭

看

護

家

庭

管

理

応

接

々

待

通

信

文
記

帳

食

品

加

工

家

畜

飼

育

染

物

印

刷

つ

く

ろ

い

七

乳

児

一

五

人

数

六

一

着

物

手

入

編

物

し

し
ゅ

う

五

九

四

九

三

二

二

八

二

五

二

四

一

九

その他

（10）

５項目
紡

毛

50%

92%

女子 71人

設

計

製

図

七 六 四 九 三 二

焼物 カンゴ 裁縫

二

一

六

造

林

機

械

知

識

大

工

二

八

生

産

管

理

応

接

々

待

通

信

文

記

帳

二 二

一

四

一

七

一

六

一

二

人

数

四

七

男子 51人

作

物

栽

培

珠

算

家

畜

飼

育

電

気

器

具

取

扱

二

八

二

八

二

五

注 相模原市立公文書館所蔵の小冊子『職業家庭科研究発表会 1951.12.15 牧野村立牧野中学校』の 5～10頁。同校は

「立派な生産人になろう」を教育目標に掲げ、第七学年（中学校第一学年）から工業、商業、農業（栽培・飼育）、洋

裁、和裁、英語の選択コースを設けている。 
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二
）
公
開
授
業
指
導
案 

 

       
 

職 業 家 庭 科 年 次 計 画 指 導 案  

１男必修農（栽培）コース 

単元名   作物を作ろう      配当（５４時間）        指導者 

                                      佐々木茂 

単
元
設
定
理
由 

主要作物の栽培を学習させる事により栽培の知識技術を会得し家庭の農事作業に従事し、 

手伝う事により増産をはかり家庭経済に貢献すると共に勤労愛好の精神を養うため 

    

目 

標 

１．主要作物のいね麦と豆野菜いも類の栽培を理解させる 

２．家庭作業に協力する習慣をやしなう 

３．自然に親しんで仕事をする事の楽しさを味あわせる 

資 

料 

 

学習要領 
配当

時間 
展  開 

１．日本の稲作 2 １．世界の諸民族の常食はどんな物か 

２．作物の栽培と土の関係に付いて 

３．作物栽培の要点 

２．丈夫な苗（稲作） 5 １．稲の種類   ２．どんな種もみを作ったらよいか 

２．種まき    ３．手入れ 

３．夏の野菜 4 １．野菜はなぜ必要か  ２．植付   ３．追肥 

３．仕立方       ４．病虫害防除 

４．豆類 4 １．大豆 小豆 菜豆 腕〔豌〕豆 ２．土中の微生物 

３．緑肥 

５．米の増産 6 １．田畑の地力のたかめ方 ２.稲の生育 ３.管理 

６．菜と大根 5 １.菜や大根の種類 ２.種まき ３.間引 ４.病虫害防除 

７．秋蒔野菜 4 １.播種期の研究  ２．カブ 油菜 

３.ねぎの植付   ４.ほうれん草 

８．取入れ 4 １.稲刈  ２.稲こきの発達  ３.作柄 

９．麦作 6 １.どんな麦を作るか   ２.麦の病害予防 

３.まき方  ４.肥料  ５.管理 

10   野菜の貯蔵 4 １.生のまヽの貯蔵  ２.加工貯蔵 

11 苗床 6 １.苗床の必要性   ２.温床に付いて 

２.冷床に付いて   ４．苗床かんり 

12 さつまいも 

  じやがいも 

4 １．いも栽培の必要 

２．さつまいもの苗床作り 

３．じゃがいも作る、 
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職 業 家 庭 科 年 次 計 画 指 導 案     1 年女子     指導者 

必修      佐 藤 節 子 

単元名      乳 幼 児 の 世 話           配当時間（18） 

単
元
設
定
の
理
由 

乳幼児保育の科学的知識を与へる事は乳幼児を健康で明るく育てるのに大切である故 指導

したいが、丁度子供特に女子の遊びを観察すると良くまゝごとをし、大体は母や姉になりた

がる。これは将来母たる天分を優しく表しておるものだと思う。此の様な天性を利用し乳幼

児保育の科学的知識を自然に与えて置くと共に、自分の小さい時をさとらせ母親の労苦に感

謝の念をもつ様にし多忙な母の手助をよろこんでする心がけを養いたい  

目 

標 

1）簡単な子供の世話の仕方について理解する。 

2）進んで弟妹の世話をする様な態度を養う。 

3）弟妹の世話を便〔更〕に進めて毛糸織物について研究し 

習得させる。 

資
料
・
器
具 

人形、玩具 

基礎編見本 

学習要項 
時
間 

展      開 

乳幼児の世話 

八 

1）着せ方 

2）負い方 

3）抱き方 

4）ねかせ方 

5）遊ばせ方 

毛糸織物 

一
〇 

1）毛糸編物の特長 

2）毛糸について 

3）糸の太さと編棒との関係 

4）網目の加減 

5）基礎編 

6）仕上げ保存 

7）応用編    イ）赤ちゃん足袋 ロ）帽子 

注 相模原市立公文書館所蔵の小冊子『職業家庭科研究発表会 1951.12.15 牧野村立牧野中学校』の 21・

24頁。 
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三
三 

職
場
か
ら
み
た
中
学
校
教
育
の
調
査 

職
場
か
ら
み
た
中
学
校
教
育
の
調
査 

㈠ 

 
  

 
 

―
主
と
し
て
中
学
校
卒
業
者
の
生
活
態
度
の 

評
価
に
つ
い
て
、
中
間
報
告
― 

 

調 

査 

課 

一
、
調
査
の
目
的 
中
学
校
卒
業
者
（
義
務
教
育
終
〔
修
〕
了
者
）
が
、
就
職
し
た
職
場
に
お
い

て
い
か
に
迎
え
ら
れ
、
い
か
に
観
察
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
中
学
校
教
育
に
従
事

さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
指
導
上
の
参
考
資
料
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
。 

二
、
調
査
の
対
象 

昭
和
二
十
四
五
年
度
の
中
学
校
卒
業
者
を
採
用
し
た
会
社
工
場
等
を
対
象

と
し
、
県
職
業
安
定
課
に
て
、
調
査
可
能
と
認
め
た
所
を
、
安
定
所
別
（
地
域
別
）、
規
模
別

（
従
業
員
数
）
別
〔
マ
マ
〕
に
二
六
四
ヶ
所
を
抽
出
し
た
。（
第
一
表
） 

三
、
調
査
の
方
法 

調
査
課
に
て
、
職
業
安
定
課
、
会
社
、
工
場
、
中
学
校
等
の
意
見
を
聴
取

し
て
作
成
し
た
調
査
票
を
、
安
定
所
の
協
力
を
え
て
昭
和
二
十
七
年
二
月
上
旬
配
布
し
、
二

月
下
旬
安
定
所
毎
に
回
収
し
た
。 

四
、
調
査
項
目 

（
１
）
生
活
態
度
の
観
察
評
価
、
a

、
個
人
的
な
生
活
態
度 

ｂ
、
社
会
的

な
生
活
態
度
、
ｃ
、
職
場
生
活
の
態
度
、
の
三
視
点
よ
り
十
八
項
目
に
つ
い
て
、
①
で
き
て

い
る
、
②
普
通
、
③
で
き
て
い
な
い
、
の
三
段
階
に
評
価
す
る
と
共
に
、
評
価
の
所
見
を
具

体
的
に
調
査
し
た
。 

（
２
）
参
考
と
し
て
調
査
し
た
項
目 

①
職
場
で
必
要
と
す
る
基
礎
学
科
、
②
定
時
制
高
校
通

学
に
つ
い
て
、
③
採
用
時
重
視
す
る
条
件
、
④
職
場
と
中
学
校
の
連
絡
に
つ
い
て
、
⑤
産
業

教
育
振
興
法
産
業
教
育
審
議
会
に
つ
い
て
等
の
意
見
を
調
査
し
た
。 

五
、
結
果
の
概
要 

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
な
分
析
を
終
つ
て
い
な
い
の
で
、

集
計
結
果
の
み
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
（
第
二
表
―
第
六
表
） 

六
、
本
調
査
に
つ
い
て 

本
調
査
は
、
中
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
す
る
他
の
調
査
す
な
わ
ち
職

場
か
ら
見
た
中
学
校
教
育
の
調
査
（
二
）（
個
人
票
に
よ
る
調
査
）、
高
校
入
学
者
に
実
施
し

た
各
種
テ
ス
ト
調
査
、
等
の
一
環
を
な
す
も
の
で
、
こ
れ
ら
三
調
査
の
結
果
を
ま
つ
て
、
中

学
校
教
育
に
つ
い
て
一
つ
の
考
察
を
し
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
の
結

果
に
つ
い
て
も
問
題
は
多
く
あ
る
こ
と
と
思
う
の
で
読
者
諸
賢
の
御
批
判
を
ね
が
い
た
い
。

（
篠
崎
記
） 

  

 

    
 

資料 

第一表  調査票配布状況および回収状況 

           配布回収 
 
    規模（従業 
       員数） 
安定所 

配布数 回収数 
回収率 

％ 計 
500 

以上 

499人 

-100人 

99 人 

-15 人 
計 

500 人

以上 

499人 

-100人 

99 人 

-15 人 

1 横  浜 33 6 9 18 28 7 9 12 84.8 

2 鶴  見 21 4 7 10 7 3 1 3 33.3 

3 戸  塚 20  2 18 4  2 2 20.  

4 川  崎  77 15 12 50 13 8 3 2 16.9 

5 横 須 賀 35 2 7 26 23 1 5 17 65.7 

6 藤  沢 19 1 5 13 19 1 5 13 100.  

7 平  塚 13 1 2 10 11  1 10 84.6 

8 小 田 原 10 1 4 5 9 1 4 4 90.  

9 厚  木 9  1 8      

10 松  田 20 1 2 17 7 1 2 4 35.  

11 相 模 原 7 2 2 3 4 1 1 2 57.1 

計 264 33 53 178 125 23 33 9 47.3 

業 

種 

内 

容 

製 造 工 業 226 29 49 148 113 19 31 63 50.2 

卸・小売業 23   23 2   2 8.7 

運輸通信業 3 2 1  3 2 1  100.  

サービス業 6 1 1 4 6 1 1 4 100.  

建 設 工 業 1   1      

農   業 1   1      

公   務 4 1 2 1 1 1   25.  

計 264 33 53 178 125 23 33 69 47.3 
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第二表 中学校卒業者の評価(Ａ) 上段は回答数( )は％を示す 

観 

点 
評 価 項 目 

計 製 造 工 業 製造工業以外 備
考
（
無
回
答
数
） 

出
来
て
い
る 

普
通 

出
来
て
い
な
い 

出
来
て
い
る 

普
通 

出
来
て
い
な
い 

出
来
て
い
る 

普
通 

出
来
て
い
な
い 

個
人
的
な
生
活
態
度 

(１)道徳的な態度は 

(正直さ．善悪の判断等) 

23 

(18.4) 

99 

(79.2) 

3 

(2.4) 
21 89 3 2 10     

(２)中庸のとれた判断 

(思想的の面) 

15 

(12.1) 

94 

(75.8) 

14 

(12.1) 
14 84 15 1 10   1 

(３)健康に注意することは 
34 

(27.2) 

89 

(71.2) 

2 

(1.6) 
30 81 2 4 8     

(４)清潔整頓に留意すること 
24 

(19.2) 

76 

(60.8) 

25 

(20.0) 
20 70 23 4 6 2   

(５)計画的に生活する態度は 

(時間・金銭の使用) 

15 

(12.1) 

83 

(66.9) 

26 

(21.0) 
15 73 24   10 2 1 

(６)余暇を利用する点は 

(読書・娯楽・スポーツ等) 

47 

(38.2) 

62 

(50.4) 

14 

(11.4) 
43 57 11 4 5 3 2 

社
会
的
な
生
活
態
度 

(１)礼儀の正しさは 

(長上・友人に対して) 

20 

(16.4) 

66 

(54.1) 

36 

(29.5) 
18 60 32 2 6 4 3 

(２)義務や責任をはたす 

心がけは 

18 

(14.5) 

88 

(71.0) 

18 

(14.5) 
16 81 15 2 7 3 1 

(３)他人の意見を聞き入れる 

すなおさは 

36 

(29.0) 

80 

(64.5) 

8 

(6.5) 
31 75 6 5 5 2 1 

(４)規律を守る点は 
31 

(24.8) 

83 

(66.4) 

11 

(8.8) 
29 74 10 2 9 1   

(５)奉仕的な心がけは 
7 

(5.6) 

81 

(64.8) 

37 

(29.6) 
6 71 36 1 10 1   

(６)公衆衛生を重んずる態度は 
13 

(10.7) 

87 

(71.3) 

22 

(18.0) 
10 78 22 3 9   3 

職
場
生
活
の
態
度 

(１)自分の仕事を進んで理解 

しようとする態度 

44 

(35.2) 

61 

(48.8) 

20 

(16.0) 
42 52 19 2 9 1   

(２)積極的に働く点では 
32 

(25.6) 

72 

(57.6) 

21 

(16.8) 
32 61 20   11 1   

(３)仕事上の創意工夫の心がけ 

は 

7 

(5.6) 

72 

(57.6) 

46 

(36.8) 
6 64 43 1 8 3   

(４)仕事の計画性は 

(仕事の段取り等) 

8 

(6.4) 

77 

(61.6) 

40 

(32.0) 
8 66 39   11 1   

(５)機械器具を大切にする心が 

けは 

16 

(12.8) 

84 

(67.2) 

25 

(20.0) 
16 75 22   9 3   

(６)仕事を正確にやりますか 
21 

(17.1) 

93 

(75.6) 

9 

(7.3) 
18 84 9 3 9   2 
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第二表 中学卒業者の評価（Ｂ） 

観
点 

評   価   所   見 

評価良好と認めた意見（同一意見数） 不良と認めた意見（同一意見） 

個
人
的
な
生
活
態
度 

余暇利用に割に良好である        (14) 計画性がない              (7) 

淳朴で大きく道をふみ外すことはない   (3) 判断力がない              (5) 

思想的には憂慮すべき点はない      (3) 清潔整頓には留意しない         (5) 

個人的な問題はよく注意している     (2) 道徳観念に乏しい            (4) 

健康に留意する点はよい         (2) 考え方が一方的で極端に走る       (3) 

健康的な活動性が目につく        (2) 自律性がなり              (2) 

正直である               (2) 自由放任の思想が強い          (2) 

しつかりしている            (1) 衛生観念ない              (2) 

言行共にのびのびしている        (1) 人間は平凡である            (2) 

将来の計画を考えるようになつて来た   (1) 雑談が多い               (2) 

 学力低下                (1) 

 不正直                 (1) 

 落着かない               (1) 

社
会
的
な
生
活
態
度 

意見はすなおに聞く           (4) 礼儀作法悪（教養・躾）         (27) 

議論は得意で意見ははつきり主張する   (2) 責任遂行の積極性がない         (6) 

挨拶等は割に正しい           (1) 公衆衛生の観念が乏しい         (7) 

友好的である              (1) 奉仕的・犠牲的精神を欠く        (5) 

責任感礼儀やや向上           (1) 卑屈で意見注意等に悔悟の色がない    (3) 

 エゴイステツクである          (3) 

 規律ある生活が出来ない         (2) 

 理屈が多く行動が伴わない        (1) 

職
場
生
活
の
態
度 

態度が熱心で誇をもつて働いている    (13) 仕事の欲がない（積極性なし）      (27) 

作業態度に好感がもてる         (3) 言われた範囲でしかやらない       (10） 

責任範囲内では積極的に仕事する     (3) 仕事を工夫する態度・熱意がない   (01)〔ママ〕 

機械器具の取扱はよい          (2) 計画性がない              (7) 

正確な仕事をする            (2) 物品を大切にしない           (5) 

仕事に興味を持っている         (1) 

上達が早い               (1) 

年令的に見て職場生活の態度を強く要求する 

方が無理である             (4) 

 正確さがない              (3) 

 責任感がない              (2) 

 研究心に乏しい             (1) 

 合理化まで行つていない         (1) 

 慎重さがない              (1) 

 職場生活と私生活を判別出来ない     (1) 

 労働観が確立されていない        (1) 
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第三表 職場で特に必要とする基礎的教科名 

（回答数および％を示す） 

教科名 

 

計 

国 
 

語 

社 
 

会 

数 
 

学 

理 
 

科 

体 
 

育 

保 
 

健 

図 
 

工 

家
庭 

職
業 

英 
 

語 

道
徳
教
育 

精
神
教
育 

常
識
教
育 

習 
 

字 算 含
珠 

統  計 37 41 73 45 11 22 23 16 7 1 1 

％ 13.4 14.8 26.4 16.3 4.0 8.0 8.3 5.8 2.2 0.4 0.4 

製造工業 33 35 69 41 10 21 18 15 7 1 0 

製造工業 
以  外 

4 6 4 4 1 1 5 1 0 0 1 

第四表 訓練施設の有無・夜間学校通学の賛否 

（回答数および％を示す） 

賛否 

施設 
の有無 

賛成 不賛成 計 
 ８、通学している者は職務が忠実だから  (1) 

 ９、本人の自発的向学心を満たすため   (1) 

計 

計 
72   

58.5% 

51  

41.5% 

123   

100% 

 10、職務に精出すようにする       (1) 

 (Ｂ）不賛成の主なる理由 

有 16 9 25  １、時間的に余暇がない         (17) 

無 56 42 98  ２、健康上肉体上悪影響         (6) 

製
造
工
業 

有 14 6 20  ３、会社に施設があるから        (6) 

無 51 40 91  ４、作業態度、能率に影響する      (□） 

以 

外 

製
造
工
業 

有 2 3 5  ５、職場に融和しない          (1) 

無 5 2 7  ６、労働を第二義的に考える       (1) 

（Ａ）賛成の主なる理由            （同一意見数）  ７、年令的に悪影響を受け易い      (1) 

１、本人の学力人格の向上のため       (10)  ８、規律が守れない           (1) 

２、本人の意思尊重             (7)  ９、素直さがなくなる          (1) 

３、時間は活用すべきである         (4)  （Ｃ）条件付で賛成 

４、向学心、職場の理論的熱意が助成される  (4)  １、見習期間のみ（３年―４年）     (1) 

５、目標があると悪にそまぬ         (2)  ２、現在の職を生かすならば       (1) 

６、中堅作業員養成のため          (2)  ３、多数でなければ           (1) 

７、社会国家的見地から           (1)  ４、本人の健康を害さぬならば      (3) 

  ５、早退等の時間の関係があるので仕事に 

支障がないように出来れば      (4) 
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第五表 採用時に重視する点 

回答数（  ）は％を示す 

目標 

順位 

思 想 

方 向 

家 庭 

事 情 
性 質 健 康 素 行 技 術 学 力 

通 勤 

関 係 

1 
20 

(17.8) 

3 

(2.7) 

15 

(13.3) 

16 

(54.0) 

7 

(6.2) 

1 

(0.9) 

5 

(4.4) 

1 

(0.9) 

2 
11 

(9.7) 

4 

(3.5) 

40 

(35.4) 

30 

(26.6) 

10 

(8.9) 

5 

(4.4) 

9 

(8.0) 

3 

(2.7) 

3 
9 

(8.0) 

11 

(9.7) 

18 

(15.9) 

11 

(9.7) 

34 

(30.1) 

7 

(6.2) 

11 

(9.7) 

12 

(10.6) 

4 
18 

(15.9) 

24 

(21.3) 

18 

(15.9) 

5 

(4.4) 

7 

(15.0) 

7 

(6.2) 

13 

(11.5) 

11 

(9.7) 

5 
12 

(10.6) 

11 

(9.7) 

6 

(5.3) 

4 

(3.5) 

28 

(24.8) 

13 

(11.5) 

25 

(22.1) 

14 

(12.4) 

6 
14 

(12.4) 

25 

(22.1) 

10 

(8.9) 

2 

(1.8) 

7 

(6.2) 

16 

(14.2) 

16 

(14.2) 

29 

(20.4) 

7 
11 

(9.7) 

23 

(20.4) 

4 

(3.5) 
 

4 

(3.5) 

31 

(27.4) 

27 

(23.9) 

13 

(11.5) 

8 
18 

(15.9) 

12 

(10.6) 

2 

(1.8) 
 

6 

(5.3) 

33 

(29.2) 

6 

(5.3) 

36 

(31.8) 

 

第六表 感想・希望等 

（A）中学校教育に関する感想（同一意見） 

1、職業教育よりもむしろ基礎的教育を 

を望む                          (16) 

2、道徳教育の強化（教養を高めよ）  (15) 

3、公共的な社会生活の態度を養成せよ (4) 

4、奉仕的犠牲的な精神を養成せよ   (3) 

5、着実な熱意ある努力家を作れ    (3) 

6、産業教育の振興に養成する     (3) 

7、考え工夫する力を養つてほしい 

（観察力・反省力）        (3) 

8、責任感ある人間を作れ             (2) 

9、精神の健康も考えよ               (2) 

10、理解力を養成せよ         (1) 

11、準備教育（社会に出るための）を 

具体的に                         (1) 

12、片よらぬ教育を望む         

 13、主体性の確立を望む               (1) 

14、教員の工場見学実情講義を希望する (1) 

15、厳格な教育を望む 

16、物品を愛護する精神を養成せよ   (1) 

 

(B)産業教育振興審議会に望む 

1、審議会は地域の特性を生かすよう。 

2、文部省側からのみでなく労働省側からも 

振興策を講ずべきである。 

3、労働省の主管する技能者養成所が学校教 

育法第 83条各種学校の認可をも受けて 

いる場合には産業教育振興の本義から 

見て、国庫補助を実施せられたい（第 3 

条第 16条関係事項） 

  注 『かながわ教育』第 36号（1952 年 5月）。 
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第 
二 

節 

独
立
後
の
一
九
五
〇
年
代
の
中
学
校 

一 

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
校
へ
の
寄
附 

Ｐ
．
Ｔ
．
Ａ 
父
兄
の
熱
意 

十
九
万
円
の
増
額
成
る 

＝
先
生
方
も
奮
起
す
る
＝ 

右
に
つ
き
Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
会
計
部
長 

山
田
淺
一
氏
は
語
る
。 

今
回
の
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
増
収
の
た
め
深
い
御
理
解
を
も
つ
て
御
協
力
下
さ
い
ま
し
た
会
員

の
皆
様
及
び
炎
暑
を
侵
し
て
尽
力
さ
れ
た
役
員
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
先
づ
も
つ
て
深
甚
な
る

感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
源
泉
は
子
供
を
中
心
と
す
る
先
生
方
の
慈
愛
に
充
ち
た
熱
意
と
溢
れ
る
親
の

愛
情
と
の
結
合
体
で
あ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
あ
り
ま
す
が
。〔
マ
マ
〕
何
と
申
し
ま
し
て
も
経

済
を
超
越
し
た
運
営
は
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
次
に
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
に
つ
い
て

概
要
を
述
べ
御
参
考
に
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
度
は
市
の
予
算
二
二
万
円
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
予

算
の
三
七
万
円
が
生
徒
六
百
人
を
擁
す
る
本
校
の
総
予
算
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
予

算
の
使
途
に
つ
い
て
は
自
か
ら
限
界
が
あ
り
市
費
支
弁
の
分
野
に
使
用
さ
る
べ
き
で
な
い
こ
と

は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、
戦
災
か
ら
立
ち
上
つ
た
当
市
は
校
舎
建
設
に
主
力
を
注
ぎ
一
般
経
常

費
に
ま
で
も
及
ば
な
い
状
況
に
お
い
て
は
或
程
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
を
も
つ
て
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い

と
云
う
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
翻
つ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
予
算
を
眺
め
ま
し
た
と
き
に
前
年
度
の
四
四

万
円
が
繰
越
金
そ
の
他
の
関
係
で
本
年
度
は
三
七
万
円
に
減
少
し
た
ゝ
め
予
算
編
成
に
非
常
な

苦
辛
を
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
絶
対
額
の
不
足
は
如
何
と
も
為
し
難
く
、
こ
の
ま
ゝ
推
移
す
る

と
き
は
一
日
、
一
時
間
な
り
と
も
足
踏
み
を
許
さ
れ
な
い
生
徒
に
及
ぼ
す
影
響
甚
大
な
る
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
し
て
遂
に
会
費
の
増
収
運
動
を
薦
意
し
父
兄
の
皆
様
に
訴
え
て
御
協
力
を
願

う
こ
と
に
な
つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。
幸
に
し
て
月
額
一
万
九
千
円
年
度
内
一
九
万
円
約
五
割

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
こ
と
は
子
供
達
の
た
め
に
ま
こ
と
に
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
こ
の
金
の

使
い
方
に
つ
い
て
は
皆
様
の
御
好
意
に
応
え
る
べ
く
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
結
果
、
図
書
室
設

備
費
に
七
万
円
教
科
指
導
費
に
五
万
円
を
始
め
と
し
て
重
真
〔
マ
マ
〕
的
追
加
予
算
を
見
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。
因
に
他
の
中
学
校
の
予
算
に
比
較
す
れ
ば
ま
だ
ま
だ
程
遠
い
よ
う
で
あ
り
ま
す

が
当
地
区
の
文
化
的
社
会
的
向
上
を
期
待
し
て
次
代
を
背
負
う
子
弟
教
育
の
た
め
他
学
区
に
倍

す
る
御
理
解
と
御
援
助
を
願
つ
て
止
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
良
い
先
生
が
欲
し
い
、
良
い

学
校
が
欲
し
い
、
良
い
教
材
が
欲
し
い
等
々
子
を
持
つ
親
の
欲
望
は
隙
〔
際
〕
限
が
〔
あ
〕
り
ま
せ

ん
が
こ
の
う
え
と
も
皆
様
の
絶
大
な
る
御
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
御
報
告
を
兼
ね
御
挨
拶

を
終
り
ま
す
。 

最
後
に
太
洋
の
生
徒
の
皆
様
に
一
言
し
た
い
こ
と
は
、
君
達
は
実
に
良
い
先
生
を
持
つ
て
い

る
。
君
達
の
幸
福
の
た
め
に
身
命
を
惜
し
ま
な
い
立
派
な
父
兄
を
持
つ
て
い
る
。
市
は
君
達
の

為
に
立
派
な
校
舎
を
建
て
ゝ
く
れ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
君
達
の
た
め
に
立
派
な
図
書
室
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
。
教
材
も
整
え
た
い
と
思
つ
て
い
る
。
君
た
ち
の
周
囲
の
凡
ゆ
る
人
達
は
君
達
の
成

功
を
願
つ
て
い
る
。
勉
強
は
君
達
自
身
の
た
め
に
す
る
の
だ
が
、
そ
の
勉
強
の
た
め
に
家
庭
や

社
会
が
大
き
な
犠
牲
を
払
つ
て
い
る
こ
と
を
心
に
刻
み
込
ん
で
将
来
に
大
き
な
希
望
を
持
つ
て

勇
敢
で
而
も
善
良
な
自
己
完
成
の
た
め
今
日
の
勉
強
に
益
々
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
つ
て
止
み

ま
せ
ん
。 

 

注 

『
太
洋
新
聞
』
第
８
号
（
平
塚
市
立
太
洋
中
学
校
新
聞
部
、
一
九
五
二
年
九
月
二
〇
日
）。 
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二 

理
由
別
長
期
欠
席
生
徒
数
（
一
九
五
二
年
度
） 

 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
  

昭
和
2
7
年

度
理

由
別

長
欠

者
数

（
中

学
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和
2
7
年
４
月
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３
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）

Ｆ
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Ｃ
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学校が遠い

その他
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 注 相模原市立公文書館所蔵の『昭和二十八年 弐号 庶務書類 青根村教育委員会』に収録されている。区分の

12は「家計の一部又は全部を負担せねばらなない」。 
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三 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
『
中
学
校
教
育
課
程
―
試
案
―
』 

 

           

 

ま 

え 

が 

き 

 

県
教
育
委
員
会
に
於
て
は
、
各
教
科
に
つ
い
て
の
指
導
目
標
を
設
定
す
る
た
め
に
、
神
奈
川

県
公
立
学
校
教
育
課
程
審
議
会
、
中
学
校
分
科
会
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
専
門
委
員
に
よ
つ
て
、
研

究
調
査
を
進
め
て
き
て
、
こ
こ
に
一
応
の
ま
と
ま
り
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
今
再
び
見
直
し
て

み
る
と
、
種
々
不
満
を
感
ず
る
点
が
少
く
な
い
。
思
う
に
こ
の
仕
事
は
短
時
日
に
出
来
る
よ
う

な
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。 

 

こ
の
、
県
委
員
会
に
お
い
て
設
定
し
た
も
の
と
、
各
地
域
や
学
校
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
と

は
、
先
後
、
上
下
の
関
係
は
な
く
、
相
互
媒
介
の
働
に
よ
つ
て
、
共
に
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て

行
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
。 

 

よ
つ
て
現
場
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
十
分
活
用
す
る
と
共
に
、
実
践
に
照
し
て
の
、
意
見
や

資
料
を
沢
山
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
そ
れ
に
よ
つ
て
、
更
に
修
正
を
加

え
、
一
層
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
し
、
本
県
の
中
等
教
育
の
振
興
に
資
し
た
い
と
念
願
し
て
い

る
。 

 

尚
こ
の
指
導
目
標
設
定
上
の
基
本
方
針
と
し
て
、
特
に
考
慮
し
た
の
は
次
の
よ
う
な
点
で
あ

る
。 

１
．
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
、
本
県
の
現
状
に
即
し
た
要
求
水
準
を
、
学
年
的
段
階
に
応
じ

て
示
す
よ
う
に
し
た
こ
と
。 

２
．
目
標
を
具
体
的
に
示
し
、
単
元
構
成
や
教
材
選
択
の
基
準
を
提
供
す
る
と
共
に
、
教
師
の

教
育
活
動
や
生
徒
の
学
習
活
動
な
ど
を
指
導
し
、
規
正
す
る
指
標
を
示
し
、
尚
指
導
結
果
を

評
価
す
る
観
念
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
し
た
。 

○ 

こ
の
指
導
目
標
を
使
用
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
さ
れ
た
い
。 

１
．
こ
こ
に
示
し
た
目
標
は
、
本
県
の
標
準
的
水
準
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
学
校

に
よ
り
、
生
徒
に
よ
り
、
こ
れ
以
上
に
到
達
す
る
こ
と
も
、
又
こ
れ
ま
で
及
ば
な
い
場
合
も

あ
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
画
一
的
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
よ
く
な
い
。 

２
．
各
教
科
共
、
そ
の
学
習
領
域
を
、
い
く
つ
か
の
分
野
に
わ
け
て
あ
る
が
、
こ
の
区
分
が
最

良
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
又
全
教
科
を
同
じ
立
場
で
区
分
し
て
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。
唯
目
標
を
わ
か
り
易
く
示
す
便
宜
の
た
め
で
あ
る
の
で
、
こ
の
区
分
に
と
ら
わ
れ
な
い

よ
う
に
し
た
い
。
特
に
実
際
の
指
導
に
あ
た
つ
て
、
こ
の
区
分
に
よ
つ
て
単
元
を
構
成
す
る

の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。 

３
．
二
教
科
以
上
に
わ
た
つ
て
、
重
複
し
て
出
て
来
て
い
る
事
項
が
あ
る
が
、
実
際
の
指
導
は

適
当
に
取
捨
し
、
調
整
し
て
取
扱
わ
れ
た
い
。 

４
．
こ
の
指
導
目
標
を
い
か
に
具
体
化
し
て
ゆ
く
か
は
今
後
の
研
究
に
ゆ
づ
る
こ
と
に
す
る
。 

 

中
学
校
教
育
課
程
（
一
般
目
標
）
―
試
案
― 

目 
 

次 

〔
略
〕 

 

【
国 

 

語 
 

科
】 

Ⅰ 

国
語
科
一
般
課
目 

 

言
語
は
互
い
に
意
志
を
通
じ
合
つ
た
り
、
考
え
を
進
め
た
り
、
ま
た
文
化
を
獲
得
し
た
り
、

創
造
し
た
り
す
る
の
に
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
役
目
を
持
つ
て
い
る
。 

 
こ
の
よ
う
な
は
た
ら
き
を
持
つ
国
語
を
正
し
く
効
果
的
に
使
つ
て
い
く
た
め
の
理
解
力
と
、

表
現
力
と
を
養
い
、
言
語
生
活
の
理
想
を
高
め
て
い
く
と
こ
ろ
に
国
語
学
習
の
本
質
的
な
意
義

が
あ
る
。 

 

し
か
し
国
語
の
学
習
指
導
は
、
全
体
の
教
育
の
一
環
と
し
て
、
個
性
の
伸
長
・
社
会
性
の
涵

養
・
職
業
的
能
力
の
育
成
に
寄
与
す
る
よ
う
に
常
に
心
が
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
立
場
で
、
中
学
校
の
国
語
科
学
習
指
導
に
当
つ
て
は
、
次
の
四
目
標
を
達
成
す

 

 

昭和 28年 4月 

 

中 学 校 教 育 課 程 
 

（教科の一般目標） 
 
 

 
―試 案― 

 

 
 
 

 
 
 

神奈川県教育委員会 
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る
よ
う
に
計
画
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

１
．
聞
く
こ
と
…
…
社
会
生
活
上
自
分
に
必
要
な
情
報
や
知
識
を 

得
る
た
め
に
、
他
人
の
話
を
よ
く
聞
く 

２
．
話
す
こ
と
…
…
自
分
の
意
志
を
伝
え
て
他
人
を
動
か
す
た
め 

に
、
い
き
い
き
と
し
た
話
を
す
る 

３
．
読
む
こ
と
…
…
情
報
や
知
識
を
得
る
た
め
、
経
験
を
広
め
教 

養
を
高
め
る
た
め
、
娯
楽
と
鑑
賞
の
た
め
に
、 

広
く
読
む 

４
．
書
く
こ
と
…
…
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
た
り
、
他
人
に
伝
え 

た
り
す
る
た
め
に
、
は
つ
き
り
と
、
正
し
く
、 

わ
か
り
や
す
く
、
し
か
も
独
創
的
に
書
く 

Ⅱ 

国
語
科
の
具
体
目
標 

 

中
学
校
は
義
務
教
育
の
完
成
の
段
階
で
あ
る
か
ら
日
常
生
活
に
必
要
な
言
語
を
理
解
し
、
使

用
す
る
能
力
が
で
き
て
高
い
言
語
文
化
を
享
受
す
る
基
礎
を
つ
く
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
目
標
と
す
る
。 

１
．
改
ま
つ
た
場
合
の
あ
い
さ
つ
や
紹
介
が
で
き
る
。 

２
．
筋
の
と
お
つ
た
興
味
の
あ
る
報
告
が
で
き
る
。 

３
．
原
稿
を
見
な
い
で
も
簡
単
な
形
式
ば
ら
な
い
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４
．
会
議
に
参
加
し
て
、
責
任
が
果
せ
る
。 

５
．
電
話
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
な
ど
が
使
用
で
き
る
。 

６
．
会
話
を
興
味
深
く
じ
ょ
う
ず
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

７
．
劇
や
映
画
の
よ
し
あ
し
が
わ
か
る
。 

８
．
ラ
ジ
オ
の
番
組
か
ら
価
値
の
あ
る
も
の
を
選
ん
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

９
．
必
要
な
新
聞
や
雑
誌
が
読
め
る
。 

 

10

．
現
代
文
学
を
読
ん
で
楽
し
む
。 

 

11

．
や
さ
し
い
文
語
文
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 

12

．
や
さ
し
い
漢
文
体
の
文
章
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 

13

．
読
書
の
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。 

 

14

．
辞
書
や
参
考
書
の
利
用
が
で
き
る
。 

 

15

．
目
的
に
応
じ
て
、
よ
い
本
を
選
び
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

16

．
目
録
や
索
引
の
使
い
方
が
わ
か
り
、
図
書
館
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

17
．
当
用
漢
字
別
表
の
漢
字
の
読
み
書
き
が
完
全
に
で
き
る
。
そ
の
他
の
日
常
必
要
な
当
用

漢
字
が
読
め
る
。 

 

18
．
実
用
的
な
手
紙
や
、
社
交
的
な
手
紙
が
書
け
る
。 

 

19
．
簡
単
な
詩
や
論
文
や
物
語
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

20
．
文
集
や
学
校
新
聞
な
ど
が
作
れ
る
。 

 

21
．
履
歴
書
や
届
書
な
ど
が
書
け
る
。 

 

22
．
硬
筆
や
毛
筆
で
整
つ
た
字
が
書
け
る
。 

 

23
．
口
語
の
き
ま
り
が
わ
か
る
。 

 
 

中
学
校
生
徒
の
主
要
な
言
語
経
験 

１
．
聞
く
こ
と 

 
 

１
．
人
の
話
を
よ
く
聞
く
。 

 
 

２
．
報
告
や
説
明
を
聞
く
。 

 
 

３
．
講
演
を
聞
く
。 

 
 

４
．
ラ
ジ
オ
を
聞
く
。 

 
 

５
．
電
話
を
聞
く
。 

 
 

６
．
劇
を
鑑
賞
す
る
。 

 
 

７
．
映
画
を
鑑
賞
す
る
。 

 
 

８
．
レ
コ
ー
ド
（
た
と
え
ば
詩
の
朗
読
や
物
語
な
ど
）
を
鑑
賞
す
る
。 

２
．
話
す
こ
と 

 
 

１
．
あ
い
さ
つ
や
紹
介
を
す
る
。 

 
 

２
．
会
話
を
す
る
。 

３
．
話
合
い
を
す
る
。 

４
．
会
議
に
参
加
し
て
意
見
を
述
べ
る
。 

５
．
報
告
や
発
表
を
す
る
。 

６
．
劇
を
す
る
。 

７
．
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
使
用
す
る
。 

８
．
詩
を
朗
読
し
た
り
、
物
語
を
話
し
た
り
す
る
。 

３
．
読
む
こ
と 

 
 

１
．
新
聞
を
読
む
。 

習
慣
と
態
度
を
養

い
技
術
と
能
力
を

み
が
く
こ
と 
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２
．
雑
誌
を
読
む
。 

 
 

３
．
研
究
書
を
読
む
。 

 
 

４
．
文
学
作
品
（
た
と
え
ば
小
説
・
物
語
・
伝
記
・
戯
曲
・
詩
歌
な
ど
）
を
読
む
。 

 
 

５
．
掲
示
や
広
告
を
読
む
。 

 
 

６
．
手
紙
を
読
む
。 

 
 

７
．
書
類
を
読
む
。 

 
 

８
．
図
書
館
を
利
用
す
る
。 

 
 

９
．
辞
書
や
参
考
書
を
使
う
。 

４
．
書
く
こ
と 

 

１
．
日
記
や
心
覚
え
を
書
く
。 

 

２
．
創
作
を
す
る
。 

 

３
．
社
交
的
な
手
紙
を
書
く
。 

 

４
．
実
用
的
な
手
紙
を
書
く
。 

 

５
．
掲
示
や
ポ
ス
タ
ー
を
書
く
。 

 

６
．
届
書
や
そ
の
他
の
書
類
を
書
く
。 

 

７
．
文
集
や
学
校
新
聞
を
編
集
す
る
。 

 

８
．
会
話
の
記
録
を
取
る
。 

 

９
．
話
を
き
き
な
が
ら
要
点
を
書
き
取
る
。 

 

10

．
物
語
を
読
ん
で
要
点
を
抜
き
書
き
す
る
。 

Ⅲ 

各
学
年
の
具
体
目
標 

第
一
学
年 

１
．
聞
く
こ
と 

１
．
集
ま
っ
て
話
を
聞
く
場
合
の
礼
儀
や
態
度
に
慣
れ
る
。 

２
．
伝
言
や
用
件
を
確
実
に
聞
き
と
る
。 

３
．
発
表
や
報
告
の
内
容
を
、
も
れ
な
く
聞
き
と
る
。 

４
．
話
す
人
の
気
持
が
ど
こ
に
あ
る
か
聞
き
わ
け
る
。 

５
．
主
眼
点
と
末
節
、
中
心
と
付
加
的
部
分
と
に
注
意
す
る
。 

 

６
．
三
十
分
ぐ
ら
い
続
く
長
い
談
話
や
講
演
で
も
終
り
ま
で
聞
く
。 

 

７
．
楽
し
い
話
合
の
仲
間
入
り
を
す
る
。 

 

８
．
会
議
や
討
論
の
場
の
ふ
ん
い
気
を
見
の
が
さ
な
い
。 

 

９
．
小
さ
な
集
ま
り
な
ど
で
、
相
手
の
話
ぶ
り
を
批
判
す
る
態
度
を
作
る
。 

 

10
．
学
校
放
送
を
聞
い
て
楽
し
む
。 

 

11
．
文
学
作
品
を
す
な
お
な
感
動
を
も
つ
て
聞
く
。 

 

12
．
余
暇
を
利
用
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
映
画
・
文
化
映
画
な
ど
を
見
る
。 

２
．
話
す
こ
と 

 

１
．
話
し
相
手
に
悪
い
感
情
を
与
え
な
い
よ
う
に
絶
え
ず
注
意
す
る
。 

 

２
．
相
手
に
対
す
る
適
確
な
応
答
の
し
か
た
に
慣
れ
る
。 

 

３
．
相
手
を
考
え
て
、
そ
の
場
に
適
切
な
話
題
を
選
ぶ
。 

 

４
．
話
題
を
な
る
べ
く
広
く
求
め
る
よ
う
に
す
る
。 

 

５
．
電
話
や
メ
ガ
ホ
ン
な
ど
を
使
う
場
合
、
な
る
べ
く
要
領
よ
く
話
す
。 

 

６
．
話
の
要
点
を
よ
く
つ
か
ん
で
、
そ
れ
を
は
ず
さ
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 

７
．
放
送
な
ど
の
際
を
利
用
し
て
、
自
分
の
声
に
つ
い
て
反
省
す
る
。 

 

８
．
早
口
や
口
癖
な
ど
の
欠
点
を
直
す
よ
う
に
努
め
る
。 

 

９
．
こ
と
ば
が
一
本
調
子
の
朗
読
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 

10

．
身
ぶ
り
や
声
の
使
い
方
の
変
化
を
く
ふ
う
し
て
み
る
。 

 

11

．
覚
え
た
語
を
で
き
る
だ
け
多
く
使
う
。 

３
．
読
む
こ
と 

 

１
．
掲
示
や
広
告
な
ど
を
読
ん
で
正
し
く
内
容
を
つ
か
む
。 

 

２
．
新
聞
や
雑
誌
な
ど
か
ら
話
題
に
な
る
よ
う
な
部
分
を
読
み
と
る
。 

 

３
．
日
記
や
伝
記
・
記
録
な
ど
を
正
し
く
順
を
追
つ
て
読
む
。 

 

４
．
読
書
案
内
や
序
文
や
注
意
書
の
使
用
に
慣
れ
る
。 

 

５
．
国
語
の
辞
書
や
漢
字
の
辞
書
の
使
用
に
慣
れ
る
。 

 

６
．
受
け
と
つ
た
手
紙
の
正
し
い
扱
い
方
、
読
み
方
に
慣
れ
る
。 

 

７
．
物
語
や
小
説
の
筋
を
つ
か
む
。 

 
８
．
脚
本
や
台
本
を
興
味
深
く
読
む
。 

 
９
．
韻
文
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う
。 

 

10
．
感
想
や
随
筆
な
ど
を
読
む
こ
と
に
興
味
を
持
つ
。 

 

11
．
説
明
的
な
文
の
要
点
を
つ
か
む
。 

 

12
．
や
さ
し
く
現
代
訳
さ
れ
た
古
典
を
読
む
。 

 

13
．
効
果
的
な
文
章
表
現
の
技
術
に
、
注
意
し
て
読
む
。 
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14
．
好
き
な
作
品
の
内
容
を
詳
し
く
読
む
。 

 
15
．
余
暇
を
楽
し
い
読
書
に
も
使
う
よ
う
な
態
度
や
習
慣
を
養
う
。 

 

16
．
学
級
文
庫
な
ど
で
喜
ん
で
読
書
す
る
よ
う
な
習
慣
を
つ
け
る
。 

 

17
．
ロ
ー
マ
字
文
に
慣
れ
る
。 

 

18
．

当
用
漢
字
別
表
の
漢
字
を
、
完
全
に
読
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
外
の
当
用
漢
字
の
読

み
に
慣
れ
る
。 

４
．
書
く
こ
と 

 

１
．
親
類
や
友
人
に
気
が
る
に
手
紙
を
書
く
。 

 

２
．
体
験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
率
直
な
感
想
を
書
く
。 

 

３
．
欠
席
届
や
願
書
類
を
自
分
で
書
く
。 

 

４
．
生
活
日
記
・
学
級
日
記
・
観
察
日
記
な
ど
を
進
ん
で
書
く
習
慣
を
つ
け
る
。 

 

５
．
会
議
な
ど
の
書
記
に
な
つ
て
、
記
録
す
る
こ
と
に
慣
れ
る
。 

 

６
．
報
告
文
な
ど
を
箇
条
書
き
に
す
る
要
領
を
覚
え
る
。 

 

７
．
ポ
ス
タ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
書
き
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
。 

 

８
．
ノ
ー
ト
の
要
領
の
よ
い
使
い
方
に
慣
れ
る
。 

 

９
．
役
に
立
つ
部
分
の
抜
粋
を
作
る
こ
と
に
慣
れ
る
。
伝
言
の
メ
モ
を
し
た
り
す
る
。 

 

10
．
自
分
の
書
い
た
文
章
を
直
す
習
慣
を
つ
け
る
。 

 

11

．
創
作
に
興
味
を
も
つ
。 

 

12

．
適
当
な
語
い
を
使
う
よ
う
に
な
る
。 

 

13

．
個
人
や
グ
ル
ー
プ
や
学
級
の
文
集
を
作
る
。 

 

14

．
当
用
漢
字
別
表
（
字
体
は
当
用
漢
字
体
表
に
よ
る
）
の
漢
字
を
誤
り
な
く
書
く
よ
う 

に
努
め
る
。 

 

15

．
必
要
な
場
合
に
、
ペ
ン
や
毛
筆
を
使
つ
て
書
く
習
慣
を
つ
け
る
。 

第
二
学
年 

１
．
聞
く
こ
と 

 

１
．
未
知
の
人
と
の
応
対
の
場
合
に
不
快
な
感
じ
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
。 

 

２
．
伝
言
な
ど
を
正
確
に
メ
モ
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。 

 

３
．
報
告
や
説
明
な
ど
を
箇
条
的
に
整
理
し
て
聞
く
。 

 

４
．
話
す
人
の
言
つ
て
い
る
筋
を
た
ど
り
な
が
ら
、
内
容
を
考
え
て
聞
く
。 

 

５
．
筋
の
こ
み
い
つ
た
話
を
落
ち
着
い
て
よ
く
聞
く
。 

 

６
．
ま
と
ま
〔
つ
〕
た
講
演
や
講
義
を
よ
く
聞
き
と
る
。 

 

７
．
人
生
や
思
想
な
ど
を
主
題
に
し
た
話
を
聞
い
て
理
解
す
る
。 

 

８
．
話
合
い
の
主
題
の
流
れ
を
見
て
、
話
合
い
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。 

 

９
．
話
の
調
子
・
高
さ
・
速
度
な
ど
に
注
意
す
る
。 

 

10
．
教
養
を
高
め
る
放
送
を
深
い
同
感
を
も
つ
て
聞
く
。 

 

11
．
朗
読
を
鑑
賞
し
な
が
ら
聞
く
。 

 

12
．
劇
や
映
画
の
正
し
い
見
方
が
わ
か
る
。 

２
．
話
す
こ
と 

 

１
．
未
知
の
人
に
も
親
し
み
を
こ
め
た
応
待
を
す
る
。 

 

２
．
相
手
の
関
心
や
興
味
を
考
え
て
、
そ
れ
に
合
う
よ
う
に
話
を
運
ぶ
。 

 

３
．
話
の
進
行
に
適
す
る
発
言
を
す
る
。 

 

４
．
改
ま
つ
た
場
合
で
の
話
ぶ
り
に
慣
れ
、
会
の
進
め
役
に
な
る
。 

 

５
．
声
の
調
子
や
速
度
が
場
面
に
よ
く
合
つ
て
い
る
か
ど
う
か
を
反
省
す
る
。 

 

６
．
正
し
い
根
拠
に
基
く
責
任
あ
る
話
を
す
る
。 

 

７
．
拡
声
器
な
ど
に
よ
つ
て
、
声
の
抑
揚
高
低
な
ど
の
く
ふ
う
を
す
る
。 

 

８
．
相
手
を
ひ
き
つ
け
る
た
め
に
は
ど
ん
な
技
術
が
い
る
か
を
考
え
る
。 

 

９
．
朗
読
や
せ
り
ふ
の
事
を
く
ふ
う
す
る
。 

 

10
．
効
果
的
な
音
声
表
現
に
つ
い
て
研
究
し
理
解
す
る
。 

 

11
．
覚
え
た
語
を
使
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
い
つ
そ
う
語
い
を
豊
か
に
す
る
。 

３
．
読
む
こ
と 

 

１
．
規
約
や
掲
示
文
な
ど
を
批
判
的
に
読
む
力
を
伸
ば
す
。 

 

２
．
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
中
の
重
要
な
記
事
を
拾
つ
て
読
む
習
慣
を
つ
け
る
。 

 

３
．
日
記
や
伝
記
・
記
録
な
ど
に
つ
い
て
、
記
事
の
内
容
を
確
か
め
な
が
ら
読
む
。 

 

４
．
読
書
案
内
や
序
文
や
注
意
書
・
目
次
・
索
引
な
ど
を
利
用
す
る
。 

 
５
．
各
種
の
辞
書
や
参
考
書
の
使
い
わ
け
が
で
き
る
。 

 
６
．
社
交
的
な
手
紙
を
読
み
、
相
手
の
心
持
を
つ
か
む
。 

 

７
．
物
語
や
小
説
の
背
景
な
ど
に
注
意
し
て
読
む
。 

 

８
．
脚
本
・
台
本
・
シ
ナ
リ
オ
の
読
み
に
慣
れ
る
。 

 

９
．
韻
文
の
鑑
賞
に
慣
れ
る
。 

 

10
．
感
想
や
随
筆
を
読
ん
で
内
容
に
つ
い
て
考
え
る
。 
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11
．
説
明
的
な
文
を
詳
し
く
読
む
。 

 
12
．
注
釈
を
利
用
し
た
り
し
て
や
さ
し
い
古
典
の
物
語
を
読
む
。 

 

13
．
文
章
の
構
成
や
修
辞
に
注
意
し
て
読
む
。 

 

14
．
文
学
作
品
の
内
容
を
深
く
味
わ
つ
て
読
む
。 

 

15
．
楽
し
み
の
た
め
の
読
書
の
能
力
を
伸
ば
す
。 

 

16
．
図
書
館
な
ど
で
良
書
を
選
択
し
て
読
む
。 

 

17
．
ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
た
書
物
を
自
由
に
利
用
す
る
。 

 

18
．
当
用
漢
字
別
表
以
外
の
主
要
な
当
用
漢
字
が
読
め
る
。 

４
．
書
く
る
〔
マ
マ
〕
こ
と 

 

１
．
社
交
的
な
各
種
の
手
紙
に
慣
れ
る
。 

 

２
．
意
見
や
感
想
を
要
領
よ
く
表
わ
す
能
力
を
つ
け
る
。 

 

３
．
カ
ー
ド
や
書
類
な
ど
に
、
正
し
く
書
き
入
れ
る
習
慣
を
つ
け
る
。 

 

４
．
各
種
の
図
表
の
作
成
に
慣
れ
る
。 

 

５
．
詳
し
い
記
録
で
も
、
要
点
の
抜
き
書
き
で
も
必
要
に
応
じ
て
す
る
。 

 

６
．
掲
示
や
告
示
文
の
書
き
方
に
慣
れ
る
。 

 

７
．
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
効
果
的
な
書
き
方
を
く
ふ
う
す
る
。 

 

８
．
ノ
ー
ト
の
速
書
き
が
で
き
る
。 

 

９
．
メ
モ
を
正
確
に
速
く
と
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

10
．
文
法
的
な
正
し
さ
に
注
意
し
て
、
校
正
、
訂
正
、
加
筆
な
ど
を
す
る
。 

 

11
．
余
暇
を
利
用
し
て
創
作
を
す
る
。 

 

12
．
自
分
の
使
つ
た
語
い
に
つ
い
て
反
省
す
る
。 

 

13
．
学
級
新
聞
を
編
集
す
る
。 

 

14
．
当
用
漢
字
別
表
の
漢
字
を
適
切
に
使
う
習
慣
を
つ
け
る
。 

 

15
．
ペ
ン
に
使
い
慣
れ
る
。
必
要
な
場
合
に
毛
筆
で
書
く
。 

第
三
学
年 

１
．
聞
く
こ
と 

 

１
．
あ
い
さ
つ
、
紹
介
な
ど
に
、
相
手
の
心
を
そ
ら
さ
な
い
、
好
ま
し
い
聞
き
ぶ
り
を
身

に
つ
け
る
。 

 
 

２
．
こ
み
い
つ
た
実
務
上
の
用
事
な
ど
を
ま
ち
が
い
な
く
聞
き
と
る
。 

 
 

３
．
相
手
が
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
か
を
自
分
自
身
の
立
場
を
は
つ
き
り
さ
せ
な
が
ら

聞
く
。 

４
．
話
す
人
の
議
論
の
根
拠
を
吟
味
し
な
が
ら
聞
く
。 

５
．
要
点
を
す
ば
や
く
つ
か
み
、
そ
れ
に
合
せ
て
こ
と
ば
を
聞
き
と
つ
て
い
く
。 

６
．
演
説
な
ど
を
聞
い
て
理
解
す
る
。 

７
．
む
ず
か
し
い
話
題
に
進
ん
で
参
加
し
よ
う
と
す
る
。 

８
．
会
議
や
討
論
の
目
的
に
そ
れ
な
い
よ
う
に
話
の
進
行
を
調
節
す
る
。 

９
．
あ
い
ま
い
な
言
い
方
や
主
旨
に
あ
わ
な
い
こ
と
ば
を
指
摘
す
る
。 

 

10
．
放
送
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
選
び
方
・
作
り
方
を
考
え
る
。 

 

11
．
朗
読
の
し
か
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
即
し
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
。 

 

12
．
映
画
や
劇
の
よ
し
あ
し
に
つ
い
て
意
見
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。 

２
．
話
す
こ
と 

 
 

１
．
社
会
的
な
各
種
の
場
面
の
発
言
に
慣
れ
る
。 

 
 

２
．
自
分
の
感
情
に
支
配
さ
れ
な
い
で
冷
静
に
話
を
運
ぶ
。 

 
 

３
．
聞
く
人
に
応
じ
て
話
し
ぶ
り
を
変
え
る
。 

 
 

４
．
自
分
が
責
任
者
と
な
つ
て
会
を
進
め
る
。 

 
 

５
．
一
定
時
間
に
一
定
の
内
容
を
過
不
足
な
く
話
す
よ
う
に
く
ふ
う
す
る
。 

 
 

６
．
論
理
的
な
内
容
を
ど
う
進
め
る
か
く
ふ
う
す
る
。 

 
 

７
．
効
果
的
な
表
現
に
必
要
な
補
助
的
手
段
を
使
う
。 

 
 

８
．
公
の
場
合
に
も
型
に
は
ま
ら
ぬ
よ
う
な
表
現
を
く
ふ
う
す
る
。 

 
 

９
．
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
す
。 

 
 

10
．
身
ぶ
り
や
表
情
と
声
の
一
致
し
た
自
然
な
話
ぶ
り
を
身
に
つ
け
る
。 

 
 

11
．
正
し
い
語
を
選
び
不
適
切
な
も
の
を
避
け
る
。 

３
．
読
む
こ
と 

 
 

１
．
広
告
や
規
約
な
ど
の
内
容
を
読
ん
で
批
評
す
る
。 

 
 

２
．
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
効
果
的
な
活
用
の
し
か
た
を
知
る
。
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど

の
記
事
に
関
心
を
持
つ
。 

 
 

３
．
日
記
や
伝
記
・
記
録
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
時
代
や
生
活
を
考
え
る
。 

 
 

４
．
読
書
案
内
・
韻
文
・
目
次
・
索
引
・
図
表
な
ど
自
由
に
活
用
す
る
。 

 
 

５
．
各
種
の
辞
書
や
参
考
書
を
使
い
こ
な
す
。 
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６
．
実
用
的
な
手
紙
や
届
書
そ
の
他
書
式
を
理
解
し
、
用
件
を
正
し
く
つ
か
む
。 

 
 

７
．
物
語
や
小
説
に
作
者
の
考
え
方
が
ど
う
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
読
む
。 

 
 

８
．
脚
本
・
台
本
・
シ
ナ
リ
オ
な
ど
の
演
出
に
つ
い
て
研
究
す
る
。 

 
 

９
．
日
本
の
代
表
的
な
韻
文
を
鑑
賞
す
る
。 

 
 

10
．
感
想
や
随
筆
を
読
ん
で
研
究
す
る
。 

 
 

11
．
研
究
や
論
文
な
ど
の
読
み
に
慣
れ
る
。 

 
 

12
．
内
外
の
古
典
に
関
心
を
持
つ
。 

 
 

13
．
文
法
的
な
構
成
、
日
本
語
の
特
性
な
ど
に
注
意
し
て
読
む
。 

 
 

14
．
現
代
文
学
の
お
も
な
も
の
を
選
ん
で
鑑
賞
す
る
。 

 
 

15
．
生
活
を
豊
か
に
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
読
書
の
態
度
を
身
に
つ
け
る
。 

 
 

16
．
図
書
館
な
ど
で
の
読
書
や
書
物
選
択
の
態
度
・
習
慣
を
身
に
つ
け
る
。 

 
 

17
．
ロ
ー
マ
字
を
自
由
に
読
む
こ
と
に
よ
つ
て
国
語
の
文
法
や
音
韻
に
関
す
る
知
識
を
増

す
。 

 
 

18
．
当
用
漢
字
の
大
部
分
が
読
め
る
。 

４
．
書
く
こ
と 

 
 

１
．
注
文
・
催
促
・
問
合
せ
な
ど
実
用
的
な
手
紙
の
書
き
方
を
身
に
つ
け
る
。 

 
 

２
．
発
表
に
は
資
料
を
じ
う
ぶ
ん
に
生
か
し
て
責
任
あ
る
文
を
書
く
よ
う
に
す
る
。 

 
 

３
．
履
歴
書
・
届
書
・
証
書
な
ど
諸
形
式
に
慣
れ
る
。
い
ろ
い
ろ
の
場
合
の
く
ふ
う
が
で

き
る
。 

 

４
．
記
録
の
作
製
に
慣
れ
る
。 

 

５
．
各
種
の
議
題
や
協
議
題
の
起
案
に
慣
れ
る
。 

 

６
．
宣
伝
文
や
広
告
文
な
ど
の
書
き
方
を
理
解
す
る
。 

 

７
．
紙
の
使
用
、
用
具
の
利
用
、
字
配
り
な
ど
効
果
的
な
表
わ
し
方
を
く
ふ
う
す
る
。 

 

８
．
縦
書
き
・
横
書
き
・
ロ
ー
マ
字
書
き
な
ど
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
す
る
。 

 

９
．
メ
モ
な
ど
を
も
と
に
し
て
普
通
の
文
章
を
組
み
立
て
る
。 

 
 

10
．
表
記
法
を
理
解
し
活
用
す
る
。 

 
 

11
．
い
ろ
い
ろ
な
創
作
活
動
で
楽
し
む
よ
う
な
習
慣
を
つ
け
る
。 

 
 

12
．
語
い
を
豊
か
に
使
い
こ
な
し
て
、
個
性
味
の
あ
ふ
れ
た
文
を
書
く
よ
う
に
す
る
。 

 
 

13
．
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
編
集
に
つ
い
て
、
ひ
と
と
お
り
の
理
解
を
持
つ
。 

 
 

14
．
当
用
漢
字
別
表
の
漢
字
を
使
い
こ
な
す
。 

 
 

15
．
毛
筆
・
鉄
筆
・
ペ
ン
な
ど
で
実
用
に
即
し
て
効
果
的
に
文
字
を
書
く
。 

 

【
社 

 

会 
 

科
】 

Ⅰ 

社
会
科
の
一
般
目
標 

理 

解 

 

⑴ 

民
主
々
義
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
幸
福
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
て
い
る
か
の
理
解
。 

 

⑵ 

民
主
々
義
を
現
代
の
わ
が
国
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
活
動
に
具
体
化
す
る
こ
と

が
、
ど
ん
な
に
重
要
で
あ
る
か
の
理
解
。 

 

⑶ 

現
代
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
問
題
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
も
つ
て
今
日
に

及
ん
で
い
る
か
の
理
解
。 

 

⑷ 

わ
れ
わ
れ
の
社
会
生
活
が
、
自
然
環
境
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
て
営
ま
れ
て
い
る

か
の
理
解
。 

 

⑸ 

各
地
の
文
化
、
た
と
え
ば
言
語
・
宗
教
・
芸
術
・
風
習
・
衣
食
住
の
様
式
な
ど
に
は
い

ろ
い
ろ
の
違
い
が
あ
る
が
、
そ
の
底
に
は
、
共
通
は
人
間
性
が
横
た
わ
つ
て
い
る
こ
と
の

理
解
。 

 

⑹ 

各
地
の
人
々
の
相
互
依
存
関
係
が
ど
ん
な
に
重
要
で
あ
る
か
の
理
解
。 

 

⑺ 

政
治
が
わ
れ
わ
れ
の
生
活
と
直
接
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
公
明

な
選
挙
が
わ
れ
わ
れ
の
社
会
を
よ
く
し
て
い
く
要
件
で
あ
る
こ
と
の
理
解
。 

 

⑻ 

日
本
の
窓
と
し
て
の
本
県
の
国
際
的
位
置
・
歴
史
・
自
然
お
よ
び
こ
れ
ら
に
結
び
つ
い

て
発
達
し
た
自
然
産
業
・
工
業
・
貿
易
・
観
光
な
ど
の
大
要
に
つ
い
て
の
理
解
。 

 

⑼ 

本
県
が
解
決
す
べ
き
社
会
課
題
は
極
め
て
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
の
理
解
。 

態 

度 

 

⑴ 

人
種
・
国
籍
・
信
条
・
性
別
・
社
会
的
身
分
な
ど
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
他
人
の
権

利
や
業
績
を
尊
敬
す
る
態
度
。 

 
⑵ 

社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
己
の
責
任
を
自
覚
し
、
義
務
を
果
す
と
と
も
に
、
身
分
の
権

利
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
す
る
態
度
。 

 

⑶ 

自
分
と
反
対
の
見
解
や
、
他
人
の
意
見
に
対
し
て
広
い
心
を
も
つ
て
接
す
る
態
度
。 

 

⑷ 

人
々
と
協
力
し
て
社
会
生
活
上
の
種
々
の
問
題
解
決
に
、
み
づ
か
ら
進
ん
で
参
加
す
る

態
度
。 

 

⑸ 

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
真
理
の
追
求
と
正
義
の
実
現
に
努
力
す
る
態
度
。 
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⑹ 

外
国
の
文
化
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
文
化
を
い
つ
そ
う
発
展
さ
せ
よ
う
と

す
る
態
度
。 

 

⑺ 
国
際
的
教
養
と
ゆ
た
か
な
情
操
を
持
ち
、
平
和
な
生
活
を
愛
好
す
る
態
度
。 

 

⑻ 

生
活
を
計
画
的
に
営
み
資
源
や
公
共
物
を
愛
護
活
用
し
日
常
行
動
に
お
い
て
礼
儀
正
し

く
す
る
態
度
。 

 

⑼ 

問
題
を
科
学
的
継
続
的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
ね
ば
り
強
い
県
民
性
の
育
成
。 

能
力
・
技
能 

 

⑴ 

資
料
を
科
学
的
に
処
理
し
正
し
い
結
論
を
得
る
能
力
と
技
能
。 

 

⑵ 

書
籍
・
雑
誌
・
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
な
ど
か
ら
、
あ
る
い
は
観
察
・
調
査
・
面
接
な
ど
に
よ

つ
て
、
適
切
な
資
料
を
見
い
だ
す
能
力
・
技
能
。 

 

⑶ 

地
図
・
年
表
・
歴
史
地
図
・
グ
ラ
フ
・
絵
画
な
ど
を
解
釈
し
た
り
、
作
つ
た
り
す
る
能

力
と
技
術
。 

 

⑷ 

新
聞
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
報
道
機
関
を
用
い
て
社
会
生
活
上
の
問
題
を
正
し
く
と
ら
え
、

そ
れ
を
解
決
し
て
い
く
能
力
と
技
術
。 

 

⑸ 

社
会
生
活
上
の
種
々
の
問
題
を
見
い
だ
し
、
社
会
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
計
画
を
立
て

る
能
力
。 

 

⑹ 

人
々
と
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
は
つ
き
り
発
表
す

る
能
力
。 

 

⑺ 

恵
ま
れ
な
い
今
日
の
社
会
条
件
に
対
処
す
る
た
く
ま
し
い
実
践
的
意
慾
と
技
能
。 

Ⅱ 

各
学
年
の
目
標 

一
年
（
わ
れ
わ
れ
の
生
活
図
） 

 

一
年
で
は
わ
れ
わ
れ
の
衣
食
住
の
生
活
が
自
然
環
境
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
き
ま
た
ど
の
よ

う
に
克
服
さ
れ
て
営
ま
れ
て
い
る
か
を
郷
土
・
国
土
・
世
界
と
い
う
地
理
的
視
野
に
お
い
て

理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
と
く
に
各
種
の
地
図
を
用
い
て
問
題
を
解
決
す

る
能
力
や
技
能
を
養
う
こ
と
を
め
あ
て
と
し
て
い
る
。 

理
解 

 
 

⑴ 

新
し
い
学
校
お
よ
び
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る
民
主
的
生
活
の
意
義
の
理
解
。 

 
 

⑵ 

わ
が
国
諸
地
域
の
人
々
の
生
活
が
複
雑
な
国
土
の
自
然
環
境
に
結
び
つ
い
て
営
ま
れ

て
い
る
こ
と
の
理
解
。 

 
 

⑶ 

わ
が
国
お
よ
び
外
国
と
の
関
連
に
お
け
る
本
県
の
地
理
的
特
色
の
理
解
。 

 
 

⑷ 

世
界
の
諸
地
域
に
お
け
る
自
然
と
衣
食
住
の
様
式
に
は
相
違
点
や
共
通
点
が
あ
る
こ

と
の
理
解
。 

 
 

⑸ 

交
通
、
通
信
機
関
の
発
達
は
世
界
を
著
し
く
縮
少
し
、
世
界
の
人
々
の
相
互
依
存
関

係
を
ま
す
ま
す
深
め
て
き
た
こ
と
の
理
解
。 

態
度 

 
 

⑴ 

家
庭
や
学
校
お
よ
び
地
域
社
会
の
生
活
改
善
に
協
力
す
る
態
度
。 

 
 

⑵ 

社
会
生
活
に
必
要
は
〔
な
〕
道
徳
や
礼
儀
を
重
ん
ず
る
態
度
。 

 
 

⑶ 

地
方
や
外
国
の
人
々
の
生
活
を
理
解
し
て
郷
土
や
国
土
を
正
し
く
愛
す
る
態
度
。 

 
 

⑷ 

世
界
市
民
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
平
和
愛
好
心
の
涵
養
。 

技
能 

 
 

⑴ 

神
奈
川
県
・
日
本
お
よ
び
世
界
に
関
す
る
各
種
の
地
図
を
読
ん
だ
り
描
い
た
り
利
用

し
た
り
す
る
技
能
。 

 
 

⑵ 

歴
史
年
表
を
用
い
日
本
・
西
洋
・
東
洋
の
歴
史
時
代
を
対
比
し
て
学
習
す
る
技
能
。 

 
 

⑶ 

い
ろ
い
ろ
の
学
習
方
法
を
用
い
能
率
的
に
研
究
を
進
め
る
技
能
。 

二
年
（
近
代
産
業
時
代
の
生
活
） 

 

二
年
で
は
一
年
の
地
理
的
基
礎
学
習
の
上
に
産
業
革
命
を
中
心
と
し
た
近
代
生
活
を
展
開
し

て
、
そ
の
歴
史
的
発
展
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
と
く
に
歴
史
年
表
を

用
い
て
問
題
を
解
決
す
る
能
力
や
技
能
を
養
う
こ
と
を
め
あ
て
と
し
て
い
る
。 

理
解 

 
 

⑴ 

わ
が
国
や
外
国
の
都
市
や
村
の
歴
史
的
発
達
と
、
そ
の
近
代
化
に
と
も
な
つ
て
起
つ

た
諸
問
題
の
理
解
。 

 
 

⑵ 

自
分
の
住
ん
で
い
る
都
市
や
村
の
役
割
お
よ
び
そ
の
地
理
や
歴
史
の
概
略
に
つ
い
て

の
理
解
。 

 
 

⑶ 

近
代
工
業
の
発
達
と
そ
の
背
景
を
な
し
て
い
る
産
業
革
命
お
よ
び
そ
の
影
に
つ
い
て

の
理
解
。 

 
 

⑷ 
天
然
資
源
の
分
布
や
利
用
お
よ
び
開
発
に
つ
い
て
の
理
解
と
天
然
資
源
が
社
会
進
展

の
上
に
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
理
解
。 

 
 

⑸ 

社
会
生
活
の
進
歩
に
と
も
な
い
職
業
の
性
格
が
変
り
、
種
類
も
増
加
し
、
新
し
い
い

ろ
い
ろ
な
問
題
も
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
の
理
解
。 

 
 

⑹ 

本
県
の
発
展
上
工
業
生
産
の
向
上
と
貿
易
の
発
達
お
よ
び
観
光
事
業
の
振
興
が
い
か



第４章 中学校 

- 312 - 

に
大
切
で
あ
る
か
の
理
解
。 

態
度 

 
 

⑴ 
社
会
生
活
上
の
切
実
は
〔
な
〕
問
題
を
と
ら
え
て
、
そ
れ
を
歴
史
的
に
考
察
し
て
解
決

し
よ
う
と
す
る
態
度
。 

 

⑵ 

日
常
生
活
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
愛
護
す
る
態
度
と
習
慣
。 

 
 

⑶ 

職
業
生
活
の
意
義
を
正
し
く
理
解
し
勤
労
を
尊
重
し
労
働
生
活
の
改
善
に
協
力
し
よ

う
と
す
る
態
度
。 

技
能 

 
 

⑴ 

統
計
・
図
表
・
地
図
そ
の
他
の
資
料
を
用
い
て
問
題
を
解
決
す
る
技
能
。 

 
 

⑵ 

歴
史
年
表
や
歴
史
地
図
を
活
用
す
る
習
慣
と
技
能
。 

 
 

⑶ 

地
域
社
会
に
あ
る
公
共
施
設
を
利
用
し
た
り
社
会
の
人
々
と
面
接
し
た
り
し
て
資
料

を
集
め
る
技
能
。 

三
年
（
民
主
的
生
活
の
発
展
） 

 

三
年
で
は
民
主
々
義
の
根
本
で
あ
る
人
間
尊
重
に
関
す
る
理
解
を
深
め
こ
の
理
解
を
基
に
し

て
政
治
・
経
済
・
文
化
・
国
際
社
会
な
ど
の
民
主
化
に
協
力
す
る
態
度
や
技
能
を
養
お
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
と
く
に
新
聞
や
ラ
ヂ
オ
な
ど
の
報
道
機
関
を
用
い
て
問
題
や
解
決

方
法
を
発
見
す
る
能
力
や
技
能
を
養
う
こ
と
を
め
あ
て
と
し
て
い
る
。 

理
解 

 
 

⑴ 

世
界
の
民
主
主
義
の
発
展
と
民
主
主
義
の
諸
原
則
に
つ
い
て
の
理
解
。 

 
 

⑵ 

わ
が
国
の
政
治
の
機
構
や
機
能
お
よ
び
そ
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
。 

 
 

⑶ 

社
会
生
活
向
上
の
た
め
に
選
挙
が
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
深

い
理
解
。 

 
 

⑷ 

生
産
・
流
通
消
費
に
関
係
し
た
経
済
上
の
知
識
と
現
代
の
経
済
生
活
上
の
諸
問
題
に

つ
い
て
の
理
解
。 

 
 

⑸ 

文
化
は
時
代
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
文
化
が
わ
れ
わ
れ

の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
豊
に
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
理
解
。 

 
 

⑹ 

世
界
の
平
和
を
築
く
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
歴
史
的
理
解
。 

態
度 

 
 

⑴ 

自
分
の
属
し
て
い
る
身
近
な
社
会
の
民
主
化
を
進
め
る
態
度
・
習
慣
。 

 
 

⑵ 

政
治
に
関
心
を
持
ち
正
し
い
選
挙
を
お
こ
な
お
う
と
す
る
態
度
。 

 
 

⑶ 

日
常
の
経
済
生
活
を
計
画
的
に
営
も
う
と
す
る
態
度
と
習
慣
。 

 
 

⑷ 

す
ぐ
れ
た
文
化
遺
産
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
新
し
い
文
化
の
創
造
に
協
力
す
る
態
度
。 

 
 

⑸ 

身
近
は
〔
な
〕
問
題
を
平
和
的
に
解
決
し
た
り
、
生
徒
と
し
て
で
き
る
国
際
平
和
の
し

ご
と
に
協
力
し
た
り
す
る
態
度
。 

技
能 

 
 

⑴ 

常
に
新
聞
を
用
い
て
社
会
や
政
治
に
関
す
る
資
料
を
得
る
技
能
。 

 
 

⑵ 

会
議
を
民
主
的
に
ま
た
能
率
的
に
進
め
る
技
能
と
習
慣
。 

  
 

注 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
『
中
学
校
教
育
課
程
―
試
案
―
』（
一
九
五
三
年
四
月
）。
数
学
科
、
理

科
、
音
楽
科
、
図
画
工
作
科
、
保
健
体
育
科
、
職
業
・
家
庭
科
、
英
語
科
は
省
略
し
た
。 
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四 

中
学
校
卒
業
予
定
者
の
進
学
希
望
調
査 

 

            
 

神
奈
川
工 

城
東
商 

吉
田
島
農
高 

城
東
工 

↑
普 

↓
実
業 

大
磯
高 

大
秦
野
高 

農
林
高
（
普
） 

山
北
高 

城
東
高 

城
内
高 

小
田
原
高 

 

高
等
学
校
名 神

奈
川
県
中
学
校
卒
業
予
定
者
の
進
学
希
望
調
査
（
昭
和
28

年
11

月
1

日
現
在
） 

470 352 74 99   42 ・ 66 99 34 ‐ 424 男 

学
区
内
公
立
中
よ
り 

普
通
課
程
高
校
へ
の
進
学
希
望
者
数 

3 33   ・   110 126 3 133 195 542 6 女 

473 385 74 99   152 126 69 232 229 542 430 計 

7 1       1   1 1 2 ・ 22 男 

学
区
外
公
立
中
よ
り 

 

・ ・       6 6 ・ ・ 1 30 ・ 女 

7 1       7 6 1 1 3 30 22 計 

                      14 男 

私
立
中
よ
り 

 
 

            1       9 2 女 

            1       9 16 計 

477 353 74 99   43   67 100 36   460 男 

公
私
立
合
計 

3 33 ・ ・   116 133 3 133 196 581 8 女 

480 386 74 99   159 133 70 233 232 581 468 計 

250 250 100 40   150 100 100 200 150 400 350 

 

昭
和
廿
八
年 

度
の
募
集 

定
員
Ｂ 

1.9 1.5 0.7 2.5   1.1 1.3 0.7 1.2 1.5 1.5 1.3 

 

公
立
学
校 

進
学
希
望 

比
率
Ａ
／
Ｂ 

415 443 105 98   177 125 123 251 226 570 442 

 

昭
和
28

年 

進
学
希
望 

（
28.

４.

15

調
） 
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三
崎
水
産 

横
浜
商
校 

商
工
の
商 

平
塚
農
高 

平
塚
工 

商
工
の
工 

26 399 115 140 241 214 

・ 237 49 2 ・ ・ 

26 636 164 142 241 214 

 15 5 1 7 10 

 2 1 ・ ・ ・ 

 17 6 1 7 10 

           

           

           

26 414 120 141 248 224 

 239 50 2 ・ ・ 

26 653 170 143 248 224 

80 350 100 150 100 200 

0.3 1.9 1.7 1.0 2.5 1.1 

～ 491 197 204 149 285 

 
 

注 

山
北
町
教
育
委
員
会
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
起 

教
育
委
員
会
関
係
綴 

中
戸
川
嘉
賢
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
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五 

「
学
区
制
問
題
に
対
す
る
実
態
」 

学
区
制
問
題
に
対
す
る
実
態 

七
月
二
十
七
日 

各
支
部
代
表 

同
研
究
者 

問
題
点 

 

１
．
小
―
中
の
際
の
も
ぐ
り
入
学 

 
 
 

特
に
多
い
学
校
は 

Ｎ
中 

Ｓ
中 

Ｄ
中 

で
あ
る 

こ
こ
は
他
市
、
他
教
委
よ
り
通

学
し
て
い
る 

Ｎ
中
は
ひ
ど
い
時
は
三
八
％
戸
籍
移
動
し
て
い
る 

某
市
よ
り
も
相
当
入
つ
て
い
る 

Ｓ
中
に
お
い
て
は
今
ま
で
は
一
八
％
は
区
外
で
あ
つ
た
が
昭
和
二
十
九
年
度
は
区
外
よ

り
は
と
ら
な
い
方
針
を
た
て
強
行
に
実
施
し
た
結
果
は
同
教
委
の
強
硬
な
実
施
と
も
相

ま
ち
父
兄
側
で
断
念
さ
れ
た 

し
か
し
若
干
は
入
つ
て
い
る
も
よ
う
で
あ
る 

 

Ｄ
中
に
も
相
当
入
学
し
て
い
る 

し
か
し
手
続
上
は
養
子
縁
組 

一
家
寄
留
を
し
て
く

る
の
で
許
可
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る 
又
Ｔ
中
の
場
合
に
も
Ｔ
高
に
行
く
た
め

区
外
よ
り
入
る
者
が
居
る 

し
か
し
本
年
は
現
に
居
住
し
な
け
れ
ば
認
め
な
い
方
針
で

強
行
し
て
い
る 

 

２
．
小
に
入
学
す
る
時 

小
―
中
の
場
合
の
学
区
制
と
は 

法
律
に
定
め
る
も
の
は
な
い 

法
律
で
は
き
め
ら
れ
な
い 
し
た
が
つ
て
居
住
地
外
の

小
学
校
或
は
中
学
校
に
行
く
事
は
出
来
る
わ
け
で
あ
る 

こ
の
場
合
同
一
教
委
内 

他

教
委
の
場
合
と
あ
る
が 

受
け
い
れ
る
側
の
教
委
が
拒
否
す
れ
ば
よ
い
が 

宜
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
か
り
に
訟
訴
〔
訴
訟
〕
と
な
つ
て
も
父
兄
側
に
有
利
で
あ
る 

し

た
が
つ
て
申
入
れ
を
受
け
た
教
委
で
は
其
の
理
由
と
な
つ
て
い
る
内
容
を
十
分
検
討
し

妥
当
性
に
つ
い
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
此
の
際
其
の
人
の
属
す
る
教
委

に
連
絡
協
議
す
る
わ
け
で
あ
る 

即
ち
小
学
校
に
入
学
す
る
場
合 

小
―
中
の
場
合
に
法
律
的
根
拠
は
な
い
が
慣
例
に
よ

る
事
に
な
る
わ
け
で
あ
る 

其
の
人
の
居
住
す
る
学
校
に
通
う
の
が
当
然
の
事
で
あ
る

の
で
法
規
に
な
い
と
い
つ
て
も 

い
つ
で
も
要
求
が
容
れ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
（
地

理
上 

交
通
上
等
々
の
場
合
が
多
い
と
思
う
が
）
妥
当
性
の
あ
る
理
由
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い 

３
．
他
学
区
通
学
者
と
市
町
村
当
局 

 
 
 

養
子
縁
組
、
一
家
寄
留
の
形
で
あ
る
な
ら
ば
一
応
当
然
と
考
え
ら
れ
る
が 

事
実
上
他

学
区
よ
り
通
学
し
て
い
る
も
の
は
住
民
税
は
納
め
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る 

そ
こ
で
市

町
村
当
局
で
は
税
金
に
当
る
金
額
に
つ
き
寄
附
を
さ
せ
て
い
る
ら
し
い
（
学
校
で
は
学

生
定
期
は
発
行
し
て
な
い
普
通
定
期
の
は
づ
） 

４
．
小
―
中
の
場
合 

組
合
内
部 

 

小
学
校
教
師
の
中
で 

他
学
区
の
学
校
を
選
定
す
る
場
合 

又
私
立
中
学
入
学
の
た 

め
何
等
か
の
形
で
準
備
教
育
を
行
つ
て
い
る
学
校
が
あ
る
も
よ
う 

５
．
中
―
高
の
際
の
学
校
差
の
問
題 

 
 
 

学
区
制
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
学
校
差
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い 

 
 
 

学
校
差
と
は
施
設
教
具
備
品
等
の
差
を
な
く
す
と
い
う
点
と
共
に
人
事
面
（
特
に
一
方

の
性
に
か
た
よ
ら
な
い
）
男
女
共
学
を
も
不
可
能
に
し
て
い
る
原
因
に
も
な
つ
て
い
る 

小
田
原
に
お
い
て
市
内
三
校
中
に
男
子
は
小
田
原
高
の
み 

横
須
賀
に
お
い
て
五
校
中

男
子
は
横
須
賀
高
の
み 

大
津
高
で
は
男
子
は
拒
否
し
な
い
し
か
し
受
け
い
れ
る
体
制

を
つ
く
ろ
う
と
は
し
な
い 

 
 
 

こ
の
点
は
父
兄
啓
蒙
に
は
大
き
な
障
碍
と
な
つ
て
い
る 

 

６
．
中
―
高
の
も
ぐ
り
入
学 

 
 
 

殆
ん
ど
の
高
校
入
学
者
中
に
は
他
学
区
よ
り
入
学
し
て
い
る 

所
謂
有
名
校
に
は
は
げ

し
い 

中
学
校
長
が
志
願
先
高
校
に
居
住
照
明
を
提
出
す
る
の
で
あ
る
が 

こ
の
際
一

家
寄
留
養
子
縁
組
居
住
証
明
書
等
を
も
つ
て
こ
ら
れ
る
の
で
許
可
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
も
あ
る 

あ
る
地
区
に
お
い
て
実
情
調
査
を
し
た
所
〇
〇
町
〇
丁
目
一
番
地
と
あ
り 

〇
丁
目
は
な
く
し
か
も
一
番
地
は
交
番
で
あ
つ
た
こ
と
が
あ
る 

又
定
時
制
よ
り
昼
間
に
編
入
或
は
実
業
コ
ー
ス
に
入
り
後
普
通
コ
ー
ス
に
編
入
す
る
場

合
の
事
実
す
ら
あ
る 

 

中
郡
二
宮
国
府
地
区
の
Ａ
ク
ラ
ス
は
小
田
原
へ 

茅
〔
ヶ
〕
崎
は
江
南
或
は
湘
南
へ
の

傾
向
あ
り 

し
た
が
つ
て
茅
〔
ヶ
〕
崎
高
は
Ｂ
、
Ｃ
ク
ラ
ス
の
生
徒
の
み
と
な
る
傾
向

を
も
つ
て
い
る 

 

７
．
現
在
の
学
区
に
も
地
理
上
無
理
な
点
も
あ
る 

 
 
 

小
田
原
高
へ
熱
海
よ
り
通
つ
て
い
る
も
の
（
湯
〔
河
〕
原
よ
り
三
島
に
行
つ
て
い
る
も

の
も
あ
る
） 

津
久
井
地
区
に
お
い
て
は
大
部
分
東
京
に
い
つ
て
い
る
（
富
裕
な
家
庭
の
子
が
多
い
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が
） 

 
８
．
高
校
側
教
師
の
学
区
制
の
精
神
の
分
つ
て
い
な
い
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か 

 
 
 

例 

本
校
は
大
学
に
行
く
も
の
だ
け
の
筈
で
あ
る 

（
男
子
高
校
）（
同
一
市
内
の
女

子
高
）
入
学
式
に
テ
ニ
ス
を
や
り
な
さ
い 

学
校
へ
き
た
ら
好
き
な
事
を
や
り
な
さ
い 

高
よ
り
大
へ
の
入
学
率
を
の
み
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か 

方
針
が
全
く
異
〔
な
〕

つ
て
い
る 
極
論
す
る
な
ら
ば
完
全
に
予
備
校
化
し
て
い
る
高
校
が
あ
る 

 
 
 

父
兄
の
人
た
ち
の
学
校
差
の
考
〔
え
〕
方
の
中
に
は
大
学
入
学
率
の
高
い
所
と
い
う
点

が
大
き
く
左
右
し
て
い
る 

特
に
有
名
校
に
あ
こ
が
れ
る
の
は 

 

以
上
の
問
題
点
を
要
約
す
る
と 

 

学
区
制
の
問
題
の
中
に
は 

 

１
．
幼
―
小
―
中
―
高
―
大
何
れ
に
も
問
題
が
あ
る
。 

 

２
．
父
兄
の
考
〔
え
〕
方
に
は
新
学
区
制
の
精
神
や 

新
し
い
教
育
へ
の
理
解
に
つ
い
て
は

大
に
啓
蒙
を
要
す
る
点
が
あ
り
、
特
に
学
校
差
と
い
つ
て
も
施
設
の
面
ば
か
り
で
は
な

く
大
学
入
学
率
の
高
い
所
と
い
う
考
〔
え
〕
方
が
存
在
し
て
い
る
。 

 

３
．
市
町
村
当
局
に
お
い
て
学
区
制
を
堅
持
す
る
た
め
に
ま
だ
ま
だ
大
に
趣
旨
徹
底
を
は
か

り
学
区
制
破
壊
せ
し
め
な
い
よ
う
話
し
合
〔
い
〕
を
も
つ
べ
き
問
題
が
あ
る
。 

 

４
．
教
育
委
員
会
に
お
い
て
も
権
威
あ
る
態
度
と
主
体
的
態
度
堅
持
の
た
め
に
は
ま
だ
ま
だ

問
題
が
あ
る
。 

５
．
組
合
員
内
部
の
問
題 

 

自
ら
破
壊
す
る
こ
と
の
な
い
様
小
、
中
、
何
れ
に
も
問
題
が
あ
り
、
一
致
結
束
の
力
と
徹

底
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

６
．
高
校
の
施
設
人
事
面
に
も
改
善
す
べ
き
問
題
が
あ
る
。 
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神奈川県公立高等学校学区内外入学者数一覧表 

資料 ２             （但し、公立中学より公立高普通コース県内のみ）   1954.5.1 

 入  学  決  定  者  数 志願者数 

男 女 計 

内 外 計 内 外 計 内 外 計 内 外 計 

県 鶴 見 高 169 1 170 99 1 100 268 2 250 310 4 314 

・◎ 〃 翠 嵐 〃 179 31 

14.75% 

210 105 13 

11% 

118 284 44 

10% 

328 306 46 352 

・◎ 〃 希望〔ヶ〕丘〃 100 56 

35% 

156 59 13 

18% 

72 159 69 

31.5% 

228 167 27 294 

   市 桜ヶ丘 〃 121 8 129 135 18 

11.8% 

153 256 26 

9.1% 

282 285 27 312 

・× 県 平 沼 高 128 12 140 148 63 

30% 

211 276 75 

20.05% 

351 343 79 422 

・× 〃 緑ヶ丘 〃 137 13 150 70 13 

16% 

83 207 20 

11.2% 

233 235 30 265 

・◎ 〃 立 野 〃 67 15 

16% 

80 49 8 

14% 

57 116 

 

21 

15.4% 

137 137 21 158 

   市 金 沢 〃 136 3 139 103 1 104 239 4 243 269 8 277 

   〃 戸 塚 〃 50 7 57 125 7 132 175 14 

7.5% 

189 188 16 204 

・× 〃 南 高 45 12 57 107 26 

19.6% 

133 152 38 

20% 

190 165 54 219 

◎  県 横須賀  271 20 

6.8% 

291 28 5 

15% 

33 299 25 

7.7% 

324 308 25 333 

   〃 大 津 高    295 10 305 295 10 

3.3% 

305 297 10 307 

   市 第 一 〃    193 1 194 193 1 194 199 2 201 

   〃 〃 二 〃    153 1 154 153 1 154 182 1 183 

      県 川 崎 〃 234 8 242 102 6 108 336 14 

4% 

350 358 15 373 

   市 川 崎 〃 34  34 186 2 188 220 2 222 236 2 238 

   〃 高 津 〃    161 4 165 161 4 165 168 4 172 

   〃   橘  〃 103 2 105 45 1 46 148 3 151 194 3 197 

   県 江 南 〃 98 2 100 156 2 158 254 4 258 2□□ □ 2□□ 

・○ 県 平 塚 〃 129 19 

13.9% 

148    129 19 

12.8% 

148 139 20 159 

 

   市 高 浜 〃    189 12 201 189 12 201 196 12 208 

   県 茅ヶ崎 〃 68 1 69 83 1 84 151 2 153 198 2 200 

   〃 三 崎 〃 31  31 88  88 119  119 157  157 

・× 市 逗 子 〃    79 14 

15.2% 

93 79 14 

15% 

93 82 33 115 

 ○ 県 相 原 〃 62 17 

21.5% 

79    62 17 

21.5% 

79 86 17 103 

 ○ 〃 上 溝 〃 14 3 

17.7% 

17 123 5 128 137 8 145 144 10 154 

・○ 〃 秦 野 〃 184 25 

12% 

209 3  3 187 25 

11.8% 

212 199 26 225 
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○ 〃 小田原 〃 350 22 

5.9% 

372 5  5 355 22 

5.8% 

377 380 22 402 

   〃 城 内 〃    425 19 444 425 19 

4.3% 

444 481 22 503 

   〃 城 東 〃    165 3 168 165 3 168 205 3 208 

   〃 大秦野 〃    103 3 106 103 3 106 106 3 109 

   〃 伊勢原 〃 19 1 20 76 8 84 95 9 104 95 9 104 

   〃 大 磯 〃 48  48 100 9 109 148 9 157 166 6 172 

   〃 吉 農 〃 98  98 2  2 100  100 116  116 

   〃 山 北 〃 82  82 122 1 123 204 1 205 216 2 218 

・○ 〃 厚 木 〃 192 55 

22% 

247    192 55 

22.3% 

247 223 61 284 

・× 〃 厚〔木〕東 

 〃 

   173 30 

14.8% 

203 173 30 

14.8% 

203 192 32 224 

   〃 津久井 〃 43 1 44 52  52 95 1 96 101 1 102 

   〃 藤 沢 〃    225 15 240 225 15 

6.3% 

240 254 15 269 

   〃 鎌 倉 〃 128 1 129 114 5 119 242 6 245 312 6 318 

○◎ 〃 湘 南 〃 282 30 

11.7% 

314 22 3 

12% 

25 304 35 

16.2% 

339 321 36 357 

             

合   計 3,602 365 3,967 4,468 323 4,791 8,070 688 8,758 8,986 820 9,806 

  9.2%   6.7%   7.9%   8.4%  

（註）男〇  女×  両方◎  全体として・ 

 

 注 横浜市史資料室所蔵の「岡野の八年目（その一）」（長谷川雷助旧蔵資料）に収録されている。合計や割合の記載に

計算の間違いと推測される数字が多数あるが、いずれも原資料のままにしている。 
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六 

神
奈
川
県
中
等
学
校
家
庭
科
研
究
会
編
『
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
集
』
は
し
が
き
・
目
次 

          

（
一
）
松
本
喜
美
子
「
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
と
使
命
」 

ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
と
使
命 

松 

本 

喜 

美 

子 

（
県
教
委
指
導
主
事
） 

 

新
学
制
の
発
足
と
と
も
に
、学
習
指
導
法
の
新
ら
し
い
形
も
さ
か
ん
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
が
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
法
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

こ
の
学
習
法
は
、
一
九
〇
〇
年
頃
米
国
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
に

と
り
入
れ
ら
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
家
庭
科
や
農
業
科
の
指
導
法
に
ピ
ッ
タ
リ
す
る

も
の
で
あ
る
。 

 

日
本
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
農
業
も
家
庭
も
、
そ
の
学
習
指
導
法
は
、
他
の
教
科
と
同
様

に
い
た
っ
て
注
入
的
で
あ
っ
た
。
教
師
の
講
義
と
そ
れ
の
暗
記
、
ま
た
実
習
に
し
て
も
、
教
師

の
示
範
と
そ
れ
の
模
倣
と
い
っ
た
学
習
形
態
が
と
ら
れ
、
生
徒
の
要
求
や
興
味
が
と
り
い
れ
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。 

 

戦
後
、
農
業
も
家
庭
も
選
択
者
が
減
っ
た
の
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
教
科
の
立
て
直
し
が
、

産
業
教
育
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、同
時
に
新
ら
し
い
指
導
法
と
し
て
、

最
も
重
要
視
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
法
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ホ
ー
ム

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
よ
ば
れ
て
、
こ
れ
ら
の
教
科
の
学
習
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に
は
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
に
な
っ
た
。 

 

特
に
家
庭
科
で
は
、
戦
後
の
教
科
内
容
が
い
ま
ま
で
の
家
事
裁
縫
と
は
性
格
も
範
囲
も
ち
が

う
生
活
的
、
主
体
的
な
も
の
に
な
り
、
目
標
も
単
な
る
技
術
の
習
熟
で
な
く
、
家
庭
生
活
全
般

に
わ
た
る
進
歩
と
改
善
が
要
求
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
、
在
来
の
指
導
法
の
み
で
は
、
ど
う

に
も
こ
れ
を
み
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
加
う
る
に
、
精
神
面
か
ら
み
れ
ば
、
家
庭
内

の
人
間
関
係
の
改
善
に
ま
で
到
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
、
生
徒

の
発
達
段
階
に
即
し
て
、
そ
の
要
求
と
興
味
を
と
り
い
れ
つ
つ
、
自
主
的
な
学
習
活
動
を
さ
せ

ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
性
格
な
い
し
目
標
に
ピ
ッ
タ
リ
あ
っ
た
学

習
法
と
い
え
ば
、
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
お
い
て
他
に
な
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。 

次
に
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
順
に
つ
い
て
の
べ
て
み
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
問
題
を
発
見

す
る
。（
学
校
で
学
習
し
た
こ
と
に
て
ら
し
て
家
庭
内
の
、
ま
た
身
辺
の
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
）
第
二
に
自
分
か
ら
す
す
ん
で
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
て
計

画
を
た
て
る
。（
家
庭
の
人
々
に
相
談
し
、
費
用
や
仕
事
を
考
え
る
。
自
分
で
で
き
な
い
と
こ
ろ

は
協
力
を
た
の
む
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
よ
う
に
技
術
的
習
熟
だ
け
が
目
標
で
な
い
か
ら
、
も

の
に
よ
っ
て
全
部
を
自
分
で
す
る
必
要
は
な
い
。）
第
三
番
目
に
実
行
す
る
。（
実
行
し
て
い
る

間
に
詳
細
な
記
録
を
と
る
。
こ
れ
は
こ
の
仕
事
を
自
分
一
人
の
も
の
と
せ
ず
、
他
へ
ひ
ろ
め
る

た
め
で
あ
る
。）
最
後
に
反
省
し
、
評
価
す
る
。（
こ
れ
は
仕
事
を
ま
と
め
、
責
任
を
と
る
と
同

時
に
家
族
や
先
生
に
批
評
し
て
も
ら
い
、
よ
り
よ
い
家
族
関
係
や
人
間
関
係
の
発
展
へ
も
っ
て

行
く
た
め
で
あ
る
。） 

以
上
の
よ
う
な
手
順
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
の
だ
が
、
こ
の
仕
事
は
、
あ
く
ま
で
自

主
性
を
保
ち
な
が
ら
も
決
し
て
孤
立
せ
ず
、
大
勢
の
承
認
と
協
力
の
も
と
に
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
小
さ
な
個
々
の
技
術
に
お
わ
る
も
の
も
な
い
で
は
な
い
が
、
多
く
は
、
家
庭
生

活
全
般
に
わ
た
っ
た
（
食
物
、
被
服
、
住
居
と
い
う
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
そ
の

幾
分
野
、
も
し
く
は
全
分
野
に
わ
た
る
も
の
さ
え
あ
り
、
大
抵
の
も
の
は
、
少
く
と
も
、
経
済

と
か
管
理
と
か
家
族
関
係
を
ふ
く
ん
で
い
る
。） 

学
習
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
て
、
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
使
命
は
、
ど
ん
な
小
さ
な
問
題
で
も
、
自
分
で
計
画

し
、
実
行
し
、
な
ん
ら
か
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
単
な
る
研
究
や
実
験
に
お
わ

っ
て
し
ま
う
べ
き
も
の
で
な
い
。
そ
こ
に
実
生
活
に
対
す
る
な
ん
ら
か
の
貢
献
が
あ
り
、
実
生

活
の
幾
分
か
の
進
歩
が
な
け
れ
ば
、
よ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
集
録
し
た
本
県
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
の
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

こ
の
目
標
に
て
ら
し
て
、
果
し
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
は
、
大
方
の
御
批
評
を
ま
つ
よ
り
他
な

い
と
思
う
が
、
と
に
か
く
、
ま
じ
め
に
問
題
と
と
っ
く
ん
で
い
る
こ
と
だ
け
は
、
く
ん
で
い
た

 
 

神奈川県中等学校 
 
 

ホームプロジェクト集 
 

1954 
 

 
 
 

 
 
 

 
神奈川県中等学校家庭科研究会編 
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だ
き
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。 

 

（
二
）
目
次 

ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
と
使
命
…
…
…
…
…
…
…
…
松
本
喜
美
子 

中
学
校
の
部 

 

母
の
二
十
四
時
間
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

高
橋
友
紀
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年 

松
浦 

典
子 

 

弟
妹
に
よ
い
習
慣
を
つ
け
る
工
夫
…
…
…
… 

 

二
年 

古
川 

和
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年 

津
田
紀
久
子 

 

古
セ
ー
ラ
ー
を
弟
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
に
…
…
…
…
…
三
年 

吉
川 

瑞
代 

 

弟 

の 

洋 

服
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

山
下
み
ど
り 

 

私
の
調
査
し
た
弁
当
の
お
か
ず
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

秋
田 

侚
子 

 

私
た
ち
郷
土
の
食
生
活
改
善
に
つ
い
て
…
…
…
…
三
年 

中
村 

幸
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年 

小
林 

富
枝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
年 
平
田 

照
代 

 

私
の
作
っ
た
調
理
台
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

山
口 
優
枝 

 

米
び
つ
の
移
動
と
押
入
れ
の
改
善
…
…
…
…
…
…
三
年 

内
藤 
礼
子 

 

押 

入 

れ 

の 

改 

良
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

小
林 

智
子 

 

粉
炭
の
取
れ
る
炭
取
箱
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

西
田 

清
子 

 

私 

の 

勉 

強 

室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

須
藤 

和
子 

 

私 

の 

丸 

椅 

子
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

松
原 

和
枝 

 

出
窓
を
利
用
し
て
の
折
た
た
み
式
机
…
…
…
…
…
三
年 

大
沢 

幸
子 

 

さ
つ
ま
い
も
の
肥
培
研
究
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

田
中 

次
郎 

 

天
候
と
稲
の
生
育
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

大
貫 

政
直 

 

農
村
の
簡
易
納
豆
製
造
の
研
究
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

熊
沢 

 

弘 

高
等
学
校
の
部 

 

療
養
中
の
父
の
た
め
に
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

遠
藤 

妙
子 

 

私 

の 

家 

庭
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

田
浦 

節
子 

 

私 

の 

家 

の 

会 

議
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

黒
村 

絹
代 

 

母 

の 

日 

課
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

小
沢 

君
江 

 

夏
休
み
中
の
家
事
実
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

飯
泉 

康
子 

 

楽
し
い
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
計
画
…
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

伊
藤 

良
子 

 

楽
し
い
我
が
家
を
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

上
原 

睦
子 

 

被
服
費
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

奈
良 

節
子 

 

郷
土
め
ぐ
り
絵
本
の
作
成
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

富
塚 

正
子 

 

妹 

の 

し 

つ 

け
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

福
寿 

幸
子 

 

弟
の
知
能
テ
ス
ト
を
こ
こ
ろ
み
て
…
…
…
…
…
…
二
年 

伊
藤 

静
子 

 

幼 

児 

の 

し 

つ 

け
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

豊
下 

幸
子 

 

母 

の 

着 

物
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

元
木
と
し
子 

 

古
い
編
物
の
更
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

清
水
美
智
子 

 

私
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

桜
井 

君
子 

 

祖 

父 

の 

膝 

か 

け
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

村
田
千
代
子 

 

ア
ッ
プ
リ
ケ
の
カ
ー
テ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

吉
田 

輝
子 

 

袖
の
プ
レ
ス
に
使
う
ア
イ
ロ
ン
台
…
…
…
…
…
…
一
年 

菅
沿 

君
子 

 

私
の
一
週
間
の
献
立
実
習
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

忍
足 

美
枝 

 

我
が
家
の
食
生
活
を
検
討
し
て
…
…
…
…
…
…
…
三
年 

山
本
ト
ミ
エ 

 

昼 

食 

の 

改 

善
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

辰
井 

正
惠 

 

籠
球
部
の
合
宿
に
協
力
し
て
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

真
弓 

享
子 

 

妹
た
ち
の
学
習
環
境
の
改
善
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

習
田 

典
子 

 

私
の
家
を
少
し
で
も
広
く
使
え
る
よ
う
に
…
…
…
一
年 

山
口
悠
紀
子 

 

我 

家 

の 

冷 

蔵 

庫
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

小
山 

裕
子 

 

出 

窓 

の 

利 

用
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

間
山
貴
久
子 

 

み
か
ん
箱
利
用
の
机
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

植
田 

博
子 

 

お
風
呂
の
配
水
の
工
夫
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
年 

池
田 

叶
子 

 
風 

呂 

た 

き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
年 

杉
山 

陽
子 

あ 

と 
が 

き
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

  
 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
神
奈
川
県
中
等
学
校
家
庭
科
研
究
会
編
『
ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
集
』（
一
九
五
五
年
）。
目
次
中
の
ペ
ー
ジ
番
号
は
省
略
し
た
。 

 

お 

茶 

の 

勉 

強
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
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七 

「
中
学
校
卒
業
生
の
高
等
学
校
へ
の
進
学
指
導
に
つ
い
て
」（
通
知
） 

二
八
教
下
収
第
一
九
○
号 

 
 

昭
和
二
八
年
三
月
五
日 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
事
務
局
足
柄
下
出
張
所
長 

市
町
村
教
育
委
員
会
教
育
長 

学
校
組
合
管
理
委
員
会
委
員
長 

 

 
 
 
 

中
学
校
卒
業
生
の
高
等
学
校
へ
の
進
学
指
導
に
つ
い
て 

右
の
こ
と
に
つ
い
て
は
昨
年
は
各
通
学
区
域
に
中
・
高
等
学
校
長
を
も
っ
て
高
等
学
校
進
学
指

導
委
員
会
を
設
け
、
高
等
学
校
へ
の
進
学
指
導
及
び
調
整
並
び
に
他
学
区
通
学
許
可
の
こ
と
に

つ
い
て
種
々
御
協
力
を
願
い
相
当
の
成
果
を
お
さ
め
ま
し
た
こ
と
に
対
し
て
は
衷
心
よ
り
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
は
昨
年
進
学
指
導
委
員
会
で
取
り
扱
い
ま
し
た
公
立
高
等
学
校
通

学
区
域
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
回
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
規
則
第
二
号
を
も
っ
て
去
る

二
月
二
十
四
日
付
公
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年
ま
で
の
成
果
よ
り
見
て
昨
年
の
進
学
指
導
委
員

会
の
実
施
事
項
中
の
「
区
域
外
就
学
許
可
願
」
の
取
扱
手
続
以
外
は
、
昨
年
同
様
に
通
学
区
域

毎
に
中
学
校
長
の
自
主
的
運
営
と
協
力
を
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
前
記
規
則
の
運
営
上

万
全
を
期
す
る
た
め 

各
通
学
区
域
の
公
立
高
等
学
校
長
と
中
学
校
長
は
十
分
協
力
下
さ
る
よ

う
貴
管
内
中
学
校
長
に
周
知
方
御
配
慮
願
い
ま
す
。 

  
 

注 

箱
根
町
教
育
委
員
会
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
廿
八
年
一
月 

教
育
委
員
会
書
類 

仙
石
原
村
教
育

委
員
会
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

          

      

殿 
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八 

社
会
見
学
実
施
計
画
の
届
（
津
久
井
郡
青
根
中
学
校
） 

社
会
見
学
（
日
帰
り
遠
足
）
実
施
届 

今
般
左
記
実
施
計
画
に
基
き
社
会
見
学
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
御
届
け
い
た
し
ま
す 

 
 
 

昭
和
二
十
八
年
五
月
八
日 

神
奈
川
県
津
久
井
郡
青
根
村
立
中
学
校
長 

横
山
一
郎 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
津
久
井
出
張
所
長 

伊
従 

博
殿 

 
 
 
 
 
 

実
施
計
画
案 

          

         
 

経 

費 

期 

間 

場 

所 

責
任
者 

学 

年 

一
人
当
り 

二
五
〇
円 

五
月
十
五
日 

与
瀬 

横
山
一
郎 

一 

年 

頻
数 

所
要
時
間 

青
根
―
与
瀬 

 
 
 
 
 
 

往
復
バ
ス
利
用 

附
添 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
員
名 

在
籍
数 

本
年
度 

予
定
一
回 

出
発
午
前
七
時 
 

到
着
午
後
六
時
（
計
十
一
時
） 

与
瀬
、
桂
北
中
学
校
、
電
機
博
物
館
、 

相
模
湖
、
嵐
山
植
物
園
、
発
電
所 

副
校
長 

沖
政
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講
師 

 

髙
橋
悦
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

小
沼
カ
ネ 

三
五 

捻
出法 

参
加 

人
員 

本
人
の
貯
蓄
、
勤
労
所
得 

及
積
立 

教
員
一
人
に 

つ
き
参
加
人
数 

三
五 

考備 仝 

上 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
分
比 

雨
天
順
延 

約
一
二
人 

％ 

100 



第４章 中学校 

- 323 - 

  
 

並
び
に
そ

の
処
置 

不
参
加
者 

の
理
由 項 事 教 示 

 不
参
加
者
な
し 

○
左
の
諸
事
情
を
事
前 

 
 

事
後
、
当
日
に
於
て
指
導 

 

研
究
、
発
表
、
評
価
を
行
う 

○
交
通
機
関 

１ 

バ
ス 

２ 

汽
艇 

○
地
方
電
力
源 

１ 

ダ
ム 

２ 

人
造
湖 

３ 

発
電
所 

○
郷
土
観
光
の
理
解 

観
光
の
意
義
使
命 

観
光
地
発
展
の
た
め
の
努
力 

○
団
体
行
動
と
公
衆
道
徳 

○
む
だ
使
い
に
対
す
る
指
導 

有
効
な
買
物 

計
画
的
な
経
済 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要 概 程 日 

出
発 

五
月
十
五
日
（
金
）
午
前
七
時 

 
 
 

青
根
発
（
バ
ス
） 

帰
着 

仝 

午
後
六
時
（
バ
ス
） 

⑴
与
瀬
町 

⑵
桂
北
中
学
校 

⑶
電
機
博
物
館 

⑷
嵐
山
自
然
植
物
園 

⑸
相
模
湖 

⑹
発
電
所
見
学 

⑺
与
瀬
遊
園
地 

 
 
  

汽
艇
に
よ
る
湖
上
一
週 

⑻
与
瀬
発
（
バ
ス
）
四
時
三
十
分 

 
 

青
根
着 

六
時 

法 止 防 険 危 

（
１
）
交
通
事
故
の
種
類
と
原
因
に 

つ
き
統
計
表
を
参
照
し
、
そ
の 

防
止
に
対
す
る
心
構
え
を
討
議
し 

具
体
的
な
防
止
方
法
を
申
し
合
せ 

さ
せ
る 

（
２
）
集
合
、
点
呼
、
乗
車
、
下
車
報 

告
等
に
つ
き
事
前
に
訓
練
し
て
置 

く 

（
３
）
旅
行
、
遠
足
等
に
起
り
易
い
病
気 

に
つ
い
て
そ
の
原
因
と
予
防
処
置 

を
し
ら
べ
、
或
は
教
示
す
る 

（
４
）
備
付
薬
品
の
携
行 

（
５
）
グ
ル
ー
プ
行
動 

（
６
）
出
発
前
数
日
間
の
健
康
状
態
に
注 

意
し
、
不
審
と
思
わ
れ
る
も
の
は 

校
医
の
診
断
を
受
け
さ
せ
る 

原
動
機 

起
因
と
現
況 

産
業
へ
の
役
割 
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社
会
見
学
実
施
方
認
可
申
請
書 

今
般
左
記
実
施
計
画
に
基
き
社
会
見
学
を
実
施
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
御
認
可
相

成
り
度
く
申
請
い
た
し
ま
す 

 
 
 

昭
和
二
十
八
年
五
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県
津
久
井
郡
青
根
村
一
、
九
二
六
番
地 

青
根
村
立
中
学
校
長 

横
山
一
郎 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
津
久
井
出
張
所
長 

伊
従 

博
殿 

 
 
 
 
 
 
 

実
施
計
画
案 

  
 

経 

費 

期 

間 

場 

所 

責
任
者 

学 

年 

一
人
当 

金
三
五
〇
円
也 

出
発 

五
月
一
六
日
午
前
六
時 

帰
着 

仝
日
午
後
八
時 

横
浜
方
面 

横
山
一
郎 

三 

年 

神
奈
川
県
庁
、
横
浜
港
南
桟
橋
、
横
浜
測
候
所
、
間
門
海
岸 

野
毛
山
公
園
（
動
物
園
、
遊
園
地
）
野
毛
町
商
店
街
（
往
復
と
も
買
切
り
バ
ス
利
用
） 

附
添 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
員
名 

在
籍
数 

校
長 

横
山
一
郎 

 

教
諭 

山
崎
好
男 

 

講
師 

髙
橋
悦
子
（
三
名
） 

四
四
名 

捻
出
法 

所
要 

時
間 

参
加 

人
数 

本
人
の
貯
蓄
、 

勤
労
所
得
及
積
立 

一
四
時
間 

四
四
名 

宿
泊
な
し 

教
員
一
人
に
つ
き 

参
加
者
人
数 

仝
上
百
分
比 

頻
数 

本
年
度
予
定
一
回 

備考 

一
〇
〇
％ 

雨
天
順
延 

一
五
名 
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並
び
に
そ
の
処
置 

不
参
加
者
の
理
由 

項 事 教 示 

⑴
順
路
、
地
名
、
交
通
機
関
、
特
産
物
等
を
地
図
に 

記
入
、
そ
れ
ぞ
れ
を
調
べ
て
概
念
を
作
る 

⑵
県
庁
の
機
能
、
横
浜
港
の
役
割
機
能
に
つ
い
て
社

会
科
と
職
業
指
導
の
面
か
ら
研
究
す
る 

⑶
測
候
所
の
仕
事
、
器
具
、
設
備
の
い
ろ
い
ろ
に
つ
い

て
調
査
す
る
（
理
科
） 

⑷
潮
の
満
ち
干
き
に
つ
い
て
調
査
す
る 

 

貝
の
生
態
、
種
類
に
つ
い
て
研
究
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

（
理
科
） 

⑸
都
会
人
の
服
装
と
色
彩
に
つ
い
て
考
察
す
る 

（
図
工
、
家
庭
） 

⑹
各
種
動
物
の
種
類
と
分
類
、
生
態
を
研
究
す
る 

（
理
科
） 

以
上
（
事
前
指
導
及
当
日
の
指
導
） 

尚
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
事
項
は
グ
ル
ー
プ
及
学
級

の
討
議
に
よ
っ
て
考
え
る 

⑴
危
険
防
止 

⑵
公
衆
道
徳 

⑶
男
女
の
協
力 

⑷
団
体
行
動 

⑸
調
査
研
究
の
態
度 

⑹
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン 

  

不
参
加
者
な
し 

要 概 程 日 

⑴
五
月
一
六
日
午
前
六
時
青
根
発 

⑵ 
 
 

〃 
 
 

九
時
横
浜
着 

⑶
神
奈
川
県
庁 

⑷
南
桟
橋 

⑸
横
浜
測
候
所 

⑹
間
門
海
岸
（
昼
食
） 

⑺
野
毛
山
動
物
園 

⑻
野
毛
山
遊
園
地 

⑼
野
毛
町
商
店
街 

⑽
青
根
帰
着
午
後
八
時 

 

（
往
復
買
切
り
バ
ス
使
用
） 

法 止 防 害 危 

⑴
過
去
の
遠
足
の
反
省 

⑵
交
通
事
故
の
種
類
と
原
因
に
つ
い
て
の
討

議
を
行
い
対
策
を
考
え
る 

⑶
規
律
訓
練 

 

集
合
点
呼
、
報
告
、
乗
車
、
下
車
が
敏 

速
に
行
わ
れ
る
よ
う
事
前
に
し
ば
し
ば
練

習
す
る 

⑷
携
帯
食
品
に
つ
い
て
生
徒
に
考
え
さ
せ
る

と
共
に
父
兄
に
も
連
絡
す
る 

⑸
携
帯
薬
品
の
種
類
を
教
示
す
る 

⑹
出
発
前
数
日
の
生
徒
の
健
康
状
態
を
特
に

観
察
す
る 

⑺
前
日
の
健
康
診
断 
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社
会
見
学
（
日
帰
り
遠
足
）
実
施
届 

今
般
左
記
実
施
計
画
に
基
き
社
会
見
学
を
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
御
届
け
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

昭
和
二
十
八
年
五
月
二
六
日 

神
奈
川
県
津
久
井
郡
青
根
村
立
青
根
中
学
校
長 

横
山
一
郎 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
津
久
井
出
張
所
長 

伊
従 

博
殿 

実
施
計
画
案 

  
 

経
費 

期
間 

場
所 

責
任
者 

学
年 

一
人
に
付 

参
百
円
也 

六
月
二
日 

与
瀬
、
八
王
子 

多
摩
方
面 

横
山
一
郎 

二
年 

頻
数 

所
要
時
間 

全
コ
ー
ス
貸
切

バ
ス
利
用 

附
添 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
員
名 

在
籍
数 

本
年
度 

予
定
一
回 

出
発
午
前
六
時 
 

到
着
午
後
八
時
（
計
一
四
時
） 

内
郷
古
蹟
、
津
久
井
ダ
ム
、
野
鳥
試
験
場 

織
染
学
校
、
聖
蹟
記
念
館 

副
校
長 

沖  

政
男 

教 

諭  

中
山
政
孝 

講 
師  

髙
橋
悦
子 

四
三
名 

捻
出
法 

参
加 

 

人
員 

本
人
の
貯
蓄
、
勤
労
所
得 

及 

積
立 

教
員
一
人
に
付 

参
加
者
人
数 

三
七
名 

考備 仝
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
分
比 

雨
天
順
延 

約
一
二
名 

八
六
％ 
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並
び
に
そ
の
処
置 

不
参
加
者
の
理
由 

項 事 教 示 

〇
左
の
諸
事
項
を
事
前
事
後
、 

当
日
に
於
て
指
導
、
研
究
、 

発
表
、
評
価
を
行
う
。 

〇
先
人
の
遺
蹟 

 

１
、
古
代
の
社
会
と
文
化 

 

２
、
日
本
の
歴
史 

 

３
、
文
化
遺
産 

〇
地
方
電
力
源 

 

１
、
ダ
ム 

 

２
、
人
造
湖 

 

３
、
発
電
所 

〇
紡
織
、
染
色
の
概
要 

〇
明
治
維
新
と
大
帝 

○
団
体
行
動
と
公
衆
道
徳 

〇
む
だ
使
い
に
対
す
る
指
導 

 

有
効
な
買
物 

 

計
画
的
な
経
済 

登
校
自
習 

バ
ス
に
酔
う
た
め 

要 概 程 日 

出
発 

六
月
二
日
（   

）
午
前
六
時 

 

青
根
発
（
バ
ス
） 

帰
着 

 

仝 
 
 
 
 

午
後
八
時 

 

⑴
内
郷
村
寸
沢
嵐 

⑵
津
久
井
ダ
ム 

⑶
大
ダ
ル
ミ
峠 

⑷
野
鳥
試
験
場
（
昼
食
） 

⑸
織
染
学
校 

⑹
八
王
子
市
街
（
午
後
三
時
） 

⑺
多
摩
聖
蹟
記
念
館 

⑻ 

⑺
を
午
後
五
時
半
発 

 
 
 
 
 

一
路
帰
村 

法 止 防 険 危 

⑴
交
通
事
故
の
種
類
と
原
因
に
つ
き
統
計

表
を
参
照
し
そ
の
防
止
に
対
す
る
心
が

ま
え
を
討
議
し
、
具
体
的
な
防
止
法
を

申
し
合
わ
せ
す
る
。 

⑵
集
合
、
点
呼
、
乗
車
、
下
車
、
報
告
等
に

つ
き
事
前
に
訓
練
す
る 

⑶
旅
行
、
遠
足
等
に
起
り
易
い
病
気
に
つ

い
て
、
そ
の
原
因
と
予
防
処
置
と
を
し

ら
べ
、
或
は
教
示
す
る
。 

⑷
備
付
薬
品
の
携
行 

⑸
グ
ル
ー
プ
行
動 

⑹
出
発
前
数
日
間
の
健
康
状
態
に
注
意

し
、
不
審
と
思
わ
れ
る
も
の
は
校
医
の

診
断
を
受
け
さ
せ
る
。 

注 

相
模
原
市
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
二
十
八
年 

庶
務
書
類 
二
種 

青
根
村
教
育
委
員
会
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

起
因
と
現 

況
、
産
業 

へ
の
役
割 
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九 

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
テ
ス
ト
（
一
九
五
四
年
度
） 

（
一
）
実
施
概
要
（
案
） 

昭
和
二
十
九
年
度 

神
奈
川
県
中
学
校
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
テ
ス
ト
実
施
概
要
（
案
） 

一 

実
施
期
日 

 
 
 

第
一
学
年
お
よ
び
第
二
学
年
は
二
月
二
十
二
日
（
火
）、
二
十
三
日
（
水
）
の
二
日
間 

 
 
 

第
三
学
年
は
二
月
十
八
日
（
金
）、
十
九
日
（
土
）
の
二
日
間 

一 

実
施
教
科
目 

 
 
 

第
一
学
年
お
よ
び
第
二
学
年
は
国
語
、
数
学
、
理
科
、
保
健
体
育
、
図
画
工
作
、
音
楽
、

職
業
・
家
庭 

 
 
 

第
三
学
年
は
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
保
健
体
育
、
図
画
工
作
、
音
楽
、
職
業
・

家
庭 

 
 

注 

第
一
、
二
学
年
の
社
会
科
は
教
育
課
程
の
改
訂
に
よ
り
学
習
内
容
が
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
の
で
本
年
度
は
作
成
し
な
い
こ
と
に
し
た
。 

実
施
上
の
注
意 

 

県
教
育
委
員
会
で
作
成
す
る
「
神
奈
川
五
四
年
式
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
実
施
上
の
注

意
書
」
の
注
意
事
項
を
忠
実
に
守
り 

全
県
一
斉
に
実
施
の
こ
と
。 

 

（
二
）
運
営
委
員
会
実
施
要
項
案 

※
横
浜
市
、
横
須
賀
市
、
川
崎
市
の
各
教
育
委
員
会
お
よ
び
各
教
育

事
務
所
は
公
立
中
学
校
長
お
よ
び
公
立
高
等
学
校
長
と
協
議
し 

昭
和
二
十
九
年
度
神
奈
川
県
中
学
校
第
三
学
年
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
テ
ス
ト
運
営 

委
員
会
実
施
要
項
案 

１ 

神
奈
川
県
中
学
校
（
神
奈
川
五
四
年
式
）
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
、
テ
ス
ト
（
以
下
ア
、
テ
ス

ト
と
い
う
。
）
を
厳
正
公
平
に
行
う
た
め
※
神
奈
川
県
公
立
高
等
学
校
通
学
区
域
規
則
に
よ

る
通
学
区
域（
以
下
高
等
学
校
通
学
区
域
と
い
う
。）毎
に
ア
、テ
ス
ト
運
営
委
員
会
を
お
き
、

そ
の
管
理
の
も
と
に
管
理
委
員
会
及
び
採
点
委
員
会
を
お
く
。 

（
但
し
、
一
つ
の
中
学
校
の
生
徒
が
二
つ
以
上
の
公
立
高
等
学
校
の
通
学
区
域
内
に
あ
る
高

等
学
校
に
分
れ
て
進
学
す
る
場
合
は
、
ア
、
テ
ス
ト
の
実
施
に
限
り
、
所
属
教
育
委
員
会
と

協
議
し
、
い
づ
れ
か
一
つ
の
通
学
区
域
に
当
該
中
学
校
の
生
徒
の
全
員
が
属
す
る
も
の
と
す

る
。） 

神
奈
川
県
内
一
円
を
通
学
区
域
と
す
る
職
業
課
程
の
高
等
学
校
は
当
該
高
等
学
校
の
所
在

す
る
ア
、
テ
ス
ト
運
営
委
員
会
に
所
属
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

ア
、
テ
ス
ト
運
営
委
員
会
は
高
等
学
校
通
学
区
域
内
所
在
の
公
立
中
学
校
の
校
長
と
、
そ

れ
と
同
数
の
高
等
学
校
の
校
長
を
含
む
教
員
を
も
つ
て
組
織
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。 

３ 

ア
、テ
ス
ト
運
営
委
員
会
に
委
員
長
を
お
く
、委
員
長
は
中
学
校
長
の
中
か
ら
互
選
す
る
。 

４ 

ア
、
テ
ス
ト
運
営
委
員
会
は
、
ア
、
テ
ス
ト
実
施
に
つ
い
て
、
厳
正
公
平
に
行
わ
れ
る
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

ア
、
テ
ス
ト
運
営
委
員
会
は
、
ア
、
テ
ス
ト
の
実
施
に
必
要
な
具
体
的
事
項
を
決
定
す
る

た
め
次
の
事
務
を
行
う
。 

(ｲ) 

ア
、
テ
ス
ト
実
施
の
た
め
に
教
員
の
相
互
交
換
を
行
う
中
学
校
の
決
定
。 

(ﾛ) 

交
換
教
員
（
別
に
定
め
る
管
理
委
員
）
の
人
員
の
決
定
。 

(ﾊ) 

ア
、
テ
ス
ト
終
了
後
、
ア
、
テ
ス
ト
用
紙
を
保
管
す
る
採
点
会
場
の
決
定
。 

 
 
 
 

た
だ
し
、
中
学
校
、
高
等
学
校
は
採
点
会
場
に
あ
て
な
い
も
の
と
す
る
。 

(ﾆ) 

ア
、
テ
ス
ト
採
点
委
員
の
人
員
数
と
そ
の
方
法
の
決
定
。 

(ﾎ) 

ア
、
テ
ス
ト
成
績
個
人
票
の
記
載
、
保
管
、
送
付
の
方
法
決
定
。 

(ﾍ) 

そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項
。 

６ 

県
教
育
委
員
会
へ
の
報
告 

各
ア
、
テ
ス
ト
運
営
委
員
会
の
委
員
長
は
、
当
該
所
属
の
ア
、
テ
ス
ト
運
営
委
員
会
の
構

成
お
よ
び
前
記
５
．
の
事
項
に
つ
い
て
、
決
定
次
第
す
み
や
か
に
委
員
長
所
属
の
地
方
教
育

委
員
会
を
通
じ
て
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て
報
告
す
る
こ
と
。 

  
 

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
30

年
（
度
） 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会 

臨
時

会
々
議
録 

教
、
管
理
課
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
一
九
五
五
年
一
月
二
九
日
の
会
議
の
資
料
）。 
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一
〇 

御
所
見
中
学
校
の
教
室
不
足 

生
徒
数
の
増
加
に
よ
る
御
所
見
中
学
校
校
舎
の
不
足
に
つ
い
て 

御
所
見
村
教
育
委
員
会 

◇ 

昭
和
28

・
29

年
度
児
童
生
徒
数
比
較 

          

◇ 

中
学
校
学
級
編
成 

 

昭
和
28

年
度 

 

１
年 

３ 
 

２
年 

３ 
 

３
年 

２ 
 
 

計 

８
学
級 

 

昭
和
29

年
度 

 

〃 
 

３ 
 

〃 
 

３    

〃   

３ 
 
 

計 

９
学
級 

◇
〔
説
明
一
〕 

現
状
と
学
級
増
か
ら 

１ 

女
子
部
青
年
学
級
は
、
月
水
金
の
組
と
火
木
土
の
組
の
二
組
に
な
つ
て
い
て
、
生
徒
か
ら

み
る
と
三
日
制
で
あ
る
が
、
教
室
の
上
で
は
毎
日
使
用
さ
れ
て
い
る
。
中
学
の
裁
縫
が
な

い
時
は
青
年
学
級
で
使
用
で
き
る
が
、
あ
る
時
は
入
れ
な
い
の
で
せ
ま
い
準
備
室
を
使
用

す
る
が
そ
こ
へ
入
り
き
れ
な
い
で
廊
下
へ
は
み
出
し
て
い
る
。
生
徒
か
ら
青
年
学
級
の
室

を
与
え
て
貰
い
度
い
と
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
。 

２ 

来
年
度
は
中
学
生
が
約
五
十
名
増
加
し
、
一
学
級
ふ
え
る
の
で
、
当
然
一
教
室
ま
〔
わ
〕
さ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
右
二
つ
の
事
情
か
ら
来
年
度
は
最
低
二
教
室
の
増
設
が
必
要
で
あ

る
。 

◇ 

中
学
校
教
室
数 

 
 
 

普
通
教
室
（
現
理
科
室
を
含
む
） 

 

七 

 
 
 

音
楽
図
画
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一 
 
 
 

 
 
 

図
書
室 

裁
縫
室 

調
理
室
、 

 

各
一 

 
 

三
室 

 

◇
〔
説
明
二
〕 

或
一
時
間
の
授
業
を
考
え
た
場
合 

１ 

何
曜
日
の
何
時
間
の
こ
と
と
し
て
も
よ
い
が
、
今
か
り
に
月
曜
日
の
第
一
時
と
し
て
考
え

て
見
る
。
来
年
度
は
九
学
級
で
授
業
の
組
が
九
つ
あ
る
か
ら
（
女
子
青
年
学
級
を
入
れ
る

と
十
に
な
る
）
普
通
教
室
、
図
音
室
の
八
室
で
は
足
り
な
い
。
図
書
室
か
職
員
室
で
授
業

を
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る 

職
員
室
を
開
放
す
る
こ
と
は
感
心
し
な
い
が
、
図
書
室
を
普
通
の
授
業
の
室
と
す
る
こ
と

は
、
教
育
実
際
上
、
甚
だ
思
は
し
く
な
い 

２ 

更
に
困
る
こ
と
は
、
職
業
家
庭
と
選
択
の
時
間
に
は
、
学
習
グ
ル
ー
プ
（
組
）
が
学
級
数

よ
り
も
一
つ
多
く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
一
学
年
三
学
級
の
も
の
が
こ
の
時
は
四
つ
に
分
れ

て
授
業
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
こ
の
時
は
学
習
グ
ル
ー
プ
が 

３
＋
３
＋
４ 

計

10

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
が
一
週
間
に
二
十
四
時
間
あ
る
。 

３ 

女
子
青
年
学
級
は
右
の
場
合
裁
縫
室
へ
入
る
こ
と
に
し
て
も
、
中
学
の
方
に
裁
縫
が
あ
る

と
行
き
場
が
な
く
な
る
。 

◇
〔
説
明
三
〕 

総
時
間
数
の
上
か
ら 

一
週
総
時
間
数 

 
 
 

１ 

生
徒
一
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
五
時 

 
 
 

２ 

学
年
延
時
数
（
組
単
位
） 

 
 
 

一
一
一
（
各
学
年
共
同
じ
） 

 
 
 

３ 

全
学
年
延
時
数
（
組
単
位
） 

 
 

三
三
三 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

総
時
数 

 
 
 
   

 
 
 
 

 333 

 
 
 
 
 
 
 
 

室
外
時
数 

 

体 

操 
 
 
 

12 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調 

理 
 
 
 

12 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
業
実
習 

 
 

12 

 
 
 
 
 
 
 
 

女
子
青
年
学
級 

 
 
 
 
 
 

33 

333  
 36 

＋ 33 = 330   330  
 9 = 36.7 

…
… 

一
教
室
一
週
間
の
時
間
数 

（
９
教
室
使
用
の
場
合
） 

◎
生
徒
各
自
の
一
時
間
の
時
間
数
は
三
十
五
時
で
あ
る
の
に
、
九
教
室
使
用
と
し
て
一
週
三
十

六
時
以
上
と
い
う
こ
と
は
、
九
教
室
で
は
不
足
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

増 

加 

数 

昭
和
29

年
度 

昭
和
28

年
度 

年

度 

 

 

学

校 

31 408 377 男 
小 

学 

校 

17 387 370 女 

48 795 747 計 

11 195 184 男 

中 

学 

校 

36 185 149 女 

47 380 333 計 

95 1175 1080 
合 

計 

八
室 

ー 
÷
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職業     理 科      職員室     図 書 準
備 

放
送 

応
接 

衛
生 

料 理    裁 縫 

 

洗
濯 

準
備 

宿
直 

１Ｃ   １Ａ    ２Ｂ           ２Ａ    ３Ｂ   ３Ａ    １Ｂ 

 

音 楽 
図 画 

薬
品 

校
具 

教
具 

使丁室 

 
 
  - - 

女
便
所 

男
便
所 

御所見中学校々舎配置図     1/600 

青年学級 女 青年学級 
男 （3C） 

準
備 
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  注 藤沢市教育委員会に所蔵されている。 

議案第20□

昭和２８年度 御所見村教育委員会歳出追加予算 原案

節 金額

５教育費 2,719,165 161,300 2,880,465

453,310 28,310 481,620

３旅費 15,000 10,000 25,000 ４旅費 10,000 追加分
委員費用弁済4,000

普通旅費6,000

４諸手当 74,140 8,160 82,300 ５職員手当 8,160 追加分教育長勤勉手当

５需用費 57,370 10,150 67,520
32負担金補助

  費及交付金
10,150 追加分

高座郡地教委連協会

指導主事設置負担金

２小学校費 835,600 43,800 879,400

２諸手当 127,950 13,200 141,150 ８報償費 13,200 追加分国語実験学校指定講師手当

11消耗品費 9,000 追加分文具費

13食糧費 4,600 追加分国語実験指定賄費

14印刷製本費 10,000 追加分国語実験指定印刷費

５研修費 79,650 7,000 86,650
32負担金補助

  費及交付金
7,000 追加分優良校見学研修費

３中学校費 1,000,255 7,990 1,008,245

２諸手当 133,465 3,990 137,455 ５職員手当 3,990 追加分使丁超過勤務手当

430,000 81,200 511,200

１委員報酬 6,000 500 6,500 １報酬 500 追加分委員１人年手当

２旅費 3,000 2,000 5,000 ４旅費 2,000 追加分青年学級主事講師旅費

３諸手当 155,000 46,500 201,500 ８報償費 46,500 追加分

青級外来講師手当20,000

仝 担当講師手当16,000

実習手当3,000保金手当4,000

使丁手当3,500

11消耗品費 4,500 追加分青年学級文具費

12燃料費 3,500 追加分青年学級薪炭代

13食糧費 5,400 追加分

男子部開設式1,000

青年学級外来講師接待費2,000

運営委員会費2,400

14印刷製本費 2,000 追加分青年学級 用紙冊子印刷代

15光熱費 2,800 追加分青年学級 電気使用料

25備品費 3,000 追加分
参考図書2,000

印、印箱1,000

５研修費 131,000 11,000 142,000
32負担金補助

  費及交付金
11000 追加分

生徒就学費補助3,000

青年学級生徒研究費補助5,000

生徒研究発表会費3,000

2,719,165 161,300 2,880,465

   昭和28年８月 日提出

           御所見村教育委員会委員長 長嶋喜治

歳  出  合  計

３需用費

４需用費

391,000 414,600

135,000

23,600

21,200 156,200

欵 項 目
前回までの

累 計 額

４社会教育

  費

追加

予算額
合 計

各  目  明  細

説 明

１教育委員

  会費

青年学級
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一
一 

生
徒
会
活
動
の
現
状
、
問
題
点
お
よ
び
打
開
策 

         

▲
主
題
設
定
の
理
由 

 

六
・
三
・
三
・
四
の
学
制
が
昭
和
二
十
二
年
施
行
せ
ら
れ
て
よ
り
既
に
七
年
を
経
過
し
て
来

た
が
、
新
制
中
学
校
の
歩
ん
で
来
た
道
を
顧
み
る
と
、
こ
の
七
年
間
過
渡
期
的
な
症
状
と
み

る
べ
き
も
の
が
あ
ま
り
に
も
多
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

そ
こ
で
本
校
も
、
ま
た
そ
の
中
の
一
校
で
あ
る
が
数
年
来
実
施
し
て
き
た
生
徒
会
活
動
の
実

態
を
見
極
め
真
に
中
学
校
教
育
の
目
的
に
副
う
よ
う
努
め
た
い
。 

 
 
 

（
本
校
の
生
徒
会
） 

１ 

生
徒
会
活
動
の
目
的 

 

(ｲ) 

民
主
社
会
の
生
活
様
式
に
習
熟
さ
せ
奉
仕
と
協
力
と
自
主
自
律
の
生
活
を
学
ば
せ
る
。 

 

(ﾛ) 

高
い
道
徳
的
水
準
を
う
ち
た
て
る
。 

 

(ﾊ) 

会
議
を
開
く
た
め
に
必
要
な
多
く
の
技
術
を
習
得
さ
せ
る
。 

 

(ﾆ) 

学
校
や
社
会
に
お
け
る
指
導
者
を
養
成
す
る
。 

 

(ﾎ) 

生
徒
が
お
互
い
を
知
り
、
理
解
し
あ
う
機
会
を
作
ら
せ
る
。 

 

(ﾍ) 

学
校
活
動
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
つ
て
特
別
教
育
活
動
を
十
分
に
発
展
さ
せ
る
。 

 

(ﾄ) 

生
徒
の
学
力
を
綜
合
的
に
向
上
さ
せ
る
。 

 
 
 

以
上
の
目
的
に
向
つ
て
活
動
を
続
け
て
来
た
の
で
あ
る
が
本
校
で
は
特
に
（
イ
）
項
の

〔
自
主
自
律
の
生
活
を
学
ば
せ
る
こ
と
〕
に
重
点
を
置
い
て
来
た
。 

２ 

生
徒
会
機
構 

 

 
 

昭和29年度 

 
第四次教育研究第二分科会 

 
 

生徒会活動について 
 
 
 
 
 
 
 

佐野川中学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

購
買 

 

情
報 

 

衛
生 

 

図
書 

 

会
計 

 

 
 
 

クラス会  毎週土曜日 
会 長 １ 協議事項を 
副会長 ２ 定例会に出す 

週
番 

 

部落会 
会長 １ 
副会長１ 
書記 １ 
 

年三回 
規則の改正役員の選出 
会計報告事業報告等 

定 例 会 

学校生徒会役員    ６名 

各クラス会長 副会長 12名 
週番新□□クラス（２）８名 
部長         ５名 
        計 31 名 

毎週土曜日 
総会に□る議決機関 

学校週番 
各クラスより男女各２名 
計  ８名 

３年男週番長 

３年女副週番長 

校外生活指導員 

佐  野  川  中  学  校  生  徒  会 

生 徒 総 会 校 長 

副校長 

指導主任 

職員会議 

（四学級） 

クラブ 
 

９種目 

三
年
ク
ラ
ス
の
み 

会計（８） 

図書（８） 

衛生（８） 

情報（８） 

購買（３） 

学 

校 

委 

員 
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３ 

運
営
に
つ
い
て 

 
 

図
表
の
よ
う
な
機
構
に
よ
つ
て
生
徒
会
活
動
を
つ
ゞ
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
そ
の
活
動
を

始
め
た
昭
和
26

年
度
か
ら
の
目
立
つ
た
良
否
の
具
体
例
を
次
に
あ
げ
て
み
よ
う
。 

   

                

年
度 

区
分 

昭和 26年度 昭和 27年度 昭和 28年度 昭和 29年度 

成 
 

功 
 

点 

◦ 学校生徒会長

が非常に積極

的に活動した 

 

◦ 話合いにより

物事を決定し

てゆく習慣が

ついた 

◦ 学校との連絡

がよく行われ

た 

◦ 生徒会幹部が

積極的に動い

た 

◦ 下級生がよく

意見を出す 

◦ 自分達が出し

た意見に責任

を感じるよう

になつた 

◦ 性別に関係な

く正しい意見

に同調するよ

うになった 

◦ 会議中におけ

る言葉が全般

によくなつた 

◦ 週番制度がよ

く実行された 

◦ 道路改修を自

主的に行い警

察署長より表

彰された 

◦ 会議の運営態

度がよくなつ

た 

◦ 役員の選出に

当つて実力の

ある者をえら

ぶようになつ

た 

困 
 

難 
 

点 

◦ 会議において

男女の意見が

必ず対立した 

◦ 部落的意識が

強い 

◦ 学校との連絡

不十分 

◦ 決定した事項

も実行がとも

なわない 

◦ 未だに会議中

において言葉

の用法がまず

い 

◦ 生徒会で決定

したことは総

て効力を持つ

と考える者が

多い。 

◦ 生徒会のわく

外まで口を出

すことがある。 

◦ 生徒会役員は

真剣にとりく

んでいるが一

般生徒の関心

がうすい 

◦ 役員選挙にお

いて不真面目

なものが若干

いた 

◦ 自主自律の行

動不十分 

◦ 一部の生徒は

生徒会え〔へ〕の

関心不十分 

◦ 決定事項の実

行が不十分 

◦ 非協力がいる 
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教師の助言 希望事項 来週の目標 今週の反省事項 議
長 

昭
和
27

年 
６
月
27

日 

第
３
学
年
ク
ラ
ス
会
議
議
事 

 

ク
ラ
ス
会
及
学
校
定
例
会
議
事
録
抜
萃 

１ 

議
長
は
活
発
で
良
く
出
来
た
然
し
あ
ま
り
議
長
が
意
見
を
述
べ
な
い
よ
う 

に
す
る
こ
と 

２ 

目
標
は
適
当
と
思
う
が
出
来
る
だ
け
討
論
し
て
決
め
る
こ
と 

１ 

窓
ガ
ラ
ス
を
か
ゝ
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と 

特
に
野
球
を
や
る
人
達 

は
十
分
注
意
す
る
こ
と 

２ 

放
課
後
や
日
曜
日
に
小
さ
い
子
供
を
つ
れ
て
来
て
教
室
へ
遊
び
に
入
ら
な 

い
こ
と 

３ 

ど
ん
な
意
見
を
出
し
て
も
笑
わ
な
い
で
も
ら
い
た
い 

４ 

生
徒
会
で
決
定
し
た
こ
と
は
掲
示
板
に
必
ず
書
い
て
も
ら
い
た
い 

  
 

一
生
懸
命
勉
強
す
る 

 
 
 

（
定
期
試
験
が
近
づ
い
た
の
で
） 

１ 

週
番
や
生
徒
会
役
員
が
注
意
し
た
ら
す
な
お
に
き
く
こ
と
、
又
週
番
や
役

員
の
人
達
は
責
任
を
も
つ
て
注
意
す
る
こ
と 

２ 

農
繁
休
暇
が
あ
つ
た
の
で
み
ん
な
落
つ
き
が
足
り
な
い
。
早
く
落
ち
つ
い

て
一
生
懸
命
勉
強
し
規
律
あ
る
生
活
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と 

３ 

新
聞
を
よ
く
見
て
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
時
間
に
話
し
合
う
よ
う
に
す
る
こ
と 

４ 

そ
ろ
ば
ん
の
授
業
中
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
静
か
に
す
る
こ
と 

 

大
河
原 

幸
子 

書
記 

植
松 

哲
子 

教師の助言 希望事項 来週の目標 今週の反省事項 
議
長 

昭
和
28

年 

10

月
31

日 

学
校
定
例
会
議
事 

１ 

自
分
の
意
見
を
も
つ
と
主
張
す
る
こ
と
。 

２ 

出
来
る
だ
け
多
く
の
人
が
意
見
を
出
し
活
発
な
会
議
に
す
る
こ
と
。 

１ 

昼
休
み
に
ラ
ヂ
オ
を
か
け
て
も
ら
い
た
い
（
先
生
に
よ
く
連
絡
し
て
出
来 

る
だ
け
か
け
る
） 

２ 

〔
良
い
行
い
〕
を
し
た
者
を
生
徒
会
で
発
表
し
て
も
ら
い
た
い
（
今
後
は 

発
表
す
る
） 

３ 

週
番
の
人
に
敬
意
を
払
う
こ
と
（
一
人
一
人
の
注
意
を
喚
起
す
る
） 

一
生
懸
命
働
き
又
勉
強
す
る 

 
 

（
農
繁
期
が
近
づ
い
た
の
で
） 

１ 

学
校
の
道
具
を
使
っ
て
か
た
ず
け
な
い
人
が
多
い 

公
共
物
は
特
に
大
切

に
す
る
こ
と 

 

（
一
人
一
人
に
注
意
す
る
よ
う
徹
底
す
る
） 

２ 

放
課
後
の
掃
除
を
も
つ
と
真
剣
に
や
る
こ
と
（
週
番
長
に
必
ず
点
検
し
て

も
ら
う
） 

３ 

昼
休
に
は
つ
と
め
て
外
に
出
て
遊
ぶ
こ
と
（
特
別
の
用
の
あ
る
人
は
週
番

長
に
こ
と
わ
る
） 

４ 

室
内
で
は
帽
子
を
か
ぶ
ら
な
い
こ
と
（
生
徒
会
役
員
や
週
番
が
注
意
す
る
） 

小
沢 

行
正 

書
記 

鈴
木 

八
千
代 
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４ 生徒会に対する生徒の関心調査（抜萃）                昭和 29年 9月 15日実施 

調査事項 質問事項 応答事項 
比率 
％ 

応答事項 
比率 
％ 

応答事項 
比率 
％ 

応答事項 
比率 
％ 

調査人員 
123 名 

 
 

クラス会 
 

について 

クラス会が毎週いつある
か知つていますか 

知つている 100 知らない 0     

クラス会でいつも発言
していますか 

いつも発言して
いる 

26.4 たまに発言する 41.4 
ほとんどし
ない 

24.8 全然しない 2.4 

どうして発言しないの
ですか（全体の 32.2％） 

きまりがわるい 42.8 人に笑われる 4.0 ばからしい 2.2 
発言するこ
とがわから
ない 

5.1 

クラス会についてどう
思いますか 

クラス会が来た
のがたのしみ 

69.1 
クラス会の来る
のがいやだ 

30.9     

どうして楽しいのです
か（全体の69.1％） 

ふだん思ってい
ることを言える 

82.5 
ただおもしろい
から 

17.5     

どうしていやですか 
（全体の 30.8％） 

発言させられる
から 

34.9 
議長に指名され
るとこまる 

20.1 
おもしろく
ないから 

45.0   

クラス会議中どんな態
度ですか 

意見と出そうと
つとめる 

59.1 
あまり意見を出
そうとしない 

38.3 
全然出そう
としない 

2.6   

クラス会をよくしよう
と考えていますか 

考えている 71.3 
あまり考えてい
ない 

27.0 
少しも考え
ない 

1.7   

定 例 会 
 

について 

定例会がいつあるか知
つていますか 

知つている 98.4 知らない 1.6     

学校生徒会にはどんな
（だれ）役員がいるか知
つていますか 

知つている 80.2 知らない 19.8     

定例会はうまくやつて
いると思いますか 

よいと思う 21.8 大体よい 68.9 
とてもだめ
だ 

9.3   

定例会で定つたことに
ついてどう思いますか 

よく守られてい
る 

3.4 
大体よく守られ
ている 

65.8 
ほとんど守
られない 

30.8   

週番に 
 

ついて 

週番をやつたことがあ
りますか 

ある 100 ない 0     

週番をやつた時どんな
でしたか 

協力してくれた 10.7 
あまり協力して
くれない 

63.9 
ほとんど協
力しない 

25.4   

週番をやつた時一生懸
命しましたか 

した 58.5 あまりしない 41.5 しない 0   

週番をした時誰か〔に〕

注意しましたか 
した 94.1 しない 5.9     

注意を受けた人の態度
はどんなでしたか 

すなおに従つた 20.2 もんくを言つた 57.9 
全然きこう
としない 

21.9   

週番制度についてどう
思いますか 

週番がなければ
こまる 

92.6 週番はいらない 7.4     

クラス会
及学校生
徒会役員
に対する
調査 
（調査人
員 16人） 

今の役についたことを
どう思いますか 

うれしく思う ４人 
とてもめいわく
だ 

４人 いやだ 8 人   

いままで自分の役につ
いてどうしたらよいか
考えたことがあります
か 

いつも考えてい
る 

6 人 あまり考えない 10 人 
全然考えな
い 

0 人   

今の生徒会がよくやつ
ていると思いますか 

よくやつている
と思う 

1 人 
大体よくやつて
いると思う 

7 人 思わない 8 人   

どうしてうまくやれな
いと思いますか（思わな
い人 8人） 

自分達の活躍が
足りない 

6 人 
皆さんの協力が
足りない 

2 人     

以上の調査によつて 

１ 全般的に生徒会に対する関心はうすい 

２ しかし生徒は生徒会の向上に努めていることが知れる 

３ 生徒会役員も不振の原因を自分達の責任として自覚しているものの真に学校を愛し自分を尊重する念に乏しいのが

伺われる その原因を今後つきとめたい 

４ 週番制度において全員が体験し一般生徒の協力は足りないが週番制度の必要性はほとんど全員が認めている 
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６ 

生
徒
会
活
動
に
お
け
る
問
題
点
と
そ
の
打
開
策 

 

問
題
点 

(ｲ) 

本
校
の
生
徒
会
活
動
に
於
け
る
主
要
目
的
で
あ
る
自
主
自
律
の
生
活
態
度

が
不
十
分
で
依
然
教
師
に
対
し
て
依
存
性
が
つ
よ
い
。 

          

(ﾛ) 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
見
え
る
よ
う
に
未
だ
に
一
般
生
徒
の
生
徒
会
に
対
す
る
関

心
が
う
す
い
。 

          

(ﾊ) 

安
易
な
こ
と
が
徹
底
的
に
実
行
出
来
な
い
。 

          

(ﾆ) 

父
兄
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
第
３
項
に
見
え
る
よ
う
に
父
兄
は
生
徒
の
労

働
力
を
期
待
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

村
の
文
化
水
準
低
く
経
済
状
態
逼
迫
し
、
そ
れ
が
生
徒
の
性
格
や
学
校
生
活

に
深
く
困
難
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 

 

打
開
策 

(ｲ) 

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
生
徒
の
自
主
性
伸
長
に
努
め
る
が
特
に
作
業
を

通
し
協
力
に
よ
り
自
主
自
律
の
生
活
を
学
ば
せ
た
い
。 

          

(ﾛ) 

生
徒
会
の
必
要
性
重
要
性
を
全
生
徒
に
徹
底
さ
せ
向
上
を
期
し
た
い
。 

          

(ﾊ) 

生
徒
を
通
し
父
兄
の
教
育
へ
の
関
心
を
高
め
、
ひ
い
て
は
村
の
産
業
・
文
化

の
昂
揚
に
貢
献
す
る
学
校
に
な
り
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

以
上
に
よ
り
教
師
生
徒
、
一
体
と
な
り
生
徒
会
の
活
溌
な
る
活
動
に
よ
つ
て

初
〔
所
〕
期
の
目
的
達
成
に
邁
進
し
た
い
。 

  
 

注 

相
模
原
市
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
学
事
書
類
」
中
の
「
津
久
井
郡
第
四
次 

教
育
研
究
大

会
要
項
」
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
。 

    

５ 父兄に対する生徒の実態調査（応答者 91名） 

質問事項 応答事項 
比率 
％ 

応答事項 
比率 
％ 

応答事項 
比率 
％ 

あなたの子供さんは毎日学校に出かけ
る時どんなですか 

たのしそうだ 84.6 
あまりたのしそう
でない 

15.4 いやらしい 0 

あなたの子供さんは中学生になつてか
ら変りましたか 

良くなつた 42.3 普通 53.3 悪くなつた 4.4 

よくなつたと思う人（全体の 42.3％）
どんな点がよくなりましたか 

世話をかけなくなつ
た 

40.8 
自分の意見をはつ
きり言う 

25.4 よく家事を手伝う 33.8 

あなたの子供さんは学校のことについ
て話しますか 

よく話す 32.2 時々話す 63.3 全然話さない 4.5 

どんなことを一番多く話しますか 生徒会のこと 14.8 勉強のこと 35.9 友達や先生のこと 49.3 
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一
二 

生
徒
会
自
治
組
織
表 

 

  
 

 

注 

『
太
洋
新
聞
』
第
二
三
号
（
平
塚
市
立
太
洋
中
学
校
新
聞
部
、
一
九
五
五
年
五
月
二
〇
日
）。 

   

  

統

計

調

査

役 員 会

常

任

委

員

会

会

計

係

各

級

四

名

自治委員会

整

美

委

員

会

図

書

委

員

会

保

健

委

員

会

学

習

委

員

会

委

員

三

二

名

委

員

三

二

名

委

員

三

二

名

委

員

三

二

名

委

員

三

二

名

委

員

三

二

名

委

員

三

二

名

委

員

三

二

名

報

道

委

員

会

風

紀

委

員

会

委

員

会

柿

澤

み

ゆ

き

石

原

全

片

倉

妙

子

升

水

昌

秋

杉

本

和

子

石

丸

紘

一

３Ｅ ３Ａ ３Ｂ ３Ｃ ３Ｂ ３Ｃ

副

委

員

長

委

員

長

副

委

員

長

委

員

長

副

委

員

長

委

員

長

脇

田

英

子

鳥

海

百

合

子

甲

斐

桂

子

岩

田

稔

副

委

員

長

委

員

長

３Ｂ ３Ｂ

柳

沢

弘

子

川

部

勝

光

副

委

員

長

委

員

長

副

委

員

長

委

員

長

２Ｅ

副

委

員

長

３Ｅ

小

林

麗

子

生

徒

会

自

治

組

織

表

加

藤

正

子

藤

田

潔

委

員

長

３Ａ

鳥

海

悦

子

２Ｃ ３Ａ ３Ｃ

副

委

員

長

委

員

長

２Ｄ ３Ａ



第４章 中学校 

- 338 - 

一
三 

計
算
力
の
実
態
調
査 

 
 
 

昭
和
30

年
藤
沢
市
教
組
教
育
研
究
集
会 

 
 
 
 
 
 

第
４
分
科
会 

算
数
・
数
学
指
導
の
問
題
と
対
策 

Ⅱ

の
一 

 
 
 

本
校
に
於
け
る
計
算
力
の
実
態
調
査 

 
 
 

藤
沢
市
立
■
■
中
学
校 

 
 本

校
に
於
け
る
数
学
教
育
の
困
難
点
の
一
つ
と
し
て
計
算
力
の
不
足
が
考
え
ら
れ
る
の
で
６
月

下
旬
一
年
よ
り
３
年
ま
で
の
計
算
力
を
調
査
す
る
目
的
で
一
応
一
年
生
の
既
習
の
範
囲
内
に
於

て
教
科
書
及
び
ド
リ
ル
用
の
問
題
集
よ
り
特
に
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
様
な
形
の
問
題
を
と
り
出
し

20

分
間
に
て
実
施
す
る
。 
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（
二
） 

 

誤
答
に
対
す
る
所
見 

１
．
整
数
の
加
減
法
…
暗
算
誤
り
、
上
位
よ
り
下
げ
る 

と
き
、
位
が
上
る
場
合
の
誤
り
。 

２
． 

〃 

乗
除
法
…
途
中
計
算
の
和
と
差
の
誤
り
、 

 

特
に
乗
法
で
は
計
算
の
書
き
方
乱
雑
に
よ
る
位
の 

ま
ち
が
い
多
し
。 

３
．
小
数
の
加
減
法
…
小
数
点
の
位
置
を
考
え
ず
整
数 

同
様
に
計
算
す
る
。
及
び
整
数
の
計
算
の
誤
り
。 

４
．
小
数
の
乗
除
法
…
乗
法
で
は
位
取
り
の
誤
り
加
減 

法
と
同
様
に
す
る
、
除
法
に
於
い
て
は
除
数
が
少 

数
の
場
合
の
位
取
り
に
誤
答
多
し
。 

５
．
分
数
の
加
減
法
…
通
分
せ
ず
分
子
分
母
を
加
法
す 

る
、
通
分
の
場
合
、
分
子
に
掛
け
る
こ
と
を
忘
れ 

る
。 

６
．
分
数
の
乗
除
法
…
約
分
を
し
な
い
、
帯
分
数
を
仮 

分
数
に
な
ほ
さ
な
い
。
除
法
に
於
い
て
被
除
数
を 

逆
数
と
す
る
、
共
に
逆
数
し
な
ほ
し
乗
法
を
や
る
。 

７ 

混
合
の
計
算
…
（ 

 

）、
乗
除
先
行
の
法
を
知
ら 

ず
常
に
左
よ
り
や
る
。 

     
 

（一） 

番 

号 
問    題 

正答 及 正答率 
主な誤答及び率 

正  答 3年% 2 年% 1 年% 

１ 58＋46 104 93 89 93 124（2） 64（2） 

２ 0.25＋7.41 7.66 92 95 95 7.86（3） 7.05 

３ 14.2＋1.35 15.55 85 80 63 2.77（6％） 27.7（4） 277（3） 

４ 568－383 185 87 95 85 165（5） 175（4） 225（3） 

５ 834－589 245 83 80 75 255（7） 235（3） 345（3） 

６ 7.38－2.69 4.69 78 83 80 4.79（6） 4.68（4） 

７ 21.3－8.45 12.85 73 73 58 13.95（8） 12.95（5） 12.75（4） 

８ 618×28 17304 72 65 55 17204（6） 17314（4） 

９ 6800×370 2516000 72 75 63 2716000（5） 251600（5） 

10 0.38×0.7 0.266 68 63 43 2.66（9） 266（3） 

11 43.3×1.08 46.764 62 63 43 46764（8） 467.64（5） 49.764（5） 

12 846÷18 47 74 75 60 46.7（3） 42  68  4.4 

13 871÷13 67 78 80 65 4.7（3） 63（3） 71 7.4 

14 18.9÷0.3 63 62 73 50 6.3（25） 630（5） 0.63（5） 

15 0.92÷4.6 0.2 58 55 45 0.02（10） 2（15） 20（5） 

16 
3

4
＋

5

8
 1

3

8
 72 70 55 

8

32
（10） 

8

12
（6） 

11

8
（6） 

17 
2

3
＋1

1

5
 1

13

15
 66 65 53 1

3

15
（9） 1

3

8
（6） 1

11

15
（5） 

18 
3

4
－

1

3
   

5

12
 68 58 55 

2

1
（8） 

2

12
（10） 

2

4
（5） 1

1

12
（3）  

19 3
1

2
－

5

6
 2

2

3
 62 60 40 2

8

12
（9） 2

4

6
（8） 2

1

6
（7） 

20 
5

6
×

2

3
   

5

9
  65 58 28 

11

18
（11） 

15

18
  

12

15
（3） 

21 4×1
1

2
 6 62 40 40 

3

8
（8） 5

1

2
（5） 4

1

2
（4） 

22 
5

8
÷

2

3
  

15

16
 58 43 35 2

2

5
（6） 

4

15
（3） 5

1

12
（2） 

23 6÷2
2

3
 2

1

4
 53 20 3 

4

9
（12） 16（10） 2

2

18
（5） 4（5） 

24 1
1

2
－

3

4
÷1

1

2
 1 42 10 18 

1

2
（20） 

8

9
（5） 

1

3
（5） 6（5） 

25 3＋5×（16－10）÷5 9 34 15 38 9.6（20） 9…3（3） 9.8（4） 45 
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人 

数 

 

点 数  

Ⅱの二 2－3年 計算力テスト 

問   題 正  答 
正答率(％) 

主な誤答（誤答率） 所   見 
3年 2年 

①（＋12）＋（－３） ９ 57 75 15（30）、－９（10） 正負の加減 

異符号の加減では、絶対値の

差をとることを知らず和とす

る同符号の場合は、乗除の場

合と同様に全て＋とする 

減法では加法になおす場合、

減法の符号を変えない 

特に（ ）をとった場合困難

となる 

②（－７）＋（－５） －12 62 62 12(21)、－２(８）、＋２(７） 

③（－３）－（－８） ５ 62 50 －５ (14）、－11(15)、11(5） 

④（－1/2）＋（1/3） －1/6  53 57 2/5（13）、5/6（10） 

⑤ －５－５ －8 45 65 －２(30）、８(８）、２ (13) 

⑥ ３－８＋４ －1 53 65 ９（22）、－９（14） 

⑦（－2.2）－（1.3） －3.5 34 52 －0.9(30）、35(10）、0.9(８) 

⑧（＋8）×（－６） －48 55 60 48（28） 正負の乗除 

絶対値が簡単な場合は加減

より成績良好、誤答は同符号

は＋ということしらず、符号

の誤りが大部分、異符号の場

合は特に誤答多し 

⑨（－15）÷（＋３） －５ 78 75 ５（15） 

⑩ －20＋（－8）＋15×（－3） －73 21 15 －33(9）、31(5）、39(5) 

⑪（－2－5）×（－7） 49 30 50 －２(25）、－49(11）、21(６) 

⑫（－8）÷（－4） ２ 73 75 －2（16） 

⑬ 80円の( )は9円60銭  1 割２分 44 32 ８割３分（23）、9.6（８） 割合の計算 

比の三角法理解がたりず歩

合高と元高との区別に困難

している。歩合、％を小数に

なおさない 

⑭ 90ｇの 20％は（ ）ｇ 18ｇ 42 25 4.5ｇ（20）、1800（16） 

⑮ ( )㎞の 40％は 20㎞  50 ㎞ 35 25 80（18）、5（８） 

⑯ ８：6＝4：（ ） 3 74 70 ２（５） 比 

分数との関係理解にとぼし

い。分数の意味理解不充分 
⑰ 20：15＝（ ） 4/3 71 58   

⑱ ３ａ＋２ａ ５ａ 68 87 ５ａ2（31） 式の計算 

同数項の理解不安定。文字が

はいるとむずかしいものと

先入観がある様である 

⑲ －10ⅹ×４ －40ⅹ 73 85 －40ⅹ2（３）、６ⅹ（５） 

⑳ －３ａ＋５＋10ａ－４ａ 3ａ＋5 43 20 ８ａ（８）、５＋３ａ2（３） 

㉑ －2/3ｘ×(－6)＋2/5ｙ×

(－5) 
4ⅹ－2ｙ 23 15 ４ⅹ＋２ｙ（５） 

㉒ －4ⅹ－3（1－2ⅹ） 2ⅹ－3 31 23 ２ｘ(13）、６ｘ－４(８）、３ｘ(８） 

㉓ ａ＋4（7ⅹ－4ｙ） 
a ＋28x －

16y 
28 25 

ａ＋28ｘ－4ｙ(12）、12ａｘｙ

(６) 

㉔ ａ＝３、ｂ＝－２、ｃ＝４ 

  ４ａ－８ｂ＋２ｃ 
36 29 23 36ａｂｃ（18）、４（９）  

㉕ ａ2×ａ4 ａ6 70 80 ａ8（19） 指数 

指数の和・差となるものを

積・商とする、指数の意味の

理解不足 

㉖ ｂ3×ｂ5÷ｂ2 ｂ6       68 57 ｂ4（８）、ｂ7.5（６） 

㉗ ｂ7÷ｂ2 ｂ5      67 68 ｂ3.5（９）、ｂ7－2（８） 

㉘ ⅹ＋５＝７ ２ 85 90 12（6） 方程式 

未知数に係数のある場合特

に誤り多し 

㉙ ２ⅹ＋５＝13 ４ 59 40 8（10）、6（9） 

㉚ 2/3ⅹ－５＝－17 －18 20 12 18(6）、－33(13）、1/18(14) 
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Ⅱの三 

29 年度 中学校数学 ア・テストについて 

第一学年 

番号 問     題 正 解 
正答率 

 ％ 

空白 

 ％ 
主な誤答例（その率％） 

問一 Ⅰ．次の(  )の中に適当な数を書き入れなさい      

(イ) ８－２×３＝(  ) ２ 10 0 18(40) 12(５) 16(２) 

(ロ) 1.86+(  )＝27.5 25.64 68 10 15.64(10) 26.6(３) 0.79(２) 

(ハ) (  )×0.2＝0.3 1.5 25 20 0.1(25) 0.15( ６ ) 0.6( ８ ) 

 
(ニ) 

2

3
＋

3

8
−

5

6
＝(  ) 5/24 48 20 4/24(３) 1

1

24
 (７) 

1

４
 (５) 

(ホ) ６÷
4

5
×

8

15
＝(  ) ４ 23 17 

32

450
 (13) ２

52

75
(18) ４

1

2
（９) ３

2

3
(12) 

   Ⅱ．次の問に答えなさい  

(イ) ８日、10日毎の当番が再び一緒になる日 40 31 14 18(20) 80(22) ２(６) 

(ロ) 男 328、女 312、先生 24で等しい組を作

 

8 17 32 16(21)  ２ ( ８ )  24(11) 

 
問二 次の(  )の中に適当な数を書き入れなさい 

(イ) 1052＝100×(  ) 10.52 62 15 1.052(12) 152(３) 105(４) 

(ロ) 3.4×(  )＝34 10 69 5 100(７) 0.1(4) 

(ハ) (  )×100＝5340 53.4 63 15 534(８) 

(ニ) 46÷(  )＝0.046 1000 58 20 0.001(９) 0.01(３) 

(ホ) (  )×54＝0.054 0.001 53 15 0.01(12) 0.54(８) 

問三 ある店で1200円で仕入れた服を 15000 円の定価をつけました。     

(イ) 定価は仕入れ値段の何割何分の利益か ２割５分 26 34 ２割(18) ８割(16) １割２分

 
(ロ) 

定価の１割引きだと定価より何円安くな
るか 

150 円 32 36 300(10) 250(８)  

(ハ) 1080 円で売ると損失の歩合はどれだけか １割分 6 67 ４割２分(８) 

(ニ) 1380 円に売ると利益の歩合はどれだけか １割５分 7 70 １割２分(12) 

問四 下の置時計について次の問に答えなさい。      

(イ) 組合せの立体の名前を選んで書きなさい 
角錐台、

角柱、直

方体 

39 0   

(ロ) 面Ａに平行な面はいくつありますか 3 5 18 ６(20) ２(15) ４(８) 

(ハ) 面Ａに平行な稜はいくつありますか 13 3 18 ４(26) ３(12) ２(10) 

(ニ) 面Ａに垂直な稜はいくつありますか 12 1 20 ２(30) ５(22) 

(ホ) 台の部分の体積はいくらですか 864 32 24 884(12) 664(８) 
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問五 表は三校の学級数と生徒数です      

(イ) 生徒数の比を連比で表すとＡ：Ｂ：Ｃ＝

 

７：９ 7 68 ８：11(６) ９：12(10) ７：６

 
(ロ) 

Ａ：Ｂ＝５：３でＢ：Ｃ＝２：３です  

Ａ：Ｂ：Ｃを求む 

10：６：

９ 
5 72 ５：５：３(８) ５：３：３(10) 

(ハ) 代表 200人中Ａ校からの出席者は何人か 80人 0 66 66(18) 90(７) 

(ニ) 記念品代一人20円です 全体でいくらで

 

22040 18 39 4000( ８ )  20080(12) 

 
問六 27 年度の米麦の収穫高は下のとおりです それをグラフであらわしました 

(イ) 棒グラフの一目盛は何石か 2000000 0 12 2000(21) 200(31) 1000(8) 

(ロ) 大麦のグラフを書け  51 34   

(ハ) 目盛のひどくまちがえているのを書け Ｆ 54 20 Ｅ(14) Ｂ(６) 

(ニ) 陸稲は約何万石か 165 8 31   

問七 図は正八角形の時計です。次の問に答えなさい。      

(イ) い ろの角は何度ですか 135，225 14 25 
ろの角を 135 としたものが 18％

もあつた 

(１) ３時のときの長針と短針のはさむ角 90 70 10 60(12) 

(２) ５時のときの長針と短針のはさむ角 150 36 10 120(18) 

問八 横浜、沼津旅行の問題      

(イ) 横浜から湯河原まで何時何分か 1 時間 42

 

25 30 ２ｈ 42′(15) 

(ロ) 横浜、沼津間の平均速度は何㎞か 42 5 54 58(12) 98(15) 

(イ) 家族で無料の人は何人 半額は何人 1，1 32 16 1,2(30) 

(ロ) 家族全体往復の運賃は何円か 1470 15 25 1050(20) 1740(12) 

Ｃ  ６町は何メートルありますか 648 30 15 6480(18) 1080(16) 

問九 生徒会予算の比率は表のようでした。      

(イ) 
理科部の全体に対する割合を歩合で答え
よ 

１割４分 32 27 １割３分(８) 

(ロ) 
総額は15万円である。園芸部の予算を求
む 

6000 26 40 600(12) 345(14) 

(ハ) 円グラフに書くと中心角の一番大なのは ６ 58 20 ７(10) 

(ニ) 演劇部は中心角何度か 18 16 40 ９(10) ５(８) 

(ホ) 
体育部の 2/9の庭球班は全体の何パーセ
ントか 

６ 10 52 27(10) 22(８) 

(ヘ) 
社会科部は読書部の予算の何パーセント
か 

75 15 52 13(10) 750(10) 

問十 学校の敷地は図の如くたて 150ｍ、よこ77ｍです。      

(イ) 実際の面積は何坪ですか 3500 15 50 350(20) 

(ロ) 
ＡＣを５ｃｍとすると縮尺はいくらです

か 

1

1000
 5 40 500(20) 100(５) 

(ハ) 一歩 45ｃｍとしてＡＢの長さは何メート

 

81 5 50 810(10) 220(10) 

 



第４章 中学校 

- 343 - 

 
 

 

 

 

 

 

 注 藤沢市教育委員会に所蔵されている。学校が特定できる文言を「■」で表記した。 

 

３年

２年

１年

点数

人

数

7 425 22

30

20

40

１-２-３年合同テスト度数分布

1 0

10

19 18 13 10

Ⅱの四  中学校数学ア・テスト誤答調査 

               第二学年 

番号 問   題 正答 正答率％ 誤答（誤答率％） 

（１） ５－（＋14）＝（   ） －９ 53 ＋９（32） ＋19（５） －19（８） 

（２） （－21）＋（－17）＝（   ） －38 61 ＋38（26） ＋４（５） －４（３） 

（３） （＋13）－（－18）＝（   ） ＋31 46 －５（34） －31（12） ＋５（４） 

（４） （＋2

7
）＋（－5

7
）＝（   ） －3

7
 49 －１（27） 7

7
（９） 3

7
（３） 

（５） （－8

9
）＋（－ 4

21
）＝（   ） 32

189
 45 － 32

189
（６） 1 15

189
（５） 

（６） （＋5

8
）＋（－ 3

10
）＝（   ） －2 1

12
 40 2 1

12
（29） －11

4
（５） 

（７） ５ａ－ａ－５＝（   ） ４ａ－５ 36 ５ａ２‐５（18） ５ａ２（10） 

（８） ３ａ３×２ａ２＝（   ） ６ａ５ 43 ６ａ6（18） ５ａ２（10） 

（９） ａ８÷ａ４＝（   ） ａ４ 47 ａ２（23） ａ32（５） ａ12（８） 

（10） （ａ３）４＝（   ） ａ12 52 ａ７（31） 

（11） －３（３ａ－ｂ）＝（   ） －９ａ＋３ｂ 34 ‐９ａ－３ｂ（23） ９ａ－ｂ（８） －６ａ－ｂ（５） 

（12） 
５（ａ－２ｂ＋３）＝（   ） ５ａ－10ｂ＋

15 

40 ５ａ‐２ｂ＋３（14） ５ａ‐７ｂ＋８（３） 

（13） 12ｘ＝６ ｘ＝1

2
 28 ｘ＝２（43） ｘ＝６（10） 

（14） 1

4
ｘ＝16 ｘ＝64 30 ｘ＝４（28） ｘ＝８（６） 

（15） 38＝15－ｘ ｘ＝－23 22 ｘ＝23（31） ｘ＝53（８） 

 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

ドリル期間 

方法 

単元の進度と平行して十分 
間位で出来る問題を毎朝出 
題し翌朝これを集め昼休み 
までに採点して返す。特に 
間違いの多い問題を次に出 
す。 

60 

55 

50 

45 点 
数 

多 
項 
式 

方 
程 
式 

方 
程 
式 

応 
用 
問 

題 グ 
ラ 
フ 

正 
負 

正 
負 

文 
字 
式 

式 
の 
値 

単 
項 
式 

ドリルによる組の平均点のグラフ（２年女生） 



第４章 中学校 

- 344 - 

一
四 

「
の
ぞ
ま
し
い
生
徒
を
育
て
る
実
践
」 

          

 

㈠ 

テ
ー
マ
設
定
の
理
由 

本
校
で
は
今
年
度
が
三
学
年
そ
ろ
っ
た
新
し
い
出
発
の
年
で
あ
り
、
今
年
度
を
第
一
期
と
し

て
学
校
教
育
全
般
に
わ
た
り
、
研
究
実
践
を
つ
み
上
げ
て
行
く
意
味
で
前
出
の
テ
ー
マ
を
選

ん
だ
。
特
に
左
の
諸
点
か
ら
副
題
の
「
学
力
向
上
と
生
活
指
導
の
調
和
」
に
留
意
し
て
い
き

た
い
。 

 

１
．
進
学
希
望
者
九
〇
％
以
上
の
本
校
で
は
学
力
の
向
上
が
不
可
欠
の
課
題
と
な
る
が
、
入

試
的
傾
向
の
強
ま
り
を
な
る
べ
く
さ
け
つ
ゝ
、
そ
れ
を
達
成
し
た
い 

 

２
．
道
徳
科
特
設
・
新
指
導
要
領
・
基
礎
学
力
の
向
上
・
勤
務
評
定
問
題
等
、
戦
後
の
「
新

し
い
教
育
」
へ
の
再
検
討
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
時
、
自
主
的 

全
校
的
に
「
新
し

い
教
育
」
の
深
め
を
行
い
、
そ
の
正
し
い
姿
で
の
向
上
を
は
か
り
た
い
。 

㈡ 

生
徒
の
現
実
と
問
題
点 

 

１
．
環
境 

 
 
 

学
校
環
境
基
本
調
査
を
七
月
末
に
行
い
（
回
収
率
八
〇
％
）、
次
の
諸
点
を
得
た
。（
別

表
（
一
）
参
照
） 

 
 

Ａ
．
誕
生
地
と
生
育
地
を
異
に
す
る
者
が
非
常
に
多
い
。 

 
 

Ｂ
．
父
母
の
学
歴
は
比
較
的
と
ゝ
の
っ
て
い
る
。 

 
 

Ｃ
．
経
済
的
水
準
も
普
通
よ
り
や
ゝ
恵
ま
れ
て
い
る
。 

 
 

Ｄ
．
学
習
環
境
も
悪
い
と
は
言
え
な
い
。（
た
ゞ
経
済
的
水
準
に
比
較
し
て
、
塾
・
家
庭
教

師
は
少
い
） 

 
 

Ｅ
．
父
母
の
「
も
の
ゝ
考
え
方
」 

 
 
 
 

進
学
へ
の
配
慮
か
ら
補
習
・
宿
題
等
の
強
化
を
望
む
声
が
少
く
な
い
） 

 

２
．
生
徒
の
傾
向 

 
 

Ａ
．
学
力 

 
 
 
 

入
学
時
の
学
力
テ
ス
ト
、
過
去
二
度
の
ア
・
テ
ス
ト
等
そ
れ
ぞ
れ
全
国
平
均
・
県
平

均
と
比
較
し
て
、
成
績
は
上
ま
わ
っ
て
い
る
が
、
各
教
科
で
の
長
所
・
短
所
に
つ
い

て
は
研
究
中
で
あ
る
。 

 
 

Ｂ
．
性
行 

 
 
 

イ
．
長
所 

 
 
 
 
 

一
般
に
お
と
な
し
く
、
問
題
児
と
い
え
る
も
の
は
ご
く
ま
れ
で
あ
り
、
生
活
を
明

か
る
く
楽
し
む
傾
向
が
あ
る
。 

 
 
 

ロ
．
短
所 

 
 
 
 
 

生
活
に
特
に
苦
労
の
な
い
者
が
多
い
だ
け
に
、
労
働
の
習
慣
が
弱
く
、
マ
ス･

コ
ミ

の
影
響
を
受
け
易
く
安
易
な
生
活
態
度
に
お
ち
い
り
や
す
い
。 

 

３
．
問
題
点 

 
 
 

生
活
を
楽
し
み
明
る
く
す
な
お
だ
が
、「
問
題
意
識
の
低
い
」「
考
え
の
追
求
力
を
欠
い

た
」「
内
面
に
エ
ゴ
を
ひ
そ
め
た
」
存
在
と
し
て
、
成
長
し
て
い
っ
て
し
ま
う
不
安
が
あ

る
。 

㈢ 

実
践
研
究 

 

１
．
方
針 

 
 

Ａ
．「
学
力
の
向
上
」
は
授
業
そ
の
も
の
を
研
究
的
に
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
図
る
。 

 
 

Ｂ
．
原
則
と
し
て
補
習
を
行
わ
ず
ク
ラ
ブ
活
動
を
全
面
的
に
強
化
し
て
受
験
主
義
へ
か
た

よ
る
の
を
防
ぐ
。 

 
 

Ｃ
．
楽
し
い
充
実
し
た
行
事
を
で
き
る
だ
け
行
う
。 

 
 

Ｄ
．
ロ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
を
強
化
し
て 

も
の
ゝ
考
え
方
を
深
め
、
生
活
指
導
を
充
実
さ
せ

る
。 

 
 

Ｅ
．
生
徒
に
対
し
て
は
行
き
と
ゞ
い
た
配
慮
を
も
っ
て
接
し
、「
り
く
つ
」
よ
り
は
「
ユ
ー

モ
ア
」
を
「
し
か
る
」
よ
り
は
「
は
げ
ま
し
」
を
大
切
に
し
て
い
く
。 

 

２
．
組
織 

  
 

第
八
次
教
育
研
究
神
奈
川
集
会 

 
 

第

十

分

科

会 

報

告

書 
   
 
 

の
ぞ
ま
し
い
生
徒
を
育
て
る
実
践 

 
 
 
 

～
～
学
力
向
上
と
生
活
指
導
の
調
和
～
～ 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
沢
市
■
■
中
学
校 
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Ａ
．
教
科
研
究
部
会 

 
 

週
一
回 

 
 
 
 

時
間
割
を
調
整
し
て
午
后
同
一
教
科
の
担
任
を
一
週
一
回
あ
く
よ
う
に
し
て
お
く
。

部
会
の
記
録
を
と
る
。 

 
 

Ｂ
．
生
活
指
導
研
究
会 

 

月
一
回 

 
 
 
 

ロ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
の
記
録
を
と
り
、
相
互
に
問
題
点
を
発
表
し
、
随
時
ホ
ー
ム
を
公

開
す
る
。 

 
 

Ｃ
．
学
年
会
議 

 
 
 
 

月
一
回
以
上 

 
 
 
 

二
回
～
三
回 

普
通
ひ
ら
く
。
教
科
担
任
を
学
年
別
に
別
け
て
お
き
連
絡
を
よ
く
と

る
。
例
え
ば
一
年
の
国
語
は
一
年
の
み
受
け
持
つ
。 

 
 

Ｄ
．
職
員
協
議
会 

 
 
 

月
一
回
以
上 

 
 
 
 

一
回
三
～
五
時
間
を
予
定
し
て
充
分
な
話
し
合
い
を
す
る
。 

３
．
経
過 

 
 

Ａ
．「
学
力
向
上
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 

方
針
Ａ
の
線
に
そ
っ
て
、
各
教
科
毎
に
週
一
回
の
教
科
部
会
を
行
い
そ
の
記
録
を

と
り
、
一
人
一
研
究
を
す
ゝ
め
て
い
る
。
研
究
授
業
は
一
人
年
一
回
と
し
、
全
職

員
に
よ
る
批
評
会
を
も
つ
。（
別
表
㈡
参
照
） 

 
 
 

イ
．
五
月
六
日
批
評
会
よ
り 

 
 
 
 
 

授
業
そ
の
も
の
は
、
テ
ス
ト
向
き
の
力
を
目
標
と
せ
ず
、
広
く
深
い
も
の
、
じ
っ

く
り
物
を
考
え
る
態
度
を
つ
み
上
げ
、
ノ
ー
マ
ル
な
高
い
水
準
の
生
徒
を
の
ぞ
む

べ
き
だ
。 

 
 
 
 
 

何
を
教
え
る
べ
き
か
要
点
を
整
理
し
て
の
ぞ
み
、
散
漫
化
を
防
ぐ
。 

 
 
 
 
 

生
徒
の
ま
ち
が
っ
た
発
表
も
傾
聴
し
て
は
げ
ま
し
、
ど
の
子
も
楽
し
む
実
質
的
授

業
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
必
要
。 

 
 
 

ロ
．
能
力
別
学
習 

 
 
 
 
 

特
に
奨
励
は
し
な
い
が
三
年
の
英
語
、
数
学
の
み
五
時
間
の
中
一
時
間
だ
け
能
力

別
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
に
適
し
た
授
業
を
行
う
。 

 
 
 

ハ
．
月
例
テ
ス
ト 

 
 
 
 
 

月
一
回
各
教
科
の
テ
ス
ト
は
ま
と
め
て
二
日
間
に
行
い
、
他
の
日
に
テ
ス
ト
に
よ

っ
て
生
徒
を
お
び
や
か
す
こ
と
を
な
る
べ
く
さ
け
る
。
テ
ス
ト
毎
に
各
教
科
各
学

年
別
の
成
績
一
覧
表
を
作
り
、
担
任
の
反
省
資
料
と
す
る
。 

 
 
 

ニ
．
宿
題 

 
 
 
 
 

適
当
に
出
す
が
、
過
重
負
担
を
さ
け
る
た
め
学
年
毎
に
調
整
す
る
。 

 
 

Ｂ
．「
生
徒
指
導
」
に
つ
い
て 

 
 
 

イ
．
ホ
ー
ム
指
導 

 
 
 

 
 
 
 

〇
学
級
日
誌 

 
 
 

従
来
の
せ
ま
い
わ
く
を
こ
え
、
感
想
ら
ん
を
重
視
し
て
別
表

（
三
）
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
と
す
る
。
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て

は
大
学
ノ
ー
ト
を
使
用
し
て 

他
に
学
級
委
員
の
日
誌
を

も
ち
、
感
想
の
量
も
一
人
約
七
〇
〇
字
宛
位
で
あ
る
、 

 
 
 

○
ロ
ン
グ
・
ホ
ー
ム 

各
ク
ラ
ス
経
過
を
と
り 

随
時
公
開
し
て
い
く
。
学
校
全
体

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
作
ら
れ
て
い
る
が
参
考
資
料
と
し
て
扱

い 

各
ク
ラ
ス
の
独
自
性
を
生
か
す
。 

 
 

ロ
．
生
徒
指
導
研
究
会 

月
一
回
会
合
を
行
い
従
来
の
事
例
研
究
会
か
ら
生
活
指
導
全

般
を
考
え
合
い
、
特
に
生
徒
の
一
般
的
傾
向
、
の
ぞ
ま
し
い

も
の
ゝ
考
え
方
や
行
い
方
な
ど
の
中
に
問
題
を
さ
ぐ
り
方
法

を
見
出
す
よ
う
に
す
る
。 

 
 
 

ハ
．
問
題
児
指
導 

 
 

カ
ン
セ
ラ
ー
の
新
設
が
要
望
さ
れ
た
が
、
ご
く
一
部
の
問
題

（
全
校
で
三
～
五
人
）
の
た
め
、
各
ク
ラ
ス
担
任
、
及
び
補

助
担
任
が
特
別
指
導
し
て
い
く
よ
う
に
落
ち
つ
い
た
。 

 
 
 

ニ
．
週
番 

 
 
 
 
 

毎
週
一
回
会
合
を
行
い
、
特
に
「
欠
点
ひ
ろ
い
」
と
な
る
こ

と
を
さ
け
る
。 

 
 
 

ホ
．
行
事 

 
 
 
 
 

方
針
Ｃ
の
線
に
よ
っ
て
、
映
画
会
（
年
六
回
）、
写
生
会
及
び

展
覧
会
（
年
四
回
）、
国
語
英
語
の
各
弁
論
会
、
ク
ラ
ス
対
抗

各
種
競
技
会
、
校
内
キ
ャ
ン
プ
、
各
ク
ラ
ブ
毎
の
社
会
見
学

を
も
つ
。
文
化
祭
を
新
設
し
、
体
育
会
と
と
も
に
■
■
祭
と

し
て
行
う
。
特
に
音
楽
と
演
劇
の
会
で
は
会
場
を
普
通
教
室

と
し
、
三
回
公
演
を
も
っ
て
、
音
楽
に
は
全
生
徒
参
加
し
個

人
競
技
を
排
し
た
。
体
育
会
で
は
シ
ヨ
ウ
（
仮
装
）
の
是
非

に
つ
い
て
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
が
楽
し
い
行
事
の
一
環

と
し
て
是
認
さ
れ
好
評
で
あ
っ
た
。 

 
 
 

ヘ
．
ク
ラ
ブ
活
動 

 
 

社
会
・
演
劇
の
二
ク
ラ
ブ
が
新
設
さ
れ
計
十
三
ク
ラ
ブ
と
な
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り
、
最
低
週
一
回
か
ら
六
回
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
夏
休
み

以
外
補
習
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
生
徒
は
楽
し
み
つ
ゝ

個
性
を
の
ば
し
て
い
っ
た
。 

 
 
 

ヘ
〔
ト
〕
．
父
母
と
の
結
び
つ
き 

地
区
別
懇
談
会 

学
級
懇
談
会
を
通
し
て
そ
の
強
化
を
は
か
っ
た
が
、
特
に
十

月
「
お
父
さ
ん
」
の
た
め
の
日
曜
授
業
を
行
い
父
母
と
も
ど
も
の
関
心
を
高
め

た
。 

月
二
回
参
観
日
を
設
け
授
業
の
公
開
を
は
か
っ
て
い
る
。 

学
年
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
り
、
一
年
は
父
母
と
教
師
の
新
聞
「
子
ら
と
共
に
」

を
出
し
、
二
年
三
年
は
学
年
懇
談
会
を
重
視
し
て
い
る
。 

㈣ 

影
響 

 

１
．
生
徒
の
傾
向 

 
 
 

以
上
の
実
践
研
究
の
結
果
、
問
題
児
的
生
徒
の
発
生
を
防
ぎ
、
校
風
と
し
て
「
お
だ
や

か
な
、
あ
た
ゝ
か
い
」
傾
向
を
生
み
、
受
験
的
気
風
を
最
小
限
に
と
ゞ
め
て
い
る
。 

 
 
 

特
に
教
師
と
生
徒
相
互
の
親
和
感
と
信
頼
感
が
た
し
か
な
も
の
と
な
り
、
生
徒
を
強
く

し
か
る
こ
と
は
全
く
な
く
、
お
説
教
的
な
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
必
要
と
し
な
い
状
態
に
あ

る
。 

 
 
 

十
月
に
「
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
か
、
ど
う
か
」
の
調
査
を
行
い
、
別
表
㈣
の
結

果
を
得
た
。 

 

２
．
学
力
向
上 

 
 
 

研
究
半
年
で
は
未
だ
発
表
の
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。
た
ゞ
ノ
ー
マ
ル
な
方
法
だ
け
で

ア
・
テ
ス
ト
等
受
験
に
有
利
な
結
果
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
不
安
感
が
少
く
な
い
。

（
研
究
結
果
は
年
度
末
に
発
表
の
予
定
） 

 

３
．
各
ク
ラ
ブ
の
入
賞 

 
 
 

各
ク
ラ
ブ
活
動
を
強
化
し
た
結
果
、
野
球
・
バ
レ
ー
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
読
売
科
学

賞
・
読
書
感
想
文
、
各
種
書
道
展
、
図
工
展
等
、
市
及
び
県
の
各
試
合
・
コ
ン
ク
ー
ル

で
そ
れ
ぞ
れ
上
位
入
賞
を
得
て
い
る
。 

 

４
．
対
父
母
の
問
題 

 
 
 

学
校
主
催
の
各
種
会
合
へ
の
参
加
が
次
第
に
積
極
的
に
な
っ
て
来
、
学
校
行
事
に
対
す

る
協
力
が
ま
し
て
い
る
。
学
校
側
と
父
母
と
の
相
互
の
理
解
が
深
ま
り
、
腹
を
わ
っ
た

話
し
合
い
の
空
気
が
次
第
に
で
き
つ
ゝ
あ
る
。 

㈤ 

今
後
の
問
題 

 

１
．
学
力
の
向
上 

 
 
 

特
に
ホ
ー
ム
指
導
を
通
し
て
家
庭
学
習
の
一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
又
三
年

に
対
し
て
は 

ア
・
テ
ス
ト
前
今
ま
で
の
学
習
事
項
の
整
理
の
た
め
に
最
少
限
の
補
習

を
必
要
と
す
る
考
え
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
影
響
を
受
け
な

い
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

２
．
生
徒
の
傾
向 

 
 
 

教
師
が
親
切
す
ぎ
て
甘
や
か
す
傾
向
を
生
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
反
省
が
起
っ
て
い

る
。
今
後
、
相
互
の
信
頼
感
、
親
和
感
を
く
ず
さ
ず
に
「
考
え
深
い 

た
く
ま
し
い
実

践
力
」
を
も
っ
た
生
徒
を
育
て
る
実
践
教
育
が
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
ロ
ン

グ
・
ホ
ー
ム
で
の
考
え
合
い
、
問
題
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
読
書
，
新
聞
，
作
文
等
の

利
用
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

３
．
職
員
の
勤
務 

 
 
 

研
究
的
会
議
以
外
に
、
組
合
、
Ｐ
・
Ｔ
・
Ａ
等
諸
種
の
会
議
が
重
な
り
、
事
務
も
煩
雑

と
な
り
労
働
過
重
と
な
る
こ
と
が
一
学
期
の
反
省
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
た
。
九
月
は

相
当
あ
ら
た
め
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
十
月
、
十
一
月
を
実
験
期
間
と
し
て
重
点
的
に
整

理
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
の
ぞ
ま
し
い
も
の
を
、
で
き
る
だ
け
多
く
で
な
し

に
、
何
を
優
先
さ
せ
て
何
を
切
っ
て
い
く
か
が
今
学
期
以
降
の
課
題
と
な
る
。 

 

４
．
父
母
の
問
題 

 
 
 

各
種
の
会
合
を
通
し
て
教
師
と
父
母
の
親
近
感
が
増
加
し
て
い
る
が
、
子
供
達
の
た
め

に
、
相
互
が
腹
の
底
か
ら
ぶ
つ
か
り
合
い
高
め
合
う
本
当
の
場
が
つ
く
ら
れ
る
の
は
こ

れ
か
ら
と
い
え
る
。 

 
 
 

特
に
環
境
調
査
の
「
父
母
の
も
の
ゝ
考
え
方
」、
十
月
の
父
母
と
の
話
し
合
い
を
通
し

て
見
ら
れ
た
こ
と
は
、「
新
し
い
教
育
」
へ
の
理
解
を
す
ゝ
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

以
上 
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１ 

道
徳
教
育 

 

必
要
あ
り 

329

名 

な
し 

 
 

58

名 

無
記 

 
 

69

名 

 

２ 

家
庭
教
育 

 
き
び
し
い
体
罰
を
加
え
る 

 
 
 
 
 

６ 

名 
や
む
を
得
な
い
時
だ
け
体
罰
を
加
え
る 

204

名 
絶
対
に
体
罰
を
加
え
な
い 

 
 
 
 
 

181

名 

無
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

65

名 

 

３ 

学
校
教
育 

 

き
び
し
い
体
罰
を
加
え
て
ほ
し
い 

 
 
 
 
 

24

名 

や
む
を
得
な
い
時
だ
け
体
罰
を
加
え
て
ほ
し
い 

222

名 

絶
対
に
体
罰
を
加
え
な
い
で
ほ
し
い 

 
 
 
 

144

名 

無
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

65

名 

 

４ 

補
習
と
ク
ラ
ブ
活
動 

 

補
習
の
方
が
必
要
で
あ
る 

 
104

名 

両
方
必
要
で
あ
る 

 
 
 
 
235

名 

ク
ラ
ブ
の
方
が
必
要
で
あ
る 

34

名 

無
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

83

名 

 

５ 

制
服
に
つ
い
て 

 
 
 

必
要
あ
り 

179

名 

必
要
な
し 

99

名 

無
記 

 
 

178

名 
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別表一              基本調査抜粋 調査人員 456 名 

 有 無 無記    

洋間 129 名 311 名 16 名  出生地 神奈川県以外で生まれたもの  193 名 

洗濯機 208 名 240 名 8名  生育地 神奈川県以外で育って来たもの 103 名 

冷蔵庫 132 名 312 名 12 名  父の学歴 大学卒 138 名   

電気冷蔵庫 68名 373 名 15 名   高専卒 99 名   

電話 99 名 347 名 10 名   中学卒 113 名   

      小学卒 92 名   

 有 無 無記   その他 7名   

勉強室 281 名 158 名 17 名   無記 6名   

勉強机 369 名 24 名 63 名  兄弟の数 0人 42 名   

スタンド 322 名 55 名 79 名   1 人 156 名   

英話辞典 414 名 37 名 15 名   2 人 109 名   

和英辞典 304 名 136 名 16 名   3 人 57 名   

国語辞典 405 名 42 名 9名   4 人 32 名   

漢和辞典 336 名 105 名 15 名   5 人 30 名   

百科辞典 146 名 256 名 24 名   無記 30 名   

その他 473 名 62 名 21 名  姉妹の数 0人 64 名   

（辞典・図鑑・年鑑）     1 人 187 名   

     2 人 104 名   

      3 人 48 名   

      4 人 10 名   

      5 人 3名   

      無記 40 名   

     家族の月収 10,000未満 7名 

      10,000以上～20,000未満 40 名 

      20,000以上～30,000未満 102 名 

      30,000以上～40,000未満 126 名 

      40,000以上 119 名 

      無記 62 名 

     住居 自分のもの 338 名   

      借家 102 名   

      借間 6名   

      アパート 3名   

      無記 7名   

     敷地 自分のもの 189 名   

      借地 229 名   

      無記 38 名   
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（別表二）   

  本年度各教科研究テーマー              ■■中学校研究部 

（科目） （方法） （テーマー） 

国語 個人研究 
文学鑑賞  語彙力 

新聞の読み方  生活記録を中心とした作文 

社会 個人研究 
統計図表（１年） 歴史の資料（２年） 

経消的な見方（３年） 

数学 共同研究 
診断テストの作成  分数小数方程式連立方程式 

          展開、因数分解  

理科 共同研究 二山カーブを消す方法 実験 レポート学習 

音楽 個人研究 
学校放送利用の現実的方法 

読譜力と変声期対策のための器楽教育、その後 

図工 個人研究 系統的な学習能力を生かす 

保体 個人研究 体力の増進を内外より研究 

職業（女） 個人研究 基礎的な素要について 

英語 共同研究 二山カーブを消す方法  

ＡＶ 共同研究 達夫の日記の利用について 

図書 共同研究 図書館で本を読む態度の育成 

生徒指導 共同研究 ロングホームの障害点 

   

研究予定 10月下旬 第１次中間報告  

  11 月下旬 第 2次中間報告  

  1 月上旬 第 1年度研究完成  

  3 月下旬 第 2年度研究準備  

（別表三） 学級日誌の書き方（各クラスの日誌の表紙裏に添付） 

みんなに書いてほしいこと （感想欄へ） 

 

 このごろ 

  または   感じ考えたことの中から 

 この日に 

      ホーム や 

      学校  で 

 

      家   や 

      学校  で 

 

      新聞や や 

      ラジオ や 

      本   で 

たのしかった      こと 

おもしろかった     こと 

うれしかった      こと 

 

苦しかった       こと 

こまった        こと 

想〔相〕談したい     こと 

 

いいなと思った     こと 

みんなの為になった   こと 

なおして ほしいと 思う こと 

 

みんなで考えたい    こと 

みんなで話し合いたい  こと 
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別表（四） 
調査「学校生活が楽しいか」 無記名  559 人回答(在籍の 99％)  (注)％は調査人員に対する割合 

 

(1) 楽しい   244 人（43.9％） 

(2) 中 間   270 人（48.3％） 

(3) 楽しくない  45 人（ 8.0％） 

○学年別、男女別内訳 

  
一年 

男 82人 女 63人 計 145人 

二年 

男 106 人 女 93人 計 199人 

三年 

男 98人 女 99人 計 197人 

  
男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

(1)楽しい 34 

(41.5) 

24 

(38.0) 

58 

(39.7) 

56 

(52.8) 

28 

(30.1) 

84 

(41.5) 

47 

(48.0) 

49 

(49.5) 

96 

(48.7) 

(2)中間 
48  

(58.5) 

37  

(55.2) 

85  

(56.9) 

35  

(33.0) 

58  

(62.4) 

93  

(47.7) 

41  

(41.8) 

45  

(45.5) 

 86  

(43.7) 

(3)楽しくない 
 0  

(0) 

 2  

(3.0) 

 2  

(1.5) 

15  

(14.2) 

 7  

(7.6) 

22  

(10.9) 

10  

(10.2) 

 5  

(5.1) 

15  

(7.6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○理 由 

(Ａ) 楽しい理由 

  

全学年 一年  二年  三年  

％ 
男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

１ 友人と一しょに何か 

できるから                               イ 282 

(50.6) 

54 

(67.0) 

39 

(61.9) 

93 

(64.4) 

59 

(55.7) 

46 

(49.5) 

105 

(52.6) 

41 

(41.8) 

43 

(43.4) 

84 

(42.6) 

２ ただ何となく          
チ 

150  

(26.9) 

 20 

(24.4) 

28 

(44.4) 

48 

(34.4) 

33 

(31.1) 

19 

(20.4) 

52 

(51.5) 

24 

(23.3) 

26 

(26.3) 

50 

(25.8) 

３ 先生が親切に教えて 

くれる     
ロ 

126  

(22.5) 

 42 

(51.2) 

25 

(39.7) 

67 

(45.4) 

19 

(17.9) 

11 

(11.8) 

30 

(14.8) 

16 

(16.3) 

13 

(13.1) 

29 

(14.7) 

４ 楽しい行事がある         
ホ 

112  

(20.1) 

 34 

(41.5) 

21 

(33.3) 

55 

(37.4) 

19 

(17.9) 

14 

(15.1) 

33 

(16.5) 

13 

(13.2) 

11 

(11.1) 

24 

(12.1) 

５ クラブ活動にはりが 

ある      
ハ 

85  

(15.2) 

 13 

(15.9) 

15 

(23.8) 

28 

(19.8) 

23 

(21.7) 

12 

(12.9) 

35 

(17.3) 

13 

(13.2) 

 9 

(9.1) 

22 

(11.1) 

６ 家庭に何の苦労もな 

いから     
ト 

 76  

(13.6) 

 21 

(26.0) 

17 

(21.7) 

38 

(23.8) 

10 

(9.7) 

 9 

(9.7) 

19 

(9.7) 

11 

(10.2) 

 8 

(8.1) 

19 

(9.1) 

７ 勉強がよくわかる         
ニ 

 54  

(9.6) 

 24 

(29.3) 

 7 

(11.1) 

31 

(20.2) 

 9 

(8.5) 

 2 

(2.0) 

11 

(5.0) 

10 

(10.2) 

 2 

(2.0) 

12 

(6.0) 

８ テストが月一回にま 

とまっているから                  
ヘ 

 53  

(9.5) 

 23 

(28.0) 

 6 

(9.5) 

29 

(18.7) 

 8 

(7.5) 

 8 

(8.6) 

16 

(8.0) 

 5 

(5.0) 

 3 

(3.0) 

 8 

(4.0) 

 

 

 

 

 

   人      人       人       人        人       人        人       人        人 

     

   人     人      人       人       人      人       人       人       人         人 
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（Ｂ）楽しくない理由 

  
全学年 

(％) 

一年  二年  三年  

男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

男 

％ 

女 

％ 

計 

％ 

１ 友達や上級生にいや

な人がいる                              
(イ) 

107 

(19.1) 

35 

(42.7) 

20 

(31.7) 

55 

(37.2) 

15 

(14.2) 

17 

(18.3) 

32 

(16.2) 

  5 

(5.1) 

15 

(15.2) 

20 

(10.1) 

２ テストが多いから 
(ト) 

  95 

(17.0) 

23 

(28.0) 

21 

(33.3) 

44 

(30.7) 

  9 

(8.5) 

17 

(18.3) 

26 

(13.4) 

13 

(13.3) 

12 

(12.1) 

25 

(12.7) 

３ クラブ活動がつまら

ない 
(ハ) 

  74 

(13.2) 

23 

(28.0) 

10 

(15.9) 

33 

(21.9) 

12 

(11.3) 

  7 

(7.5) 

19 

(9.4) 

  8 

(8.2) 

14 

(14.1) 

22 

(11.1) 

４ たゞ何となく 
(ル) 

 73 

(13.1) 

16 

(19.5) 

11 

(17.5) 

27 

(18.5) 

  5 

(4.7) 

23 

(24.8) 

28 

(14.7) 

11 

(11.2) 

  7 

(7.1) 

18 

(9.1) 

５ 先生がきらい 
(ロ) 

 52 

(9.3) 

 3 

(3.7) 

 2 

(3.2) 

 5 

(3.4) 

14 

(13.2) 

16 

(17.2) 

30 

(15.2) 

10 

(10.2) 

  7 

(7.1) 

17 

(8.6) 

６ 勉強がよくわからな

い 
(ニ) 

 51 

(9.1) 

13 

(15.9) 

 3 

(4.8) 

16 

(10.4) 

14 

(13.2) 

  9 

(9.7) 

23 

(11.4) 

  〔6〕 

(6.1) 

  6 

(6.1) 

12 

(6.1) 

７ きらいな行事や仕事

があるから 
(ホ) 

 37 

(6.6) 

 6 

(7.3) 

 0 

(0) 

 6 

(3.6) 

  6 

(5.7) 

  8 

(8.6) 

14 

(7.1) 

10 

(10.2) 

  7 

(7.1) 

17 

(8.1) 

８ 宿題が多いから 
(リ) 

 30 

(5.4) 

 6 

(7.3) 

 7 

(11.1) 

13 

(9.2) 

  8 

(7.5) 

  1 

(1.1) 

  9 

(4.3) 

  4 

(4.1) 

  4 

(4.0) 

  8 

(4.0) 

９ 勉強がきらい 
(チ) 

 24 

(4.3) 

 5 

(6.1) 

 2 

(3.2) 

 7 

(4.6) 

10 

(9.4) 

  3 

(3.2) 

13 

(6.3) 

  2 

(2.0) 

12 

(12.1) 

14 

(6.1) 

10 家庭に面白くないこ

とがある                          
(ヘ) 

 21 

(3.8) 

 3 

(3.7) 

 1 

(1.6) 

 4 

(2.6) 

  5 

(4.7) 

  2 

(2.2) 

  7 

(3.4) 

  7 

(7.1) 

  3 

(3.0) 

10 

(5.0) 

11 経済的(服装、学用

品、PTA会費など) に

ひけめを感じる         

(ヲ) 
 17 

(3.0) 

 1 

(1.2) 

 1 

(1.6) 

 2 

(1.4) 

  9 

(8.5) 

  2 

(2.2) 

11 

(5.2) 

  0 

(0) 

  4 

(4.0) 

  4 

(2.0) 

〇この調査から考えられること 

１ 「学校生活が楽しい」と言い切る生徒が、学年がすゝむにつれて増加していることは学校生活がノーマルな状態にあ

ることを示していると考えられる。受験空気が強まればこの傾向は逆になるはずだからである。 

２ 楽しい理由の第１に「友達のこと」をあげていることは、第 2の「たゞ何となく楽しい」という理由とともに、交友

関係が全体として比較的スムーズにいっていることを示し、その背景となる家庭、学校、ホーム、教師等の影響がゆ

がんでない結果をあらわしていると考えられる。た 「ゞ楽しくない」理由の第 1がやはり交友の問題となり下級生に

なるほど％が増加していることは上級生の下級生に対する態度の指導の必要を示している。 

３ 「先生が親切に教えてくれる」という理由をはっきりあげた者が、4人に 1人の割合あり、「勉強がよくわからない」

が 9.1％、「勉強がきらい」が 4.3％にとゞまっていることは、教師の指導が比較的行き届いている事を示してる。 

４ 「楽しい行事」「クラブ活動にはりあいがある」等の理由をはっきり出す生徒が相当数いることは、行事、クラブの

重要性を示している。 

５ 「テストが多い」という理由をあげた者が17％になるが、1年生が最も多く、小学校と比較してそのように感じるも

のと考えられる。現行の中学校で 3 年生がこの理由をあげたのが 12.7％である状態は止むを得ないものと考えられ

る。 

６ 「きらいな行事や仕事がある」「宿題が多い」「経済的ひけめを感じる」等の理由をあげたものがそれぞれ 3～6.6％

という数は学校教育そのものが比較的ノーマルな状態にある事を示している。 

７ 「学校生活が楽しくない」という生徒は全体の 8％であるが、現行の制度下では止むを得ないとも考えられるが、今

後一層その原因が追求されそのような生徒をなくすことに努力がはらわれなければならないことを示している。 

 

 

  注 藤沢市教育委員会に所蔵されている。学校が特定できる文言を「■」で表記した。計算が合わない箇所が多数あ

る（原資料の数字をそのまま掲載してある）。 

 



第４章 中学校 

- 352 - 

一
五 

中
学
校
第
三
学
年
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
実
施
要
項
（
一
九
五
五
年
度
） 

 
 
 

昭
和
三
十
年
度
神
奈
川
県
中
学
校
第
三
学
年
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
実
施
要
項 

一
、
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
運
営
委
員
会 

１
．
県
教
育
委
員
会
は
神
奈
川
県
中
学
校
第
三
学
年
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
、
テ
ス
ト
（
以
下
ア
、

テ
ス
ト
と
い
う
）
を
実
施
す
る
た
め
、
ア
、
テ
ス
ト
運
営
委
員
会
（
以
下
運
営
委
員
会
と

い
う
）
と
神
奈
川
県
公
立
高
等
学
校
通
学
区
域
規
則
に
よ
る
通
学
区
域
（
以
下
通
学
区
域

と
い
う
）
毎
に
お
く
。 

生
徒
が
二
つ
以
上
の
通
学
区
域
内
に
あ
る
高
等
学
校
に
分
か
れ
て
進
学
す
る
中
学
校
に 

於
て
は
所
属
教
育
委
員
会
と
協
議
の
上
い
ず
れ
か
一
つ
の
運
営
委
員
会
に
属
す
る
も
の

と
す
る
。 

 

２
．
各
運
営
委
員
会
は
県
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
次
の
者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

 
 

(ｲ)

通
学
区
域
内
の
国
、
公
立
中
学
校
の
校
長 

 
 

(ﾛ)

各
通
学
区
域
毎
に
指
導
主
事
各
一
名 

 
 
 
 
 

但
し
横
浜
市
、
川
崎
市
、
横
須
賀
市
に
お
い
て
は
当
該
市
の
指
導
主
事
又
は
教
育

委
員
会
の
事
務
局
職
員
の
内
各
一
名
。 

 

３
．
運
営
委
員
会
は
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
委
員
長
を
選
出
す
る
。 

 

４
．
運
営
委
員
会
は
、
ア
、
テ
ス
ト
の
実
施
に
必
要
な
次
の
事
務
を
行
う
。 

 
 

(ｲ)

ア
、
テ
ス
ト
検
査
委
員
の
決
定 

 
 

(ﾛ)

ア
、
テ
ス
ト
採
点
委
員
の
決
定 

 
 

(ﾊ)

ア
、
テ
ス
ト
採
点
会
場
の
決
定 

    

(ﾆ)

ア
、
テ
ス
ト
用
紙
の
管
理 

    

(ﾎ)

ア
、
テ
ス
ト
成
績
個
人
票
の
記
載
、
保
管
、
送
付
の
方
法
の
決
定 

    

(ﾍ)

そ
の
他
ア
、
テ
ス
ト
実
施
に
伴
う
必
要
事
項
の
決
定 

 

５
．
各
運
営
委
員
会
の
委
員
長
は
当
該
所
属
の
運
営
委
員
会
の
構
成
お
よ
び
前
記
４
の
事
項

に
つ
い
て
決
定
次
第
す
み
や
か
に
委
員
長
所
属
の
地
方
委
員
会
を
通
じ
て
県
教
育
委
員

会
教
育
長
あ
て
報
告
す
る
。 

二
、
ア
、
テ
ス
ト
検
査
委
員
会 

 

１
．
ア
、
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
た
め
に
、
国
、
公
立
中
学
校
毎
に
ア
、
テ
ス
ト
検
査
委
員
会

（
以
下
、
検
査
委
員
会
と
い
う
）
を
運
営
委
員
会
の
管
理
の
下
に
組
織
す
る
。 

 

２
．
検
査
委
員
会
は
、
当
該
運
営
委
員
会
に
所
属
す
る
中
学
校
相
互
に
お
い
て
第
三
学
年
の

学
級
数
と
同
数
の
他
の
学
校
の
教
員
を
以
て
各
中
学
校
に
組
織
す
る
。 

 

３
．
検
査
委
員
会
に
は
委
員
の
互
選
に
よ
り
委
員
長
を
お
く
。 

 

４
．
検
査
委
員
会
は
当
該
中
学
校
長
と
連
絡
し
、
ア
・
テ
ス
ト
実
施
に
必
要
な
次
の
事
務
を

行
う
。 

 
 

(ｲ)

ア
、
テ
ス
ト
受
検
の
監
督 

 
 

(ﾛ)

ア
、
テ
ス
ト
用
紙
の
保
管 

 
 

(ﾊ)

ア
、
テ
ス
ト
実
施
会
場
の
整
備 

    

(ﾆ)

そ
の
他
、
ア
、
テ
ス
ト
実
施
に
伴
う
必
要
事
項 

三
、
ア
、
テ
ス
ト
採
点
委
員
会 

 

１
．
答
案
採
点
の
た
め
に
国
、
公
立
中
学
校
毎
に
ア
、
テ
ス
ト
採
点
委
員
会
（
以
下
採
点
委

員
会
と
い
う
）
を
運
営
委
員
会
の
管
理
の
下
に
組
織
す
る
。 

 

２
．
採
点
委
員
会
は
当
該
中
学
校
に
お
け
る
検
査
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

 

３
．
採
点
委
員
会
に
は
委
員
の
互
選
に
よ
り
委
員
長
を
お
く
。 

 

４
．
採
点
委
員
会
は
採
点
に
必
要
な
次
の
事
務
を
行
う
。 

 
 

(ｲ)

答
案
の
採
点 

 
 

(ﾛ)

採
点
会
場
の
整
備 

 
 

(ﾊ)

採
点
方
法
の
手
順
決
定 

    

(ﾆ)

成
績
個
人
票
の
記
入 

    

(ﾎ)

得
点
分
布
表
の
記
入
（
抽
出
校
の
み
） 

    

(ﾍ)

答
案
用
紙
の
保
管 

 
 

(ﾄ)

正
答
表
の
保
管 

    

(ﾁ)

そ
の
他
採
点
に
必
要
な
事
項 

四
、
ア
・
テ
ス
ト
実
施
細
則 

 

１
．
ア
・
テ
ス
ト
用
紙
等
の
配
布
保
管 

 
 

(ｲ) 

県
教
育
長
は
ア
・
テ
ス
ト
実
施
の
二
日
前
ま
で
に
左
記
の
二
日
前
ま
で
に
左
記
の

も
の
を
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
横
須
賀
市
の
各
教
育
委
員
会
（
以
下
三
市
教
育
委
員

会
と
い
う
）
教
育
長
及
び
各
教
育
事
務
所
長
に
送
付
す
る
。 

 
 
 
 
 

(a)

「
ア
・
テ
ス
ト
用
紙
」 

          

(b)

「
ア
・
テ
ス
ト
実
施
上
の
注
意
」 

          

(c)

「
得
点
集
計
分
布
表
」（
抽
出
校
の
分
の
み
） 
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- 9.30 

-10.30 

-10.50 

-11.40 

-12.40 

-12.50 

-13.20 

-13.40 

14.10 

- 9.40 

          

(d)

「
教
科
別
正
答
表
」 

          

(e)

「
ア
・
テ
ス
ト
個
人
成
績
票
」 

 
 

(ﾛ) 
三
市
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
各
教
育
事
務
所
長
は
、
ア
・
テ
ス
ト
実
施
前
日
ま
で

に
ア
・
テ
ス
ト
用
紙
を
運
営
委
員
会
の
立
会
の
も
と
に
各
教
科
別
に
包
装
封
印
し
て

各
中
学
校
に
配
布
し
ア
・
テ
ス
ト
開
始
の
時
ま
で
保
管
を
依
頼
す
る
。 

 
 

(ﾊ) 
 

三
市
教
育
委
員
会
教
育
長
お
よ
び
各
教
育
事
務
所
長
は
、
ア
・
テ
ス
ト
実
施
の
前

日
ま
で
に
「
ア
・
テ
ス
ト
実
施
上
の
注
意
」
を
各
中
学
校
長
に
学
級
数
の
一
、
七
倍

（
小
数
第
一
位
四
捨
五
入
）
の
部
数
を
配
布
す
る
。 

    

(ﾆ) 
 

三
市
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
各
教
育
事
務
所
長
は
、
ア
・
テ
ス
ト
採
点
実
施
の

前
日
ま
で
に
「
ア
・
テ
ス
ト
個
人
成
績
票
」「
教
科
別
正
答
表
」
を
運
営
委
員
会
の
下

に
包
装
封
印
し
て
各
中
学
校
に
送
付
し
採
点
開
始
の
時
ま
で
保
管
を
依
頼
す
る
。 

    

(ﾎ) 
 

三
市
教
育
委
員
会
教
育
長
お
よ
び
各
教
育
事
務
所
長
は
「
得
点
集
計
分
布
表
」
を

別
に
定
め
る
抽
出
校
に
ア
・
テ
ス
ト
採
点
実
施
の
前
日
ま
で
に
送
付
す
る
。 

 

２
．
ア
・
テ
ス
ト
実
施
の
検
査
場 

 
 
 
 

ア
・
テ
ス
ト
実
施
の
検
査
場
は
、
県
内
国
、
公
立
中
学
校
生
徒
に
あ
っ
て
は
当
該
生

徒
の
所
属
す
る
中
学
校
と
し
昭
和
三
十
年
四
月
以
前
に
県
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
も

の
に
つ
い
て
は
当
該
者
の
出
身
中
学
校
と
す
る
。
な
お
私
立
学
校
の
生
徒
卒
業
生
お
よ

び
県
外
か
ら
の
志
願
者
に
つ
い
て
は
別
に
定
め
る
。 

 

３
．
ア
・
テ
ス
ト
実
施
期
日 

教
科
お
よ
び
時
間
割 

 
 

(ｲ) 

日
時 

昭
和
三
十
一
年 

二
月
十
七
日
（
金
）、
十
八
日
（
土
） 

(ﾛ) 

教
科
お
よ
び
時
間
割 

 
 
 

     

 

４
．
ア
・
テ
ス
ト
実
施
の
方
法 

 
 

(ｲ)

ア
・
テ
ス
ト
の
監
督
は
検
査
委
員
が
当
り
他
の
者
は
関
与
し
な
い
。 

 
 

(ﾛ)

検
査
委
員
は
ア
・
テ
ス
ト
開
始
（
予
鈴
）
三
十
分
前
に
、
テ
ス
ト
用
紙
の
包
装
を
開
封

し
、
学
級
別
に
分
け
る
。 

 
 

(ﾊ)

検
査
委
員
は
「
ア
・
テ
ス
ト
実
施
上
の
注
意
」
を
よ
く
読
み
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
す

る
。 

    

(ﾆ)

テ
ス
ト
終
了
後
、
検
査
委
員
は
直
ち
に
テ
ス
ト
用
紙
数
に
誤
り
の
な
い
こ
と
を
確
か

め
て
包
装
封
印
し
て
当
該
校
長
に
保
管
を
依
頼
す
る
。 

 

５
．
採
点
会
場 

 
 
 
 

ア
・
テ
ス
ト
の
採
点
会
場
は
検
査
委
員
の
勤
務
校
と
す
る
。 

 

６
．
採
点
方
法
お
よ
び
採
点
後
の
処
理
方
法 

 
 

(ｲ)

採
点
は
「
教
科
別
正
答
表
」
お
よ
び
「
採
点
基
準
」
に
従
っ
て
行
う
。 

 
 

(ﾛ)

採
点
後
直
ち
に
「
ア
・
テ
ス
ト
個
人
成
績
表
」
を
正
副
三
通
作
成
し
運
営
委
員
会
に
提

出
す
る
。 

 
 

(ﾊ)

得
点
集
計
分
布
表
は
抽
出
校
の
み
作
成
し
二
月
二
十
五
日
（
土
）
ま
で
に
県
教
育
庁
指

導
課
長
に
提
出
す
る
。 

  
 
 

他
都
道
府
県
中
学
校
か
ら
の
昭
和
三
十
年
度
神
奈
川
県
中
学
校
第
三
学
年 

 
 
 

ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
受
験
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

一 

受
験
申
込
期
間 

昭
和
三
十
一
年
二
月
一
日
（
水
）
か
ら
二
月
十
日
（
金
）
ま
で 

二 

受
験
申
込
場
所 

各
教
育
事
務
所
お
よ
び
横
浜
市
、
横
須
賀
市
、
川
崎
市
の
各
教
育
委
員

会 

三 

受
験
申
込
手
続 

１
．
受
験
希
望
者
に
、
現
住
地
（
昭
和
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
居
住
す
る
予
定
を

含
む
）
を
管
轄
す
る
教
育
事
務
所
又
は
横
浜
市
、
横
須
賀
市
、
川
崎
市
各
教
育
委
員
会
に

受
験
希
望
の
旨 

を
申
し
出
さ
せ
、
次
の
手
続
き
を
と
ら
せ
る
こ
と
。 

２
．
受
験
申
込
用
紙
（
別
紙
様
式
一
）
に
該
当
事
項
を
記
入
さ
せ
て
受
験
会
場
校
（
学
区
内

中
学
校
）
の
指
定
を
し
、
依
頼
状
（
別
紙
様
式
二
）
を
交
付
し
て
、
当
該
中
学
校
に
出
頭

さ
せ
、
諸
種
の
指
示
を
う
け
る
こ
と
。 

 

な
お
、
そ
の
際
、
当
該
中
学
校
か
ら
受
験
番
号
票
を
受
け
、
当
日
こ
れ
を
会
場
に
持
参

さ
せ
る
こ
と
。 

四 

注
意 

二
月
十
八
日
（
土
） 

二
月
十
七
日
（
金
） 

 

予
鈴 

予
鈴 

社
会 

国
語 

休
憩 

休
憩 

理
科 

数
学 

昼
食 

昼
食 

予
鈴 

予
鈴 

図
工 

音
楽 

休
憩 

休
憩 

職
・
家 

保
体 
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男
女 

別 

 
１
．
ア
・
テ
ス
ト
用
紙
は
無
償
と
す
る
。 

 
２
．
ア
・
テ
ス
ト
用
紙
は
県
教
育
庁
に
お
い
て
別
途
用
意
し
、
当
該
中
学
校
に
配
布
す
る
。 

 

３
．
本
受
験
申
込
書
提
出
後
受
験
希
望
者
が
入
学
志
願
先
高
等
学
校
を
変
更
し
た
と
き
は
、

直
ち
に
変
更
届
を
文
書
を
も
つ
て
当
該
教
育
事
務
所
ま
た
は
三
市
教
育
委
員
会
に
提
出

さ
せ
る
こ
と
。 

 

４
．
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
申
込
期
日
を
経
過
し
た
時
は
、
そ
の
事
由
を
教
育
事
務
所
ま
た

は
三
市
教
育
委
員
会
に
申
し
出
さ
せ
そ
の
手
続
き
を
と
る
こ
と
。 

 

５
．
各
教
育
事
務
所
ま
た
は
三
市
教
育
委
員
会
は
受
付
名
簿
を
作
成
し
、
受
験
申
込
に
つ
い

て
の
事
務
処
理
を
し
、
二
月
十
一
日
（
土
）
正
午
ま
で
に
、
県
指
導
課
に
受
験
受
付
人
員 

 
 
 
 
 

の
報
告
を
電
話
で
せ
ら
れ
た
い
。 

 

６
．
ア
・
テ
ス
ト
実
施
後
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
当
該
中
学
校
の
卒
業
者
と
同
様
に
願

い
た
い
。 

  
 
 

注 
 

以
下
の
要
項
は
各
教
育
事
務
所
長
並
び
に
三
市
教
育
委
員
会
教
育
長
宛
の 

 
 
 
 
 

依
頼
状
の
内
容
で
す
。 

 

（
様
式
一
） 

 
 
 

昭
和
三
十
年
度
神
奈
川
県
中
学
校
第
三
学
年
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
受
験
申
込
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
氏
名
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
こ
と 

貴
県
の
中
学
校
第
三
学
年
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
の
受
験
を
希
望
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

昭
和
三
十
一
年
二
月 

日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
氏
名
） 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
長
殿 

記 

    

   
 
 

※
印
の
欄
は
各
教
育
事
務
所
又
は
三
市
教
育
委
員
会
に
お
い
て
記
入
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◦
 
 
◦
 

 

（
様
式
二
） 

 
 
 
 
 

昭
和
三
十
一
年
二
月 

日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
○

教
育
事
務
所
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○
○

市
教
育
委
員
会
教
育
長 

各
関
係
中
学
校
長
殿 

 
 
 
 

他
都
道
府
県
中
学
校
か
ら
の
昭
和
三
十
年
度
神
奈
川
県
第
三
学
年
ア
・
テ

ス
ト
受
験
に
つ
い
て
（
依
頼
） 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
左
記
の
者
は
受
〔
験
〕
希
望
を
申
し
出
て
き
ま
し
た
の
で
、
貴

校
に
受
験
依
頼
を
お
願
い
い
た
し
た
く
何
分
の
御
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

記 

     

※
検
査
会
場
校
名 

在
籍
中
学
校
名 

志
願
先
高
等
学
校
名 

県
内
居
住
地 

現 

住 

所 

受
付
番
号 

※ 
 
 
 

番 

     

氏 

名 
 

男
女
の
別 
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注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
31

年
（
度
） 

臨
時
会
々
議
録
綴 

教

委
総
務
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
月
二
四
日
の
資
料
。 

             
 

検
査
会
場
校
名 

在
籍
中
学
校
名 

志
願
先
高
等
学
校
名 

県
内
居
住
地 

現 

住 
所 

受
付
番
号 

     

 
 
 

番 

氏 

名 
 

男
女
の
別 
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一
六 

夜
間
中
学
校
（
中
学
校
夜
間
学
級
） 

（
一
）
浦
島
丘
中
学
校
夜
間
学
級 

 

義
務
教
育
の
学
制
が
で
き
て
発
足
す
る
と
同
時
に
、
義
務
教
育
に
つ
い
て
の
夜
学
も
は
じ
ま

っ
て
い
る
。
夜
学
は
人
々
の
経
済
的
生
活
と
き
っ
て
も
き
れ
な
い
関
係
を
た
も
ち
つ
つ
存
続
し

て
き
て
い
る
。 

 

横
浜
市
で
は
大
正
末
年
に
一
八
校
の
小
学
校
に
夜
学
が
お
か
れ
て
い
た
。
当
時
の
小
学
校
数

三
八
校
と
く
ら
べ
て
み
る
と
、
半
数
の
学
校
に
夜
学
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
十
年
代
後
半

に
は
一
二
校
の
小
学
校
に
夜
学
が
お
か
れ
て
い
た
。
世
の
中
の
経
済
の
動
き
に
つ
れ
て
夜
学
の

数
が
増
減
し
て
い
た
。
ま
た
、
い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
未
就
学
者
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、教
育
の
現
場
で
は
ど
う
し
て
も
夜
学
が
必
要
な
の
で
あ
っ
た
。

夜
学
に
学
ぶ
生
徒
は
、
貧
困
に
よ
る
も
の
、
家
庭
崩
壊
に
よ
る
も
の
、
身
体
的
理
由
に
よ
る
も

の
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。 

 

昭
和
三
十
九
年
度
の
神
奈
川
県
に
お
け
る
未
就
学
者（
中
学
校
教
育
を
受
け
る
べ
き
年
令
層
）

は
二
、
一
三
九
名
の
多
き
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
内
訳
は
病
気
九
二
七
名
、
経
済
的
理
由
一
五

五
名
、
怠
学
一
、
〇
五
七
名
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
を
ど
う
し
て
や
っ
た
ら
よ
い

の
か
は
、
教
育
的
課
題
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
的
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
夜
間
中
学
校
の
存
在
は
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
と
っ
て
、
将
来
へ
の
指
針
の
一

助
と
な
っ
て
重
要
な
存
在
価
値
が
あ
る
。 

 

終
戦
ま
で
は
子
安
小
学
校
に
夜
間
小
学
校
が
特
設
さ
れ
て
い
た
が
、
終
戦
の
混
乱
に
ま
ぎ
れ

て
、
全
く
機
能
を
停
止
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
に
な
っ
て
発
展
解
消
し
た
形
で
、
子
安

浜
に
二
つ
の
夜
学
が
開
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

「
昭
和
二
十
一
年
、
東
京
湾
沿
岸
一
帯
は
鰯
の
豊
漁
で
、
漁
村
は
猫
の
手
も
借
り
た
い
と
い

う
多
忙
を
き
わ
め
、
収
入
は
大
き
く
黒
字
を
示
し
た
。
戦
火
に
見
舞
わ
れ
て
、
焼
失
し
た
家
屋

も
新
築
し
得
て
立
直
っ
た
の
で
あ
る
。」「
し
か
し
、
内
湾
の
豊
漁
は
僅
か
一
年
で
終
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
続
い
て
く
る
も
の
は
一
般
生
活
者
同
様
の
苦
し
い
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

内
湾
の
沿
岸
工
業
が
始
ま
っ
て
、
海
水
が
汚
染
さ
れ
始
め
た
の
で
、
魚
類
は
内
湾
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。」「
乗
船
操
業
者
は
船
頭
一
、
乗
子
三
、
そ
の
中
で
、
一
名
ぐ
ら
い

は
中
学
生
が
必
ず
乗
り
込
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
水
揚
げ
髙
の
配
当
は
歩
合
制
で
あ
る
た
め
と
、

船
中
の
場
所
を
取
ら
な
い
の
と
、
船
の
運
行
に
き
わ
め
て
、
経
済
的
な
好
結
果
を
得
る
と
い
う

理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。」（
高
山
久
男
氏
「
東
・
西
浜
分
教
場
創
立
の
事
情
に
つ
い
て
」
昭
和
四

十
年
十
月
「
横
浜
市
夜
間
中
学
校
十
五
年
の
歩
み
」
よ
り
） 

 

労
働
資
源
を
低
賃
銀
の
年
少
者
に
求
め
る
結
果
に
な
り
、
自
家
の
小
中
学
生
を
船
に
乗
り
込

ま
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
関
東
北
部
、
秋
田
、
山
形
な
ど
か
ら
口
減
ら
し
に
で
て
く
る
年
少

者
を
雇
っ
て
相
変
ら
ず
の
手
ぐ
り
操
業
が
続
け
ら
れ
た
。 

 

「
筆
者
は
郷
土
研
究
『
漁
村
研
究
特
に
労
働
力
』
を
調
査
中
、
こ
こ
に
立
寄
っ
て
つ
ぶ
さ
に

こ
の
実
状
を
知
り
、
時
の
理
事
者
、
鈴
木
東
一
郎
氏
よ
り
懇
談
さ
れ
非
公
式
、
非
公
認
で
は
あ

る
が
、
夜
学
開
設
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
子
安
浜
漁
村
の
青
少
年
救
済
は
他
に
方
法
な
し
と

考
え
ら
れ
た
の
で
、
時
の
地
元
、
子
安
小
学
校
長
遠
藤
隆
景
氏
、
浦
島
丘
中
学
校
長
宮
原
信
夫

氏
、
浦
島
小
学
校
長
倉
沢
晟
哉
氏
の
御
指
導
、
御
協
力
を
得
て
開
設
し
た
の
で
あ
る
。」（
同
） 

 

時
は
、
昭
和
二
十
三
年
二
月
四
日
（
初
午
）、
場
所
は
、
横
浜
市
神
奈
川
区
子
安
通
一
丁
目
、

漁
業
協
同
組
合
事
務
所
に
お
い
て
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
集
ま
っ
た
生
徒
は
、

中
学
一
年
二
十
一
名
、
二
年
五
名
、
三
年
二
十
三
名
、
計
四
十
九
名
、
小
学
五
年
十
六
名
、
六

年
十
八
名
、
計
二
十
四
名
、
小
中
学
生
総
計
七
十
三
名
で
あ
っ
た
。
指
導
者
は
、
小
中
学
校
教

諭
各
四
名
計
八
名
の
先
生
で
あ
っ
た
。
学
級
を
作
る
上
に
東
浜
と
西
浜
と
の
漁
業
組
合
が
話
し

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
事
務
所
に
一
学
級
ず
つ
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
に
浦
島
丘

中
学
校
の
分
校
が
二
校
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
分
校
は
法
的
に
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
非
公
式
な
も
の
で
あ
り
、

教
師
の
奉
仕
的
意
味
あ
い
か
ら
で
き
あ
が
っ
て
い
た
。
漁
業
組
合
で
は
さ
っ
そ
く
、
夜
間
学
級

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
組
織
し
て
教
師
の
謝
礼
を
集
め
た
り
、
教
材
の
補
助
金
を
出
し
た
り
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。 

 

昭
和
二
十
四
年
に
日
教
組
全
国
大
会
と
、
神
教
組
、
浜
教
組
研
究
大
会
に
お
い
て
、
勤
労
青

少
年
の
不
就
学
問
題
が
取
り
あ
げ
ら
れ
、
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
夜
間
中
学
校
問

題
が
教
育
界
に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
は
す
で
に
、

本
校
で
は
夜
間
学
級
の
授
業
を
開
始
し
て
か
ら
二
年
経
過
し
て
い
た
。 

 
昭
和
二
十
五
年
、
市
教
育
委
員
会
条
令
〔
マ
マ
〕
に
よ
り
、
青
少
年
指
導
対
策
委
員
会
の
仕
事

の
一
環
と
し
て
、不
就
学
生
徒
の
救
済
の
意
味
で
夜
間
二
部
学
級
設
置
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、

市
内
に
十
校
設
置
さ
れ
た
。
文
部
省
は
こ
れ
を
黙
認
す
る
よ
り
し
か
た
が
な
か
っ
た
。 

 

「
文
部
省
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
な
に
し
ろ
軍
政
部
が
反
対
だ
っ
た
。『
日
本
人
は
法
を
き
め

て
お
き
な
が
ら
自
分
の
手
で
そ
れ
を
破
る
。
そ
れ
は
全
く
よ
く
な
い
。
憲
法
で
国
民
の
生
活
を

保
障
し
て
お
き
な
が
ら
、
ど
う
し
て
社
会
保
障
で
そ
れ
を
や
ら
な
い
か
。』
と
い
っ
て
強
く
反
対
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さ
れ
、
い
く
ら
説
明
し
て
も
と
う
と
う
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
委
員
会
で
は
こ

の
法
の
精
神
を
生
か
す
に
は
、
し
ば
ら
く
こ
の
法
を
破
る
よ
り
他
に
な
い
と
思
い
、
思
い
切
っ

た
措
置
を
と
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
夜
学
生
は
あ
く
ま
で
も
許
可
に
な
ら
な
い
ま
ま
継

続
し
、
夜
学
と
い
わ
ず
二
部
授
業
の
延
長
と
し
て
取
り
あ
つ
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
夜
学
を
二
部

学
級
と
呼
ん
だ
。」（
遠
藤
要
氏
（
当
時
の
市
教
委
調
査
課
長
）） 

 

こ
う
し
て
、
昭
和
二
十
五
年
度
に
は
、
本
校
一
、
分
校
二
の
夜
間
学
級
が
非
公
式
な
が
ら
認

め
ら
れ
て
正
式
に
誕
生
し
、
教
師
の
手
当
と
し
て
五
〇
〇
円
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
う
し
た
努
力
が
効
を
そ
う
し
て
、
昭
和
二
十
六
年
度
の
在
籍
生
徒
数
は
八
十
九
名
に
達
し

た
。
生
徒
は
お
た
が
い
に
励
し
あ
い
慰
め
合
っ
て
勉
学
に
い
そ
し
み
、
無
事
三
年
間
の
課
程
を

終
え
て
本
校
の
生
徒
と
共
に
晴
れ
の
卒
業
式
に
列
席
し
、
待
望
の
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
る
姿

は
多
く
の
参
列
者
の
目
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
二
十
八
年
頃
か
ら
、
生
徒
が
し
だ
い
に
減
少
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
子

安
浜
に
工
場
が
進
出
し
始
め
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
海
岸
に
は
埋
立
が
は
じ
ま
り
、
工

場
か
ら
の
排
〔
廃
〕
棄
物
は
海
水
を
ま
す
ま
す
汚
染
し
、
魚
貝
類
の
棲
息
を
妨
げ
、
水
揚
げ
量
は

次
第
に
減
少
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
漁
場
の
生
活
は
だ
ん
だ
ん
と
追
い
つ
め
ら
れ
、
止
む

な
く
転
業
す
る
者
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
分
校
の
生
徒
数
の
増
減
は
子
安
浜
の
必
要
労

働
力
に
左
右
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
三
十
八
年
五
月
に
西
浜
分
校
が
閉
校
し
、
昭
和
四
十
年
四
月

に
は
東
浜
分
校
が
閉
校
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
安
浜
の
夜
間
学
級
は
こ
こ
に
終
止
符
を
う
つ
こ

と
に
な
っ
て
、
残
存
生
徒
は
本
校
の
夜
間
学
級
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

浜
の
夜
間
学
級
の
生
徒
は
同
一
業
態
か
ら
の
生
徒
で
あ
り
、
漁
業
組
合
が
教
室
と
生
徒
の
指

導
面
の
面
倒
を
み
て
い
た
し
、
自
分
た
ち
の
生
活
の
本
拠
で
学
習
し
て
い
た
の
で
、
生
活
問
題

は
あ
ま
り
お
こ
ら
な
か
っ
た
。
が
、
本
校
の
場
合
は
、
種
々
な
生
活
問
題
を
か
か
え
て
い
る
生

徒
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
の
で
、
教
師
は
学
習
面
の
指
導
ば
か
り
で
は
な
く
、
生
徒
の
生
活
の
面

倒
を
み
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
就
職
の
心
配
か
ら
家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
ま
で
相
談
の
相
手
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
労
働
基
準
法
が
彼
等
の
生
活
を
お
び
や
か
す
こ
と
も
し
ば
し
ば

で
あ
っ
た
。
教
育
法
と
労
働
法
か
ら
は
み
出
し
た
場
所
で
、
自
か
ら
の
生
活
を
発
見
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
現
在
、
夜
間
学
級
に
通
学
し
て
き
て
い
る
生
徒
に
も
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
て
い

る
。 

 

授
業
形
態
は
複
式
学
級
と
し
て
、
昼
間
と
同
じ
課
程
を
進
め
て
き
て
い
る
が
、
夜
間
で
あ
る

た
め
昼
間
と
同
じ
時
数
の
教
科
課
程
を
取
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
そ
れ
で
も
一
日
四
時
間
の

授
業
を
進
め
て
き
て
い
る
。
昼
間
と
は
異
な
っ
て
生
徒
数
も
少
な
い
の
で
、
教
育
本
来
の
姿
で

あ
る
個
人
の
能
力
に
あ
っ
た
学
習
と
個
人
指
導
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
夜
間
中
学
校
こ

そ
「
教
育
の
原
型
」
が
失
わ
れ
ず
に
存
在
し
て
い
る
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。
生
徒
自
身
の
問

題
と
し
て
は
学
習
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
生
き
る
た
め
に
ど
ん
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
イ
シ
ョ
ン
が
で

き
る
の
か
が
重
要
な
こ
と
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

 

市
教
委
は
昭
和
三
十
五
年
度
か
ら
夜
間
学
級
に
給
食
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
全
国
の
夜
間
学

級
の
教
師
た
ち
は
、
昭
和
二
十
九
年
全
国
夜
間
中
学
校
教
育
研
究
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
お
た

が
い
に
情
報
の
こ
う
か
ん
を
し
、
関
係
当
局
と
交
渉
を
も
ち
な
が
ら
、
夜
間
学
級
の
充
実
に
つ

と
め
て
き
て
い
る
。 

               

 
 

注 

浦
島
丘
中
学
校
編
『
浦
島
丘
中
学
校
20

年
史
』（
一
九
六
七
年
）
三
三
～
三
五
頁
。 

  

夜間学級卒業生数 

    学級 

年度 

本  校 

男  女 

東浜 

男 

西浜 

男 
計 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

 

 

3 

7 

18 

6 

6 

3 

7 

6 

4 

2 

1 

3 

3 

2 

8 

2 

2 

 

 

0 

1 

4 

0 

1 

2 

3 

2 

5 

4 

0 

0 

2 

0 

2 

1 

2 

 

 

8 

4 

10 

1 

6 

6 

5 

1 

3 

3 

3 

6 

2 

2 

2 

― 

― 

 

 

12 

0 

11 

7 

10 

4 

6 

16 

12 

3 

1 

2 

4 

0 

― 

― 

― 

 

 

23 

12 

43 

14 

23 

15 

21 

25 

24 

12 

5 

11 

11 

4 

12 

3 

4 
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（
二
）
青
少
年
問
題
協
議
会
に
よ
る
中
学
校
夜
間
学
級
に
関
す
る
調
査
の
結
果 

  

六
三
制
の
落
し
子 

 

夜
間
中
学
生
の
実
態 

給
食
に
も
恵
ま
れ
ず 

 

横
浜
、
川
崎
両
市
に
十
三
校 

                       

                          
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
五
六
年
一
二
月
三
一
日
（
京
浜
版
）。 

 

          

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

          

            

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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（
三
）
第
四
回
全
国
中
学
校
夜
間
部
教
育
研
究
協
議
会 

  

マ
マ
ッ
子
扱
い
の
夜
間
中
学
生 

き
の
う
横
浜
で
全
国
対
策
協
議
会 

ま
ず
専
任
教
師
お
け 

 
 

給
食
実
施
で
就
学
の
関
心
を 

                       

                 
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
五
七
年
一
〇
月
二
六
日
。 

 

          

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

          

      

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

       



第４章 中学校 

- 360 - 

（
四
）「
夜
間
中
学
生
」
の
実
情 

  

新
教
育
の
〝
私
生
児
〟 

夜
間
中
学
の
現
状 

                         

                              

           

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

            

              

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
五
八
年
一
〇
月
二
九
日
。 

 

              

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

              

 

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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一
七 

横
浜
市
研
究
指
定
校 

（
一
）
横
浜
市
立
金
沢
中
学
校 

学
校
名 
横
浜
市
立
金
沢
中
学
校 

校
長
名 
丸
茂
長
英 

研
究
主
題 

道
徳
教
育
の
研
究 

研
究
年
度 

昭
和
三
十
二
年
度 

昭
和
三
十
三
年
度 

研
究
概
要 

 
 

昭
和
三
十
二
年
度
に
お
い
て
は
、
ま
ず
「
道
徳
と
は
何
か
」「
道
徳
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
」
に
は
じ
ま
り
、 

 
 
 

⑴
道
徳
教
育
に
お
け
る
場
と
領
域 

 
 
 

⑵
道
徳
教
育
の
あ
り
方 

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
研
究
を
す
す
め
た
。 

 

そ
し
て 

 
 
 

⑴
道
徳
教
育
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方 

 
 
 

⑵
道
徳
教
育
と
生
活
指
導
と
の
関
係 

 
 
 

⑶
道
徳
指
導
の
場
に
よ
る
分
類
と
目
標 

な
ど
に
つ
い
て
見
解
を
ま
と
め
、
生
活
指
導
の
立
場
か
ら
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
通
し
て
の
道

徳
指
導
に
つ
い
て
研
究
し
た
。 

 

三
十
三
年
度
に
入
っ
て
は
、
前
年
度
に
つ
づ
い
て
、
道
徳
教
育
研
究
の
目
標
を
、 

 

⑴
教
師
の
道
徳
観
の
確
立 

 

⑵
生
徒
の
道
徳
観
の
調
査 

 

⑶
道
徳
の
地
頭
計
画
の
作
成 

 

⑷
道
徳
的
習
慣
の
形
成 

 

⑸
情
操
教
育
と
純
潔
教
育 

に
お
い
て
、
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
本
年
一
月
道
徳
の
指
導
計
画
を
作
成
し
て
、

実
施
に
ふ
み
出
し
て
い
る
。 

 

（
二
）
横
浜
市
立
六
角
橋
中
学
校 

学
校
名 

 

横
浜
市
立
六
角
橋
中
学
校 

校
長
名 

 

倉
林
知
恵 

研
究
主
題 

 

道
徳
教
育
の
研
究 

研
究
年
度 

 

昭
和
三
十
二
年
度 

昭
和
三
十
三
年
度 

研
究
概
要 

 
 

ま
ず
生
徒
・
父
兄
・
地
域
社
会
の
実
態
調
査
を
行
い
、
学
校
教
育
全
体
計
画
を
再
検
討
し

な
が
ら
、 

 
 
 

⑴
道
徳
教
育
の
理
論
的
研
究 

 
 
 

⑵
教
育
目
標
の
検
討 

道
徳
指
導
方
針
の
確
立 

 
 
 

⑶
他
の
教
育
領
域
と
道
徳
教
育
と
の
関
係 

 
 

な
ど
に
つ
い
て
見
解
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
指
導
を
中
心
と
し
て
、
従

来
の
学
校
と
し
て
の
歩
み
を
反
省
し
た
。 

道
徳
の
時
間
設
置
に
関
す
る
省
令
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
が
う
け
と
め
方
を
研
究
討
議
し
、

「
道
徳
の
時
間
を
設
置
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
可
及
的
す
み
や
か
に
そ
の
指
導
計
画

を
検
討
作
成
す
る
」
と
の
学
校
と
し
て
の
方
針
を
確
認
し
、
道
徳
の
時
間
の
問
題
点
を
研

究
討
議
し
て
、
道
徳
の
指
導
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。 

  
 

注 

横
浜
市
史
資
料
室
所
蔵
の
「
研
究
指
定
校
一
覧
（
小
中
校
高
校
教
科
・
産
業
教
育
振
興
関
係
其

他
）」
か
ら
右
の
二
校
の
記
載
を
収
録
し
た
。
二
校
と
も
一
九
五
七
年
度
に
指
定
を
受
け
、
研
究
期

間
は
二
ヵ
年
と
さ
れ
て
い
る
。 
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一
八 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
編
中
学
校
学
力
検
査
問
題
（
国
語
） 

国
語 

 
 
 
 
 
 
 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
編 

 
 
 
 

中
学
校
国
語
学
力
検
査
問
題 

 
 
 
 

（
一
）
問
題
の
答
え
は
す
べ
て
、
答
案
用
紙
に
書
く
こ
と
。 

 
 
 
 

（
二
）
答
え
の
ら
ん
を
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
よ
く
注
意
す
る
こ
と
。 

問
一 

次
の
文
を
読
ん
で
左
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

人
間
は
い
じ
け
た
ら
そ
れ
ま
で
だ
。
谷
川
が
き
わ
ま
っ
て
道
が
と
ま
っ
た
と
思
っ
て
も
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○Ａ 

ま
た
そ
の
上
流
に
道
が
あ
る
。
志
を
立
て
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
方
向
が
き
ま
ら
な
い
。 

       
 
 
 
 
 
 

○Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 

○Ｃ 
 
 
 
 

○イ 

方
向
が
き
ま
ら
な
け
れ
ば
し
ゅ
う
せ
き
し
た
手
腕
の
う
り
ょ
く
が
発
揮
で
き
な
い
。
千
里
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ロ 
 

○ハ 
 
 
 
 
 
 
 

○Ｄ 

旅
を
す
る
も
の
は
そ
れ
だ
け
の
旅
装
を
整
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一
志
か
く
り
つ
す
れ
ば
、
百
の 

○ニ 
 

○ホ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○Ｅ 

障
害
も
除
か
れ
る
。「
一
志
立
つ
、
百
邪
し
り
ぞ
く
。」
と
い
う
古
語
を
思
う
。
ク
ラ
ー
ク
さ
ん 

 

の
「
青
年
よ
大
志
を
も
て
。」
は
千
古
の
名
言
で
あ
る
。 

 

Ａ
．
次
の
漢
字
の
読
み
が
な
を
、
ひ
ら
が
な
で
現
代
か
な
づ
か
い
に
よ
っ
て
書
き
な
さ
い
。 

 

○イ 

発 

揮 

○ロ 

旅 

装 

○ハ 

整 

え 

○ニ 

障 

害 

○ホ 
除
か
れ
る 

Ｂ
．
次
の
こ
と
ば
に
あ
た
る
漢
字
を
下
か
ら
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書
き
な
さ
い
。 

 

○Ａ
き
ま
ら
な
い 

（
①
定
ま
ら
な
い 

②
決
ま
ら
な
い 

③
規
ま
ら
な
い 

④
期
ま
ら
な
い
） 

 

○Ｂ
し
ゅ
う
せ
き 

（
①
収 

 

積 
 

②
集 

 

績 
 

③
集 

 

積 
 

④
修 

 
績
） 

 

○Ｃ
の
う
り
ょ
く 

（
①
農 
 

力 
 

②
脳 

 

力 
 

③
納 

 

力 
 

④
能 

 

力
） 

 

○Ｄ
か
く
り
つ  

（
①
画 

 

立 
 

②
確 

 

率 
 

③
拡 

 

立 
 

④
確 

 

立
） 

 

○Ｅ
し
り
ぞ
く  

（
①
進 

 

く 
 

②
退 

 

く 
 

③
逆 

 

く 
 

④
随 

 

く
） 

 

問
二 

次
の
語
の
下
に
つ
づ
け
て
、
よ
く
使
わ
れ
る
語
を
下
か
ら
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書

き
な
さ
い
。 

 

○イ 

未 
 
 

（
① 

力 
 

② 

開 
 

③ 

青 
 

④ 

化 

） 

 

○ロ 

具 

体 

（
① 

心 
 

② 

学 
 

③ 

的 
 

④ 

者 

） 

 

○ハ 

非 
 
 

（
① 

常
識 

② 

意
識 

③ 

感
情 

④ 

愛
情
） 

 

○ニ 

適 

材 

（
① 

一
致 

② 

適
所 

③ 

適
当 

④ 

発
展
） 

 

○ホ 

表 

現 

（
① 

反
応 

② 

形
式 

③ 

階
級 

④ 

原
因
） 

 
 

 

問
三 

次
の
文
を
読
ん
で
左
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 

人
生
に
は
思
い
も
か
け
ず
も
の
悲
し
い
日
が
起
き
る
。
物
に
失
敗
し
た
日
、
逆
境
に
は
ま
り

こ
ん
だ
日
、
人
と
争
い
を
し
た
日
、
人
か
ら
苦
し
め
ら
れ
た
日
、
あ
る
い
は
健
康
を
そ
こ
ね
た

日
な
ど
に
は
、
何
と
も
い
え
ぬ
わ
び
し
い
も
の
で
あ
る
。
私
は
そ
ん
な
と
き
に
色
々
の
も
の
を

読
ん
で
ま
ぎ
ら
す
の
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
む
ず
か
し
い
も
の
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。
そ
の
と
き
啄

木
の
歌
を
読
む
こ
と
が
あ
る
。
何
し
ろ
直
情
を
ズ
バ
リ
、
と
い
っ
て
の
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
ち
ら
の
心
の
つ
か
れ
た
と
き
な
ど
に
は
、
鋭
い
小
刀
で
心
の
も
つ
れ
を
切
り
開
か
れ
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
だ
か
ら
い
い
気
持
に
な
れ
る
し
心
の
慰
め
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 
 

ふ
る
さ
と
の
な
ま
り
な
つ
か
し
停
車
場
の
人
ご
み
の
中
に
そ
を
聴
き
に
行
く 

 
 

ふ
る
さ
と
の
山
に
向
ひ
て
い
ふ
こ
と
な
し
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ
り
が
た
き
か
な 

 
 

友
が
み
な
わ
れ
よ
り
え
ら
く
見
ゆ
る
日
よ
花
を
買
ひ
来
て
妻
と
し
た
し
む 

 
 

は
た
は
た
と
き
び
の
葉
鳴
れ
る
ふ
る
さ
と
の
軒
端
な
つ
か
し
秋
風
ふ
け
ば 

 
 

十
月
の
朝
の
空
気
に
あ
た
ら
し
く
息
吸
ひ
そ
め
し
あ
か
ん
ぼ
（
赤
坊
）
の
あ
り 

こ
れ
ら
の
歌
を
見
て
い
る
と
き
、
故
郷
の
人
に
、
故
郷
の
山
や
家
に
、
さ
て
は
妻
子
に
対
し

て
の
感
情
が
ひ
た
む
き
に
流
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
は
真
情
の
ほ
と
ば
し
り
で

あ
る
。
本
能
め
い
た
も
の
が
多
い
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
だ
け
に
強
い
心
の
流
れ
で
あ
る
。 

Ａ 

左
の
問
の
答
の
う
ち
、
正
し
い
と
思
う
も
の
の
番
号
を
書
き
な
さ
い
。 

 

○イ
次
の
こ
と
ば
は
ど
う
い
う
意
味
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

①
ひ
と
と
意
見
が
合
わ
な
く
な
る
と
き
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

②
思
う
と
お
り
に
な
ら
な
い
立
ち
場
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
立
ち
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

④
ひ
じ
ょ
う
に
お
も
し
ろ
く
な
い
と
き
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

①
正
直
な
な
さ
け
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

②
親
身
の
な
さ
け
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

③
つ
つ
み
か
く
し
の
な
い
心
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

④
ほ
ん
と
う
の
情
景
。 

注
意 

の
き
ば 

○Ａ
逆
境 

○Ｂ
直
情 
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○ロ
次
の
こ
と
ば
の
使
い
か
た
は
ど
れ
が
正
し
い
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
人
と
争
い
を
そ
こ
ね
た
日
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
人
の
気
分
を
そ
こ
ね
た
日
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
食
事
を
そ
こ
ね
た
日
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
洋
服
を
着
た
ま
ま
そ
こ
ね
た
日
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
鉛
筆
を
ペ
ン
で
ま
ぎ
ら
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
き
つ
ね
は
人
を
ま
ぎ
ら
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
赤
と
青
の
絵
具
を
ま
ぎ
ら
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

④
さ
び
し
さ
を
趣
味
に
ま
ぎ
ら
す
。 

○ハ
「
そ
を
聴
き
に
行
く
」
と
は
何
を
き
き
に
い
く
の
で
す
か
。 

 

①
ふ
る
さ
と
の
た
よ
り
。 

 

②
人
ご
み
の
中
の
話
。 

 

③
ふ
る
さ
と
の
な
ま
り
。 

 

④
ふ
る
さ
と
の
駅
夫
の
声
。 

○ニ
「
本
能
め
い
た
も
の
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
次
の
う
ち
の
ど
ん
な
こ
と
を
さ
し
て
い
ま

す
か
。 

 
 

①
故
郷
の
山
や
家
や
妻
子
に
対
し
て
の
ひ
た
む
き
な
感
情
を
あ
ら
わ
す
こ
と
。 

 
 

②
ズ
バ
リ
、
と
い
っ
て
の
け
て
、
す
こ
し
も
か
ざ
り
け
が
な
い
こ
と
。 

 
 

③
お
り
に
ふ
れ
、
時
に
あ
た
っ
て
、
感
じ
た
こ
と
を
思
う
ま
ま
に
あ
ら
わ
す
こ
と
。 

 
 

④
「
い
ふ
こ
と
な
し
」「
あ
り
が
た
き
」「
え
ら
く
見
ゆ
る
」
と
い
う
よ
う
な
自
分
だ
け
の

感
情
を
あ
ら
わ
す
こ
と
。 

○ホ
「
ふ
る
さ
と
の
な
ま
り
…
」「
は
た
は
た
と
…
」
の
二
つ
の
歌
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
よ

ん
だ
と
き
の
作
者
の
位
置
は
次
の
ど
れ
が
適
当
で
す
か
。 

 
 

①
両
方
と
も
故
郷
に
い
る
。 

 
 

②
前
の
歌
は
故
郷
に
い
る
、
後
の
歌
は
故
郷
を
は
な
れ
て
い
る
。 

 
 

③
前
の
歌
は
故
郷
を
は
な
れ
て
い
る
、
後
の
歌
は
故
郷
に
い
る
。 

 
 

④
両
方
と
も
故
郷
を
は
な
れ
て
い
る
。 

○ヘ
「
十
月
の
朝
の
…
」
の
歌
は
ど
ん
な
と
き
に
歌
っ
た
歌
で
す
か
。 

 

①
す
が
す
が
し
い
朝
、
あ
か
ん
ぼ
が
す
や
す
や
ね
む
っ
て
い
る
と
き
。 

 

②
十
月
の
秋
の
朝
、
あ
か
ん
ぼ
が
息
を
引
き
と
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
。 

 
 

③
す
が
す
が
し
い
朝
、
あ
か
ん
ぼ
が
ね
む
り
か
ら
さ
め
た
と
き
。 

 
 

④
す
が
す
が
し
い
秋
の
朝
、
あ
か
ん
ぼ
が
生
れ
た
時
。 

○ト
こ
の
文
の
作
者
は
、
啄
木
の
歌
を
ど
ん
な
歌
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
か
。 

 
 

①
本
能
め
い
た
も
の
が
多
い
の
が
い
ち
ば
ん
欠
点
で
あ
る
。 

 
 

②
人
間
と
し
て
の
真
情
が
ほ
と
ば
し
り
出
て
い
る
。 

 
 

③
物
に
対
す
る
感
情
が
や
わ
ら
か
く
こ
ま
か
く
出
て
い
る
。 

 
 

④
あ
ま
り
に
ズ
バ
リ
と
い
っ
て
の
け
る
の
で
お
も
し
ろ
み
が
な
い
。 

○チ
啄
木
は
い
つ
ご
ろ
生
れ
た
文
学
者
で
す
か
。 

 
 

① 

江
戸
時
代 

② 

明
治
時
代 

③ 

大
正
時
代 

④ 

昭
和
時
代 

○リ
啄
木
の
歌
集
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。 

 

① 

若
菜
集 

② 

田
舎
教
師 

③ 

一
握
の
砂 

④ 

土 

○ヌ
「
あ
ま
り
む
ず
か
し
い
も
の
は
ピ
ン
と
こ
な
い
。」
の
文
の
中
の
「
な
い
」
は
ど
の
品

詞
で
す
か
。 

 
 

① 

助
動
詞 

 

② 

動
詞 

 

③ 

形
容
詞 

 

④ 

助
詞 

Ｂ 

こ
の
文
に
あ
る
歌
は
、
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
語
の
活
用
や
「
か
な
づ
か
い
」

が
現
代
の
口
語
文
と
ち
が
っ
て
い
ま
す
。
歌
の
中
の
次
の
語
の
語
尾
を
、
例
に
な
ら
っ

て
、
口
語
の
い
い
方
に
な
お
し
、
ま
た
は
「
か
な
づ
か
い
」
を
「
現
代
か
な
づ
か
い
」

に
あ
ら
た
め
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

○Ａ
い
ふ 

 
 

○Ｂ
見
ゆ
る 

 

○Ｃ
吸
ひ 

 

≪

例≫
 

考
へ 

問 

考
え 

答 

努
む
る 

問 

努
め
る 

答 

○Ａ
そ
こ
ね
た 

○Ｂ
ま
ぎ
ら
す 

 

き 

 

え
き
ふ 

 

い
な
か 
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国 

語 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
答
・
採
点
基
準 

    

    
 
 

  

問 

一 

Ｂ Ａ 

○Ａ ○イ 

２ 
は
っ
き ○Ｂ 

３ 

○ロ 

り
ょ
そ
う 

○Ｃ 

４ 

○Ｄ ○ハ 

４ と
と
の
え ○Ｅ 

２ 

○ニ 

し
ょ
う
が
い 

 

○ホ 

の
ぞ
か
れ
る 

問 

二 

○イ 

２ 

○ロ 

３ 
○ハ 
１ 

○ニ 

２ 

○ホ 

２ 

問 

三 

Ｂ Ａ 

○Ａ ○Ａ 

○イ 

い
う 

２ 

○Ｂ 

○Ｂ 

３ 

見
え
る 

○Ａ 
○ロ 

２ 
○Ｃ 
吸
い 

○Ｂ 

４ 

 

○ハ 

３ 

○ニ 

１ 

○ホ 

４ 

○へ 

４ 

○ト 

２ 

○チ 

２ 

○リ 

３ 

○ヌ 

１ 

（
５
点
） 

（
５
点
） 

（
５
点
） 

（
採
点
基
準
） 

 
 

問
一
、
Ａ
の
読
み
が
な
は
「
か
た
か
な
」
で
も
よ
い
。
ま
た
拗
音
・
促
音
は
小
文
字
で
な
く
て
も
文
字
が
正
し
け
れ
ば
よ
い
。 

  

注 

神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
三
十
二
年
度 

入
学
選
抜
に
関
す
る
記
録 
神
奈
川
県
立
川
崎
高
等
学
校
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
点
） 

（
12

点
） 
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一
九 

横
浜
市
教
育
委
員
会
『
中
学
校 

道
徳
教
育
内
容
検
討
資
料
』（
ま
え
が
き
） 

         

ま 

え 

が 

き 

こ
の
研
究
は
、
教
育
委
員
会
に
お
け
る
本
年
度
の
道
徳
教
育
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
そ
の
全
貌
に
つ
い
て
要
点
を
掲
げ
、
次
に
組
織
さ

れ
た
道
徳
教
育
内
容
検
討
委
員
会
の
条
件
や
仕
事
の
目
や
す
、
研
究
の
経
過
を
略
記
し
て
活

用
に
資
し
た
い
。 

Ⅰ 

昭
和
32

年
度
道
徳
教
育
振
興
計
画 

１
．
立
案
の
趣
旨 

新
学
制
発
足
以
来
す
で
に
10

年
、
そ
の
間
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
数
次
に
わ
た
り
実
践

と
検
討
の
結
果
に
基
づ
く
改
善
が
加
え
ら
れ
て
き
た
の
で
は
あ
る
が
、
現
在
学
校
教
育
や
社

会
教
育
を
担
当
す
る
者
の
立
場
か
ら
、
道
徳
教
育
に
つ
い
て
仔
細
に
反
省
し
て
み
る
と
、
い

ろ
い
ろ
改
善
を
要
す
る
点
が
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
一
面
、
社

会
各
層
の
間
で
も
、
特
に
道
徳
教
育
に
関
す
る
幾
多
の
主
張
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

道
徳
的
価
値
観
や
そ
の
内
容
、
道
徳
的
判
断
、
行
為
等
の
認
識
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方

や
理
解
に
は
、
実
に
各
種
各
様
の
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
道
徳
教
育
の
方
法
に
至
っ
て
は
全

く
い
ろ
い
ろ
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
評
価
に
関
す
る
立
場
や
観
点
、
方
法

や
場
面
や
尺
度
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る
が
、
十
分
で
な
い
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
育
が
人
間
形
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
限
り
、
道
徳
教

育
の
課
題
は
教
育
そ
の
も
の
の
課
題
に
直
接
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
道
徳
教
育
の
方
向
は
教

育
そ
の
も
の
の
方
向
に
由
来
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。従
っ
て
、道
徳
教
育
の
改
善
に
関
し
、

そ
の
志
向
す
る
も
の
や
内
容
方
法
に
つ
い
て
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
も
ち

ろ
ん
、
実
践
の
強
化
に
関
す
る
方
途
に
つ
い
て
も
、
ま
た
慎
重
を
期
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
本
年
度
は
、
特
に
そ
の
基
礎
的
研
究
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
現
場
に

お
け
る
気
運
の
醸
成
、
理
解
の
深
化
、
方
法
の
改
善
等
を
は
か
り
た
い
。 

２
．
立
案
の
立
場 

Ａ 

青
少
年
へ
の
理
解
と
愛
情 

道
徳
は
、
社
会
理
想
を
志
向
し
な
が
ら
も
複
雑
な
人
間
関
係
に
お
け
る
行
動
実
践
の
規
範

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
人
生
如
何
に
生
く
べ
き
か
の
命
題
に
も
直
接
つ
な
が
る
問
題
で
あ
る

の
で
、
こ
れ
を
一
義
的
に
規
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
む
ず
か
し
い
が
、
も
し
、
道
徳
的
と

い
う
こ
と
を
、
自
他
の
価
値
と
尊
厳
と
に
目
ざ
め
て
、
正
や
善
を
求
め
て
人
間
と
し
て
意
義

あ
る
生
活
を
築
い
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
、
内
面
的
な
も
の
、
創
造
的
な
も
の
と
解
す
る
な

ら
ば
、
今
日
の
青
少
年
は
道
徳
的
に
不
健
全
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、

戦
後
の
新
教
育
に
よ
っ
て
正
常
に
育
て
ら
れ
た
青
少
年
は
、
次
第
に
新
し
い
時
代
の
倫
理
を

身
に
つ
け
て
き
て
い
る
と
さ
え
言
え
よ
う
。 

道
徳
の
内
容
は
、
社
会
が
変
る
に
従
い
、
倫
理
観
の
進
歩
に
と
も
な
っ
て
変
っ
て
い
く
も

の
で
あ
る
か
ら
、
前
代
の
道
徳
を
基
準
に
し
て
後
代
を
律
し
、
評
価
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ

る
の
は
申
す
ま
で
も
な
い
が
、
し
か
し
反
面
、
道
徳
に
は
多
分
に
社
会
的
連
続
性
が
あ
り
、

多
く
の
道
徳
内
容
や
道
徳
的
慣
習
は
伝
統
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
認
め
ね
ば
な

ら
な
い
。
と
も
あ
れ
、
権
威
に
盲
従
す
る
全
体
主
義
的
な
生
活
か
ら
自
他
の
人
権
を
重
ん
ず

る
民
主
的
な
生
活
へ
と
、
大
き
く
転
換
し
て
す
で
に
12

年
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が

国
に
お
け
る
道
徳
の
内
容
は
い
ま
だ
確
立
さ
れ
ず
、
お
と
な
た
ち
は
知
識
と
主
張
だ
け
の
民

主
主
義
に
低
迷
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
と
言
っ
た
ら
過
言
で
あ
ろ
う
か
。
大
き
な
社
会

変
革
に
と
も
な
う
道
徳
内
容
の
飛
躍
が
不
可
能
で
実
現
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
お
と
な

の
社
会
の
不
道
徳
や
み
に
く
い
混
乱
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
嘆
ず
べ
き
日
本
の

歴
史
的
悲
劇
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
環
境
の
社
会
に

成
長
し
て
い
く
青
少
年
を
放
置
す
る
に
し
の
び
な
い
。
常
軌
を
逸
し
た
青
少
年
の
非
行
は
、

き
わ
め
て
一
部
の
者
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
ち
ろ
ん
教
育
上
重
大
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
こ

の
種
の
現
象
が
わ
れ
わ
れ
の
道
徳
教
育
振
興
へ
の
契
機
で
は
な
い
。
一
般
の
青
少
年
の
立
場

や
考
え
方
に
深
い
理
解
と
愛
情
と
を
も
っ
て
、
彼
ら
に
生
き
生
き
し
た
生
活
の
理
想
を
画
か

せ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
が
よ
り
正
し
い
人
間
関
係
の
見
究
め
に
努
め
、
道
徳
的
行
為
の
確
立

を
め
ざ
し
て
、
よ
り
望
ま
し
い
自
己
実
現
を
す
る
よ
う
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
に
出
発
点
を
求
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め
た
い
。 

 
Ｂ 
道
徳
教
育
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
て 

 
 

ａ
．
道
徳
教
育
の
内
容
と
そ
の
構
造 

 
 

人
間
性
に
立
脚
し
て
、
基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
従
っ
て
自
他
の
生
命
が
尊
重
さ
れ

る
と
こ
ろ
に
道
徳
の
根
源
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
だ
い
た
い
通
念
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
道
徳
内
容
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
ど

の
よ
う
な
構
造
を
も
つ
べ
き
か
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
定
説
は
な
い
。
近
代
社
会
の
人
間

の
理
想
像
を
画
い
て
、
画
い
た
像
の
道
徳
的
要
素
を
分
析
し
て
必
要
な
徳
目
を
羅
列
し
て

み
た
り
、
あ
る
い
は
多
数
の
人
の
自
由
に
画
く
理
想
像
が
本
来
的
に
そ
な
え
る
と
思
わ
れ

る
道
徳
内
容
を
よ
せ
集
め
て
整
理
列
挙
し
て
み
た
り
し
て
い
る
よ
う
な
例
は
あ
る
。
し
か

し
、
道
徳
内
容
の
構
造
は
、
単
に
理
想
像
の
分
析
だ
け
で
も
ま
ず
い
し
、
寄
せ
集
め
の
徳

目
の
思
弁
的
構
造
づ
け
だ
け
で
も
足
り
な
い
。
さ
れ
ば
と
言
っ
て
、
現
在
の
青
少
年
の
道

徳
的
意
識
や
道
徳
的
行
為
を
詳
細
に
用
心
深
く
調
査
し
て
、
そ
の
結
果
の
数
的
処
理
に
基

づ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
て
も
う
ま
く
い
き
そ
う
も
な
い
。
人
は
環
境
に
よ
っ
て
育
て
ら

れ
、
同
時
に
人
が
環
境
を
つ
く
り
つ
つ
成
長
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
環
境
と
の
交

互
作
用
に
よ
る
人
格
形
成
の
原
理
と
内
容
と
が
究
明
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
が
道
徳
教
育
内
容

の
構
造
づ
け
に
寄
与
す
る
こ
と
も
大
い
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
も

あ
れ
、
集
約
さ
れ
た
大
衆
の
生
活
意
識
と
道
徳
教
育
の
系
譜
と
を
基
盤
と
し
て
、
理
想
像

の
も
つ
道
徳
内
容
と
児
童
生
徒
の
道
徳
生
活
内
容
と
を
柱
と
し
て
、
教
育
社
会
心
理
学
的

に
道
徳
教
育
内
容
が
組
立
て
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
紙
に
書
か

れ
て
み
て
も
、
全
く
一
つ
の
仮
説
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
う
し
た
い
く
つ

も
の
仮
説
や
試
案
が
提
示
さ
れ
、
意
欲
的
に
検
討
さ
れ
つ
つ
、
自
信
の
あ
る
も
の
か
ら
実

践
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
証
も
さ
れ
改
善
も
行
わ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
雑
多
で
あ
り
、
混
乱
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
嘆
い
た
り
、
迷
っ
た
り
し
て
い

た
の
で
は
始
ま
ら
な
い
。 

ｂ
．
有
効
な
方
法
の
究
明 

一
般
に
教
育
上
の
問
題
は
、
そ
の
目
的
原
理
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

実
際
的
な
目
的
が
考
え
ら
れ
、
目
的
に
基
づ
く
目
標
が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
う
内

容
が
究
明
さ
れ
た
後
に
そ
れ
ら
の
性
格
や
内
容
を
満
足
す
る
よ
う
に
方
法
原
理
や
実
践

手
段
が
究
明
さ
れ
る
の
が
定
石
で
あ
ろ
う
。
道
徳
教
育
に
つ
い
て
も
、
こ
う
い
う
労
作
が

多
数
の
教
育
学
者
等
の
手
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
望
ん
で
い
る
。
同

時
に
わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
の
教
育
内
容
組
織
の
中
で
、
現
に
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
元
が
立
つ
の
を
ま
っ
て
道
を
生
み
出
す
よ
う
に
考
え
る
の
も
ま

た
固
苦
し
過
ぎ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
現
に
獲
得
し
て
い
る
目
標
や
方
法
を
土
台
に
し
て

計
画
的
に
実
践
を
試
み
つ
つ
究
明
す
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。 

現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
教
科
内
容
の
中
で
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
ら
よ
い
か
を
吟
味
し

た
り
、
実
践
し
た
り
、
教
科
外
活
動
や
特
別
教
育
活
動
の
中
で
ど
の
よ
う
に
仕
組
ま
れ
る

か
等
の
究
明
や
実
践
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
す
ぐ
に
、
概
念
と
思
惟
と
観
察
と
に
よ
つ
〔
マ
マ
〕

て
別
の
コ
ー
ス
を
計
画
し
た
り
、
実
践
し
た
り
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
ろ
う
と
さ
え
考
え

ら
れ
る
。
現
在
の
実
態
を
土
台
に
し
て
、
研
究
と
実
践
を
重
ね
、
ど
う
し
て
も
別
の
構
想

が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
時
始
め
て
そ
の
よ
う
に
展
開
す
る
こ
と
が
安
心
で

あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
れ
ら
の
過
程
で
、
具
体
の
場
面
の
指
導
に
対
す
る
方
法
の
研
究
、

す
な
わ
ち
指
導
技
術
の
研
究
が
さ
ら
に
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。 

一
般
に
道
徳
教
育
内
容
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
、
そ
れ
が
道
徳
そ
の
も
の
で
あ
れ
、
道
徳
的

慣
習
で
あ
れ
、
ま
ず
社
会
に
お
い
て
健
全
に
育
て
ら
れ
、
確
立
さ
れ
、
や
が
て
学
校
が
そ

れ
を
基
礎
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が
順
序
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お

と
な
を
含
め
た
社
会
の
道
徳
内
容
を
身
に
つ
け
な
が
ら
、
次
第
に
自
分
た
ち
の
倫
理
を
創

造
し
て
い
く
の
が
常
道
で
は
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
今
日
の
よ
う
に
道
徳
的
価
値
の
体
系
が

混
乱
し
て
い
る
よ
う
な
時
代
に
は
、
学
校
教
育
が
そ
の
主
導
性
を
も
っ
て
社
会
を
リ
ー
ド

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

３
．
研
究
実
践
の
た
め
の
方
策 

Ａ 

道
徳
教
育
協
議
会
（
略
） 

Ｂ 

道
徳
教
育
の
た
め
の
基
礎
研
究 

 

ａ
．
道
徳
意
識
判
断
等
の
調
査
研
究
（
略
） 

 
 

 
Ｃ 
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
実
践
の
推
進 

 

ａ
．
研
究
指
定
校
（
略
） 

 

ｂ
．
生
活
指
導
の
た
め
の
研
究
集
会
（
略
） 

ｃ
．
現
場
指
導
（
略
） 

Ⅱ 

道
徳
教
育
内
容
の
検
討
に
つ
い
て 

ｂ
．
道
徳
教
育
内
容
の
検
討 
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１
．
ね
ら
い 

 
 

現
在
本
市
の
学
校
教
育
に
お
い
て
、
そ
の
教
育
計
画
の
中
に
道
徳
教
育
内
容
が
ど
の
よ
う

な
姿
で
、
ど
う
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
を
抽
出
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
徳
教
育
内
容
に

関
す
る
問
題
点
を
探
求
し
、
道
徳
教
育
計
画
改
善
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
。 

２
．
道
徳
教
育
内
容
検
討
委
員
会 

Ａ 

検
討
作
業
の
目
や
す 

ａ
．
本
年
度
は
小
中
学
校
の
教
育
内
容
を
対
象
と
す
る
。 

 

ｂ
．
現
行
の
教
育
内
容
の
構
造
を
そ
の
ま
ま
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
。 

ｃ
．
各
教
科
と
教
科
外
活
動
並
び
に
特
別
教
育
活
動
を
検
討
の
対
象
領
域
と
す
る
。
従
つ

て
、
給
食
・
清
掃
・
自
由
時
間
等
の
指
導
内
容
は
予
想
す
る
け
れ
ど
も
委
員
会
は
設

け
な
い
。 

ｄ
．
こ
の
場
合
、
道
徳
教
育
内
容
を
、
学
習
指
導
要
領
お
よ
び
本
市
教
育
課
程
に
記
載
さ

れ
た
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
そ
れ
自
体
を
取

り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
予
想
し
て
考
え
る
。 

ｅ
．
各
教
科
等
の
一
般
目
標
・
具
体
目
標
（
単
元
目
標
・
活
動
目
標
・
理
解
目
標
・
学
年

目
標
）
経
験
要
素
（
指
導
内
容
・
学
習
内
容
・
題
材
・
教
材
・
能
力
表
・
段
階
表
）

等
に
つ
い
て
調
査
抽
出
整
理
す
る
。 

 
 

ｆ
．
検
討
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
結
果
の
整
理
の
仕
方
に
つ
い
て
も
構
成
さ
れ
た

委
員
の
意
見
主
張
を
尊
重
す
る
。 

 
 

ｇ
．
結
果
は
簡
潔
な
表
現
を
す
る
よ
う
に
努
め
る
。 

Ｂ 

研 

究 

の 

経 

過 

 

ｏ
７
月
３
日
の
委
員
会
全
体
の
会
議
を
も
っ
て
こ
の
仕
事
の
趣
旨
・
性
格
・
目
標
等
に
つ
い

て
協
議
し
た
。
終
っ
て
各
部
門
か
ら
選
出
さ
れ
た
代
表
委
員
の
会
で
全
体
研
究
の
日
程
を

組
ん
だ
。 

 

ｏ
７
月
18

日
代
表
委
員
会
を
開
催
し
て
、
す
で
に
各
部
門
ご
と
に
樹
立
し
た
検
討
計
画
を

発
表
し
合
い
、
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
検
討
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
討
議
し
た
。 

 

ｏ
７
月
下
旬
か
ら
８
月
末
に
か
け
て
各
部
門
ご
と
の
検
討
や
同
一
教
科
の
小
中
学
校
連
絡
会

等
が
強
行
さ
れ
た
。 

 

ｏ
８
月
29

日
代
表
委
員
は
各
部
門
の
素
案
を
印
刷
し
て
も
ち
よ
っ
た
。
代
表
委
員
会
は
、
話

し
合
い
に
よ
っ
て
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、
他
部
門
の
内
容
を
知
っ
て
自
己
反
省
を
し
た

り
、
形
式
を
整
え
よ
う
と
協
力
し
た
り
す
る
機
会
と
す
る
こ
と
と
し
、
内
容
の
性
格
や
解

釈
に
つ
い
て
決
議
を
し
て
各
部
門
を
制
約
す
る
と
い
う
方
向
を
と
ら
な
い
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
か
ら
９
月
の
中
旬
に
か
け
て
、
代
表
委
員
会
は
な
お
数
回
開
催
さ
れ
た
が
、
討
議
の

過
程
で
特
に
問
題
に
な
っ
た
主
な
こ
と
が
ら
を
列
挙
す
る
。 

 

・
道
徳
教
育
内
容
と
い
う
が
、
そ
の
場
合
道
徳
と
は
ど
う
い
う
社
会
観
に
よ
る
も
の
か
、
性

格
は
ど
う
か
、
質
や
内
容
構
造
は
ど
う
か
、
領
域
は
ど
こ
に
限
界
が
あ
る
か
、
道
徳
以
外

の
こ
と
が
ら
と
の
つ
な
が
り
は
ど
う
か
、
生
活
指
導
と
の
関
連
は
、
等
々
道
徳
そ
の
も
の

へ
の
解
釈
や
理
解
に
関
す
る
問
題
。 

 
 
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
誰
か
の
理
論
や
主
張
を
柱
に
す
る
と
い
う
立
場
を
避
け
、
代
表

委
員
が
お
互
い
に
解
釈
や
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
に
と
ど
め
、
形
式
的
な
統
一
を
し
な
い

こ
と
と
し
、
研
究
の
結
果
に
全
委
員
の
道
徳
観
や
道
徳
へ
の
認
識
が
に
じ
み
出
る
よ
う
に

努
力
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

・
横
浜
市
教
育
課
程
・
学
習
指
導
要
領
に
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
定
す
る
と
い
う
検
討
の
原

則
は
最
後
ま
で
問
題
に
な
っ
た
。 

 
 
 

第
一
は
、
字
づ
ら
に
忠
実
に
と
い
っ
て
も
、
文
章
の
質
的
な
解
釈
に
は
境
界
が
な
い
の

で
ど
こ
ま
で
取
り
上
げ
る
の
か
む
ず
か
し
い
。 

 
 
 

第
二
に
、
道
徳
教
育
と
い
う
視
点
か
ら
各
教
科
等
の
目
標
や
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
ど
こ
で
切
つ
〔
マ
マ
〕
た
ら
よ
い
の
か
、
ど
う
整
理
し
た
ら
よ
い
の
か
が
む
ず
か

し
い
。
特
に
、
行
為
に
つ
な
が
る
表
現
が
し
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考
え
と
知
見
・

理
解
だ
け
で
も
取
り
上
げ
た
方
が
よ
い
と
す
る
考
え
と
が
あ
っ
た
。 

 
 
 

第
三
に
、
教
育
内
容
表
現
の
字
づ
ら
か
ら
、
指
導
方
法
や
学
習
活
動
を
完
全
に
切
り
離

す
こ
と
は
至
難
な
の
で
、
字
づ
ら
の
解
釈
に
甚
だ
し
い
困
難
を
感
じ
た
。 

 
 
 

第
四
に
、
ど
の
教
科
で
も
全
学
年
を
通
じ
て
培
う
態
度
内
容
は
下
学
年
で
一
度
記
載
さ

れ
る
と
上
学
年
で
は
も
う
出
て
こ
な
い
。
従
っ
て
、
字
づ
ら
に
忠
実
に
整
理
す
る
と
実
際

指
導
の
内
容
と
は
異
っ
た
も
の
に
な
る
が
、
こ
れ
は
記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
に
す
る
こ
と

と
し
た
。 

 

・
量
の
多
い
道
徳
教
育
内
容
を
ど
う
い
う
ス
コ
ー
プ
で
整
理
す
る
か
と
い
う
問
題
。 

 

・
美
的
情
操
と
道
徳
と
の
関
係
。 

 

・
文
章
内
容
と
行
為
と
の
関
係
等
々
。 

 
 
 

い
ず
れ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
結
局
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
工
夫
を
こ
ら
し
、
部
門
ご
と
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の
意
志
や
解
釈
を
結
集
し
て
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
、
一
覧
表
に
記
述
さ
れ
た
内
容

は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
委
員
の
道
徳
に
関
す
る
考
え
方
や
理
解
に
裏
づ
け
ら
れ
た
表
現

と
み
て
よ
い
。
な
お
、
検
討
し
て
み
た
結
果
、
道
徳
教
育
内
容
と
い
う
こ
と
か
ら
み
て
、

各
教
科
ご
と
に
、 

①
そ
の
教
科
全
体
と
し
て
問
題
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
ら
。 

②
教
育
課
程
内
に
配
列
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
問
題
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
ら
。 

③
計
画
に
記
載
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
指
導
方
法
や
学
習
活
動
に
関
連
し
て
問
題
と
な
っ

た
り
、
是
非
や
り
た
い
と
思
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
ら
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
点
と
し
て

記
述
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

ｏ
９
月
中
旬
か
ら
約
１
ヵ
月
半
を
各
部
門
ご
と
の
吟
味
検
討
仕
上
げ
の
期
間
と
し
て
12

月

上
旬
に
各
部
門
か
ら
原
稿
が
提
出
さ
れ
た
。 

Ｃ 

道
徳
教
育
内
容
検
討
委
員 

 
 

〔
国 

語 

科
〕 

 

土
佐
孝
三
（
浜 

中
） 
加
藤 

勇
（
本
郷
中
） 

蕪
木
直
行
（
教 

委
） 

 
 

〔
社 

会 

科
〕 

 

工
藤
五
郎
（
日
吉
台
中
） 

江
島
正
雄
（
松
本
中
） 

山
本
健
次
郎

（
平
楽
中
） 

小
林
喜
一
郎
（
港 
中
） 

長
沢
竹
治
（
大
鳥
中
） 

 
   

大
川
兼
二
（
浦
島
丘
中
） 

玉
岡
三
男
（
教 

委
） 

〔
数 

学 

科
〕 

 

藤
田
元
夫
（
六
角
橋
中
） 

笈
川 

博
（
生
麦
中
） 

山
崎
運
吉
（
教 

委
） 

 
 

〔
理 

 
 

科
〕 

 

渡
辺 

陵
（
老
松
中
） 

笠
原
賢
次
（
蒔
田
中
） 
足
立
勇
三
（
教

委
） 

 
 

〔
音 

楽 

科
〕 

 

永
井
良
徳
（
保
土
ケ
谷
中
） 

天
野
丑
之
進
（
吉
田
中
） 

松
井 
力

（
教 

委
） 

 
 

〔
図 

工 

科
〕 
 

九
里 

保
（
岡
野
中
） 

福
島
竹
雄
（
日
吉
台
中
） 

山
口 

実
（
教 

委
） 

 
 

〔
職
業
・
家
庭
科
〕 

松
尾
広
知
（
生
麦
中
） 

阿
部 

功
（
鶴
ケ
峯
中
） 

鈴
木
与
也
（
栗

田
谷
中
） 

沼
田
武
彦
（
金
沢
中
） 

定
岡
鶴
代
（
神
奈
川
中
） 

松

本
芳
治
（
教 

委
） 

 
 

〔
保
健
体
育
科
〕 

 

三
原
秀
友
（
汐
田
中
） 

小
野
田
裕
誉
（
岡
野
中
） 

三
浦
甲
子
蔵

（
教 

委
） 

 
 

〔
英 

語 

科
〕 

栂
野
英
夫
（
大
綱
中
） 

長
谷
川 

進
（
瀬
谷
中
） 

井
上 

肇 

（
教 

委
） 

 
 

〔
特
別
教
育
活
動
〕
二
見 

清
（
保
土
ケ
谷
中
） 

大
島
政
兼
（
瀬
谷
中
） 

橋
倉
利
男

（
市
場
中
） 

荻
谷
信
富
（
平
楽
中
） 

木
村
清
吉
（
六
浦
中
） 

岩

沢
慶
尚
（
谷
本
中
） 

松
本
芳
治
（
教 

委
） 

 
 

〔
企
画
委
員
〕  

中
島
利
信 

 

玉
岡
三
男 

 

井
上 

肇 
 

松
本
芳
治 

 

井
上

庄
平 

  
 

注 

本
文
で
は
各
教
科
と
特
別
教
育
活
動
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
内
容
案
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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二
〇 

平
塚
市
立
太
洋
中
学
校
『
学
習
指
導
の
改
善
（
小
中
の
一
貫
性
）』 

           

は 

じ 

め 

に 

 

小
中
学
校
の
学
習
内
容
に
お
い
て
も
、
指
導
法
に
お
い
て
も
、
一
貫
性
を
持
た
せ
て
児
童
生

徒
の
実
力
を
養
成
し
た
い
と
念
願
す
る
こ
と
は
、
斯
の
道
に
た
づ
さ
わ
る
者
の
夙
に
考
え
て
き

た
問
題
で
あ
る
が
、
校
種
別
に
独
立
し
て
い
る
こ
と
や
他
の
い
ろ
い
ろ
の
条
件
が
あ
り
、
希
望

す
る
と
お
り
に
実
施
さ
れ
て
き
た
学
校
は
、
比
較
的
少
な
か
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

本
校
に
お
い
て
も
、
創
立
以
来
鋭
意
此
の
点
に
つ
い
て
も
想
も
練
り
努
力
も
傾
け
て
参
つ
た
の

で
あ
る
が
、
時
に
小
中
一
貫
し
た
教
育
と
い
う
面
に
お
い
て
十
全
で
な
か
つ
た
こ
と
も
あ
ろ
う

こ
と
は
他
の
多
く
の
学
校
の
実
情
と
相
似
た
姿
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
校
種
の
相
違
に
よ

つ
て
止
む
を
得
な
い
と
云
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
何
と
か
し
て
小
中
学
校
の
間
に
一
貫
性
を

持
た
せ
、
教
育
の
効
果
を
挙
げ
た
い
と
考
え
草
山
前
校
長
も
教
育
方
針
に
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
研
究
を
進
め
る
態
勢
を
基
礎
づ
け
ら
れ
た
。 

こ
の
動
機
づ
け
が
芽
を
ふ
き
追
い
追
い
生
長
し
て
二
ケ
年
に
亘
る
本
校
の
こ
の
研
究
と
な
り
今

日
に
到
つ
た
わ
け
で
あ
る
。 

研
究
の
過
程
も
ま
た
成
果
も
拙
劣
で
あ
り
未
熟
で
あ
り
取
る
に
足
ら
ぬ
程
度
の
も
の
で
あ
る
が
、

本
校
職
員
は
こ
の
研
究
と
真
剣
に
取
り
組
ん
で
来
た
つ
も
り
で
あ
る
。 

過
程
に
お
い
て
は
、
溢
〔
隘
〕
路
や
障
害
も
あ
り
順
調
な
進
捗
を
期
待
し
な
が
ら
幅
【
輻
】
輳
す

る
諸
事
務
の
中
に
研
究
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
状
に
お
か
れ
た
の
で
職
員
の
苦
労
も
一

入
な
も
の
が
あ
つ
た
。 

然
し
こ
の
研
究
の
結
果
が
姉
妹
校
で
あ
る
港
小
学
校
の
教
育
と
学
習
内
容
や
指
導
法
の
面
で
更

に
一
貫
し
た
も
の
を
求
め
て
進
む
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
予
想
に
難
く
な
く
こ
の
面
に
お

い
て
は
大
き
い
収
穫
で
あ
つ
た
と
思
つ
て
い
る
。 

一
貫
性
の
問
題
に
関
心
を
有
せ
ら
れ
る
諸
賢
の
知
識
と
経
験
を
披
歴
願
つ
て
斯
の
道
の
向
上
に

御
支
援
と
御
協
力
を
賜
わ
る
な
ら
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

昭
和
三
十
四
年
十
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校 

長 
 

中 

丸 

寿 

郎 

 

平
塚
市
教
育
委
員
会
研
究
委
託
「
小
中
一
貫
性
保
持
の
学
習
指
導
の
改
善
」 

目 
 

次 

 

は
じ
め
に 

…
…
… 

学
校
長 

 

中 

丸 

寿 

郎 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

１ 

一
、
テ
ー
マ
設
定
の
意
義 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

３ 

二
、
研
究
計
画 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

３ 

三
、
研
究
組
織 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

４ 

四
、
本
校
を
め
ぐ
る
家
庭
的
、
社
会
的
環
境 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

４ 

五
、
学
習
指
導
の
能
率
化
と
一
貫
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

９ 

六
、
国
語
科
指
導
に
お
け
る
一
貫
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

11 

七
、
社
会
科
指
導
に
お
け
る
一
貫
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

49 

八
、
数
学
科
指
導
に
お
け
る
一
貫
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

103 

九
、
理 

科
指
導
に
お
け
る
一
貫
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

135 

 

お
わ
り
に 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

174 

 

一
、
テ
ー
マ
設
定
の
意
義 

 

近
時
教
育
内
容
に
つ
い
て
、
小
、
中
、
高
の
一
貫
性
が
強
く
叫
ば
れ
、
其
の
必
要
性
を
痛
感

す
る
も
の
の
、
と
か
く
学
習
内
容
の
緊
密
な
る
連
絡
が
と
れ
ず
、
小
、
中
、
高
、
夫
々
分
離
し
、

独
自
の
計
画
で
、
教
育
の
能
率
を
あ
げ
る
べ
く
努
力
を
重
ね
て
は
お
る
が
、
結
局
は
、
教
育
効

果
の
面
に
、
最
大
の
効
果
を
期
待
す
る
事
は
出
来
な
い
の
み
が
、
学
習
面
に
お
い
て
、
し
ば
し

ば
非
能
率
的
な
場
面
に
直
面
す
る
。
こ
の
事
は
生
徒
の
躾
の
面
、
広
く
言
え
ば
道
徳
教
育
面
に

お
い
て
も
同
様
の
事
が
言
え
る
。 

学
習
の
能
率
化
を
は
か
り
、
基
礎
学
力
の
充
実
を
先
ず
は
か
る
に
は
、
何
ん
と
言
つ
て
も
、
小
、

中
の
一
貫
性
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
学
習
指
導
面
に
お
け
る
不
必
要
な
重
複
や
無
意
味
な
繰
返

 

平
塚
市
教
育
委
員
会
委
託
研
究 

     
 
 
 

学 

習 

指 
導 
の 

改 

善 
   

（
小
中
の
一
貫
性
） 

                    
 
 
    

平
塚
市
立
太
洋
中
学
校 
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し
を
さ
け
、
重
点
的
に
指
導
上
の
共
通
せ
る
障
害
点
、
問
題
点
を
両
者
相
ま
つ
て
、
解
決
し
学

習
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
理
想
で
あ
り
、
又
本
研
究
の
目
標
で
も
あ
る
。 

こ
の
点
に
お
い
て
、
当
学
区
に
お
け
る
生
徒
の
実
態
に
立
脚
し
、
小
、
中
一
挙
さ
せ
る
学
習
内

容
の
改
善
を
は
か
り
、
小
、
中
、
協
力
の
下
に
最
大
の
教
育
効
果
を
あ
げ
る
べ
く
こ
の
問
題
に

着
手
し
た
訳
で
あ
る
。 

二
、
研 

究 
計 

画 

１
．
研
究
目
標 

 
 
 

当
学
区
に
お
け
る
生
徒
の
実
態
に
立
脚
し
、
小
中
、
一
貫
せ
る
学
習
内
容
の
改
善
を
は

か
り
、
系
統
的
指
導
の
下
に
学
習
の
能
率
化
を
は
か
る
。 

２
．
計
画 

 

Ⓐ
第
一
年
次
計
画
―
―
ⓐ
研
究
の
目
標 

                        

小
中
協
力
に
よ
る
研
究
体
制
の
確
立
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討

に
重
点
を
お
き
、学
習
指
導
の
改
善
に
つ
き
そ
の
対
策
を
ね
る
。 

ⓑ
研
究
の
内
容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
小
、
中
、
校
の
共
同
研
究
体
制
の
確
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②
小
、
中
、
校
の
共
同
研
究
着
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
中
合
同
会
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
中
合
同
研
究 

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究
授
業
の
相
互
参
観
―
―
各
教
科
別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③
小
、
中
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
検
討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
科
指
導
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
教
科
別
研
究
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
小
中
教
科
書
内
容
の
研
究 

 

Ⓑ
第
二
年
次
計
画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ⓐ
研
究
の
目
標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
中
生
徒
の
学
力
の
実
態
を
知
り
、
小
中
協
力
指
導
に
よ
り
、

学
力
の
向
上
と
指
導
上
の
能
率
化
を
は
か
り
、
学
習
指
導
の
改

善
に
つ
き
其
の
対
策
を
ね
る
。 

ⓑ
研
究
内
容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
小
中
生
徒
の
学
力
の
実
態
調
査
（
小
学
校
六
年
、
中
学
校
一
、 

二
、
三
年
） 

 
 
 
 
 

（
国
語
科
、
社
会
科
、
数
学
科
、
理
科
） 

 
 
 
 

②
指
導
目
標
の
樹
立
（
四
教
科
） 

 
 
 
 

③
当
学
区
に
お
け
る
学
習
指
導
上
の
改
善
策
（
小
中
合
同
研
究
会
） 

三
、
研 

究 

組 

織 

     

中
学
校
→
教
研
推
進
委
員
会
→ 

 

       

小
学
校

←
各
教
科
研
究
会 

 

四
、
本
校
を
め
ぐ
る
家
庭
的
、
社
会
的
環
境 

１
．
学
区
の
大
観
か
ら 

平
塚
市
の
東
端
を
流
れ
る
馬
入
川
が
相
模
湾
に
注
ぐ
所
、
北
を
東
海
道
線
に
境
し
、
西
は
平

塚
駅
南
口
正
面
の
直
線
大
通
り
を
境
に
浜
岳
学
区
に
接
し
、
相
模
湾
の
海
岸
線
を
南
の
境
と

し
て
、
劃
然
と
区
劃
の
出
来
る
須
賀
地
区
、
こ
れ
が
本
校
な
ら
び
に
姉
妹
校
港
小
学
校
の
通

学
区
域
で
あ
る
。 

海
岸
か
ら
の
強
風
に
よ
る
塩
害
を
受
け
、
樹
木
の
成
長
に
悪
影
響
を
齎
す
こ
と
も
あ
り
、
時

に
は
枯
死
に
到
ら
し
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
先
づ
清
浄
な
海
風
に
直
接
に
接
す
る
し
、
又
地

区
内
に
著
る
し
い
騒
音
を
発
す
る
大
工
場
も
殆
ん
ど
な
く
（
工
場
は
約
十
）
常
時
騒
音
を
た

て
も
の
は
全
く
な
い
。 

従
っ
て
地
域
の
学
習
環
境
は
自
然
的
条
件
か
ら
は
良
好
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
殊
に
学
校

所
在
地
は
小
中
学
校
に
県
立
高
浜
高
校
と
、
三
校
鼎
立
の
状
態
に
あ
り
、
学
習
の
場
と
し
て

教
科
指
導 

委 

員 

会 

社
会
科
研
究
会 

数
学
科
研
究
会 

国
語
科
研
究
会 

理 

科
研
究
会 
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は
学
区
内
で
も
最
も
静
寂
な
一
角
に
位
置
し
市
街
地
の
学
校
と
し
て
は
稀
に
み
る
好
条
件
の

場
所
で
あ
る
と
言
い
得
る
。
そ
の
う
え
、
地
域
の
砂
丘
は
直
接
海
浜
に
連
り
、
所
謂
海
あ
り
、

川
あ
り
の
条
件
に
恵
ま
れ
、
利
用
の
方
法
に
よ
つ
て
は
自
然
的
な
環
境
と
し
て
、
頗
る
恵
ま

れ
た
部
に
属
す
る
場
と
見
る
べ
き
で
、
近
く
に
湘
南
平
を
含
む
高
麗
山
あ
り
、
行
楽
の
地
と

し
て
の
利
用
度
も
高
く
、
植
物
の
学
習
そ
の
他
社
会
科
学
習
か
ら
の
利
用
度
も
高
い
。
遠
く

に
富
士
、
箱
根
連
山
、
丹
沢
、
大
山
と
そ
の
美
し
さ
も
、
目
前
の
海
岸
一
帯
の
防
砂
林
の
松

緑
に
映
え
て
、
雄
大
な
景
観
を
展
開
し
て
い
る
。 

２
．
地
域
の
生
活
経
済
の
上
か
ら 

 

○
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
河
口
を
利
用
し
築
造
し
た
舟
着
き
場
（
須
賀
漁
港
）
の
条
件

に
恵
ま
れ
て
い
る
た
め
も
あ
つ
て
、
相
模
湾
に
お
け
る
近
海
漁
業
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、

こ
の
面
に
関
連
す
る
収
入
が
（
昔
日
の
比
で
は
な
い
ら
し
い
が
）
他
の
地
区
に
比
し
て
特

殊
な
収
入
源
と
も
み
ら
れ
よ
う
。
従
つ
て
漁
ろ
う
や
こ
れ
に
関
係
し
た
業
に
携
わ
る
父
兄

も
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
（
別
掲
）
こ
と
も
地
域
社
会
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。
そ
の
他
の

職
業
分
類
は
格
別
の
特
徴
が
あ
る
と
も
思
わ
れ
ず
、
大
凡
は
他
の
旧
市
域
並
み
と
み
て
よ

か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。 

 
 

唯
無
職
と
な
つ
て
い
る
生
徒
の
家
庭
数
が
意
外
に
多
く
六
十
五
を
数
え
約
十
パ
ー
セ
ン
ト

に
の
ぼ
る
こ
と
は
、
農
村
は
勿
論
市
内
の
他
の
地
区
に
見
ら
れ
な
い
高
率
を
示
す
実
態
で

は
な
か
ろ
う
か
。
消
費
経
済
の
上
か
ら
み
る
と
現
在
尚
区
劃
整
理
事
業
の
進
行
中
で
道
路

の
拡
幅
整
備
と
俟
つ
て
、
続
々
と
家
屋
の
新
築
が
行
な
わ
れ
、
相
当
膨
大
な
経
費
の
支
出

が
な
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。 

 

○
区
劃
整
理
に
よ
つ
て
、
着
々
と
新
家
屋
の
建
築
も
進
行
し
て
は
い
る
も
の
の
、
戦
災
の
痛

手
は
癒
え
ず
未
だ
に
焼
ト
タ
ン
、
バ
ラ
ツ
ク
建
の
家
屋
も
あ
り
、
若
し
く
は
之
に
近
い
状

態
の
住
居
に
生
活
す
る
生
徒
も
あ
り
、
食
卓
を
利
用
し
て
机
に
振
り
替
え
て
の
予
習
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
生
徒
も
相
当
数
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
さ
え
も
出
来
ず
設
備
の
な
い
家
庭

に
在
る
生
徒
が
約
四
十
名
程
は
あ
ろ
う
か
と
推
定
し
て
い
る
。 

 

○
其
の
他
、
建
築
業
（
土
木
建
築
）、
織
糸
業
等
も
特
殊
な
も
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
取
り
立
て

て
地
域
の
経
済
事
情
に
大
な
る
影
響
を
与
え
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。 

 

○
市
営
競
輪
場
の
問
題
が
あ
る
が
、
過
去
に
お
い
て
父
兄
の
一
部
に
も
悪
影
響
が
あ
つ
た
こ

と
は
他
の
競
輪
場
の
場
合
と
同
様
で
あ
ろ
う
が
、
現
在
で
は
比
較
的
冷
静
な
態
度
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
開
催
中
は
終
日
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
基
地
の
子
供
の
悲
哀

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
る
し
、
ま
た
開
催
中
は
附
近
の
住
宅
に
も
所
謂
ゆ

す
り
め
い
た
事
件
も
発
生
し
た
り
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

斯
る
面
か
ら
み
る
と
競
輪
場
の
存
在
は
環
境
上
思
わ
し
く
な
く
、
寧
ろ
無
い
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
る
が
、
然
し
一
面
こ
の
収
入
が
市
の
重
要
財
源
の
一
つ
に
な
つ
て
い
る
こ
と

や
、
直
接
こ
こ
に
雇
わ
れ
て
立
ち
働
ら
く
父
母
の
人
達
も
相
当
数
に
の
ぼ
り
、
収
入
源
の

一
翼
を
担
つ
て
い
る
こ
と
等
を
思
い
合
わ
せ
る
と
全
く
痛
し
痒
し
と
い
つ
た
現
象
が
こ

こ
に
も
み
ら
れ
る
。 

 
 

更
に
開
催
中
は
こ
の
た
め
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
等
に
も
出
席
い
た
し
兼
ね
る
と
い
う
会
員
も

あ
る
と
い
う
の
が
学
区
の
現
状
で
総
会
は
開
催
中
を
避
け
る
と
い
う
特
別
の
考
慮
を
払

つ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。 

 

○
他
方
在
学
家
庭
六
二
九
世
帯
中
、
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
三
二
、
準
援

護
を
略
、
同
数
と
み
て
も
凡
そ
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
家
庭
が
こ
れ
に
当
り
、
教
科
書
購
入
費

や
修
学
旅
行
費
補
助
の
法
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
生
徒
の
数
も
市
内
の
他
の
学
校
に
比

較
し
て
著
し
く
高
率
を
示
し
て
い
る
点
等
も
学
区
の
生
活
経
済
を
窺
う
一
資
料
と
も
言

え
よ
う
。 

 

○
之
等
の
諸
条
件
が
生
徒
の
日
常
生
活
の
態
度
や
学
習
態
度
に
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
点

も
あ
り
問
題
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
し
集
金
の
際
の
状
況
が
予
想
外
に
困
難
で
あ
る
こ

と
も
こ
れ
等
の
諸
条
件
の
及
ぼ
す
特
別
の
現
象
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。 

３
．
地
域
社
会
の
気
風
の
上
か
ら 

 
 

交
流
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
勿
論
須
賀
地
区
か
ら
出
る
人
あ
り
逆
に
来
る
人
あ
り
で
、

他
の
土
地
と
の
人
間
交
流
も
多
分
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
土
着
の
世
帯
が
比
較

的
多
い
よ
う
に
観
察
さ
れ
る
の
は
、
市
域
と
し
て
特
徴
的
な
傾
向
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

は
馬
入
川
に
よ
つ
て
、
東
と
の
交
通
が
阻
害
さ
れ
て
い
た
関
係
で
、
一
応
「
東
の
果
て
」

と
の
観
念
か
ら
か
、
地
域
内
の
婚
姻
も
多
く
行
な
わ
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
従
つ
て

現
実
の
問
題
と
し
て
学
区
内
の
姻
戚
関
係
が
多
く
み
ら
れ
る
。
斯
る
点
の
関
連
か
ど
う
か

は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
協
同
の
精
神
に
富
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
利
己
的
で
自
己
本

位
に
処
理
し
よ
う
と
す
る
近
来
の
考
え
と
比
較
し
、
ゆ
か
し
さ
と
頼
も
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
が
然
し
一
面
こ
の
考
え
方
が
自
然
身
に
つ
い
た
も
の
か
、
生
徒
間
の
問
題
に
し
て
も
、

他
の
過
失
や
思
わ
し
か
ら
ざ
る
行
動
に
つ
い
て
も
教
師
に
は
之
を
覆
い
か
く
し
、
そ
れ
に

よ
つ
て
友
人
を
庇
護
し
た
と
考
え
る
よ
う
な
誤
つ
た
友
人
愛
の
芽
生
え
も
感
じ
ら
れ
る
。
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真
に
友
人
を
思
う
親
切
心
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
望
ま
し
く
な
い
考
え
方
で
、
気
風
の
上

か
ら
来
る
地
域
社
会
か
ら
の
影
響
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
こ
の
考
え
が
強
調
さ
れ

れ
ば
、
誤
つ
た
親
切
心
が
助
長
さ
れ
、
不
幸
な
地
域
社
会
の
弊
風
を
醸
成
す
る
お
そ
れ
も

あ
ろ
う
。
良
い
面
で
あ
り
な
が
ら
考
え
方
の
方
向
に
よ
つ
て
は
感
心
し
な
い
結
果
と
な
る

お
そ
れ
を
含
む
気
風
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

こ
れ
が
要
す
る
に
生
徒
を
め
ぐ
る
社
会
的
、
家
庭
的
な
物
的
精
神
的
の
環
境
の
大
略
で
あ
る
。

―
勿
論
大
切
な
点
の
見
落
し
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
。
―
経
済
的
に
も
余
裕
あ
る
家
庭
の
子

弟
も
多
い
が
、
恵
ま
れ
ざ
る
生
徒
が
市
内
に
お
け
る
他
の
学
区
に
比
較
し
て
其
の
数
が
多
い
と

感
じ
ら
れ
る
。 

次
に
保
護
者
の
職
業
分
類
、
両
親
の
有
無
、
前
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況
等
、
結
果
を
表
に
ま

と
め
て
掲
げ
、
環
境
考
察
の
資
料
に
供
し
た
い
。 

  

１
．
両
親 

        

    

 

２
．
保
護
者
職
業
分
類 

                            

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ 

                    
 

計 女 男  

五
六
四 

二
七
四 

二
九
〇 

両
親
あ
る
者 

七
八 

三
七 

三
九 

母
の
み 

一
四 八 六 

父
の
み 

七 五 二 

両
親
共
に
な
い
も
の 

六
六
一 

三
二
四 

三
三
七 

在 

籍 

計 

 
 
 

計 

13

．
無 

 

業 

12

．
そ 

の 
他 

11

．
会 
社 

員 

10

．
学
校
職
員 

９
．
公 

務 

員 

８
．
工 

 

員 

７
．
自
由
労
務 

６
．
行 

商 

５
．
自
宅
商 

４
．
運
輸
業 

３
．
工 

業 

２
．
水
産
業 

１
．
農 

 

そ
の
他 

 

魚 

そ
の
他 

魚 

屋 

そ
の
他 

機 

械 

木 

工 

漁 

夫 

加 

工 

船 

主 

104 10 12 23 2 2 9 10  6 8 1 5 2 4 3 2 3 1 1 Ⅰ 

111 10 18 19  9 14 5 1 2 11 2 3 3 5 3 2 1 1 2 Ⅱ 

104 11 8 22 2 5 
99 

〔8〕 
5 1 7 15 3 4 3  6 3    Ⅲ 

319 31 38 64 4 16 32 20 2 15 34 6 12 8 9 12 7 4 2 3 計 

                    

 

111 4 9 28 2 7 14 4 1 9 17 2 11 3 2 1 6 1   Ⅰ 

79 10 10 20  9 2 4  6 5  3 2 1 2 2 1 1 1 Ⅱ 

117 20 8 20 1 5 11 5 3 9 11  6 3  4 6 1 3 1 Ⅲ 

307 34 27 68 3 21 27 13 4 24 33 2 10 8 3 7 14 3 4 2 計 

626 65 65 132 7 37 59 33 6 39 37 8 22 16 12 19 21 7 6 5 
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高 校 入 学 状 況 

  公立高校 男 女 計  私立高校 男 女 計 

全 
 
 
 
 

日 
 
 
 
 

制 

普 

 

通 

江    南 

平    高 

大    磯 

高    浜 

大  秦  野 

6 

9 

6 

 

3 

6 

 

10 

28 

 

12 

9 

16 

28 

3 

普 

 

 

 

 

 

 

通 

京浜女子大附属 

相    洋 

日 大 藤 沢 

藤 嶺 学 園 

藤 嶺 女 子 

逗 子 開 成 

武 相 

三 浦 

北鎌倉女子 

白百合学園 

法 政 二 髙 

荏 原 

 

7 

5 

7 

 

1 

1 

1 

 

 

2 

2 

4 

5 

 

 

1 

 

 

 

2 

1 

4 

12 

5 

7 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

職 

 

 

 

業 

平塚（工業） 

横 浜 商 業 

平 塚 農 業 

鶴 見 工 業 

川 崎 工 業 

神奈川工業 

城東（商業） 

焼 津 水 産 

5 

1 

1 

1 

6 

2 

2 

1 

 

 

 

 

 

1 

 

 

5 

1 

1 

1 

6 

2 

3 

1 

職 

 

 

 

業 

相 洋（商業） 

旭ヶ丘（家庭） 

藤嶺女子（商業） 

藤 沢 商 業 

鎌倉学園（商業） 

平塚学園（商業） 

東京高等電気 

芝 浦 工 業 

1 

 

 

2 

2 

2 

1 

1 

2 

5 

5 

 

 

6 

 

 

3 

5 

5 

2 

2 

8 

1 

1 

定 
時 

制 

普 

通 

平塚商業（普） 

湘    南 

1 

 

1 

1 

2 

1 

職 

業 

平塚商業（商） 

神奈川工業 

4 

1 

2 

 

6 

1 

  

    

      
定 

時 
電 機 学 園 1  1 

卒  業  生  の  動  向 

 高 校 入 学 就  職 其の他 計 備   考 

男 
公    立 43 

68 0 153 
 

私    立 35 

定 時 制 7 

女 
公    立 45 

54 2 136 
 

私    立 31 

定 時 制 4 

計   
167 

〔165〕 
122 2 289   

就 職 状 況 

種   別 男 女 計 備   考 

製 造 業 

店   員 

運   輸 

公   務 

女   中 

52 

16 

 

 

 

33 

17 

 

 

4 

85 

33 

 

 

4 

 

  計 68 54 122  
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五
、
学
習
指
導
の
能
率
化
と
一
貫
性 

１
．
学
習
指
導
の
能
率
化 

 
 

学
習
指
導
が
円
滑
に
行
わ
れ
し
か
も
能
率
的
に
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
に
は
、
先
づ
な
ん

と
言
つ
て
も
能
率
的
な
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

能
率
的
な
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
と
は
、
指
導
の
目
標
が
具
体
的
に
地
域
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

学
習
活
動
が
適
切
に
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
学
習
活
動
が
、
組
織
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

指
導
の
時
期
や
期
間
や
時
間
が
適
切
に
配
当
さ
れ
し
か
も
、
弾
力
性
を
も
つ
て
い
る
こ
と
。

誘
導
の
計
画
が
考
え
ら
れ
、
評
価
の
計
画
が
具
体
的
、
且
つ
継
続
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

尚 

カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
と
並
行
し
て
環
境
の
整
備
の
問
題
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
学
習
形

態
の
問
題
、
個
人
差
の
問
題
、
指
導
技
術
の
問
題
等
が
、
総
合
的
に
考
え
ら
れ
て
く
る
。 

 
 

特
に
能
率
的
な
学
習
を
考
え
た
場
合
は
当
然
、
小
中
一
貫
し
た
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
を
必
要
と

す
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
一
貫
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
を
構
成
す

る
場
合
左
の
点
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
又
そ
の
こ
と
が
、

小
中
学
校
の
一
貫
性
を
う
ち
立
て
る
上
に
最
も
根
本
的
な
考
え
方
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

即
ち
、
学
年
毎
の
内
容
教
材
配
列
は
、
相
互
に
有
機
的
関
連
を
も
つ
て
ま
と
ま
り
を
も
ち

次
の
学
年
へ
の
発
展
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
又
学
年
毎
の
構
造
間
に
、
無
駄
な
重
複
や
断

層
な
ど
を
な
く
し
た
成
長
的
発
展
性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。 

２
．
小
中
の
一
貫
性 

 
 

小
中
学
校
を
通
ず
る
教
育
の
目
標
、内
容
、活
動
を
合
理
的
に
配
列
し
て
教
育
の
経
済
化
、

学
習
の
能
率
化
を
図
る
こ
と
が
一
貫
性
の
問
題
で
あ
り
小
中
一
貫
の
教
育
を
確
保
す
る

に
は
ま
ず
、
そ
の
教
育
計
画
の
間
に
一
貫
性
が
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

教
育
計
画
の
一
貫
性
を
考
え
る
場
合
、
少
く
と
も
、
教
育
目
標
の
一
貫
性
、
教
育
内
容
の

一
貫
性
、
教
育
方
法
の
一
貫
性
教
育
評
価
の
一
貫
性
等
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。 

 
 

小
中
学
校
の
教
育
計
画
に
一
貫
性
を
も
た
せ
る
に
は
其
の
目
標
と
内
容
と
方
法
と
評
価
に

一
貫
性
を
も
た
せ
る
こ
と
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
我
々
が
、
小
中
学
校

教
育
の
一
貫
性
を
問
題
と
す
る
事
は
、
各
段
階
に
お
け
る
教
育
の
無
駄
や
障
害
を
と
り
除

き
、
そ
の
能
率
を
高
め
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。
即
ち
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
転
換
に

注
目
し
、
二
つ
の
学
校
段
階
に
お
け
て
目
的
や
内
容
や
方
法
や
評
価
に
急
激
な
変
化
や
無

用
な
重
複
や
不
当
な
ギ
ヤ
ツ
プ
や
、
ま
さ
つ
が
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
に
あ
る
。
更

に
言
え
ば
、
小
中
学
校
の
教
育
を
全
体
と
し
て
眺
め
る
各
段
階
が
き
り
は
な
さ
れ
た
部
分

で
は
な
く
、
有
機
的
に
一
体
化
さ
れ
る
た
め
に
は
、
小
中
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
、
い
か
に
あ

る
べ
き
か
、
又
、
相
互
に
如
何
に
関
連
を
は
か
る
べ
き
か
が
一
貫
性
の
大
き
な
、
し
か
も

む
ず
か
し
い
問
題
で
も
あ
る
。 

 
 

指
導
目
標
の
一
貫
性
を
は
か
る
た
め
に
は
、
そ
の
内
容
、
素
材
を
、
即
ち
、
内
容
的
と
の

面
か
ら
見
た
小
中
の
関
連
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
其
の
場
合
、
次
の
点
に
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
づ
必
要
な
重
複
は
ど
こ
か
。
不
必
要
な
重
複
は
ど
こ
か
。
断
層

に
な
っ
て
い
る
も
の
は
何
か
。
他
地
域
、
他
教
科
と
の
関
連
事
項
は
何
か
。
等
で
あ
る
。 

 
 

小
中
一
貫
性
の
問
題
と
し
て
、
大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

 
 
 

○イ
教
科
の
面 

―
―
―
―
― 

学
習
指
導
・
・
・（
教
科
指
導
） 

 
 
 

○ロ
道
徳
の
面 

―
―
―
―
― 

生
徒
指
導 

 
 
 

○ハ
特
別
教
育
活
動 

―
―
― 

ク
ラ
ブ
活
動 

 

即
ち
、
一
貫
性
は
、
小
学
校
の
基
盤
の
上
に
中
学
校
が
の
り
、
中
学
校
の
基
盤
の
上
に
高
等

学
校
が
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
勿
論
だ
が
、
其
の
前
に
小
学
校
の
一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
一

貫
性
が
ま
ず
大
切
で
あ
る
し
、
六
、
三
、
三
の
全
学
年
を
通
し
た
発
展
的
一
貫
性
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 
 
 

〔
六
～
九 

略
〕 

お
わ
り
に 

小
中
九
ヶ
年
教
育
の
一
貫
を
は
か
る
こ
と
は
、
い
か
な
る
角
度
か
ら
考
察
し
て
も
必
要
性
の
あ

る
し
か
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
ま
た
言
う
は
易
く
し
て
行
い
は
難
い
問
題
で
も

あ
る
。
同
一
地
域
社
会
に
あ
る
小
中
で
は
あ
る
が
な
か
な
か
困
難
な
問
題
で
あ
る
。 

本
校
が
お
よ
ば
ぬ
な
が
ら
も
、
こ
の
問
題
と
取
り
組
み
、
そ
の
研
究
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
で

あ
る
が
、
も
と
よ
り
幾
多
の
欠
陥
が
あ
り
、
そ
の
目
的
の
万
分
の
一
に
も
い
た
ら
な
か
つ
た
こ

と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
、
こ
の
研
究
を
通
し
て
小
中
一
貫
と
い

う
考
え
方
に
つ
い
て
前
進
し
て
き
た
こ
と
を
何
よ
り
嬉
し
く
思
つ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
研
究

は
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
が
多
々
あ
る
の
で
年
を
追
つ
て
研
究
の
歩
を
進
め
て
行
き
た
い
と
念

願
し
て
い
る
。 

  
 

注 

平
塚
市
立
太
洋
中
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
九
年
一
一
月
発
行
。 
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第 
三 

節 

一
九
六
〇
年
代
の
中
学
校 

一 

公
立
中
学
校
卒
業
予
定
者
進
路
希
望
調
査
の
結
果 

公
立
中
学
校
卒
業
予
定
者
の
進
路
希
望
調
査
の
概
要 

 

こ
の
調
査
は
、
昭
和
36

年
３
月
県
下
公
立
中
学
校
を
卒
業
す
る
予
定
の
も
の
に
つ
い
て
昭

和
35

年
11

月
１
日
現
在
で
卒
業
後
の
進
路
希
望
を
調
べ
た
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

⑴ 

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
年
度
卒
業
予
定
者
は41,032

人
と
な
つ
て
お
り
、
前
年
度
卒
業
者
数

よ
り8,181

人
少
な
く
、
昭
和
30

年
度
以
来
最
低
の
卒
業
者
数
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ

の
卒
業
予
定
者
数
の
う
ち
、
進
学
を
希
望
す
る
も
の
（
高
校
通
常
・
定
時
・
別
科
）
は27,058

人
で
卒
業
予
定
者
数
の65.9

％
（
男66.7

％
、
女65.1

％
）（
進
学
希
望
率
）
を
占
め
、
前

年
同
期
の63.5

％
よ
り2.4

％
高
く
な
つ
て
い
る
。
ま
た
、
就
職
の
み
を
希
望
す
る
も
の
は

12,699

人
で30.9

％
を
占
め
、
前
年
同
期
よ
り
１
％
低
い
。
こ
れ
に
定
時
制
課
程
に
進
学
し

つ
つ
就
職
を
も
希
望
す
る
も

の
を
加
え
る
と
就
職
希
望
者

総
数
は13,868

人
で
卒
業
予

定
者
数
の

33.8

％
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
。 

⑵ 

進
学
希
望
者
は
通
常
課
程 

へ25,688

人
（94.9

％
）、 

定
時
制
課
程
へ1,252

人 

（4.6

％
）、
別
科
へ118

人 

（0.4

％
）
と
い
う
希
望
数
に 

な
つ
て
い
る
。 

 
 

通
常
課
程
進
学
希
望
者 

25,688

人
の
う
ち
、
そ
の 

81.3

％
の20,889

人
が
県 

 

内
の
公
立
高
校
を
希
望
し
、 

13.6

％
の3,494

人
が
県
内 

の
私
立
高
校
を
希
望
し
、
残 

り
の1,305

人
が
県
外
の
高 

校
を
希
望
す
る
も
の
と
な
つ
て
い
る
。（
Ｂ
表
参
照
） 

 

こ
の
割
合
を
前
年
同
期
の
割
合
と
比
較
す
る
と
Ｂ
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
県
内
の
公
立
高

校
に
進
学
希
望
す
る
も
の
は
前
年
同
期
よ
り

3.6

％
高
く
な
つ
た
反
面
、
県
内
の
私
立
高
校

に
進
学
希
望
す
る
も
の
は
逆
に3.8

％
低
く
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
た
。 

 
 

し
か
し
、
例
年
の
傾
向
か
ら
推
測
す
る
と
、
入
学
志
願
を
す
る
時
期
ま
で
に
は
県
内
の
公

立
高
校
志
願
者
は

15

～18

％
程
度
減
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
分
が
県
内
の
私
立
高
校
、

県
外
の
高
校
等
へ
廻
る
の
で
、
こ
の
学
校
種
別
間
の
割
合
は
大
き
く
変
動
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。 

⑶ 

次
に
県
内
の
公
私
立
高
校
進
学
希
望
者

24,383

人
に
つ
い
て
普

通
課
程
と
職
業
課
程
別
の
希
望
者
に
分
け
る
と
（
Ｃ
表
参
照
）
そ
の

70

％
が
普
通
課
程
へ
、
30

％
が
職
業
課
程
へ
進
学
す
る
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
か
ら
私
立
高
校
進
学
希
望
者
数
を
除
い
た

公
立
高
校
進
学
希
望
者
数
は
統
計
表
第
１
表
、
第
２
表
に
掲
げ
て
あ

る
と
お
り
、
普
通
課
程
で
は14,677

人
、
職
業
課
程
で
は6,212

人

で
あ
る
。
こ
の
公
立
高
校
進
学
希
望
者
数
を
募
集
定
員
（
昭
和
35

年

度
募
集
定
員
か
ら
臨
時
増
を
除
い
た
数
）
の
上
か
ら
な
が
め
る
と
、

普
通
課
程
に
あ
つ
て
は
総
数
で
定
員
の1.29

倍
に
当
り
、
こ
れ
を
学

区
別
に
み
る
と
、
最
も
高
い
と
こ
ろ
は
相
模
原
学
区
で
、1.65

倍
の

希
望
者
数
を
示
し
、
低
い
と
こ
ろ
で
は
津
久
井
学
区
の0.56

倍
が
み

ら
れ
る
。 

次
に
職
業
課
程
は
総
数
で
定
員
の

1.59

倍
で
あ
る
。
学
科
課
程
別
に
は
学
科
間
の
差
が

大
き
い
。
即
ち
、
工
業
科
が2.04

倍
、
商
業
科
が1.67

倍
、
農
業
科
、
水
産
科
、
家
庭
科

が
定
員
以
下
と
い
う
倍
率
が
み
ら
れ
る
。 

⑷ 

就
職
希
望
者
総
数
は
、13,868

人
（
就
職
の
み
の
希
望
者12,699

人
、
定
時
制
課
程
に

進
学
し
つ
つ
就
職
を
も
希
望
す
る
も
の

1,169

人
）
で
卒
業
予
定
者
総
数
の

33.8

％
を
占

め
、
前
年
同
期
の35.0

％
よ
り
み
る
と
約
１
％
下
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
希
望
す
る
仕

事
の
産
業
は
製
造
業
が11.344

人
で
、全
体
の
80

％
に
な
つ
て
お
り
、他
は
卸
売
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
僅
か
に
４
％
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。 

 
 

学
区
別
通
常
普
通
課
程
、
学
科
別
通
常
職
業
課
程
、
定
時
制
課
程
等
の
希
望
者
数
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

 

Ａ   表 

年 度 卒業予定者 進学希望者 就職希望者 その他 

35.11.1 
41,032 人 27,058 12,699 1,275 

100.0% 65.9 30.9 3.1 

（前年度） 
34.12.1 

100.0% 63.5 31.9 4.6 

Ｂ   表 

通 常 課 程 進 学 希 望 者 

年 度 計 県内公立 県内私立 県外公私立 

35.11.1 
25,688 人 20,889 3,494 1,305 

100.0% 81.3 13.6 5.1 

(前年度) 
34.12.1 

100.0% 77.7 17.4 4.8 

Ｃ   表 

県内公私立通常過程進学希望者 

計 普 通 職 業 

24,383 人 17,022 7,361 

100.0% 69.8 30.2 
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第１表   学区別通常普通課程進学希望者数 

学 区 名 定員(Ａ) 計(Ｂ) 男 女 倍率(Ｂ/Ａ) 

計 11,400 14,677 6,372 8,305 1.29  

横 浜 地 区 3,450 4,349 2,158 2,191 1.26  

川 崎 地 区 1,500 2,124 937 1,187 1.42  

横須賀 三浦地区 1,550 1,719 448 1,271 1.11  

鎌倉  湘南地区 1,150 1,799 961 838 1.56  

平塚  大磯地区 900 1,269 530 739 1.41  

秦野 伊勢原地区 500 605 270 335 1.21  

足 柄 上 下 地 区 1,350 1,615 563 1,052 1.20  

相 模 原 地 区 300 495 174 321 1.65  

愛甲高座中部地区 550 618 294 324 1.12  

津 久 井 地 区 150 84 37 47 0.56  

（注）募集定員は昭和 35年度募集定員から臨時増を除いた数である。 

第２表   学科別通常職業課程進学希望者数 

課 程 名 定員(Ａ) 計(Ｂ) 男 女 倍率(Ｂ/Ａ) 

計 3,910 6,212 4,700 1,512 1.59 

農   業 560 266 250 16 0.48 

水   産 120 49 49 ― 0.41 

工   業 1,750 3,578 3,528 50 2.04 

商   業 1,300 2,165 873 1,292 1.67 

家   庭 180 154 ― 154 0.86 

（注）募集定員は昭和 35年度募集定員による。 

第３表   定時制課程進学希望者数 

課   程 計 県 内 県 外 

公 

立 

普通課程 543 533 10 

職業課程 669 663 6 

私 

立 

普通課程 17 12 5 

職業課程 23 14 9 

計 1,252 1,222 30 

注 『教委時報』第 13号（1960 年 12月 15日）。 
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二 

一
九
六
〇
年
度
第
３
学
年
学
習
検
査
実
施
要
綱
・
実
施
要
領 

昭
和
35

年
度
神
奈
川
県
中
学
校
第
３
学
年
学
習
検
査
実
施
要
綱
お
よ
び
同
実
施

要
領
に
つ
い
て 

 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
県
教
育
委
員
会
は
、
12

月
15

日
づ
け
35

指
第
298

号
に
よ
り
各
教

育
事
務
所
長
、
ゆ
う
か
り
、
秦
野
各
養
護
学
校
長
、
横
浜
市
・
横
須
賀
市
・
川
崎
市
各
教
育
長
、

県
学
事
文
書
課
長
、
横
浜
国
立
大
学
横
浜
、
鎌
倉
各
中
学
校
長
、
各
都
道
府
県
教
育
長
あ
て
教

育
長
名
を
も
つ
て
次
の
と
お
り
通
知
し
、
こ
の
実
施
に
つ
い
て
の
協
力
を
依
頼
し
た
。 

 

な
お
こ
の
学
習
検
査
が
昨
年
度
と
異
な
る
点
は
、
英
語
を
新
た
に
検
査
科
目
に
加
え
た
こ
と

で
あ
る
。
昨
年
度
は
県
教
育
委
員
会
が
英
語
検
査
を
行
つ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
も
あ
り
日

時
、
取
扱
い
等
が
他
の
学
習
検
査
科
目
と
は
異
な
り
、
そ
の
結
果
は
指
導
要
録
に
記
入
せ
ず
入

試
選
抜
の
資
料
と
は
し
な
か
つ
た
。
本
年
度
は
検
査
上
の
取
扱
い
も
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理

科
等
と
同
じ
と
し
結
果
は
要
録
に
記
入
し
、
入
試
の
資
料
と
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

 

昭
和
35

年
度
神
奈
川
県
中
学
校
第
３
学
年
学
習
検
査
実
施
要
綱 

１ 

受
検
者 

⑴ 

昭
和
36

年
３
月
中
学
校
卒
業
見
込
み
の
者 

⑵ 

学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
63

条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
も
の 

⑶ 

昭
和
35

年
３
月
ま
た
は
、
そ
れ
以
前
に
中
学
校
を
卒
業
し
た
者 

２ 

検
査
科
目 

 

国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
音
楽
、
図
工
、
保
健
体
育
、 

職
業
・
家
庭
お
よ
び
英
語 

３ 

問
題
作
成
者 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会 

４ 

検
査
日
時    

昭
和
36

年
１
月
25

日
㈬
お
よ
び
26

日
㈭ 

５ 

検
査
会
場 

 

⑴ 

本
県
内
の
国
・
公
立
中
学
校
を
昭
和
36

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
は
、
そ
の
在
籍
す
る

中
学
校 

 

⑵ 

昭
和
35

年
３
月
ま
た
は
、
そ
れ
以
前
に
本
県
の
国
・
公
立
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
は
そ

の
出
身
中
学
校 

 

⑶ 

県
内
私
立
中
学
校
お
よ
び
県
外
の
中
学
校
か
ら
の
受
検
者
は
、
県
教
育
委
員
会
の
指
定

す
る
検
査
会
場 

６ 

検
査
委
委
員
お
よ
び
採
点
委
員 

 

中
学
校
の
教
員 

７ 

採
点
会
場 

 

検
査
会
場
に
同
じ 

８ 

こ
の
要
綱
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
必
要
な
事
項
は
、
県
教
育
委
員
会
が
別
に
定
め
る
。 

 

昭
和
35

年
度
神
奈
川
県
中
学
校
第
３
学
年
学
習
検
査
実
施
要
領 

１ 

学
習
検
査
管
理
委
員
会 

 

⑴ 

県
教
育
委
員
会
は
、
本
学
習
検
査
を
実
施
す
る
た
め
、
学
習
検
査
管
理
委
員
会
（
以
下

「
管
理
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
各
国
・
公
立
中
学
校
に
お
く
。 

 

⑵ 

管
理
委
員
会
は
、
次
の
者
を
も
つ
て
組
織
す
る
。 

 
 

イ 

当
該
中
学
校
長 

 
 

ロ 

当
該
中
学
校
検
査
委
員 

 
 

ハ 

当
該
中
学
校
採
点
委
員 

 

⑶ 

管
理
委
員
会
の
委
員
長
は
、
当
該
中
学
校
長
と
す
る
。 

 

⑷ 

管
理
委
員
会
委
員
長
は
、
学
習
検
査
の
実
施
に
必
要
な
次
の
事
務
を
行
な
う
。 

 
 

イ 

学
習
検
査
検
査
委
員
の
指
定 

 
 

ロ 

学
習
検
査
採
点
委
員
の
指
定 

 
 

ハ 

学
習
検
査
採
点
会
場
の
決
定 

 
 

ニ 

学
習
検
査
用
紙
の
管
理 

 
 

ホ 

学
習
検
査
成
績
個
人
票
の
記
載
、
保
管
、
送
付
の
方
法
の
決
定 

 
 

ヘ 

そ
の
他
、
学
習
検
査
実
施
に
伴
な
う
必
要
事
項
の
決
定 

 

⑸ 

学
習
検
査
検
査
委
員
は
、
学
習
検
査
実
施
に
必
要
な
次
の
事
務
を
行
な
う
。 

 

 
 

イ 

学
習
検
査
受
検
者
の
監
督 

 
 

ロ 

学
習
検
査
用
紙
の
保
管 

 
 

ハ 

学
習
検
査
会
場
の
整
備 

 
 

ニ 

そ
の
他
、
学
習
検
査
実
施
に
伴
な
う
必
要
事
項 

 
⑹ 

学
習
検
査
採
点
委
員
は
、
採
点
に
必
要
な
次
の
事
務
を
行
な
う
。 

 
 

イ 
採
点
会
場
の
整
備 

 
 

ロ 
採
点
方
法
の
手
順
決
定 

 
 

ハ 

答
案
の
採
点 

 
 

ニ 

成
績
個
人
票
の
記
入 

 
 

ホ 

得
点
集
計
表
の
記
入
（
抽
出
校
の
み
） 

(注) 
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ヘ 

答
案
用
紙
の
保
管 

 
 

ト 

正
答
表
の
保
管 

 
 

チ 
そ
の
他
、
採
点
に
必
要
な
事
項 

２ 

学
習
検
査
用
紙
等
の
配
布
保
管 

 

⑴ 

県
教
育
委
員
会
教
育
長
は
、
学
習
検
査
実
施
の
２
日
前
ま
で
に
、
各
教
育
事
務
所
長
な

ら
び
に
横
浜
市
、
横
須
賀
市
、
川
崎
市
の
各
教
育
委
員
会
（
以
下
「
三
市
教
育
委
員
会
」

と
い
う
。）
教
育
長
に
下
記
の
も
の
を
送
付
す
る
。 

 
 

イ 

学
習
検
査
用
紙 

 
 

ロ 

学
習
検
査
実
施
上
の
注
意
書 

 
 

ハ 

得
点
集
計
表
（
抽
出
校
の
み
） 

 
 

ニ 

正
答
表 

 
 

ホ 

学
習
検
査
成
績
個
人
票 

 

⑵ 

各
教
育
事
務
所
長
な
ら
び
に
三
市
教
育
委
員
会
教
育
長
は
、
学
習
検
査
実
施
日
の
前
日

ま
で
に
学
習
検
査
用
紙
を
各
管
理
委
員
立
会
い
の
も
と
に
、
各
管
理
委
員
会
委
員
長
（
中

学
校
長
）
に
配
布
し
、
学
習
検
査
開
始
の
と
き
ま
で
、
保
管
を
依
頼
す
る
。 

 

⑶ 

各
教
育
事
務
所
長
な
ら
び
に
三
市
教
育
委
員
会
教
育
長
は
、
学
習
検
査
実
施
の
前
日
ま

で
に
「
学
習
検
査
実
施
上
の
注
意
書
」
を
各
管
理
委
員
会
委
員
長
（
中
学
校
長
）
に
学
級

数
ず
つ
配
布
す
る
。 

 

⑷ 

各
教
育
事
務
所
長
な
ら
び
に
三
市
教
育
委
員
会
教
育
長
は
、
学
習
検
査
採
点
実
施
日
の

前
日
ま
で
に
「
学
習
検
査
成
績
個
人
票
」「
正
答
表
」「
得
点
分
布
表
（
抽
出
校
の
み
）」
を

各
管
理
員
会
委
員
長
（
中
学
校
長
）
に
送
付
し
、
採
点
開
始
の
と
き
ま
で
保
管
を
依
頼
す

る
。 

３ 

学
習
検
査
実
施
期
日
、
教
科
お
よ
び
時
間
割 

 

⑴ 

日 

時 
 

昭
和
36

年
１
月
25

日
㈬
お
よ
び
26

日
㈭ 

 

⑵ 

教
科
お
よ
び
時
間
割 

 
 
 

    

 
 
 国

語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
お
よ
び
英
語 

各
50

分 

音
楽
、
図
工
、
保
健
体
育
お
よ
び
職
業
・
家
庭 

各
30

分 

４ 

採
点
方
法
お
よ
び
採
点
後
の
処
理
方
法 

 

⑴ 

採
点
は
、「
正
答
表
」
お
よ
び
「
採
点
基
準
」
に
従
つ
て
行
な
う
。 

 

⑵ 

採
点
後
直
ち
に
検
査
会
場
校
は
「
学
習
検
査
成
績
個
人
票
」
に
記
入
し
、
正
副
三
通
を

作
成
す
る
。 

 

⑶ 

得
点
集
計
分
布
表
は
抽
出
校
の
み
作
成
し
、
２
月
４
日
（
土
）
必
着
で
県
教
育
庁
指
導

課
長
あ
て
に
直
送
す
る
。 

 

(注) 

１ 

外
国
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け
る
９
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者 

２ 

文
部
大
臣
の
指
定
し
た
者 

 
 

３ 

そ
の
他
高
等
学
校
に
お
い
て
、
中
学
校
を
卒
後
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
た
者 

  
 

注 
『
教
委
時
報
』
第
一
三
号
（
一
九
六
〇
年
一
二
月
一
五
日
）。 

 

予 

鈴 

9.30 
１
月
26

日
㈭ 

予 

鈴 

9.30 
１
月
25

日
㈬ 

国 

語 

9.40 
10.30 

音 

楽 

9.40 
10.10 

休 

憩 

 
休 

憩 

 

理 

科 

10.50 
11.40 

 数 

学 

10.30 
11.20 

 

昼 

食 

 
 休 

憩 

  

予 

鈴 

12.30 
 保 

体 

11.40 
12.10 

 

社 

会 

12.40 
13.30 

 昼 

食 

  

休 

憩 

 
 予 

鈴 

13.00  

図 

工 

13.50 
14.20 

 職
・
家 

13.10 
13.40 

 

  
 休 

憩 

  

  
 英 

語 

14.00 
14.50 
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三 

一
九
六
一
年
度
学
力
調
査
の
結
果 

   
 

１ 学校規模と学力    ―その1 学級数と学力―    

学級数の階級別5（4）教科の階級平均値     

区  分 3学級以下 4～9 10～15 16～21 22～27 28～33 34～39 40 学級以上 

平 

均 

値 

5 教科 
(6) (42) (45) (31) (36) (28) (7) (11) 

54.2  55.4  55.4  57.7  61.4  59.1  58.9  59.6  

4 教科 28.8  28.1  28.3  29.5  30.1  29.7  29.5  29.9  

 （注）（ ）内は学校数を示し、4教科の場合も同数とする。  

都市・農村別・郡別の平均学級数          

区  分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群  別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学 校 数 17 85 14 15 79 22 11 36 16 10 43 10 

平均学級数 27.6  25.0  23.2  25.7  25.2  24.7  11.4  10.3  8.0  10.9  10.3  7.3  

 
 

昭和 36年度中学校学力調査 

 
 

学力と教育条件 
 

その１ 統計表 
 

 
 
 

 
 
 

神奈川県教育委員会 
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地域類型別・学級数別階級平均値       

区      分 3 学級以下 4～9 10～15 16～21 22～27 28～33 34～39 40 以上 

工 業 市 街 

  (1) (2) (9) (12) (8) (1) (2) 

  55.8  57.6  55.1  57.1  60.2  54.4  59.0  

  28.5  30.7  28.6  29.0  30.2  28.2  30.0  

商 業 市 街 

      (1) (4) (5) (1) (3) 

      66.1  57.5  58.4  56.5  60.1  

      31.7  29.5  30.0  29.0  30.1  

住 宅 市 街 

    (3) (8) (14) (10) (2) (5) 

    62.5  59.8  62.3  60.5  62.2  59.8  

    28.5  30.5  31.2  29.9  30.8  29.7  

その他の市街 

(1) (3) (10) (1) (2) (4) (3) (1) 

60.0  58.1  55.9  59.7  63.6  53.8  59.1  58.9  

32.4  30.8  28.7  29.1  31.2  27.6  29.3  30.3  

準 市 街 

(1) (6) (13) (3) (3) (1)     

61.8  54.2  54.5  58.9  58.9  60.5      

29.7  28.5  28.6  30.9  30.1  30.7      

都市近郊農村 

  (5) (4) (4) (1)       

  51.8  50.5  51.5  49.8        

  27.0  26.8  27.8  26.5        

普 通 農 村 

  (14) (13) (4)         

  55.7  55.6  60.7          

  27.9  28.5  29.6          

農 山 村 

(4) (13)   (1)         

50.9  52.5    56.8          

27.7  28.0    29.7          

全    県 

(6) (42) (45) (31) (36) (28) (7) (11) 

54.2  55.4  55.4  57.7  61.4  59.1  58.9  59.6  

28.8  28.1  28.3  29.5  30.1  29.7  29.5  29.9  

（注）（ ）内は学校数を示す  平均値の上段は 5教科 下段は 4教科を示す 
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―その 2 1 学級当たり生徒数と学力― 

1学級当たり生徒数別階級別 5（4）教科の階級平均値      

区  分 29 人以下 30～39 40～44 45～46 47～48 49～50 51～52 53～54 55 人以上 

平 

均 

値 

5 教科 
(1) (16) (44) (28) (47) (54) (13) (2) (1) 

55.8  53.9  54.6  56.3  58.0  59.0  59.4  56.8  57.4  

4 教科 29.3  28.6  28.3  28.5  29.9  29.4  30.0  28.3  30.1  

注（ ）内は学校数を示し、4教科の場合も同数とする。     

都市農村別得点階層別 1学級当たり生徒数       

区  分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群    別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学 校 数 17 85 14 15 79 22 11 36 16 10 43 10 

平均１学級 
当り生徒数 

49.4  48.2  47.6  48.7  48.3  48.3  42.0  42.8  40.9  40.6  42.5  40.8  
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地域類型別 1学級当たり生徒数別学校平均得点 

区    分 1～29 30～39 40～44 45～46 47～48 49～50 51～52 53～54 55人以上 

工 業 市 街 

      (4) (12) (13) (5) (1)   

      58.1  56.5  57.2  59.1  55.4    

      (4) (12) (13) (5) (1)   

      29.1  29.9  28.7  30.0  27.9    

商 業 市 街 

      (2) (5) (7)       

      56.8  59.5  59.3        

      (2) (5) (7)       

      28.9  30.0  30.2        

住 宅 市 街 

      (5) (10) (20) (5) (1) (1) 

      59.8  61.5  61.6  60.8  58.1  57.4  

      (5) (10) (20) (5) (1) (1) 

      28.6  31.1  30.5  30.6  28.6  30.1  

その他の市街 

    (8)   (6) (8) (3)     

    55.7    60.0  49.7  57.6      

    (8)   (6) (8) (3)     

    29.5    30.1  28.4  29.0      

準 市 街 

  (1) (12) (6) (7) (1)       

  56.9  55.5  56.0  56.4  64.4        

  (1) (12) (6) (7) (1)       

  30.2  28.7  28.9  29.5  31.6        

都市近郊農村 

  (1) (3) (5) (2) (3)       

  52.1  50.4  50.3  52.1  52.7        

  (1) (3) (5) (2) (3)       

  28.6  26.7  26.9  27.8  27.1        

普 通 農 村 

  (3) (16) (6) (4) (2)       

  58.9  55.3  57.3  54.9  59.8        

  (3) (16) (6) (4) (2)       

  29.3  28.1  29.1  28.1  27.5        

農 山 村 

(1) (11) (5)   (1)         

55.8  52.5  50.6    56.8          

(1) (11) (5)   (1)         

29.3  28.2  27.1    29.7          

全    県 

(1) (16) (44) (28) (47) (54) (13) (2) (1) 

55.8  53.9  54.6  56.3  58.0  59.0  59.4  56.8  57.4  

(1) (16) (44) (28) (47) (54) (13) (2) (1) 

29.3  28.6  28.3  28.5  29.9  29.4  30.0  28.3  30.1  

注（ ）内は学校数を示す. 平均値は、上段は 5教科、下段は 4教科を示す。 
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２ 進学希望率と学力           

進学希望率階級別 5（4）教科学校平均得点         

区  分 
39％

以下 

40～

44 

45～

49 

50～

54 

55～

59 

60～

64 

65～

69 

70～

74 

75～

79 

80～

84 

85～

89 

90％

以上 

全 
 

県 

5 教科階

級平均値  

(25) (10) (13) (21) (15) (26) (28) (29) (19) (12) (6) (2) 

54.2  52.3  53.1  54.8  54.4  56.5  57.5  59.4  60.7  61.7  63.7  69.1  

4 教科階

級平均値 
27.9  27.5  27.6  28.4  28.1  29.4  29.2  29.9  30.7  30.7  31.3  33.0  

 （注）（ ）内は学校数を示し 4教科の場合も同数とする。      

都市・農村別、得点階層別進学希望率         

区  分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群     別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学  校  数 15 81 14 14 75 21 11 36 16 10 43 10 

平均進学希望率 82.3  67.5  64.4  77.8  68.9  64.0  68.2  49.8  41.1  64.9  50.6  37.9  
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地域類型別進学希望率別学校平均得点         

区    分 
39 

以下 

40～

44 

45～

49 

50～

54 

55～

59 

60～

64 

65～

69 

70～

74 

75～

79 

80～

84 

85～

89 

90 

以上 

工 業 市 街 

(1)   (1) (5) (5) (5) (7) (7) (3)   (1)   

55.8    55.9  56.3  55.7  58.3  56.1  60.6  55.3    58.9    

28.5    27.8  28.1  28.1  29.9  29.3  30.5  29.9    30.4    

商 業 市 街 

            (6) (4) (2) (1)   (1) 

            58.3  56.6  56.8  66.7    68.6  

            29.5  29.5  29.1  33.2    32.9  

住 宅 市 街 

(3)     (1)   (7) (6) (11) (5) (4) (4) (1) 

63.5      55.3    57.7  59.7  59.5  62.8  63.7  68.5  69.6  

29.9      27.9    29.5  30.0  29.7  31.3  30.9  32.8  33.0  

その他の市街 

(2) (1) (1) (3) (3) (3) (4) (3) (3) (2)     

60.3  57.1  54.9  57.8  49.9  58.1  57.7  57.7  60.1  58.6      

30.3  30.8  28.7  30.4  26.9  30.1  29.0  28.2  29.6  29.8      

準 市 街 

(3)   (4) (3) (1) (6) (2) (1) (4) (3)     

56.1    50.2  53.9  48.9  57.2  54.4  56.9  62.3  60.2      

29.0    27.0  28.3  26.3  29.1  29.9  30.2  31.6  29.7      

都市近郊農村 

(4) (2) (1) (3) (1) (2) (1)           

50.6  49.5  57.1  50.5  50.9  51.5  53.0            

26.8  26.9  27.4  27.1  28.2  27.2  28.2            

普 通 農 村 

(6) (3) (4) (5) (3) (1) (2) (3) (2) (1) (1)   

50.0  55.6  55.6  55.1  58.6  59.4  58.7  63.1  63.3  62.7  49.6    

25.7  28.3  28.4  28.1  29.1  31.8  26.1  30.8  31.7  32.1  26.5    

農 山 村 

(6) (4) (2) (1) (2) (2)       (1)     

52.8  50.0  49.9  51.5  56.3  50.5        60.8      

28.3  26.3  26.5  29.0  29.5  28.9        30.6      

全    県 

(25) (10) (13) (21) (15) (26) (28) (29) (19) (12) (6) (2) 

54.2  52.3  53.1  54.8  54.4  56.5  57.5  59.4  60.7  61.7  63.7  69.1  

27.9  27.5  27.6  28.4  28.1  29.4  29.2  29.9  30.7  30.7  31.3  33.0  

（注）（ ）内は学校数を示す． 平均値の上段は 5教科、下段は 4教科を示す。  
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３ 教員構成と学力 ―その 1 教員 1人当たり生徒数と学力―   

教員 1人当たり生徒数の階級別 5（4）教科学校平均得点       

区  分 
1～

19人 

20～

21 

22～

23 

24～

25 

26～

27 

28～

29 

30～

31 

32～

33 

34～

35 

36～

37 

38～

39 

40 人

以上 

平 

均 

値 

5 教科 
(13) (4) (2) (13) (18) (20) (34) (39) (42) (18) (2) (1) 

55.0  54.9  52.3  55.4  53.2  55.4  55.7  58.3  59.9  59.3  55.3  64.5  

4 教科 28.9  28.9  27.2  28.6  27.8  28.6  28.9  29.6  29.7  30.3  28.8  31.6  

注．（ ）内は学校数を示し、4教科の場合も同数とする。      

都市農村別得点階層別 1教員当たり生徒数        

区    分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群   別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学 校 数 17 85 14 15 79 22 11 36 16 10 43 10 

平均 1教員 

当たり生徒数 
33.2  32.9  32.2  31.5  33.1  33.0  26.3  26.5  23.9  25.1  26.4  23.8  
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地域類型別教員 1人当り生徒数別学校平均得点       

区    分 
1～

19 

20～

21 

22～

23 

24～

25 

26～

27 

28～

29 

30～

31 

32～

33 

34～

35 

36～

37 

38～

39 

40

以上 

工 業 市 街 

          (1) (6) (9) (13) (5) (1)   

          58.0  56.3  54.1  59.8  58.4  54.1    

          28.4  29.3  28.1  30.1  29.7  28.1    

商 業 市 街 

            (3) (3) (3) (4) (1)   

            57.6  57.3  57.8  62.9  56.4    

            29.6  29.4  29.2  31.3  29.4    

住 宅 市 街 

(1)         (2) (4) (10) (17) (7)   (1) 

68.6          57.6  58.9  63.3  60.6  59.7    64.5  

32.9          28.8  31.1  31.1  29.9  30.3    31.6  

その他の市街 

(1)     (3) (3) (1) (3) (5) (7) (2)     

60.0      55.9  54.4  54.7  57.4  58.4  59.1  54.0      

32.4      30.1  28.8  27.0  29.2  29.3  29.3  28.4      

準 市 街 

(1)     (2) (5) (7) (6) (5) (1)       

61.8      55.7  52.5  55.8  57.4  56.5  64.4        

29.7      28.9  27.7  29.3  29.0  29.5  31.6        

都市近郊農村 

      (1) (4) (1) (5) (3)         

      49.2  51.0  51.9  50.6  53.0          

      27.6  26.8  27.1  27.0  27.6          

普 通 農 村 

(1) (1) (1) (5) (4) (8) (6) (4) (1)       

46.3  65.0  55.6  57.9  56.7  54.6  53.5  61.7  56.8        

24.7  31.8  29.1  28.9  27.4  28.3  27.8  31.0  22.8        

農 山 村 

(9) (3) (1) (2) (2)   (1)           

53.1  51.6  49.0  51.1  50.9    56.8            

28.4  27.9  25.2  26.1  29.0    29.7            

全    県 

(13) (4) (2) (13) (18) (20) (34) (39) (42) (18) (2) (1) 

55.0  54.9  52.3  55.4  53.2  55.4  55.7  58.3  59.9  59.3  55.3  64.5  

28.9  28.9  27.2  28.6  27.8  28.6  28.9  29.6  29.7  30.3  28.8  31.6  

注．（ ）内は学校数を示す。平均値の上段は 5教科、下段は 4教科を示す。   
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    ―その 2 1 教科専任担当者率と学力―   

 1 教科専任担当者の階級別5（4）教科学校平均得点      

区   分 
10％ 

以下 

11～ 

12 

21～ 

30 

31～ 

40 

41～ 

50 

51～ 

60 

61～ 

70 

71～ 

80 

81～ 

90 

91～

100 

平 

均 

値 

5 教科 
(10) (13) (9) (9) (14) (14) (9) (28) (43) (57) 

54.4  53.3  55.7  54.8  54.4  54.8  53.7  58.5  57.6  58.5  

4 教科 28.3  27.6  28.5  28.5  28.6  28.3  27.9  29.8  29.3  29.6  

注．（ ）内は学校数を示し、4教科の場合も同数とする。    

都市・農村別 得点階層別1教科専任担当者率     

区   分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群   別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学 校 数 16 84 14 14 78 22 11 35 16 9 43 10 

平均 1教科 

専任担当者率 
91.1  84.4  86.1  81.4  87.7  80.8  52.9  48.6  35.0  54.3  48.1  28.9  



第４章 中学校 

- 390 - 

 

 
 

地域類型別 1教科専任担当率別 5（4）教科学校平均得点 

区    分 
10 

以下 

11～ 

20 

21～ 

30 

31～ 

40 

41～ 

50 

51～ 

60 

61～ 

70 

71～ 

80 

81～ 

90 

91～

100 

工 業 市 街 

(1)             (4) (16) (14) 

0              56.3  57.5  57.5  

              28.7  29.5  29.3  

商 業 市 街 

              (3) (4) (7) 

              61.1  63.1  55.7  

              30.5  31.8  28.6  

住 宅 市 街 

(1)   (1)         (7) (6) (27) 

0    60.1          61.4  58.0  61.6  

    30.1          31.8  29.1  30.3  

その他の市街 

(1) (1)   (1) (2) (2) (1) (3) (7) (7) 

0  58.4    57.1  56.8  55.1  52.9  59.0  57.6  57.0  

  30.3    30.8  29.2  28.3  29.1  29.7  28.8  29.0  

準 市 街 

(3)   (5) (1) (2) (4) (2) (4) (4) (2) 

55.2    58.0  61.8  51.9  52.7  54.9  59.2  55.8  60.6  

28.3    29.5  29.7  27.6  28.8  28.7  30.6  28.3  30.7  

都市近郊農村 

      (3) (1) (3) (2) (3) (2)   

      51.3  49.2  52.5  52.2  50.3  51.0    

      26.8  27.6  27.1  27.5  26.6  27.8    

普 通 農 村 

  (7) (2) (3) (5) (4) (2) (4) (4)   

  55.4  51.4  56.9  55.3  58.2  54.9  59.0  57.3    

  27.4  27.0  29.0  28.9  28.4  27.3  28.9  29.5    

農 山 村 

(4) (5) (1) (1) (4) (1) (2)       

53.7  49.5  49.0  50.3  54.7  56.8  53.3        

28.4  27.3  25.2  29.0  28.7  29.7  27.4        

全    県 

(10) (13) (9) (9) (14) (14) (9) (28) (43) (57) 

54.4  53.3  55.7  54.8  54.4  54.8  53.7  58.5  57.6  58.5  

28.3  27.6  28.5  28.5  28.6  28.3  27.9  29.8  29.3  29.6  

注．（ ）内は学校数を示し、平均値の上段は 5教科、下段は 4教科を示す。  
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    ―その 3 担当教科専攻者率と学力―   

担当教科専攻者率の階級別5（4）教科学校平均得点     

区  分 
60％ 

以下 
61～65 66～70 71～75 76～80 81～85 86～90 91～95 

96～

100 

平 

均 

値 

5 教

科 

(22) (8) (13) (17) (24) (21) (24) (37) (40) 

53.1  54.4  55.8  57.3  57.1  55.4  55.6  59.5  59.1  

4 教

科 

(42) (7) (15) (17) (16) (24) (24) (32) (29) 

28.6  28.6  27.6  28.7  29.1  29.4  29.4  29.2  30.0  

注 （ ）内は学校数を示し、4教科の場合も同数とする。   

都市・農村別、得点階層別担当教科専攻者数       

区  分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群   別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学 校 数 17 85 14 15 79 22 11 36 16 10 43 10 

平均担当教

科専攻者率 
91.7  87.5  89.4  84.8  84.8  82.0  78.3  71.1  68.1  72.0  59.8  68.6  
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担当教科専攻者率別、地域類型別 5．4教科平均得点     

区    分 
60 以

下 
61～65 66～70 71～75 76～80 81～85 86～90 91～95 96～100 

工 業 市 街 

    (1) (1)   (4) (7) (11) (11) 

    58.4  62.3    55.3  56.1  59.7  57.6  

    (1) (2) (4) (7) (8) (9) (4) 

    30.7  29.4  29.0  29.0  29.7  29.4  28.7  

商 業 市 街 

  (2) (1) (2) (3) (1)   (2) (3) 

  56.3  59.7  63.1  56.6  56.4    55.5  63.1  

(3)   (2)       (1) (3) (5) 

28.8    31.5        29.3  28.3  31.2  

住 宅 市 街 

  (1) (2) (5) (1) (3) (4) (11) (15) 

  56.8  59.9  62.3  58.8  60.8  61.5  63.0  59.8  

(3) (1) (2) (2) (3) (10) (3) (9) (9) 

28.7  34.3  30.2  30.5  31.3  30.0  30.0  30.8  30.2  

その他の市街 

(1) (1) (3)   (4) (4) (1) (4) (7) 

54.9  52.9  55.2    58.3  56.6  59.8  58.9  57.6  

(3)   (1) (3) (2) (4) (3) (4) (5) 

30.1    28.7  27.4  29.2  29.7  30.1  29.8  28.7  

準 市 街 

(2)  (2) (3) (7) (4) (5) (3) (1) 

54.8    54.1  52.7  59.4  50.2  56.1  60.2  64.4  

(8) (1) (2) (3) (2) (2) (6) (1) (2) 

29.5  27.5  30.7  28.5  28.3  27.9  29.0  26.2  31.7  

都市近郊農村 

(1)  (1) (1) (3) (1) (4) (3)  

51.9    51.3  49.8  51.3  50.7  49.9  53.3    

(1)  (3) (1) (1)  (1) (5) (1) 

27.1    26.3  26.7  26.5    27.4  27.5  28.2 

普 通 農 村 

(8) (2) (1) (3) (5) (4) (2) (3) (3) 

54.5  52.5  53.7  55.0  56.5  56.2  52.2  61.6  58.3  

(13) (4) (3) (3) (4)  (2)  (3) 

27.9  28.3  29.7  28.2  28.5    28.4    31.0  

農 山 村 

(10) (2) (2) (2) (1)  (1)     

51.6  54.1  54.7  50.5  57.1    51.5      

(11) (1) (1) (3)  (1)  (1)   

28.2  25.2  26.0  29.0    28.7    25.8    

全    県 

(22) (8) (13) (17) (24) (21) (24) (37) (40) 

53.1  54.4  55.8  57.3  57.1  55.4  55.6  59.5  59.1  

(42) (7) (15) (17) (16) (24) (24) (32) (29) 

28.6  28.6  27.6  28.7  29.1  29.4  29.4  29.2  30.0  

注. （ ）内は学校数を示し、平均値の上段は 5教科、下段は 4教科を示す。 
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４ 私費教育費と学力      

私費教育費の階級別 5（4）教科学校平均得点    

区  分 
1,000 円

未満 

1,000～

1,999 

2,000～

2,999 

3,000～

3,999 

4,000～

4,999 

5,000～

5,999 

6,000 円

以上 

全 

県 

5 教科 
(8) (82) (97) (11) (5) (1) (2) 

57.2  57.8  56.4  58.1  56.7  54.1  57.5  

4 教科 29.4  29.5  28.7  29.6  30.2  26.7  28.9  

注．（ ）内は学校数を示し、4教科の場合も同数とする。 

都市・農村別 得点階級別私費教育費         

区  分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群   別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学 校 数 17 85 14 15 79 22 11 36 16 10 43 10 

平均生徒 1人 

当り年間私費 

支出額 

1,829  2,234  2,350  1,987  2,159  2,432  1,655  2,185  1,813  2,000  2,034  1,840  
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地域類型別生徒 1人当り私費教育費別 5（4）教科学校平均得点  

区    分 
999 

以下 

1,000～

1,999 

2,000～

2,999 

3,000～

3,999 

4,000～

4,999 

5,000～

5,999 

6,000 

以上 

工 業 市 街 

  (8) (23) (4)       

  57.8  56.8  59.5        

  30.0  29.0  29.5        

商 業 市 街 

  (7) (6)       (1) 

  59.4  58.3        59.7  

  30.3  29.7        29.3  

住 宅 市 街 

(1) (13) (25) (3)       

58.4  63.6  60.3  57.0        

28.8  31.7  28.5  29.2        

その他の市街 

(1) (12) (9) (1) (1) (1)   

60.7  58.9  55.0  55.2  60.0  54.1    

30.7  29.9  28.4  27.5  32.4  26.7    

準 市 街 

  (15) (9) (1) (2)     

  57.0  54.5  57.3  58.0      

  29.3  28.4  32.3  29.3      

都市近郊農村 

  (1) (12) (1)       

  51.1  51.2  52.1        

  27.3  27.0  28.6        

普 通 農 村 

(5) (16) (9) (1)       

57.9  55.5  55.8  65.4        

29.9  27.7  28.3  31.5        

農 山 村 

(1) (10) (4)   (2)   (1) 

49.1  52.8  50.7    53.9    55.3  

26.0  28.3  26.9    30.0    28.4  

全    県 

(8) (82) (97) (11) (5) (1) (2) 

57.2  57.8  56.4  58.1  56.7  54.1  57.5  

29.4  29.5  28.7  29.6  30.2  26.7  28.9  

注．（ ）内は学校数を示す。平均値は、上段は 5教科、下段は 4教科を示す。 
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５ 設備と学力 ―その 1 図書の保有率と学力―     

図書保有率の階級別 5（4）教科学校平均得点        

区  分 
39％

以下 

40～

49 

50～

59 

60～

69 

70～

79 

80～

89 

90～

99 

100～

109 

110～

119 

120～

139 

140～

159 

160

以上 

平
均
値 

5 教科 
(15) (14) (13) (22) (15) (25) (17) (15) (10) (27) (17) (16) 

59.3  55.8  56.2  58.0  55.6  56.5  57.2  58.2  58.0  57.1  56.8  57.1 

4 教科 29.5  28.5  28.9  29.6  28.2  29.3  29.4  29.3  30.8  29.0  29.9  29.2  

注．（ ）内は学校数を示し、4教科の場合も同数とする。      

都市・農村別 得点階層別図書の保有率         

区     分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群     別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学  校  数 17 85 14 15 79 22 11 36 16 10 43 10 

平均図書保有率 84.4  81.7  69.8  91.0  84.0  61.5  123.0  118.5  125.8  129.3  116.6  132.7  
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地域類型別 図書保有率別5（4）教科学校平均得点 

区    分 
39 

以下 

40～

49 

50～

59 

60～

69 

70～

79 

80～

89 

90～

99 

100～

109 

110～

119 

120～

139 

140～

159 

160 

以上 

工 業 市 街 

(3) (4) (1) (9) (5) (3) (3) (2)   (4) (1)   

56.0  53.7  53.3  57.2  56.8  60.0  58.9  61.1    58.2  58.8    

28.5  28.3  28.4  29.2  28.6  30.2  29.4  30.6    30.4  30.1    

商 業 市 街 

(1) (1) (2)   (2) (3) (1)   (1) (1) (2)   

57.1  59.7  55.8    55.8  61.0  56.5    68.6  66.1  55.5    

29.2  29.3  29.0    28.7  30.9  29.0    32.9  31.7  29.5    

住 宅 市 街 

(5) (5) (3) (7) (2) (6) (4) (4) (1) (4)   (1) 

63.7  59.0  58.1  61.1  60.9  59.6  58.7  61.2  68.6  65.8    59.8  

30.5  29.5  29.9  32.1  29.6  29.9  31.0  29.4  32.9  31.9    30.1  

その他の市街 

(3) (1) (4) (2) (3) (2) (1) (2) (2) (1) (3) (1) 

57.1  59.8  55.0  55.5  55.9  56.6  58.8  58.4  59.5  52.9  59.8  62.1  

29.4  29.8  28.0  28.1  27.8  30.4  31.3  29.8  29.0  29.1  31.1  30.2  

準 市 街 

      (1)   (5) (3) (4) (1) (1) (5) (2) 

      49.1    53.9  56.7  56.5  58.7  56.5  56.9  60.7  

      27.4    28.6  28.5  29.0  30.6  29.0  29.9  30.2  

都市近郊農村 

(1) (3) (1) (1) (2) (2)     (1) (2) (1)   

51.9  50.7  51.1  51.3  50.5  50.4      57.1  51.4  49.2    

27.1  26.5  27.3  26.7  26.9  27.2      27.4  28.0  27.6    

普 通 農 村 

(2)   (2) (2) (1) (3) (3) (1) (4) (6) (3) (4) 

61.3    60.3  61.1  48.1  52.9  56.0  61.4  51.9  55.5  60.6  55.6  

30.1    30.3  32.0  26.6  28.4  28.8  29.6  25.8  27.1  30.7  26.8  

農 山 村 

          (1) (2) (2)   (3) (2) (8) 

          49.5  53.8  50.8    50.5  50.2  47.5  

          27.0  27.8  27.7    26.7  28.3  28.8  

全    県 

(15) (14) (13) (22) (15) (25) (17) (15) (10) (27) (17) (16) 

59.3  55.8  56.2  58.0  55.6  56.5  57.2  58.2  58.0  57.1  56.8  57.1  

29.5  28.5  28.9  29.6  28.2  29.3  29.4  29.3  30.8  29.0  29.9  29.2  

注．（ ）内は学校数を示す。平均値は、上段は 5教科、下段は 4教科を示す。 



第４章 中学校 

- 397 - 

                              

             
 

    ―その 2 理科設備不足率と学力―   

理科設備不足率の階級別理科の得点       

区 分 
20％ 

以下 

20～ 

29.9 

30～ 

39.9 

40～ 

49.9 

50～ 

59.9 

60～ 

69.9 

70～ 

79.9 

80～ 

89.9 

90％ 

以上 

平均値 
(3) (3) (2) (35) (76) (64) (12) (8) (3) 

63.5  59.9  59.5  58.4  57.8  55.3  55.9  53.7  59.6  

注．（ ）内は学校数を示す。 

都市・農村別 得点階級別理科設備の不足率 

区     分 都   市 農   村 

群     別 上 中 下 上 中 下 

学  校  数 16 84 14 11 36 16 

平均理科設備不足率 53.1  58.9  60.5  54.7  60.4  64.2  

地域類型別理科設備不足率別理科学校平均得点 

区    分 
20 

以下 

20～

29.9 

30～

39.9 

40～

49.9 

50～

59.9 

60～

69.9 

70～

79.9 

80～

89.9 

90 

以上 

工 業 市 街 
    (1) (8) (14) (10) (1) (1)   

    59.5  56.6  58.0  56.9  54.1  58.4    

商 業 市 街 
      (1) (10) (1)   (2)   

      56.5  59.5  59.3    57.3    

住 宅 市 街 
(2) (1)   (6) (12) (15) (5) (1)   

63.1  58.8    65.4  62.1  58.7  59.7  59.5    

その他の市街 
      (5) (12) (5)   (1) (2) 

      59.0  56.9  56.2    52.9  60.3  

準 市 街 
(1)   (1) (10) (7) (7) (1)     

64.4    59.4  56.7  56.7  53.8  57.3      

都市近郊農村 
      (1) (4) (7) (2)     

      57.1  51.5  50.4  50.7      

普 通 農 村 
  (2)   (2) (13) (9) (2) (2) (1) 

  60.5    53.4  57.0  55.5  55.0  47.8  57.6  

農 山 村 
      (2) (4) (10) (1) (1)   

      58.1  52.6  51.8  49.5  48.9    

全    県 
(3) (3) (2) (35) (76) (64) (12) (8) (3) 

63.5  59.9  59.5  58.4  57.8  55.3  55.9  53.7  59.6  

注．（ ）内は学校数を示す。 
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６ 週間授業時数と学力 

教科別、授業時数別、階級別学校平均得点 

区 分 

国  語 社  会 数  学 理  科 英  語 

11～

13 

14～

16 

17～

19 

11～

13 

14～

16 

11～

13 

14～

16 

17～

19 

11～

13 

14～

16 

11～

13 

14～

16 

平均値 
(5) (159) (42) (134) (72) (111) (94) (1) (194) (12) (147) (59) 

64.2  62.2  61.4  52.1  54.9  57.2  56.8  53.8  51.8  53.5  59.4  65.2 

区 分 
音  楽 図  工 保  体 職  家   

3～4 5～7 8～10 3～4 5～7 8～10 5～7 8～10 11～13 8～10 11～13  

平均値 
(1) (203) (2) (1) (203) (2) (6) (199) (1) (170) (36)  

24.6  28.7  29.6  36.0  33.7  36.6  25.9  26.7  30.5  27.4  26.7   

注．（ ）内は学校数を示す。 

都市・農村別 得点階層別週間授業時数         

区      分 
都   市 農   村 

5教科 4教科 5教科 4教科 

群      別 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 

学   校   数 17 85 14 15 79 22 11 36 16 10 43 10 

平均週間授業時数 67.2  66.9  66.4  30.3  30.4  30.4  71.9  67.8  66.1  30.5  30.9  30.8  
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週間授業時数別（3ヶ年通算）学校平均得点        

区    分 

国  語 社  会 数  学 理  科 英  語 

11～
13 

14～
16 

17～
19 

11～
13 

14～
16 

11～
13 

14～
16 

17～
19 

11～
13 

14～
16 

11～
13 

14～
16 

工 業 市 街 
(3) (29) (3) (27) (8) (19) (16)   (35)   (25) (10) 

64.1  64.1  62.8  52.1  52.0  57.5  57.1    52.6    59.6  62.8  

商 業 市 街 
(1) (8) (5) (9) (5) (10) (4)   (14)   (12) (2) 

61.5  64.7  67.4  55.0  55.9  58.0  57.0    53.2    61.6  68.5  

住 宅 市 街 
  (36) (6) (26) (16) (26) (16)   (40) (2) (27) (15) 

  66.3  65.5  57.5  55.8  61.4  62.0    54.5  55.8  63.6  68.8  

その他の市街 
(1) (20) (4) (19) (6) (14) (11)   (24) (1) (16) (9) 

68.0  62.4  60.0  53.2  53.2  58.1  56.9    52.2  57.4  59.6  62.4  

準 市 街 
  (21) (6) (18) (9) (11) (16)   (26) (1) (20) (7) 

  61.4  60.4  49.9  57.9  56.2  56.3    51.3  48.2  58.6  62.6  

都市近郊農村 
  (12) (2) (10) (4) (10) (4)   (14)   (14)   

  56.4  59.0  46.8  47.7  50.6  51.3    46.9    54.7    

普 通 農 村 
  (24) (7) (15) (16) (10) (20) (1) (25) (6) (19) (12) 

  58.0  61.0  50.9  54.9  56.7  54.5  53.8  51.2  52.0  56.3  67.1  

農 山 村 
  (9) (9) (10) (8) (11) (7)   (16) (2) (14) (4) 

  50.2  57.6  46.0  54.3  49.4  56.1    46.4  56.4  55.6  61.5  

全    県 
(5) (159) (42) (134) (72) (111) (94) (1) (194) (12) (147) (59) 

64.4  62.2  61.4  52.1  54.9  57.2  56.8  53.8  51.8  53.5  59.4  65.2  
              

区    分 

音  楽 図  工 保  体 職  家  

3～ 
4 

5～ 
7 

8～
10 

3～ 
4 

5～ 
7 

8～ 
10 

5～ 
7 

8～ 
10 

11～
13 

8～ 
10 

11～
13 

 

工 業 市 街 
  (34) (1)   (35)   (1) (34)   (28) (7)  

  28.2  29.6    34.5    27.1  26.8    27.6  27.3   

商 業 市 街 
  (14)     (13) (1) (1) (13)   (11) (3)  

  30.3      34.7  34.9  25.5  27.4    28.4  27.5   

住 宅 市 街 
  (42)     (41) (1)   (42)   (38) (4)  

  30.5      35.0  38.3    27.3    28.6  27.7   

その他の市街 
  (25)   (1) (24)   (3) (22)   (22) (3)  

  28.6    36.0  34.3    25.8  26.9    27.3  28.4   

準 市 街 
(1) (26)     (27)   (1) (26)   (26) (1)  

24.6  28.2      34.7    25.6  26.6    27.2  28.5   

都市近郊農村 
  (14)     (14)     (14)   (10) (4)  

  26.3      31.5      25.3    25.7  22.8   

普 通 農 村 
  (31)     (31)     (30) (1) (26) (5)  

  28.2      31.0      26.4  30.5  26.8  28.0   

農 山 村 
  (17) (1)   (18)     (18)   (9) (9)  

  27.0  29.5    32.3      26.3    26.2  25.6   

全    県 
(1) (203) (2) (1) (203) (2) (6) (199) (1) (170) (36)  

24.6  28.7  29.6  36.0  33.7  36.6  25.9  26.7  30.5  27.4  26.7   

注．（ ）内は学校数を示す。  

 注 神奈川県立公文書館所蔵の簿冊「昭和 37年 臨時会会議録 総務課」に収録されている。12月 13日の会議の資

料。 
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四 

公
立
中
学
校
第
三
学
年
学
習
検
査 

公
立
中
学
校
第
三
学
年
の 

学
習
検
査
お
わ
る 

 
 
 
 
 
               

昨
年
よ
り
八
点
高
い
平
均
点 

 

さ
る
一
月
二
十
四
・
二
十
五
日
に
神
奈
川
県
公
立
中
学
校
第
三
年
学
習
検
査
が
実
施
さ
れ
た
。

検
査
の
対
象
は
公
立
中
学
校
第
三
学
年
の
生
徒
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
特
に
希
望
し
て
受
検
し
た

も
の
も
あ
っ
た
。 

 

受
検
者
数
は
公
立
中
学
校
三
年
生
が
七
八
、
〇
二
四
名
、
そ
れ
以
外
は
横
浜
国
大
附
属
、
ゆ

う
か
り
学
園
中
学
部
、
秦
野
養
護
学
校
中
学
部
の
各
三
年
生
が
計
三
二
五
名
、
そ
れ
に
県
外
の

中
学
校
と
私
立
の
中
学
校
か
ら
計
一
、
〇
六
〇
名
、
総
計
し
て
七
九
、
三
〇
九
名
で
、
昨
年
よ

り
約
二
万
二
千
名
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
と
し
の
中
学
校
の
三
年
生
は
、
一
年
の
時
か
ら
新
ら
し
い
教
育
課
程
に
よ
っ
て
学
習
し
て

き
た
最
初
の
生
徒
た
ち
な
の
で
、
出
題
に
あ
た
っ
て
は
、
各
教
科
と
も
基
本
的
な
も
の
に
主
眼

を
お
き
、
基
礎
知
識
や
応
用
力
を
た
め
す
こ
と
に
留
意
し
、
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
っ
て
レ
ベ

ル
の
高
く
な
っ
た
教
科
で
は
、
な
る
べ
く
む
づ
か
し
い
問
題
は
さ
け
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
偶

然
に
正
答
と
な
る
こ
と
も
あ
る
〇✕

式
を
や
め
て
十
分
に
内
容
が
分
ら
な
け
れ
ば
解
答
で
き
な

い
よ
う
な
問
題
に
し
、
ま
た
、
実
技
を
伴
う
技
能
教
科
に
つ
い
て
は
、
実
技
や
実
習
を
通
し
て

で
な
け
れ
ば
身
に
つ
か
な
い
よ
う
な
も
の
を
で
き
る
だ
け
出
題
す
る
よ
う
に
し
た
。 

 
 

検
査
の
結
果 

 

検
査
の
結
果
は
集
計
さ
れ
、
各
教
科
ご
と
の
平
均
点
、
偏
差
値
、
品
等
段
階
表
な
ど
が
ま
と

め
ら
れ
た
。
そ
の
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

集
計
の
資
料
と
し
て
は
、
無
作
為
抽
出
に
よ
つ
て
二
十
一
校
を
選
び
、
そ
の
学
校
の
中
か
ら

さ
ら
に
各
一
学
級
を
任
意
に
抽
出
し
た
。
生
徒
数
は
一
、
〇
一
一
名
で
あ
る
。 

 

各
教
科
の
平
均
点
は
第
二
表
の
上
段
の
通
り
で
、
こ
れ
を
昨
年
の
平
均
点
と
比
較
す
る
と
、

国
語
が
七
・
八
一
、
数
学
五
・
三
七
と
大
巾
に
上
ま
わ
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
理
科
三
・

七
〇
、
保
健
体
育
三
・
二
四
、
英
語
〇
・
一
三
が
上
ま
わ
っ
た
が
、
社
会
、
音
楽
、
美
術
（
昨

年
は
図
工
）、
技
術
・
家
庭
（
昨
年
は
職
業
・
家
庭
）
の
男
女
双
方
、
は
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
全

教
科
の
合
計
点
の
平
均
は
こ
と
し
の
方
が
約
八
点
近
く
高
い
。 

 

各
教
科
の
得
点
の
分
布
状
態
を
示
し
た
の
が
第
二
表
の
下
段
の
部
分
と
右
の
グ
ラ
フ
で
あ
り
、

各
教
科
の
素
点
と
品
等
段
階
と
の
関
係
は
第
一
表
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。 

 

得
点
の
分
布
状
態
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
も
の
は
、
数
学
と
英
語
で
あ
る
。 

 

数
学
で
は
、
分
布
は
得
点
の
低
い
方
に
偏
よ
り
、
５
点
～
19

点
の
と
こ
ろ
に
全
体
の
四
割
以

上
の
も
の
が
集
中
し
、
し
か
も
０
点
～
４
点
の
者
が
６
％
あ
る
。
こ
れ
は
全
体
的
に
数
学
の
レ

ベ
ル
の
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
昨
年
、
０
点
～
４
点
が

24

％
も
あ
り
、
グ
ラ
フ
も
対
称
型
（
山
型
で
な
く
逆
Ｊ
型
（
ナ
ダ
レ
型
）
で
あ
り
、
平
均
も
約

16

点
で
あ
っ
た
の
に
比
較
す
れ
ば
、
次
第
に
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
に
、
近
づ
き
つ
つ
あ
る
と
言
え

よ
う
。 

 

英
語
で
は
、
15

点
～
19

点
、
25

点
～
29

点
、
40

点
～
44

点
の
そ
れ
ぞ
れ
を
頂
点
と
す

る
山
が
三
つ
あ
り
（
即
ち
20

点
～
24

点
の
と
こ
ろ
と
、
30

点
～
39

点
の
と
こ
ろ
の
二
つ
の

谷
が
あ
る
）
、
学
力
の
高
い
グ
ル
ー
プ
と
中
位
の
グ
ル
ー
プ
と
低
い
グ
ル
ー
プ
と
が
混
在
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

昨
年
の
分
布
状
態
も
同
じ
様
な
三
つ
の
山
型
で
あ
っ
た
が
、
こ
と
し
は
中
の
山
が
高
く
な
っ

た
の
で
、
昨
年
よ
り
も
中
位
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
傾
向
が
進
ん
で
行
け
ば
次
第
に
ノ
ー
マ
ル
な
状
態
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

                 

第一表 品等段階表（要点との関係） 

段 階 １ ２ ３ ４ ５ 

評 語 最 下 下 中 上 最 上 

国   語 0～16 17～25 26～35 36～43 44～50 

社  会 0～11 12～20 21～30 31～39 40～50 

数  学 0～ 5 6～12 13～26 27～42 43～50 

理  科 0～11 12～19 20～29 30～38 39～50 

音  楽 0～12 13～19 20～27 28～34 35～50 

美  術 0～13 14～22 23～33 34～43 44～50 

保  体 0～19 20～26 27～34 35～41 42～50 

技・家（男） 0～11 12～19 20～27 28～35 36～50 

技・家（女） 0～15 16～21 22～28 29～34 35～50 

英  語 0～11 12～21 22～34 35～44 45～50 
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第二表  平 均 お よ び 得 点 分 布     

 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 
技・家 

（男） 

技・家 

（女） 

外国語 

（英語） 

満    点 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 

平  均 30.33 25.21 21.60 25.05 23.83 28.48 30.50 23.57 25.24 28.55 

標準偏差 9.20 9.80 12.45 9.40 7.07 10.59 6.85 7.80 6.79 11.55 

平  均 22.52 29.29 16.23 21.35 26.32 30.68 27.26 25.44 26.62 28.42 

標準偏差 9.10 9.10 12.30 7.85 8.93 7.90 7.60 7.45 5.65 11.80 

点  ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

５０ 0 0.1 0.1 0.1 0 0.6 0 0 0 1.3 

４５～４９ 3.4 3.4 2.6 2.7 0.3 4.6 0.8 1.0 0 9.2 

４０～４４ 12.3 6.1 7.5 5.7 1.8 12.7 7.9 1.7 1.8 11.9 

３５～３９ 20.1 9.9 9.3 9.6 5.2 13.8 20.0 5.6 7.5 11.1 

３０～３４ 21.9 12.5 10.4 12.7 14.0 15.6 28.9 13.5 18.2 12.2 

２５～２９ 16.2 16.0 10.6 15.4 20.1 16.9 23.9 21.7 23.9 15.2 

２０～２４ 13.6 20.2 11.1 22.3 31.6 13.4 12.8 22.6 26.7 12.4 

１５～１９ 7.8 18.2 12.6 20.6 19.6 12.0 4.4 23.2 18.8 14.5 

１０～１４ 3.3 11.2 15.4 8.7 6.6 7.5 1.1 9.1 2.8 8.9 

 ５～ ９ 1.4 2.5 14.4 2.2 0.7 2.4 0.2 1.6 0 3.0 

 ０～ ４ 0.2 0.1 6.0 0.1 0.2 0.7 0.1 0 0.2 0.2 

38

年
度 

37

年
度 
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注 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
『
教
育
月
報
』
一
九
六
三
年
一
月
号
。 
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五 

中
学
校
に
お
け
る
進
路
指
導
の
強
化
方
針 

  

中
学
生
の
進
路
指
導 

 

県
教
委
で
対
策
強
化 

父
母
研
修
会
を
拡
充 

新
し
く
11

会
場
で
移
動
相
談 

                       

                            
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
六
四
年
九
月
四
日
。 

 

          

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

           

            

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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六 

横
浜
市
立
岡
野
中
学
校
の
教
育
方
式
（「
岡
野
方
式
」） 

 
 
 
 

一
、
ま 

え 

が 

き 

〔
略
〕 

 
 
 
 

二
、
岡 

野 

方 

式 

の 

歩 

み 

〔
略
〕 

 
 
 
 

三
、
岡 

野 

方 

式 

の 

一 

般 

構 

造 

試
み
に
教
育
関
係
者
に
お
き
き
す
る
。「
先
生
の
目
は
ど
こ
を
向
い
て
い
ま
す
か
。」
と
。 

 

岡
野
の
先
生
な
ら
、「
何
を
く
だ
ら
な
い
こ
と
を
き
く
の
か
。
生
徒
に
向
か
っ
て
い
る
に
き
ま

っ
て
い
る
。」
と
答
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
端
的
な
こ
と
ば
に
は
二
重
の
意
味
が
あ
る
。「
生
徒

を
見
る
」
と
「
生
徒
の
立
場
か
ら
見
る
」
と
で
あ
る
。
生
徒
を
見
る
の
が
岡
野
の
教
育
で
あ
る
。

生
徒
を
守
る
位
置
か
ら
凡
て
を
判
断
す
る
の
が
岡
野
の
運
営
で
、
所
謂
岡
野
方
式
で
あ
る
。
あ

た
り
ま
え
と
い
え
ば
全
く
あ
た
り
ま
え
、
平
凡
と
い
え
ば
全
く
平
凡
だ
が
、
そ
れ
に
徹
底
し
た

の
で
あ
る
。
抽
象
的
観
念
、
手
段
的
見
方
、
主
観
的
情
念
、
世
俗
の
攻
〔
功
〕
利
を
断
絶
し
た
の

で
あ
る
。 

 

岡
野
で
は
人
に
見
せ
る
教
育
を
し
な
い
。
父
母
の
た
め
に
は
授
業
は
常
時
公
開
で
あ
る
が
、

他
に
向
か
っ
て
教
育
を
売
り
物
に
し
な
い
。
但
し
秘
密
に
し
た
の
で
も
な
い
。
来
る
者
は
拒
ま

ず
、
去
る
者
は
追
わ
ず
、
た
だ
わ
が
道
を
行
く
の
み
。
権
威
に
屈
せ
ず
名
利
に
お
も
ね
ら
ず
、

時
流
に
溺
れ
ず
、
た
だ
生
徒
の
た
め
に
な
す
あ
る
の
み
と
い
う
の
が
岡
野
の
行
き
方
で
あ
る
。

随
分
愛
想
の
な
い
学
校
の
顔
で
あ
る
が
、
実
は
つ
き
つ
め
た
真
実
を
追
う
姿
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。 

 

例
え
ば
修
学
旅
行
で
あ
る
。
教
育
の
目
的
目
標
と
学
習
内
容
、
生
徒
の
発
達
段
階
、
諸
条
件

を
照
合
し
て
行
き
先
を
き
め
る
。
教
師
の
好
み
に
よ
る
選
択
は
と
り
あ
げ
な
い
。
さ
て
旅
行
の

目
的
達
成
と
生
徒
の
安
全
を
守
る
た
め
先
生
方
は
百
万
研
究
を
重
ね
、
綿
密
な
計
画
を
立
て
準

備
万
端
を
と
と
の
え
る
。
そ
し
て
出
発
す
る
。
先
生
の
目
は
一
瞬
も
生
徒
の
上
を
離
れ
な
い
。

と
同
時
に
生
徒
の
身
を
か
ば
っ
て
八
方
に
目
を
く
ば
る
。
そ
れ
が
瞬
間
に
統
合
さ
れ
無
事
帰
る

ま
で
つ
づ
く
の
で
あ
る
。 

 

こ
れ
は
学
校
活
動
の
あ
り
方
の
た
と
え
で
も
あ
る
。
正
真
正
銘
な
正
直
な
あ
り
方
な
の
で
あ

る
。 

 

生
徒
に
つ
い
〔
き
〕
そ
い
指
導
し
、
世
話
を
す
る
の
が
教
師
で
あ
り
、
生
徒
の
た
め
の
立
場
か

ら
研
究
、
計
画
、
準
備
、
連
絡
組
織
、
実
践
の
体
系
化
、
後
始
末
を
す
る
の
が
運
営
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。 

 

学
校
の
全
体
が
生
徒
に
向
い
て
い
る
。父
母
の
目
は
も
と
も
と
わ
が
子
に
向
い
て
い
る
か
ら
、

そ
の
多
く
の
目
が
普
遍
妥
当
性
を
も
つ
よ
う
に
視
角
を
調
整
し
視
点
を
合
わ
せ
て
も
ら
う
。
教

育
行
政
も
生
徒
に
向
い
て
い
る
も
の
と
し
て
純
粋
に
学
校
は
受
け
取
る
。
地
域
の
関
心
も
正
当

に
整
理
し
協
力
的
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
も
ら
う
。 

 

生
徒
に
向
い
て
い
る
と
は
、
生
徒
の
現
実
―
可
能
態
に
向
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
実
の

内
容
を
な
す
も
の
は
諸
々
の
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
を
教
育
的
に
認
識
し
、
構
造
化
し
、
組
織
す

る
。
そ
し
て
可
能
性
を
ひ
ら
き
生
徒
の
発
達
を
助
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
守
る
た
め
に
学
校
は
運

営
さ
れ
る
。 

 

生
徒
の
発
達
の
達
成
を
通
し
、
生
徒
自
身
に
、
父
母
と
社
会
に
奉
仕
す
る
公
的
責
任
に
お
い

て
学
校
は
運
営
さ
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
現
実
性
、
事
実
性
、
目
的
性
を
よ
り
高
度
に
実
現
す
る
た
め
に
学
校
の
運
営
は

ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
岡
野
方
式
と
は
こ
う
い
う
も
の
に
外
な
ら
な
い
。 

 

何
よ
り
も
先
に
生
徒
が
あ
り
、教
育
活
動
が
あ
る
。そ
れ
を
守
る
た
め
の
運
営
活
動
が
あ
る
。 

 

以
下
目
的
構
造
、
組
織
構
造
、
運
営
構
造
の
次
第
に
よ
っ
て
略
述
す
る
。 

 
 

⑴ 

目 

的 

構 

造 

 

教
育
の
目
的
は
社
会
が
つ
く
り
、
目
的
に
達
す
る
方
法
は
教
師
が
工
夫
す
る
と
い
う
の
が
岡

野
方
式
の
基
本
態
度
で
あ
る
。
教
育
の
目
的
は
生
徒
の
身
心
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
、
将
来
の

生
徒
の
人
間
自
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
社
会
の
主
体
の
育
成
で
あ
る
。
だ
か
ら
目
的
の
達
成
は
現

実
の
生
徒
か
ら
人
間
的
、
社
会
的
価
値
の
可
能
性
を
発
見
し
そ
の
発
達
を
図
る
も
の
で
、
現
実

の
事
実
を
外
に
し
て
手
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
発
達
の
段
階
、
法
則
、
条
件
性

が
あ
る
。
教
育
の
目
的
に
つ
い
て
目
標
系
列
、
基
本
的
方
法
論
（
教
育
方
針
）、
教
育
課
程
、
生

徒
の
組
織
、
環
境
構
成
、
用
具
教
材
の
整
備
、
父
母
地
域
の
協
力
組
織
、
職
員
の
活
動
組
織
が

順
序
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

⑵ 

組 

織 

構 

造 

 

学
校
内
の
職
務
活
動
組
織
に
二
様
の
立
場
が
あ
る
。
一
は
法
に
基
い
て
学
校
の
組
織
編
成
に

密
着
す
る
校
内
人
事
で
、
学
年
学
級
教
科
保
健
指
導
、
職
業
指
導
等
の
担
当
組
織
と
校
務
執
行

上
の
組
織
で
あ
り
、
他
は
教
員
が
教
育
の
効
果
を
高
め
る
た
め
の
組
織
で
あ
る
。
前
者
は
所
謂

ラ
イ
ン
組
織
で
、
後
者
は
ス
タ
ッ
フ
組
織
に
相
当
す
る
。
後
者
は
ま
た
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

ラ
イ
ン
内
ス
タ
ッ
フ
即
ち
学
年
会
教
科
会
等
で
あ
り
、
他
は
学
校
教
育
全
般
の
た
め
の
ス
タ
ッ

フ
即
ち
各
種
委
員
会
研
究
会
の
類
で
あ
る
。
こ
の
外
別
に
学
校
運
営
の
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
に
運

営
委
員
会
が
あ
る
。
全
職
員
は
ラ
イ
ン
に
属
す
る
と
共
に
ラ
イ
ン
内
ス
タ
ッ
フ
に
属
し
、
全
般
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の
ス
タ
ッ
フ
に
参
加
し
運
営
委
員
会
に
代
表
者
を
送
る
。 

 
ラ
イ
ン
は
終
局
的
に
個
人
責
任
を
負
う
て
実
践
に
従
い
、
ス
タ
ッ
フ
は
集
団
思
考
と
集
団
責

任
を
負
う
。
ラ
イ
ン
と
ス
タ
ッ
フ
は
相
補
し
て
機
能
し
合
う
。
ラ
イ
ン
、
ス
タ
ッ
フ
、
フ
ァ
ン

ク
シ
ョ
ン
の
円
環
的
運
営
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
乃
至
頂
点
に
職
員
会
議
が
あ
る
。 

 

教
師
は
受
持
学
級
、
教
科
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
学
校
全
般
を
よ
く
し
な
く
て
は
到
底
目
的

を
達
し
得
な
い
。
学
級
教
科
を
よ
く
し
な
く
て
は
全
般
は
よ
く
な
ら
な
い
と
も
い
え
る
が
、
全

般
の
比
重
は
大
き
い
。
学
校
は
教
師
団
の
協
力
に
よ
ら
な
け
れ
ば
動
か
な
い
し
、
各
種
の
条
件

の
整
備
充
実
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

故
に
教
師
は
学
校
教
育
全
般
に
関
心
を
持
ち
、
学
校
運
営
に
参
加
す
る
本
務
上
の
義
務
が
あ

る
。 

 

職
員
会
議
は
全
職
員
の
統
一
的
意
志
形
成
の
場
で
あ
る
。
広
汎
に
し
て
最
高
次
元
の
運
営
会

議
で
あ
る
。
職
員
は
生
徒
の
よ
り
よ
い
発
達
の
保
証
の
た
め
に
会
議
に
臨
む
。
参
加
は
義
務
で

あ
る
と
と
も
に
権
利
で
も
あ
る
。 

 

故
に
全
職
員
の
提
案
権
は
尊
重
さ
れ
、
発
言
の
自
由
は
平
等
の
権
利
と
し
て
保
証
さ
れ
る
。

時
に
緊
迫
、
時
に
厳
烈
な
る
も
概
ね
和
気
藹
々
、
常
に
誠
意
を
以
て
一
貫
さ
れ
、
客
観
的
一
致

に
導
か
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
再
審
議
に
付
さ
れ
、
原
案
さ
し
も
ど
し
の
如
き
場
合
も
あ
る
。

必
ず
資
料
を
整
備
し
、
事
実
に
基
い
て
明
確
に
判
断
さ
れ
る
の
が
例
で
あ
る
。
最
後
に
公
教
育

の
合
法
性
適
法
性
が
確
か
め
ら
れ
、
校
長
の
管
理
権
、
運
営
代
表
権
の
承
認
を
経
て
実
施
に
移

さ
れ
る
。
職
員
会
議
の
決
定
事
項
は
最
高
に
尊
重
さ
れ
、
生
徒
の
教
育
と
学
校
運
営
上
の
基
準

と
な
る
。 

 

ラ
イ
ン
へ
の
配
置
は
校
長
の
法
に
よ
る
組
織
権
に
属
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
組
織
改
編
は
全
職
員

の
公
的
自
由
に
任
せ
ら
れ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
全
員
に
要
望
さ
れ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
「
集
団
の
目
的
設
定
と
そ
の
達
成
に
貢
献
す
る
個
人
が
集
団
の
中
で
の
貢
献
で
あ
る
」
か
ら

で
あ
る
。
最
初
か
ら
特
定
人
物
を
役
職
的
リ
ー
ダ
ー
と
せ
ず
、
自
然
に
任
す
の
が
岡
野
方
式
の

行
き
方
で
あ
る
。
無
主
任
制
の
発
生
根
拠
は
こ
こ
に
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
校
長
は
ラ
イ
ン
組
織
に
お
い
て
教
師
の
年
令
性
別
経
験
性
格
等
各
般
の
条
件
を
考

慮
し
、
宿
老
、
実
力
者
、
推
進
役
、
目
付
役
、
新
参
、
問
題
の
教
師
等
を
く
み
あ
わ
せ
、
個
性

を
発
揮
で
き
る
と
共
に
集
団
の
調
和
と
力
が
高
ま
る
よ
う
な
配
慮
に
全
力
を
尽
し
て
い
る
。 

 

そ
こ
に
は
色
合
い
の
異
な
る
不
特
定
多
数
の
リ
ー
ダ
ー
が
予
想
さ
れ
る
し
、
中
心
リ
ー
ダ
ー

も
自
然
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。 

 

教
師
は
組
織
の
末
端
に
位
置
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、教
育
的
発
想
上
か
ら
逆
倒
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
考
え
方
は
古
い
官
僚
統
制
の
思
想
か
ら
出
た
し
、
ま
た
経
営
学
的
組
織
論
か
ら
企
業

体
に
お
け
る
最
下
層
を
な
す
作
業
層
に
み
た
て
る
な
ど
は
無
思
慮
の
比
擬
で
、
凡
そ
教
師
の
職

能
を
正
当
に
評
価
し
位
置
づ
け
た
も
の
で
は
な
い
。
教
師
は
科
学
的
専
門
職
で
、
且
つ
人
格
的

影
響
が
仕
事
の
内
容
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
が
仕
事
の
全
体
目
的
で
あ
る
生
徒
に
密

着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
業
務
の
最
終
目
的
に
直
接
触
れ
て
い
る
活
動
が
末
端
に
あ
る
は
ず
が

な
い
。 

 

然
し
集
団
活
動
体
で
あ
る
以
上
、
計
画
樹
立
、
組
織
設
定
、
手
段
蒐
集
、
指
揮
統
制
、
権
限
、

過
程
、
機
構
、
仕
事
の
序
列
等
は
存
在
す
る
。
そ
こ
で
学
校
で
も
教
師
の
階
層
構
成
が
考
え
易

い
が
、
前
の
如
く
管
理
者
は
別
と
し
て
一
般
教
師
団
を
階
層
化
す
〔
る
〕
こ
と
は
適
当
で
な
い
。

そ
れ
は
教
育
機
能
の
性
格
と
現
下
の
諸
条
件
に
も
よ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
別
に
考
案
す
る
で

あ
ろ
う
。 

 
 

⑶ 

運 

営 

構 

造 

 

そ
こ
で
教
育
と
運
営
と
を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
問
題
と
な
る
の
は
、「
権
限
」
と
「
指
揮
統

制
」
で
あ
る
。
権
限
の
根
拠
は
法
規
令
、
行
政
機
関
の
指
示
に
あ
る
。
更
に
根
源
的
に
は
国
民

の
主
権
、
人
権
、
教
育
権
に
基
く
。
教
育
的
見
方
に
よ
れ
ば
教
吋
上
の
事
実
実
態
の
客
観
的
認

識
を
内
容
と
す
る
も
の
で
、
学
校
の
統
一
的
意
志
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

校
長
は
法
に
よ
る
管
理
権
に
よ
っ
て
学
校
の
公
共
性
、
目
的
性
を
完
全
に
維
持
し
、
外
部
へ

の
運
営
代
表
権
を
も
ち
単
独
責
任
を
負
う
者
で
あ
る
。
教
師
団
は
常
に
そ
れ
を
尊
重
し
、
協
力

し
、
か
り
そ
め
に
も
侵
さ
な
い
の
が
岡
野
方
式
の
公
的
骨
格
で
あ
る
。
校
長
は
法
に
よ
る
職
権

に
よ
っ
て
所
属
職
員
を
監
督
す
る
が
、教
育
上
の
細
部
に
干
渉
し
な
い
。監
督
は
法
に
準
拠
し
、

客
観
的
で
公
正
な
る
こ
と
を
岡
野
方
式
は
要
望
す
る
。
思
い
付
き
や
主
観
的
感
情
的
な
し
方
は

妥
当
で
な
い
、
そ
れ
は
非
合
法
な
し
方
と
し
て
受
け
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

教
師
は
学
校
教
育
の
一
部
分
を
分
担
す
る
が
、
同
時
に
学
校
の
教
師
と
し
て
学
校
教
育
全
般

の
向
上
に
つ
い
て
努
力
す
る
職
能
が
あ
る
。
学
校
運
営
に
参
加
す
る
義
務
が
必
然
的
に
生
ず
る

の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
立
場
か
ら
必
要
な
職
権
の
部
分
的
委
譲
を
受
け
る
。
ま
た
学
校
の
集
団

意
志
に
よ
っ
て
仕
事
の
委
託
を
う
け
る
の
を
立
〔
建
〕
前
と
す
る
。 

 

所
謂
学
校
行
事
の
指
揮
統
制
は
、
ラ
イ
ン
に
準
じ
て
担
当
の
係
を
校
長
が
委
嘱
す
る
。
無
主

任
制
の
学
年
行
事
等
は
い
か
に
行
な
う
か
。
教
師
集
団
の
担
当
す
る
教
育
の
実
践
過
程
上
の
指

揮
統
制
は
、
岡
野
方
式
に
お
い
て
は
ラ
イ
ン
内
ス
タ
ッ
フ
の
統
一
意
志
で
あ
る
。
話
合
い
に
お
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い
て
形
成
さ
れ
た
客
観
的
統
一
意
志
―
そ
の
内
容
を
な
す
手
段
方
法
に
従
っ
て
活
動
す
る
。
た

だ
実
際
上
必
要
あ
る
場
合
は
会
合
が
役
割
を
き
め
、
一
定
の
人
に
委
任
す
る
。
恒
常
的
に
特
定

の
人
が
全
般
の
指
揮
統
制
に
当
る
わ
け
で
は
な
い
。
即
ち
集
団
統
制
で
根
源
的
に
は
公
的
自
己

統
制
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

四
、
岡 

野 

方 

式 

の 

基 

底 

的 

認 

識 

〔
略
〕 

 
 
 
 
 

五
、
岡 
野 

方 

式 

の 

評 

価 

〔
略
〕 

 
 
 
 
 

六
、
補 

 
 

遺 

〔
略
〕 

 
 
 
 
 

七
、
あ 

と 
が 

き 

〔
略
〕 

  
 

注 

桐
谷
政
次
『
学
校
運
営
に
お
け
る
岡
野
方
式
―
そ
の
私
的
ノ
ー
ト
―
』
の
「
三
、
岡
野
方
式
の

一
般
構
造
」。
本
書
は
私
家
版
で
、
奥
付
が
な
く
「
七
、
あ
と
が
き
」
の
最
後
に
「
昭
和
卅
九
年
五

月
五
日 

擱
筆
」
と
あ
る
。
著
者
の
桐
谷
は
岡
野
中
学
校
創
立
以
来
同
校
に
勤
務
し
て
き
た
教
師
。

同
校
の
初
代
校
長
は
神
奈
川
県
校
長
会
、
全
国
中
学
校
長
会
の
創
設
に
加
わ
っ
た
長
谷
川
雷
助
。 
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七 

ア
・
テ
ス
ト
実
施
に
つ
い
て
の
運
営
要
項 

昭
和
四
十
一
年
度 

ア
・
テ
ス
ト
実
施
に
つ
い
て
の
運
営
要
項 

平
塚
秦
野
学
区
学
習
検
査
運
営
委
員
会 

四
二
・
一
・
一
一 

一
、
平
塚 
大
磯 

二
宮
及
び
秦
野 

伊
勢
原 

中
井 

寄
両
地
区
内
の
中
学
校
長
を
も
っ
て

運
営
委
を
組
織
す
る
。 

 

１
．
運
営
委
員
会
に
は
正
副
委
員
長
を
置
く 

 
 
 

長 

山
田
校
長 

副 

草
山
校
長 

 

２
．
運
営
委
員
会
に
お
い
て
検
査
委
員
・
採
点
委
員
を
決
定
す
る
。 

 

３
．
検
査
委
員 

採
点
委
員
は
各
他
校
職
員
を
以
て
之
に
あ
て
る
。 

二
、
学
校
長
の
責
任 

学
校
長
は
運
営
委
員
と
し
て
当
該
ア
・
テ
ス
ト
会
場
の
最
高
責
任
者
で

あ
る
。 

三
、
検
査
委
員
会 

採
点
委
員
会 

 

１
．
検
査
委
員
は
一
月
十
九
日
午
前
九
時
（
厳
守
）
ま
で
に
指
定
校
に
到
着
し
、
学
校
長
の

確
認
を
う
け
る
。 

 
 
 

各
自
封
印
の
た
め
の
認
印
と
正
確
な
時
計
と
弁
当
を
持
参
す
る
こ
と
。 

 

２
．
委
員
は
検
査
委
員
会
・
採
点
委
員
会
を
組
織
し 
委
員
長
を
互
選
す
る
（
学
校
長
は
そ

の
斡
旋
を
す
る
こ
と
。） 

 

３
．
委
員
に
故
障
が
生
じ
た
場
合
は
遅
滞
な
く
交
代
者
を
出
す
こ
と
。 

 

４
．
採
点
結
果
に
つ
い
て
は
み
だ
り
に
口
外
し
な
い
こ
と
。 

四
、
テ
ス
ト
の
実
施 

 

１
．
委
員
長
及
び
各
委
員
は
学
校
長
と
緊
密
に
連
絡

し
つ
つ
要
項
及
び
注
意
の
各
事
項
を
正
し
く

守
る
こ
と
。 

 

２
．
会
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
テ
ス
ト
開
始
前
に 

 

確
認
し
て
お
く
こ
と
。 

 

３
．
テ
ス
ト
用
紙
分
配
の
便
宜
の
た
め
三
年
の
学
級

別
男
女
別
生
徒
数
を
検
査
委
員
室
に
標
示
し

て
お
く
こ
と
。 

 

４
．
各
学
校
に
お
い
て
は
答
案
用
紙
厳
封
の
た
め
の

大
封
筒
を
学
級
数
の
九
倍
以
上
用
意
し
、
そ
の

上
面
に
下
図
の
よ
う
な
符
箋
を
貼
り
つ
け
て
お
く
こ
と
。 

５
．
各
学
校
に
お
い
て
は
別
に
配
布
す
る
採
点
表
（
出
席
簿
を
兼
ね
る
）
を
学
級
数
だ
け
用

意
す
る
こ
と
。（
出
席
簿
番
号
を
会
場
の
机
の
右
隅
に
記
入
し
て
お
く
こ
と
。） 

 

６
．
テ
ス
ト
終
了
五
分
前
に
そ
の
旨
を
口
頭
で
伝
え
る
。 

五
、
採
点 

 

１ 

採
点
会
場
は
各
委
員
の
勤
務
校
と
す
る
。 

 
 
 

２
．
採
点
期
日
は
そ
の
日
の
全
テ
ス
ト
終
了
後
よ
り
開
始
。 

 

３
．
採
点
の
た
め
の
委
員
と
同
数
の
補
助
員
を
お
く
。 

４
．
採
点
は
正
答
表
を
忠
実
に
守
っ
て
誤
り
な
い
よ
う
正
確
に
行
な
う
こ
と
。 

 

５
．
正
答
表
は
勤
務
校
に
配
布
さ
れ
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。 

６
．
疑
義
は
一
月
二
十
日
、
二
十
一
日
各
九
時
ま
で
に
国
府
中
へ
届
出
る
。（
文
書
） 

 

７
．
疑
義
の
回
答
に
つ
い
て
は
一
月
二
十
日
、
二
十
一
日
十
時 

地
区
代
表
が
教
育
事
務
所

か
ら
う
け
と
る
こ
と
。 

六
、
個
人
票
及
び
照
合 

 

１
．
採
点
委
員
は
ア
・
テ
ス
ト
成
績
個
人
票
に
ア
・
テ
ス
ト
の
結
果
を
正
確
明
瞭
に
記
入
す

る
こ
と
。
数
字
は
算
用
数
字
と
す
る
。 

 

２
．
採
点
委
員
は
一
月
二
十
四
日
（
火
）
午
前
九
時 

各
自
の
検
査
会
場
に
答
案
用
紙
及
び

個
人
票
を
持
ち
よ
り
、
当
該
学
校
正
誤
の
訂
正
は
採
点
委
員
長
、
学
校
長
立
会
の
下
に

行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
訂
正
印
は
採
点
委
員
長
印
、
運
営
委
員
長
印
を
必
要

と
す
る
。） 

 

３
．
抽
出
校
担
当
の
採
点
委
員
は
得
点
集
計
表
・
分
布
表
を
作
成
し
、
抽
出
学
校
長
は
中
教

育
事
務
所
へ
一
月
二
十
四
日
十
時
ま
で
に
届
け
る
。 

 

４
．
照
合
完
了
後
は
答
案
用
紙
及
び
採
点
表
は
各
々
の
中
学
校
長
に
返
却
す
る
。 

 

５
．
個
人
成
績
票
は
採
点
委
員
長
及
び
運
営
委
員
長
の
確
認
印
を
得 

偏
差
値
、
品
等
段
階

の
記
入
を
し
て
完
成
し
た
も
の
と
す
る
。 

 
６
．
個
人
成
績
票
は
完
成
後
、
そ
の
正
票
を
各
学
校
長
に
、
副
票
一
を
教
育
事
務
所
に
、
副

票
一
を
運
営
委
員
長
に
提
出
す
る
こ
と
。 

七
、
偏
差
値
品
等
段
階
の
記
入 

 

１
．
偏
差
値
品
等
段
階
表
が
送
付
さ
れ
た
時
は 

各
採
点
委
員
長
に
連
絡
し
、
個
人
票
に
そ

れ
ぞ
れ
を
記
入
す
る
事
務
を
行
な
う
。 

 

２
．
記
入
は
二
月
一
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら
浜
岳
中
学
校
に
お
い
て
五
学
級
以
上
は
四
人 

 ←    約 9cm    → 

←       

約
12

㎝        

→ 

〇 〇 科 

〇  〇 中学校 

三 年     組 

在籍生徒数    名 

受験生徒数    名 

欠席生徒数    名 

検査委員名    印 

備  考      
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四
学
級
以
下
は
二
人
の
記
入
要
員
に
よ
り
記
入
す
る
。 

八
、
備
考 

 

１
．
文
字
数
字
の
記
入
は
楷
書
で
明
確
に
行
な
い 

誤
記
の
起
ら
ぬ
よ
う
に
注
意
す
る
。 

 

２
．
お
茶
菓
子
は
一
日
一
人
五
十
円
の
こ
と
。 

 

３
．
事
務
用
品
は
会
場
校
よ
り
支
給
を
う
け
る
こ
と
。 

 

４
．
テ
ス
ト
に
当
た
っ
て
は
無
地
の
下
敷
は
使
用
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

 

５
．
カ
ー
ボ
ン
は
青
を
使
う 

 

６
．
校
名
は
ゴ
ム
印
で
入
れ
て
お
く 

 

７
．
氏
名
は
複
写
で
か
く
（
検
査
員
） 

  
 

注 

大
磯
町
立
図
書
館
所
蔵
の
簿
冊
「
昭
和
42

年
１
月
起 

会
議
関
係
等
綴 

大
磯
町
教
育
委
員

会
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 
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八 

受
験
準
備
の
補
習
授
業
の
廃
止 

  

中
学
校 
補
習
授
業
を
全
廃 

入
試
教
育
は
避
け
る 

校
長
会
と
神
教
組
が
通
知 

                        

                     
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
六
六
年
七
月
一
七
日
。 

  
 

           

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

           

         

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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九 
 

一
九
六
八
年
度
ア
・
テ
ス
ト
実
施
要
項 

昭
和
四
十
三
年
度 

ア
・
テ
ス
ト
実
施
要
項
き
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
公
立
中
学
校
一
・
二
年
を
対
象
― 

 

昭
和
四
十
三
年
度
神
奈
川
県
公
立
中
学
校
第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
学
習
検
査
実
施
要
項
が

つ
ぎ
の
と
お
り
き
ま
っ
た
。
な
お
、
こ
の
学
習
検
査
は
、
神
奈
川
県
公
立
中
学
校
に
お
け
る
日

ご
〔
ろ
〕
の
学
習
の
成
果
を
全
県
同
一
の
問
題
を
用
い
て
測
定
し
、
そ
の
結
果
を
学
習
指
導
、
観

察
指
導
等
に
役
だ
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

実
施
要
項 

一 

学
習
検
査
の
対
象
者
は
、
原
則
と
し
て
県
内
公
立
中
学
校
第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
在
学

者
と
す
る
。 

二 

学
習
検
査
の
教
科
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
音
楽
、
美
術
、
保
健
体
育
、
技
術
・

家
庭
、
外
国
語
（
英
語
）
の
九
教
科
と
す
る
。 

三 

問
題
作
成
は
、
県
教
育
委
員
会
が
あ
た
り
問
題
用
紙
は
検
査
を
実
施
す
る
各
公
立
中
学
校

長
（
以
下
「
中
学
校
長
」
と
い
う
）
に
配
布
す
る
。 

四 

学
習
検
査
の
実
施
、
採
点
等
は
、
県
教
育
委
員
会
の
指
示
に
従
い
中
学
校
長
が
責
任
を
も

っ
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。 

五 

問
題
用
紙
等
の
受
領
後
の
保
管
責
任
者
及
び
検
査
実
施
後
の
答
案
等
の
保
管
責
任
者
は
中

学
校
長
と
す
る
。 

六 

学
習
検
査
の
実
施
期
日
は
昭
和
四
十
四
年
三
月
十
三
日
（
木
）
及
び
同
十
四
日
（
金
）
の

二
日
間
と
す
る
。 

七 

学
習
検
査
の
会
場
は
、
特
別
の
場
合
を
除
き
各
公
立
中
学
校
と
す
る
。 

八 

学
習
検
査
の
対
象
外
の
者
で
、
こ
の
検
査
の
受
験
を
希
望
す
る
者
の
の
〔
マ
マ
〕
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
す
る
。 

 

(一) 

受
験
申
込
み
の
受
付
期
間
・
受
付
時
間
・
受
付
期
間
・
昭
和
四
十
四
年
二
月
十
二
日
（
水
） 

か
ら
同
十
八
日
（
火
）
ま
で 

受
付
時
間
・
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
土
曜
日
は
正
午
ま
で 

日
曜
日
は
受
付
け
な
い 

 

(二) 

受
験
の
申
込
み
は
、
横
浜
国
大
附
属
中
学
校
の
在
籍
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
中
学
校
の

校
長
が
学
年
別
、
男
女
別
の
受
験
者
数
を
県
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下
「
県
教
育
長
」

と
い
う
）
に
報
告
す
る
。
そ
の
他
の
者
は
、
本
人
（
又
は
保
護
者
）
が
直
接
、
横
浜
市
、

横
須
賀
市
お
よ
び
川
崎
市
の
各
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下
「
教
育
委
員
会
教
育
長
」

と
い
う
）
ま
た
は
高
座
三
浦
、
中
、
足
柄
上
、
足
柄
下
、
愛
甲
お
よ
び
津
久
井
の
各
教

育
事
務
所
長
（
以
下
「
教
育
事
務
所
長
」
と
い
う
）
を
通
じ
、
受
験
の
申
込
み
を
し
、

必
要
な
手
続
き
を
行
な
う
。
な
お
、
受
験
の
申
込
み
に
必
要
な
用
紙
は
、
上
記
の
各
教

育
委
員
会
お
よ
び
各
教
育
事
務
所
に
用
意
す
る
。 

(三) 

教
育
委
員
会
教
育
長
お
よ
び
教
育
事
務
所
長
は
、
受
験
を
申
し
出
た
者
に
対
し
て
は
、

所
定
の
様
式
に
よ
る
申
込
書
に
よ
り
処
置
す
る
。
な
お
、
県
外
か
ら
の
受
験
申
込
者
に

対
し
て
は
、
事
情
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
っ
て
、
在
籍
（
又
は
出
身
）
中
学
校
長
の

認
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

(四) 

教
育
委
員
会
教
育
長
お
よ
び
教
育
事
務
所
長
は
、
受
験
希
望
者
数
を
検
査
会
場
別
、
学

年
別
に
二
月
二
十
一
日
（
金
）
ま
で
に
県
教
育
長
に
報
告
す
る
。 
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注 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
『
教
育
月
報
』
一
九
六
九
年
一
月
号
。 

 

                             

 
 

学 習 検 査 関 係 の 日 程 

期日 曜 実施事項 方     法    等 

3 月 12日 

 

同 13 日 

同 14 日 

同 15 日 

同 16 日 

同 17 日 

同 18 日 

同 19 日 

同 20 日 

同 21 日 

同 22 日 

水 

 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

問題用紙配布 

 

  検査 

 

 

 

 

   

 

 

 

抽出校資料提出 

県教委  3 市教育委員会        中学校長 

     6 教育事務所→教育委員会 

  時間割のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

抽出校の資料は、正午までに指導課長に提出（秘） 

 

学 習 検 査 の 時 間 割 

3 月 13日 

（木） 

時  刻 

教  科 

所要時間 

  9.40 

10.30 

国 語 

50 分 

 10.50 

11.20 

技術・家庭 

30 分 

11.40 

12.10 

音 楽 

30 分 

12.10 

13.10 

昼 

食 

13.10 

14.00 

理 科 

50 分 

14.20 

14.50 

美 術 

30 分 

3 月 14日 

（金） 

時  刻 

教  科 

所要時間 

9.40 

10.30 

社  会 

50 分 

10.50 

11.40 

数  学 

50 分 

11.40 

12.40 

昼 

食 

12.40 

13.10 

保健体育 

30 分 

13.30 

14.20 

外国語 

（英語） 

50 分 

 

 

 

採点 
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五
百
人 

 

収 

容 

一
〇 

企
業
進
出
と
校
舎
改
修 

  

超
デ
ラ
ッ
ク
ス
校
舎
完
成 

第
一
生
命
進
出
の
大
井
町
湘
光
中 

〝
日
本
一
〟
と
折
り
紙 

大
食
堂 

 
 
 
 

浴
室
ま
で
完
備 

                       

          
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
六
八
年
一
二
月
二
二
日
。 

 

   

          

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

          

   

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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一
一 

丸
刈
り
強
制
の
校
則 

  

い
ま
ど
き
丸
坊
主
な
ん
て
… 

〝
不
自
然
で
異
様
な
姿
〟 

共
進
中
だ
け
新
入
生
か
ら
緩
和 

丸
刈
り
き
ら
い
越
境
も 

                       

                      
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
七
〇
年
三
月
三
〇
日
。 

 

 

          

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

           

         

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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上
菅 

田
中 

一
二 

背
広
ス
タ
イ
ル
の
中
学
校
の
制
服
の
登
場 

  

新
入
生
か
ら
背
広
姿
で 

 
 

ス
マ
ー
ト
な
制
服
、
好
評 

時
代
の
流
れ
で
学
園
に
も
新
風 

                        

             
 
 

『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
七
〇
年
四
月
一
三
日
。 

   

注 

リ
ー
ド
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
電
算
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
に
つ
い
て
の
記
事
は
第
六
章 

に
収
録
し
た
。 

 

           

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

           

     

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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一
三 

中
学
生
実
態
調
査 

  

〝
現
代
中
学
生
気
質
〟
と
は 

横
浜
市
立
岩
崎
中
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら 

                         

                              

           

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

            

              

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
七
二
年
二
月
七
日
。 

   

注 

「
教
育 

か
な
が
わ
広
場
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

         

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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Ｄ
＝
（
ａ
＋
Ｐ
ｂ
）
＋
ｑ
ｃ
 

一
四 

神
奈
川
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
方
法
改
善
委
員
会
の
報
告 

 
 
 
 
 
 

は
選
抜
資
料
と
せ
ず 

―
四
十
八
年
度
高
校
入
学
者
選
抜
方
法
改
善
さ
れ
る
― 

 

県
教
育
委
員
会
は
か
ね
て
か
ら
神
奈
川
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
方
法
改
善
委
員
会

（
委
員
長
、
中
村
康
治
元
横
浜
国
立
大
学
長
）
を
設
け
、
入
学
者
選
抜
方
法
の
改
善
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
依
頼
し
て
き
た
が
、
さ
る
五
月
十
八
日
、
四
十
八
年
度
た
だ
ち
に
改
善
す
べ
き
点

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。 

 

改
善
点
は
、
①
中
学
校
一
学
年
に
お
け
る
学
習
検
査
（
ア
・
テ
ス
ト
）
お
よ
び
調
査
書
（
学

習
の
記
録
）
は
選
抜
資
料
と
し
な
い
。
②
現
行
選
抜
方
式
の
順
位
算
定
式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
Ｐ
、
ｑ
の
値
を
、
そ
れ
ぞ
れ
〇
・
一
下
げ
て
〇
・
五
と
す
る
、

の
二
点
で
あ
る
。 

 

よ
っ
て
来
年
度
（
四
十
八
年
度
）
は
こ
の
改
善
報
告
に
基
づ
い
て
入
学
者
選
抜
が
実
施
さ
れ

る
が
、
四
十
九
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
を
継
続
し
た
う
え
で
別
に
報
告
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

  

現
行
の
選
抜
方
式
は
四
十
二
年
三
月
の
「
神
奈
川
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
制
度
調
査

会
」
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
四
十
三
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。
施
行
当
初
は
、
全
国
的
に

も
ユ
ニ
ー
ク
な
神
奈
川
方
式
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
れ
な
り
の
成
果
も
あ
げ
て
き
た
。
し

か
し
、
最
近
に
な
っ
て
「
選
抜
の
方
法
が
、
中
学
校
教
育
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
ず
、
む
し
ろ

そ
の
充
実
に
役
立
つ
こ
と
を
志
向
す
る
」
と
い
っ
た
施
行
当
初
の
期
待
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
が

困
難
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
中
学
校
入
学
当
初
か
ら
学
習
検
査
（
ア
・
テ
ス
ト
）
を
含
め
た

受
験
勉
強
に
過
熱
現
象
が
生
じ
、
中
学
校
教
育
の
正
常
な
運
営
が
妨
げ
ら
れ
る
恐
れ
が
生
じ
た

り
、
進
学
指
導
の
ゆ
き
す
ぎ
の
事
例
な
ど
、
ひ
ず
み
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
さ
ら

に
、
四
十
七
年
度
か
ら
は
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
お
よ
び
生
徒
指
導
要
録
が
改
め
ら
れ
、
学

習
検
査
の
あ
り
方
や
調
査
書
の
内
容
な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
で
て
き
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
こ
の
四
月
、「
神
奈
川
県
公
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
方
法
改
善
委
員
会
」
を
設
け

①
調
査
書
（
学
習
の
記
録
）
②
学
習
検
査
（
ア
・
テ
ス
ト
）
③
学
力
検
査
（
高
校
入
試
）
の
三

点
か
ら
選
抜
制
度
改
善
を
検
討
し
て
き
た
。 

 

そ
の
結
果
、
中
間
報
告
と
し
て
次
の
解
〔
回
〕
答
を
得
た
。 

(1) 

中
学
校
一
学
年
の
学
習
検
査
お
よ
び
学
習
の
記
録
を
選
抜
の
資
料
と
す
る
こ
と
は
、
低

学
年
か
ら
受
験
勉
強
に
は
い
る
恐
れ
が
あ
り
、
中
学
校
教
育
の
正
常
な
運
営
を
妨
げ
る
こ
と
に

な
る
。
少
な
く
と
も
一
年
生
の
段
階
で
は
受
験
を
考
え
な
い
で
伸
び
伸
び
と
勉
強
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。 

(2) 

現
行
選
抜
方
式
の
順
位
算
定
式
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
の
格
差
は
認
め
な
い
と
い
う
前

提
に
た
っ
て
、
調
査
書
を
よ
り
重
要
視
す
る
方
向
へ
も
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
学
習
検
査
は
、

学
習
指
導
上
の
資
料
を
得
る
と
い
う
本
来
の
目
的
に
も
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
学
力
検
査
は

生
徒
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
調
査
書
の
指
数
は
従
来
ど
お
り
一
と

し
、
学
習
検
査
、
学
力
検
査
の
比
重
を
〇
・
一
ず
つ
下
げ
て
〇
・
五
と
す
る
。 

 

以
上
の
改
善
報
告
に
従
っ
て
、
四
十
八
年
度
の
入
学
選
抜
が
実
施
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
今
度

の
改
善
に
よ
り
、
調
査
書
の
入
学
選
抜
制
度
に
占
め
る
割
合
は
い
っ
そ
う
大
き
く
な
る
。
選
抜

が
適
正
に
行
な
わ
れ
る
た
め
の
最
大
の
要
件
は
、
公
正
な
調
査
書
の
作
成
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
は
、
高
等
学
校
側
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
、
ま
た
、
父
兄
の
側
に
不
安
を
与
え
な

い
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。 

  
 

注 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
『
教
育
月
報
』
一
九
七
二
年
五
月
号
。 

 
 

１ 
ア
・
テ
ス
ト 

中 
調 
査 

書 
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一
五 

一
九
七
一
年
度
ア
・
テ
ス
ト
の
結
果 

昭
和
46

年
度
学
習
検
査
（
ア
・
テ
ス
ト
）
の
結
果 

 
 

望
ま
れ
る
基
礎
的
事
項
の
取
得
と
創
造
力
の
育
成 

 

三
月
十
五
・
十
六
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
、
公
立
中
学
校
一
・
二
年
全
員
を
対
象
に
学
習
検

査
（
ア
チ
ー
ブ
メ
ン
ト
・
テ
ス
ト
）
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
。

内
容
は
、
各
教
科
の
成
績
の
概
要
、
な
ら
び
に
各
教
科
別
の
平
均
点
、
得
点
分
布
等
を
集
計
し

た
も
の
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。 

(1) 

各
教
科
に
つ
い
て
、
全
県
的
な
結
果
と
比
較
し
て
、
生
徒
個
々
の
成
績
を
診
断
す
る
。 

(2) 

教
師
が
生
徒
の
学
力
の
実
態
を
は
握
し
、
今
後
の
学
習
指
導
の
資
料
と
す
る
。 

 

集
計
は
学
習
検
査
を
実
施
し
た
公
立
中
学
校
二
五
〇
校
の
な
か
か
ら
任
意
抽
出
に
よ
り
三
三

校
を
選
び
、
当
該
中
学
校
か
ら
さ
ら
に
、
学
年
ご
と
に
一
学
級
ず
つ
任
意
に
抽
出
し
て
行
な
わ

れ
た
。
集
計
対
象
生
徒
は
一
年
生
一
、
三
七
九
人
、
二
年
生
一
、
三
八
四
人
で
あ
る
。 

 

こ
の
テ
ス
ト
の
結
果
は
、「
中
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導
」
な
ら
び
に
県
教
育
委
員
会
の
「
学

習
指
導
上
の
努
力
点
」
を
参
考
に
し
て
今
後
の
指
導
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 
 

【
学
習
検
査
の
結
果
】 

《
総 

評
》 

 

各
教
科
と
も
平
均
点
か
ら
み
る
と
、
前
年
度
に
比
べ
多
少
の
お
う
と
つ
は
あ
っ
た
が
、
出
題

の
ね
ら
い
か
ら
し
て
み
れ
ば
、
一
年
で
は
数
学
、
理
科
、
美
術
、
技
・
家
（
男
）
の
四
教
科
、

二
年
で
は
国
語
、
理
科
、
技
・
家
（
男
女
）
の
三
教
科
が
そ
の
ね
ら
い
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。 

 

こ
の
た
め
今
後
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
基
礎
的
事
項
の
習
得
と
創
造
力
の
育
成
と
を
あ
わ
せ

て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
望
ま
れ
る
。 

(1)

広
い
視
野
に
立
つ
て
の
見
か
た
を
養
う 

(2)

現
象
面
か
ら
本
質
的
な
問
題
を
見
い
だ
す
能
力
を
養
う
。 

(3)

目
的
に
応
じ
て
結
果
を
検
討
し
、
処
理
す
る
能
力
と
態
度
を
養
う
。 

(4)

鋭
い
見
通
し
と
、
的
確
な
判
断
の
能
力
を
養
う
。 

《
各
教
科
の
結
果
》 

 
 
 

（
注
）
％
の
数
字
は
正
答
率
を
示
す 

 
 
 

国 
 
 
 

語 

第
一
学
年 

 

文
章
理
解
、
語
句
、
語
法
、
読
字
、
書
字
の
各
領
域
を
通
し
て
考
察
す
る
と
、
全
般
的
に
は

好
成
績
を
示
し
て
い
る
。
領
域
的
に
み
る
と
次
の
こ
と
が
い
え
る
。 

〇
文
章
の
全
体
的
な
読
解
に
つ
い
て
は
、
六
〇
～
七
〇
％
を
示
し
て
い
る
が
、
細
部
の
読
解
に

つ
い
て
は
五
〇
％
以
下
の
も
の
も
み
ら
れ
る
。 

〇
文
脈
中
の
語
句
の
意
味
や
用
法
に
つ
い
て
は
良
好
で
、
七
六
～
七
七
％
を
示
し
て
い
る
。 

〇
接
続
語
に
つ
い
て
は
七
六
、
七
％
を
示
し
、
良
好
で
あ
る
が
、
主
・
述
・
修
の
関
係
に
つ
い

て
は
三
七
～
六
〇
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

〇
読
字
・
書
字
に
つ
い
て
は
、
日
常
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
に
つ
い
て
も
「
省
い
た
。
策
略
。

届
け
る
。」
を
除
い
て
は
い
ず
れ
も
五
〇
％
以
下
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
今
後
細
部
に
留
意
し
て
読
み
と
る
こ
と
や
、
日
常
生
活
の
中
で
正
し
い
語

法
や
漢
字
が
適
切
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

第
二
学
年 

 

広
い
範
囲
か
ら
の
出
題
で
あ
っ
た
が
、全
体
的
に
は
ま
ず
ま
ず
の
成
績
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
を
領
域
別
に
み
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

〇
文
章
を
全
体
的
に
読
み
と
る
力
は
比
較
的
高
く
、
特
に
鑑
賞
の
面
は
よ
く
で
き
て
い
た
（
五

〇
～
八
五
％
）。 

〇
文
章
の
中
の
語
句
の
意
味
と
用
法
を
確
実
に
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
問

題
は
二
四
～
三
四
％
と
低
か
っ
た
。 

〇
文
脈
の
中
で
の
主
述
の
関
係
の
と
ら
え
方
、
文
章
を
書
く
立
場
で
の
接
続
語
の
使
い
方
に
つ

い
て
は
六
四
～
六
六
％
の
正
答
が
得
ら
れ
た
。 

〇
読
字
・
書
字
に
つ
い
て
は
日
常
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
ば
が
出
題
さ
れ
た
が
、
と
も
に
正
答
率

の
大
き
い
も
の
と
小
さ
い
も
の
と
の
格
差
が
目
立
っ
た
（
八
〇
％
以
上
～
二
〇
％
以
下
）。
総

じ
て
書
字
の
力
は
劣
る
が
、
読
字
・
書
字
と
も
に
限
ら
れ
た
字
数
の
わ
り
に
は
正
確
な
理
解

に
欠
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
基
礎
的
な
力
を
日
常
生
活
の
中
で
的
確
に
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
、
必

要
に
応
じ
て
細
部
を
正
確
に
分
析
し
て
い
け
る
読
み
の
力
を
つ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。 

 
 
 

社 
 
 

会 

第
一
学
年 

 

基
礎
的
事
項
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
は
、
お
お
む
ね
よ
い
が
、
資
料
を
読
み
と
り
活
用
す

る
力
が
や
や
劣
り
、
類
推
的
に
考
え
る
力
も
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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〇
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
は
、お
お
む
ね
よ
い
が（
五
四
・
七
％
）工
業
は
や
や
弱
く（
三
三
％
）、

都
市
・
鉄
道
は
劣
る
（
二
九
・
八
％
）。 

〇
世
界
の
農
業
は
お
お
む
ね
よ
い
が
（
五
八
・
七
％
）、
工
業
は
や
や
弱
い
（
四
六
％
）。
ま
た

貿
易
は
お
お
む
ね
よ
い
（
五
四
・
四
％
）。 

〇
五
万
分
の
一
地
図
の
読
み
と
り
は
、
お
お
む
ね
よ
い
が
（
五
六
・
五
％
）、
そ
の
中
で
断
面
図

の
読
み
と
り
は
弱
い
（
三
二
・
一
％
）。 

〇
事
象
を
地
図
上
の
位
置
と
関
連
づ
け
て
と
ら
え
る
こ
と
は
や
や
弱
い
。 

第
二
学
年 

 

基
礎
的
事
項
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
は
お
お
む
ね
よ
い
が
、時
代
の
特
色
を
と
ら
え
た
り
、

時
代
の
移
り
変
わ
り
や
そ
の
間
の
因
果
関
係
を
と
ら
え
る
こ
と
は
や
や
弱
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

〇
日
本
の
土
地
制
度
、
政
治
・
経
済
・
社
会
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
よ
い
が
（
六
五
・
四
％
）、

文
化
の
特
色
に
つ
い
て
は
や
や
弱
い
（
二
六
・
三
％
）。 

〇
世
界
の
古
代
（
四
九
・
二
％
）
お
よ
び
近
代
（
五
六
・
七
％
）
は
お
お
む
ね
よ
い
。 

〇
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
古
代
・
封
建
時
代
の
も
の
は
や
や
弱
い
が
（
四
〇
・
一
％
）、

近
代
の
も
の
は
よ
い
（
五
六
％
）。 

〇
歴
史
的
な
こ
と
が
ら
を
地
図
上
の
位
置
と
結
び
つ
け
て
と
ら
え
た
り
、
年
表
に
位
置
づ
け
て

と
ら
え
る
こ
と
は
お
お
む
ね
よ
い
（
五
八
・
八
％
）。 

 
 
 

数 
 
 

学 

第
一
学
年 

 

平
易
な
計
算
問
題
の
処
理
は
大
体
で
き
る
が
、
累
乗
の
混
合
算
や
統
計
数
値
の
計
算
な
ど
に

な
る
と
計
算
力
の
不
足
が
目
立
っ
て
く
る
。
ま
た
整
数
を
構
成
的
に
な
が
め
て
処
理
し
た
り
、

関
係
を
文
字
式
で
表
わ
し
た
り
す
る
理
論
的
な
能
力
に
乏
し
い
。 

〇
簡
単
な
方
程
式
お
よ
び
不
等
式
の
解
法
に
つ
い
て
の
理
解
が
や
や
不
足
し
て
い
る
（
四
〇
～

五
〇
％
）。 

〇
関
係
を
文
字
式
で
表
わ
す
能
力
に
乏
し
い
（
一
五
～
三
〇
％
）。 

〇
関
係
式
と
そ
の
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
は
大
体
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
る
（
六
〇
～
七
五
％
）。 

〇
三
角
形
の
合
同
に
関
連
す
る
平
面
図
形
の
基
礎
事
項
の
理
解
は
お
お
む
ね
よ
い
（
六
七
～
七

五
％
）。 

〇
弧
の
長
さ
や
円
す
い
の
体
積
な
ど
の
計
量
問
題
は
意
外
に
で
き
が
悪
か
っ
た
（
二
五
～
四

〇
％
）。 

〇
統
計
に
関
す
る
問
題
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
・
代
表
値
）
お
よ
び
集
合
の
基
礎
事
項
に
つ
い
て
の

理
解
は
、
良
好
で
あ
っ
た
（
七
〇
～
九
〇
％
）。 

第
二
学
年 

 

得
点
分
布
の
状
態
は
、
低
得
点
者
が
比
較
的
多
く
な
り
、
変
則
的
な
グ
ラ
フ
と
な
っ
た
。
あ

る
程
度
は
学
科
の
特
質
で
も
あ
ろ
う
が
、
出
題
の
方
法
お
よ
び
学
習
指
導
の
両
面
か
ら
の
い
っ

そ
う
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。 

 

各
領
域
別
に
み
る
と
、 

〇
数
・
式
の
計
算
お
よ
び
方
程
式
、
不
等
式
の
解
法
は
だ
い
た
い
習
得
さ
れ
て
い
る
（
四
五
～

七
〇
％
）。
し
か
し
文
字
式
の
計
算
力
の
不
足
が
目
立
っ
た
（
二
九
・
四
％
）。 

〇
文
字
を
含
ん
だ
関
係
式
の
変
数
、
定
数
お
よ
び
そ
れ
ら
の
関
係
の
識
別
力
が
乏
し
い
（
四
～

二
〇
％
）。 

〇
一
次
関
数
と
そ
の
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
の
理
解
度
が
案
外
低
か
っ
た
（
三
二
～
三
七
％
）。 

〇
移
行
措
置
事
項
で
あ
る
順
列
お
よ
び
確
率
に
つ
い
て
は
大
体
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
た
（
六
〇

～
六
五
％
）。 

〇
平
面
図
形
の
基
礎
知
識
・
論
証
能
力
お
よ
び
立
体
図
形
に
関
す
る
相
似
比
と
面
積
比
に
つ
い

て
の
理
解
度
は
や
や
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
の
よ
う
で
あ
る
（
三
〇
～
六
〇
％
）。 

 
 
 

理 
 
 

科 

第
一
年
学
〔
マ
マ
〕 

 

全
体
と
し
て
は
、
平
均
二
七
・
一
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
小
問
ご
と
の
正
答
率
を
み
る

と
、
最
高
は
問
四
（
ウ
）
の
八
二
・
九
％
で
最
低
は
問
二
（
イ
）
の
一
五
・
六
％
で
あ
る
。
さ

ら
に
い
く
つ
か
の
小
問
に
つ
い
て
は
、 

〇
問
二
（
イ
）
は
グ
ラ
フ
の
形
か
ら
融
解
熱
の
最
も
大
き
い
固
体
を
選
ぶ
の
で
あ
る
が
、
正
答

率
が
一
五
・
六
％
と
低
い
。
グ
ラ
フ
の
見
方
に
つ
い
て
指
導
が
望
ま
れ
る
。 

〇
問
四
（
ア
）
実
験
装
置
に
関
す
る
問
題
は
八
二
・
四
％
、（
ウ
）
気
体
の
識
別
に
つ
い
て
八
二
・

九
％
、
ま
た
問
五
（
ア
）
の
分
類
に
関
す
る
問
題
は
八
〇
・
九
％
と
で
き
が
よ
か
っ
た
。 

〇
問
七
（
ア
）（
エ
）
は
星
座
の
移
り
変
わ
り
を
示
す
モ
デ
ル
か
ら
推
論
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
二
七
・
二
％
、
二
三
・
四
％
と
低
く
、
今
後
力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

〇
問
八
（
ウ
）
は
、
二
四
・
六
％
と
低
い
。
仕
事
、
ま
さ
つ
、
ば
ね
の
伸
び
な
ど
仕
事
を
中
心

と
し
て
総
合
的
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

第
二
学
年 
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全
体
と
し
て
は
、
平
均
三
〇
・
四
％
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
問
ご
と
の
正
答
率
を
み

る
と
、
最
高
は
、
問
四
（
イ
）
の
八
七
・
五
％
で
最
低
は
問
八
の
二
〇
・
三
％
で
あ
る
。
さ
ら

に
い
く
つ
か
の
小
問
に
つ
い
て
み
る
と
、 

〇
問
四
（
イ
）
は
、
気
温
と
気
圧
の
記
録
か
ら
推
論
す
る
の
で
あ
る
が
、
よ
く
で
き
て
い
た
。 

〇
問
二
（
イ
）
の
実
験
方
法
に
つ
い
て
は
八
三
・
〇
％
、
問
三
（
ア
）
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
（Kwh

）

と
い
う
基
礎
知
識
に
つ
い
て
も
八
五
・
〇
％
と
よ
く
で
き
て
い
た
。 

〇
問
八
の
実
験
事
実
か
ら
の
推
論
に
つ
い
て
は
二
〇
・
三
％
と
低
い
。
ま
さ
つ
力
、
力
の
分
解

な
ど
の
総
合
的
理
解
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 

音 
 
 

楽 

第
一
学
年 

 

歌
唱
、
器
楽
の
領
域
に
比
較
し
て
、
基
礎
、
創
作
、
鑑
賞
の
領
域
に
は
正
答
率
の
低
い
も
の

が
目
立
つ
、
比
較
的
正
答
率
の
低
い
も
の
と
し
て
は
、 

〇
歌
唱
共
通
教
材
「
わ
か
れ
に
」
に
関
す
る
問
題
の
う
ち
、
弱
起
の
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
（
三
四
・

五
％
）。 

〇
「
ロ
ー
レ
ラ
イ
」
に
関
す
る
問
題
の
う
ち
、
変
ロ
長
調
の
和
音
に
つ
い
て
（
三
三
・
三
％
） 

〇
合
奏
譜
の
和
音
に
つ
い
て
（
三
三
・
三
％
） 

〇
創
作
に
関
す
る
問
題
の
う
ち
、
動
機
を
組
み
合
わ
せ
て
一
部
形
式
（
ａ
ａ
）
の
曲
に
ま
と
め

る
も
の
（
三
五
・
四
％
）
ま
た
、
日
本
の
音
階
（
陽
音
階
）
に
つ
い
て
（
三
六
・
八
％
） 

〇
鑑
賞
共
通
教
材
に
関
す
る
問
題
の
う
ち
、「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」
の
曲
名
、
作
曲
者
、
演

奏
形
態
楽
曲
の
特
徴
そ
の
他
に
つ
い
て
（
二
九
・
七
％
） 

 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

第
二
学
年 

 

比
較
的
正
答
率
の
低
い
も
の
と
し
て 

〇
「
眠
り
の
精
」
の
楽
譜
に
つ
い
て
の
記
譜
（
三
一
・
四
％
） 

〇
低
音
部
譜
表
と
け
ん
ば
ん
図
と
を
結
び
つ
け
る
問
題
（
二
九
・
五
～
三
七
・
二
％
） 

〇
ホ
短
調
の
調
合
に
つ
い
て
の
理
解
（
二
二
・
三
％
） 

〇
合
奏
譜
に
関
し
て
、
旋
律
に
対
し
て
正
し
く
和
声
づ
け
る
問
題
―
和
音
の
理
解
―
（
三
四
・

三
％
） 

〇
創
作
に
関
す
る
問
題
の
う
ち
、
日
本
の
音
階
（
陰
音
階
）
の
旋
律
進
行
の
不
自
然
な
個
所
を

発
見
さ
せ
る
問
題
（
二
二
・
五
％
）
ま
た
一
部
形
式
に
つ
い
て
の
理
解
（
三
九
・
〇
％
） 

〇
短
い
旋
律
を
組
み
合
わ
せ
て
、
二
部
形
式
Ａ
（
ａ

a´
）
Ｂ
（
ｂ

b´
）
の
曲
に
ま
と
め
る

問
題
の
ⓐ
（
二
五
・
二
％
） 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
知
的
理
解
の
指
導
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
表
現
・
鑑
賞
の
実
技
と
関

連
づ
け
て
系
統
的
に
実
施
す
る
こ
と
。
特
に
、
聴
取
・
読
譜
記
譜
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
が

各
領
域
共
通
の
基
礎
的
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 

美 
 
 

術 

第
一
学
年 

 

二
年
に
も
共
通
し
て
い
え
る
が
、
形
式
化
し
た
内
容
や
表
現
の
問
題
は
比
較
的
よ
く
で
き
る

の
に
、
ほ
り
下
げ
た
内
容
や
構
成
的
な
処
理
な
ど
が
劣
り
、
こ
の
た
め
に
は
基
礎
的
学
習
と
し

て
の
発
想
力
や
構
成
力
な
ど
が
、
よ
り
豊
か
に
深
め
ら
れ
る
学
習
と
な
る
よ
う
に
考
え
て
い
き

た
い
。 

〇
絵
画
領
域
で
は
単
純
な
構
図
で
も
表
現
上
の
関
連
が
つ
か
め
な
い
も
の
が
多
く
、
写
生
な
ど

の
指
導
の
場
に
こ
れ
ら
を
留
意
し
て
い
き
た
い
。
問
二
の
鑑
賞
を
含
め
た
問
題
で
は
「
象
徴

的
」「
愛
ら
し
い
」
と
い
う
意
味
に
つ
い
て
迷
っ
た
ほ
か
は
よ
く
で
き
て
い
る
。 

〇
彫
塑
（
そ
）
領
域
問
三
で
は
「
流
し
込
み
成
型
」
の
経
験
が
な
い
た
め
か
き
わ
め
て
劣
る
が
、

そ
の
ほ
か
は
よ
い
。
材
料
経
験
の
時
間
が
少
な
い
の
で
、
発
展
的
に
扱
っ
て
指
導
し
て
い
き

た
い
。 

〇
基
礎
練
習
問
四
は
技
法
的
処
理
と
デ
ザ
イ
ン
へ
と
の
結
び
つ
き
を
み
た
が
、
技
法
過
程
で
の

区
別
の
差
が
少
な
い
も
の
で
は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
問
五
は
比
較
的
よ
い
が
、
問
八
の
折
り

曲
げ
で
の
直
感
的
な
形
体
の
は
握
と
、
空
間
的
に
展
開
で
き
る
力
な
ど
、
や
や
複
合
的
な
内

容
は
あ
ま
り
よ
く
で
き
て
い
な
い
。 

〇
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
問
六
で
は
、
総
合
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
力
を
み
よ
う
と
し
た
が
、
全
般
に
低

調
で
、
発
想
面
の
学
習
が
さ
ら
に
望
ま
れ
る
。
問
七
の
ポ
ス
タ
ー
は
全
般
に
よ
い
。 

第
二
学
年 

 

問
題
ご
と
の
難
易
が
み
ら
れ
、
領
域
に
よ
っ
て
は
要
素
の
複
合
さ
れ
た
問
題
が
あ
ま
り
よ
く

な
い
。 

〇
絵
画
領
域
問
一
・
問
二
は
作
者
の
個
性
的
な
特
徴
か
ら
技
法
的
・
表
現
的
な
面
を
み
た
が
、

構
図
的
な
面
な
ど
、
外
面
的
な
と
ら
え
方
か
ら
の
間
違
い
が
多
い
。
問
五
の
鑑
賞
を
含
め
た

問
題
は
非
常
に
よ
い
。 
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〇
彫
塑
領
域
問
七
の
石
こ
う
に
よ
る
塑
像
技
術
で
は
、
石
こ
う
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
わ
り
に

は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。 

〇
基
礎
練
習
問
三
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
で
は
、
平
面
か
ら
立
体
へ
の
展
開
と
、
構
造
的
な
処
理
を
み

た
が
、
折
り
目
を
図
示
し
な
か
っ
た
た
め
か
全
般
に
低
調
で
あ
る
。 

〇
デ
ザ
イ
ン
領
域
問
八
の
カ
レ
ン
ダ
ー
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
は
、
機
能
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
力
が

劣
っ
て
い
る
。
合
理
性
を
求
め
て
思
考
、
創
造
を
し
て
い
く
デ
ザ
イ
ン
の
学
習
の
面
も
考
え

て
指
導
し
て
い
き
た
い
。
デ
ザ
イ
ン
知
識
と
し
て
の
問
四
で
は
、
一
般
的
な
内
容
の
た
め
よ

く
で
き
て
い
る
。 

 
 
 

保 

健 

体 

育 

第
一
学
年 

 

各
運
動
領
域
、
体
育
に
関
す
る
知
識
と
も
お
お
む
ね
好
成
績
を
示
し
て
お
り
、
全
般
に
基
礎

的
な
指
導
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

〇
器
械
運
動
、
陸
上
競
技
お
よ
び
球
技
な
ど
の
運
動
領
域
に
お
い
て
は
お
お
む
ね
六
〇
％
以
上

の
正
答
率
を
示
し
て
い
る
。 

〇
体
育
に
関
す
る
知
識
は
非
常
に
好
成
績
を
示
し
て
い
る
。 

〇
女
子
の
ダ
ン
ス
に
お
い
て
も
お
お
む
ね
各
問
と
も
五
〇
％
以
上
の
正
答
率
を
示
し
て
い
る
。 

〇
全
体
の
問
題
数
三
〇
数
問
に
対
し
五
〇
％
以
下
の
正
答
率
は
一
〇
問
以
内
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
徒
手
体
操
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
、
男
子
選
択
問
題
の
う
ち
器
械
運
動
に
み
ら

れ
た
一
つ
の
運
動
技
能
を
、全
体
的
に
は
握
す
る
能
力
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

第
二
学
年 

 

各
運
動
領
域
、
体
育
に
関
す
る
知
識
お
よ
び
保
健
と
も
お
お
む
ね
好
成
績
を
示
し
て
お
り
、

全
般
的
に
基
礎
的
な
指
導
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

〇
徒
手
体
操
、
器
械
運
動
、
陸
上
競
技
お
よ
び
球
技
と
も
お
お
む
ね
六
〇
％
以
上
の
正
答
率
を

示
し
て
い
る
。 

〇
体
育
に
関
す
る
知
識
は
、
非
常
に
好
成
績
で
あ
る
。 

〇
保
健
で
は
、
傷
害
の
防
止
、
疲
労
と
作
業
の
能
率
、
心
身
の
発
達
と
栄
養
お
よ
び
環
境
の
衛

生
な
ど
と
も
お
お
む
ね
良
好
で
あ
る
。 

〇
男
子
、
女
子
と
も
各
問
に
五
〇
％
以
上
の
正
答
率
を
収
め
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
で
七

〇
％
以
上
を
示
し
て
い
る
。 

 

以
上
、
全
体
と
し
て
好
成
績
を
示
し
て
い
る
が
、
男
子
で
は
器
械
運
動
の
う
ち
鉄
棒
運
動
の

実
践
を
通
じ
て
種
目
の
連
続
の
さ
せ
方
と
、
女
子
の
ダ
ン
ス
に
お
け
る
表
現
の
基
礎
的
理
論
の

は
握
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 
 

技
術
・
家
庭 

（
男
子
向
き
） 

第
一
学
年 

 

製
図
、
木
材
加
工
の
各
領
域
と
も
好
成
績
を
示
し
、
全
般
的
に
は
基
礎
的
な
指
導
が
行
き
と

ど
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

〇
図
面
の
製
図
と
読
図
を
通
し
て
、
投
影
法
の
理
解
は
七
三
％
。 

〇
製
図
意
図
の
的
確
さ
は
四
六
％
。 

〇
木
材
の
性
質
と
加
工
法
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
四
六
％
。 

〇
金
属
製
品
の
設
計
と
製
作
を
通
し
て
、
塑
性
加
工
の
特
徴
に
つ
い
て
の
理
解
・
応
用
力
は
六

七
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
が
、
今
後
は
特
に
く
ふ
う
創
造
の
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。 

第
二
学
年 

 

木
材
加
工
、
金
属
加
工
、
機
械
、
電
気
の
各
領
域
と
も
正
答
率
が
高
く
、
技
能
や
応
用
力
の

伸
長
な
ら
び
に
安
全
作
業
の
心
得
な
ど
、
指
導
が
ゆ
き
と
ど
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

〇
木
製
品
の
設
計
と
製
作
を
通
じ
て
、
荷
重
と
材
料
及
び
構
造
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
理
解
は

六
二
％
。 

〇
金
属
製
品
の
設
計
と
製
作
を
通
し
て
、
切
削
加
工
の
特
徴
に
つ
い
て
の
技
能
な
ら
び
に
理
解

は
五
二
％
。 

〇
電
気
回
路
の
し
く
み
に
つ
い
て
の
理
解
は
七
二
％
。 

 

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
特
に
技
術
と
生
活
と
の
密
接
な
関
連
の
理
解
と
技
術
面

か
ら
の
く
ふ
う
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 

技
術
・
家
庭 

（
女
子
向
き
） 

第
一
学
年 

 
全
般
的
に
は
各
領
域
と
も
基
礎
的
事
項
の
理
解
が
比
較
的
良
好
で
あ
っ
た
。
正
答
率
が
低
か

っ
た
も
の
は
、
食
品
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
の
理
解
（
二
六
％
）、
米
を
炊
飯
す
る
場
合
の
、
米
の

吸
水
性
と
浸
水
の
必
要
お
よ
び
適
切
な
火
か
げ
ん
の
理
解
（
一
九
％
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
食
品

の
調
理
上
の
性
質
を
理
解
す
る
た
め
の
調
理
実
習
活
動
が
乏
し
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
家

庭
機
械
の
う
ち
ミ
シ
ン
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
理
解
が
低
か
っ
た
（
二
七
％
）。 

第
二
学
年 



第４章 中学校 

- 422 - 

 
全
般
的
に
は
各
領
域
と
も
基
礎
的
事
項
の
理
解
が
比
較
的
良
好
で
あ
っ
た
。
正
答
率
の
低
か

っ
た
も
の
は
、
か
ん
て
ん
の
浸
水
に
よ
る
膨
潤
と
、
か
ん
て
ん
の
濃
度
に
つ
い
て
の
理
解
（
二

三
％
）、
被
服
製
作
に
お
け
る
ボ
タ
ン
の
穴
か
が
り
の
手
順
の
理
解
（
一
六
％
）
で
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
実
習
活
動
が
乏
し
い
た
め
に
、
知
識
・
理
解
が
抽
象
的
な
も
の
に
と
ど

ま
り
、
確
か
な
理
解
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。 

 
 
 

英 
 
 

語 

第
一
学
年 

 

す
べ
て
の
領
域
に
わ
た
っ
て
、
ほ
ぼ
良
好
な
結
果
が
み
ら
れ
、
日
ご
ろ
の
指
導
が
ゆ
き
と
ど

い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

〇
音
素
の
発
音
に
関
し
て
は
六
一
％
。 

〇
文
の
く
ぎ
り
に
つ
い
て
は
七
八
％
。 

〇
問
い
と
答
え
の
関
連
が
六
九
％
。 

〇
語
順
に
関
す
る
問
題
が
四
六
％ 

〇
語
を
書
く
こ
と
に
つ
い
て
は
五
二
％
。 

〇
物
語
の
理
解
に
関
す
る
も
の
が
六
七
％
。 

 

を
示
し
て
い
る
。
今
後
も
、
な
お
い
っ
そ
う
各
領
域
間
の
調
和
を
保
ち
つ
つ
指
導
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

第
二
学
年 

 

一
年
生
よ
り
や
や
進
ん
だ
言
語
材
料
を
扱
う
二
年
生
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
良
好
な
結
果
を

示
し
て
い
る
。 

 

す
な
わ
ち 

〇
音
素
の
発
音
に
関
し
て
は
三
五
％
。 

〇
文
に
お
け
る
強
勢
に
つ
い
て
は
七
八
％
。 

〇
問
い
と
答
え
と
の
関
連
が
七
八
％
。 

〇
語
順
に
関
す
る
問
題
が
四
九
％
。 

〇
日
本
語
に
わ
た
る
英
語
を
書
く
問
題
が
二
五
％
。 

〇
物
語
の
理
解
に
関
す
る
も
の
が
五
八
％
。 

 

を
示
し
て
い
る
。
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
・
読
む
こ
と
お
よ
び
書
く
こ
と
と
相
互
の
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
指
導
が
よ
り
い
っ
そ
う
望
ま
れ
る
。 

 

                      
 

注 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
『
教
育
月
報
』
一
九
七
二
年
五
月
号
。 

  
 

学習検査得点平均点の推移 

年 度 

    学年 

科  目  

第 １ 学 年 第 ２ 学 年 

44 年 45 年 46 年 44 年 45 年 46 年 

国    語 

社    会 

数    学 

理    科 

音    楽 

美    術 

保  ・体（男） 

保 ・ 体（女） 

技 ・ 家（男） 

技 ・ 家（女） 

外国語（英語） 

27.9 

21.0 

22.4 

24.9 

30.1 

31.5 

33.5 

30.9 

26.9 

28.5 

30.0 

29.8 

27.1 

26.6 

23.5 

26.9 

25.7 

34.3 

31.0 

28.1 

29.6 

33.5 

29.7 

24.0 

27.1 

27.1 

24.7 

26.6 

30.0 

31.3 

34.5 

30.9 

32.2 

28.5 

26.1 

23.3 

20.2 

28.0 

40.0 

27.1 

28.2 

28.9 

30.0 

27.7 

28.8 

27.7 

28.6 

21.6 

24.6 

36.5 

36.4 

37.2 

30.9 

28.4 

27.1 

29.3 

27.5 

23.4 

30.4 

23.9 

28.7 

33.4 

31.2 

32.7 

30.6 

24.0 

     男 

総  合 

     女 

27.6 

 

27.4 

28.4 

 

28.1 

27.9 

 

28.7 

27.0 

 

27.2 

29.1 

 

28.9 

28.3 

 

27.5 
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一
六 

久
里
浜
中
学
校
の
校
内
暴
力
事
件 

  

な
ぜ
起
き
た
久
里
浜
中
事
件 

                          

                              

            

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

            

              

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
一
月
二
九
日
。 

   

注 

「
発
言 

か
な
が
わ
広
場
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

            

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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一
七 

中
学
校
給
食
実
施
を
め
ぐ
る
賛
否 

  

賛
否
真
っ
二
つ 

中
学
生
の
給
食 

普
及
率
（
6.8%

）
低
い
本
県 

父
母
「
ぜ
ひ
…
」
神
教
組
「
負
担
増
に
…
」 

                        

                              

           

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 

           

              

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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『
神
奈
川
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
二
月
一
八
日
。 

   

注 

「
教
育 

か
な
が
わ
広
場
」
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

     

              

（
著
作
権
上
の
都
合
に
よ
り
省
略
し
ま
す
） 
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